
43

摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
＊
教
授　

日
本
宗
教
史
・
平
安
時
代
史
／
小
右
記
講
読
会

　

古
記
録
の
テ
キ
ス
ト
を
公
開
す
る
際
に
も
、
部
類
的
な
読
み
方
を
再
現
で
き
る
よ

う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
小
右
記
講
読
会
お
よ
び
文

部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「『
小
右
記
』
註
釈
と
平
安
時
代
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
」（
平
成
二
十
一
〜
二
十
三
年
度
）
に
よ
る
作
業
で
は
、『
小
右

記
』
と
『
左
経
記
』
を
中
心
と
し
た
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
努
め
、「
小

右
記
講
読
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://saneyori.lc.m

eisei-u.ac.jp

）
に
て
公

開
し
て
い
る
が
、
ウ
ェ
ブ
の
設
計
が
完
成
し
て
い
な
い
た
め
に
理
想
的
な
姿
を
十
分

に
提
示
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
古
記
録
の
本
文
と
書
下
し
文
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、

目
録
な
ど
の
関
係
資
料
と
を
総
合
的
に
検
索
し
た
結
果
を
示
す
例
と
し
て
、
昨
年
度

の
「
立
后
」
に
続
き
、「
着
座
」「
着
陣
」
に
関
す
る
記
事
を
集
成
し
て
掲
載
す
る
。

　
「
着
座
」
と
は
、
一
般
に
座
に
着
く
こ
と
で
あ
る
が
、
貴
族
社
会
で
は
公
卿
が
新

任
・
昇
進
・
復
任
し
て
初
め
て
太
政
官
曹
司
庁
（
太
政
官
庁
・
弁
官
庁
・
弁
官
曹

司
）
や
外
記
庁
（
太
政
官
候
庁
・
外
記
候
庁
）
に
あ
る
官
職
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
た

自
分
の
座
（
本
座
）
に
着
く
と
い
う
、
特
別
な
儀
式
を
指
す
こ
と
が
あ
る
（
黒
板
伸

夫
監
修
・
三
橋
正
編
『
小
右
記
註
釈　

長
元
四
年　

上
巻
』
解
説
二
九
「
着
座
」

〈
池
田
卓
也
執
筆
〉
参
照
）。「
着
陣
」
も
同
様
で
、
こ
こ
で
は
任
官
後
最
初
に
宜
陽

殿
西
北
廂
と
陣じ

ん
の
ざ座

（
左
近
衛
府
陣
座
）
の
本
座
に
着
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ

う
な
緊
張
感
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
大
切
な
儀
式
で
あ
っ
た
の
で
、
記
主
自
身
の
場

合
な
ど
は
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
貴
族
の
習
慣
や
意
識
を
探
る
に
も
有
効
で
あ

る
。
す
で
に
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
の
註
釈
で
『
左
経
記
』
の
源
経
頼
（
記
主
）

の
関
連
記
事
を
書
下
し
文
に
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
小
右
記
』『
左
経
記
』
の

全
時
代
に
確
認
で
き
る
事
例
を
公
卿
を
中
心
に
収
録
し
た
。
た
だ
し
、『
小
右
記
』

逸
文
か
ら
記
事
の
存
在
が
確
認
で
き
る
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
か
ら
長
久
元
年
（
一

〇
四
〇
）
年
ま
で
の
六
五
年
間
の
資
料
を
対
象
と
し
た
が
、
事
例
が
確
認
で
き
た
の

は
長
元
八
年
（
一
〇
三
四
）
ま
で
で
あ
る
。

摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事

　

―
　『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　

三

橋　
　

正＊

小

右

記

講

読

会

池
田
卓
也
川
合
奈
美
関
口
崇
史
田
井　

秀

中
丸
貴
史
村
上
史
郎
山
岸
健
二　
　
　
　

は
じ
め
に

　

古
記
録
（
日
記
）
を
正
確
に
読
解
す
る
た
め
に
は
、
通
時
的
に
読
む
だ
け
で
は
な

く
、
多
年
の
関
連
記
事
を
集
め
、
儀
式
書
（
故
実
書
）
と
合
わ
せ
て
部
類
的
に
読
む

方
法
が
欠
か
せ
な
い
。
同
じ
儀
式
・
事
例
に
つ
い
て
の
次
第
や
用
語
が
わ
か
る
だ
け

で
な
く
、
規
範
的
な
部
分
と
例
外
的
な
部
分
と
が
整
理
で
き
、
各
条
に
対
す
る
理
解

も
深
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
部
類
的
な
読
み
方
は
平
安
時
代
に
確
立
し

た
「
古
記
録
文
化
」
の
理
念
と
も
一
致
す
る
。
貴
族
た
ち
は
朝
儀
な
ど
の
先
例
を
重

視
す
る
立
場
か
ら
、
日
記
を
付
け
る
際
に
も
具
注
暦
に
記
す
日
次
記
（
本
記
）
の
他

に
、
重
要
な
儀
式
な
ど
に
関
す
る
別
記
を
作
成
し
て
い
た
し
、
そ
の
膨
大
な
記
事
を

活
用
す
る
た
め
に
目
録
や
部
類
記
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
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一
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く
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
小
記
目
録
』
な
ど
古
記
録
（
日
記
）
を
類

聚
す
る
際
に
、
年
中
行
事
な
ど
の
恒
例
の
儀
や
天
皇
即
位
（
一
代
一
度
）・
立
后
な

ど
の
特
別
な
大
行
事
と
は
違
っ
て
、「
着
座
」「
着
陣
」
の
よ
う
な
不
定
期
に
起
こ
る

臨
時
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
記
事
の
採
取
や
載
録
基
準
の
設
定
が
難
し
か
っ
た
と
想

像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
類
聚
の
方
法
や
有
効
性
を
探
る
上
で
も
、
こ
の
よ
う
な
作

業
の
集
積
が
出
来
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
完
成
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
書
下
し
文
や
「
首
書
」
記
号
は
、
前
稿
（「
摂
関
期
の
立
后
関
係
記
事
」）

と
同
様
で
、
以
下
の
通
り
と
し
た
。
平
安
時
代
の
研
究
や
古
記
録
の
学
習
に
も
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

『
小
右
記
』（
藤
原
実
資
の
日
記
）

　

＊
…
長
元
四
年
条
の
底
本
（
伏
見
宮
本
）
と
同
じ
Ｂ
系
本
の
写
本
に
あ
る
も
の
。

　

＋
…
尊
経
閣
文
庫
（
前
田
家
）
本
な
ど
Ａ
系
本
の
写
本
に
あ
る
も
の
。

　

▼
…
底
本
に
首
書
が
無
く
、
新
た
に
見
出
し
を
作
成
し
た
も
の
。

　

◆
…
底
本
に
な
く
『
小
記
目
録
』
に
記
事
が
あ
る
も
の
。
番
号
は
編
目
順
。

　

★
…
逸
文
。

 

・
追
加
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
小
文
字

『
御
堂
関
白
記
』（
藤
原
道
長
の
日
記
）

　

※
…
底
本
に
あ
る
も
の
。

　

▲
…
底
本
に
首
書
が
無
く
、
新
た
に
見
出
し
を
作
成
し
た
も
の
。

 

・
追
加
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
大
文
字

『
権
記
』（
藤
原
行
成
の
日
記
）

　

△
…
底
本
に
首
書
が
無
く
、
新
た
に
見
出
し
を
作
成
し
た
も
の
。

　

☆
…
逸
文
。

 

・
追
加
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
大
文
字

『
左
経
記
』（
源
経
頼
の
日
記
）

　

※
…
底
本
に
あ
る
も
の
。

　

▽
…
底
本
に
首
書
が
無
く
、
新
た
に
見
出
し
を
作
成
し
た
も
の
。

　

◇
…
底
本
に
本
文
が
な
く
、
巻
頭
の
目
録
だ
け
に
項
目
が
あ
る
も
の
。

　

☆
…
逸
文
。

 

・
追
加
記
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
小
文
字

　
『
小
右
記
』
を
部
類
し
た
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
）
に
は
「
公
卿
着
座
事
〈
付
着

陣
〉」
の
項
目
が
あ
り
、
五
三
例
の
首
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
貴
族
社
会
で
「
着

座
」「
着
陣
」
の
事
例
を
『
小
右
記
』
に
求
め
よ
う
と
し
た
時
、
先
ず
こ
れ
ら
の
事

例
が
参
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
小
記
目
録
』
に
は
同
巻
の
「
慶
賀
事
〈
付

初
参
〉」
に
も
二
例
（
56 

１０４
）
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
五
五
例
と
な
る
。
し
か
し
、

古
記
録
（
日
記
）
だ
け
で
な
く
、『
公
卿
補
任
』
な
ど
の
補
任
資
料
や
『
日
本
紀
略
』

『
本
朝
世
紀
』
な
ど
の
編
年
資
料
か
ら
わ
か
る
事
例
は
、（
本
稿
で
載
録
し
た
確
実
な

も
の
だ
け
で
）
一
三
四
例
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
小
右
記
』
の
記
事
が
も
と
か
ら
無
か

っ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、『
小
記
目
録
』
に
載
録
さ
れ
た
五
五
と
い
う
数
字
は

多
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
う
ち
『
小
右
記
』
本
文
が
あ
る
の
は
二
四
例
（
8 

11 

12 

 

22 

23 

32 

56 

69 

71 

72 

74 

96 

97 

98 

99 

１０１ 

１０４ 

１０５ 

１０６ 
１０７ 
１１２ 
１１７
）
で
あ
る
の
に
対
し
、『
小
右
記
』

本
文
が
あ
る
の
に
『
小
記
目
録
』
に
載
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
二
三
例

（
9 

21 

26 

29 

31 

68 

73 

76 

77 

79 

82 

95 

１００ 

１０３ 

１０８ 

１０９ 

１１０ 

１１１ 
１１３ 
１１４ 
１１５ 
１１６ 

１２８
）
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
小
記
目
録
』
に
載
録
さ
れ
た
事
例
は
、
同
時
代
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
し
、

『
小
右
記
』
の
関
連
記
事
に
つ
い
て
も
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
か
ら
『
小
記
目
録
』
に
お
け
る
臨
時
記
事
の
抽
出
方
法
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
、
記
主
藤
原
実
資
と
目
録
作
成
者
と
の
意
識
（
ま
た
は
時
間
）
の
差
違
を
考

察
す
る
手
が
か
り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

尚
、『
小
右
記
』
本
文
は
な
い
が
『
小
記
目
録
』
に
あ
り
、
か
つ
他
の
古
記
録
に

あ
る
の
は
、
40
（『
権
記
』）・
42
（『
権
記
』）・
48
（『
権
記
』）・
66
（『
御
堂
関
白

記
』『
権
記
』）・
89
（『
左
経
記
』）・
１２０
（『
日
本
紀
略
』）
の
八
例
で
あ
る
。
ま
た
、

『
小
記
目
録
』
と
『
公
卿
補
任
』
だ
け
で
知
ら
れ
る
の
は
二
例
（
7 

14
）
で
あ
る
。

　

こ
の
類
聚
を
分
析
し
な
が
ら
読
解
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
貴
族
が
昇
進

時
に
行
な
う
厳
粛
な
儀
式
の
実
態
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
全
体
の
ど
の
部
分
が
記

録
・
残
存
す
る
の
か
、
資
料
の
性
格
を
理
解
し
な
が
ら
当
該
期
の
社
会
理
念
に
近
づ
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

・
源
時
中
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
十
月
十
五
日
、
任
参
議
。

6
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

永
延
元
年
十
一
月
十
五
日
（
＝
甲
戌
）、
着
座
の
日
、
衰す
い
に
ち日
を
避
け
ざ
る
事
。

7
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
永
延
）
二
年
二
月
十
九
日
、
公
卿
の
着
座
の
事
。

②
『
公
卿
補
任
』
永
延
二
年
（
九
八
八
）
条

　

権
中
納
言
藤
原
道
長
「
二
月
十
九
日
、
丙
午
。
酉
刻
、
着
座
す
。」

・
藤
原
道
長
、
永
延
二
年
正
月
廿
九
日
、
任
権
中
納
言
。

③
『
公
卿
補
任
』
永
延
二
年
条

　

参
議
藤
原
佐
理
「
二
月
十
九
日
、
丙
午
。
丑
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
佐
理
、
天
元
元
年
十
月
十
七
日
、
任
参
議
（
永
観
二
年
〈
九
八
四
〉
八
月

九
日
、
叙
従
三
位
）。

8
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
永
延
）
三
年
（
＝
永
祚
元
年
）
三
月
十
三
日
、
新
任
の
公く
ぎ
よ
う卿

等
の
着
陣
の
事
。

②
『
小
右
記
』
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
三
月
十
三
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
新
任
の
公く

ぎ
よ
う卿

等
の
着
陣
の
事
」（
目
）

▼
ｂ
「
石い
わ

清し

水み
ず

臨り
ん

時じ

祭さ
い

の
事
」（
目
四
・
三
月
・
臨
時
祭
・
石
清
水
）

▼
ｃ
「
北
野
三
位
遠
度
（
＝
藤
原
）
の
出
家
の
事
」（
目
一
六
・
出
家
事
）

十
三
日
、
甲
午
。

〓▼
ａ

初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
左さ
じ
よ
う仗

（
＝
陣
座
）
の
座
に
着
す
る
の
日
也
。
辰た
つ
の
と
き
時
に
参
入
す
。

化か

徳と
く

門も
ん

よ
り
入
（
々
）
る
。
巳み

時
、
吉き
ち
じ時
。
暫し
ば
らく
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
の
辺あ
た
りを
徘は
い
か
い徊

（
俳

佪
）
す
。
此
の
間
、
権
大
納
言
道
兼
（
＝
藤
原
）
参
入
す
。
巳み
の
い
つ
て
ん

一
点
、
先ま

づ
宜
陽

　
【
事
例
】

1
①
『
公
卿
補
任
』
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
条

　

参
議
藤
原
顕
光
「
二
月
ー
（
＝
九
日
）、
丙
午
。
丑
刻
、
着
座
す
。」

・
藤
原
顕
光
、
天
延
三
年
（
九
七
五
）
十
一
月
廿
七
日
、
任
参
議
。

　♴
①
『
公
卿
補
任
』
貞
元
元
年
条

　

参
議
藤
原
為
輔
「
二
月
十
九
日
、
丙
辰
。
着
座
す
。」

・
藤
原
為
輔
、
天
延
三
年
十
一
月
廿
七
日
、
任
参
議
。

　♵
①
『
公
卿
補
任
』
天
元
二
年
（
九
七
九
）
条

　

右
大
臣
藤
原
兼
家
「
四
月
十
九
日
、
丁
卯
。
未
刻
、
着
坐
す
。」

・
藤
原
兼
家
、
天
元
元
年
（
九
七
八
）
十
月
二
日
、
任
右
大
臣
。

②
『
公
卿
補
任
』
天
元
二
年
条

　

権
大
納
言
藤
原
朝
光
「
四
月
十
九
、
丁
卯
。
巳
刻
、
着
坐
す
。」

・
藤
原
朝
光
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
四
月
廿
四
日
、
任
権
大
納
言
。

③
『
公
卿
補
任
』
天
元
二
年
条

　

権
中
納
言
源
保
光
「
四
月
十
九
、
丁
卯
。
巳
刻
、
着
坐
す
。」

・
源
保
光
、
天
元
元
年
十
月
二
日
、
任
権
中
納
言
。

4
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

永
観
二
年
二
月
廿
五
日
（
＝
丙
午
）、
右
大
将
済
時
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
。

・
藤
原
済
時
、
永
観
元
年
（
九
八
三
）
八
月
廿
三
日
、
任
権
大
納
言
。

5
①
『
公
卿
補
任
』
永
延
元
年
（
九
八
七
）
条

　

参
議
源
時
中
「
八
月
廿
日
、
庚
戌
。
巳
剋
、
着
座
す
。」
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二
〇
一
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年

〓▼
ａ

参さ
ん
だ
い内

す
。
藤
中
納
言
（
＝
藤
原
顕
光
）・
源
中
納
言
（
＝
源
保
光
）・
春
宮
大
夫
（
＝

藤
原
公
季
）・
源
中
納
言
（
＝
源
伊
陟
）・
修
理
権
大
夫
（
＝
藤
原
安
親
）・
春
宮
権
大
夫

（
＝
藤
原
誠
信
）
等
参
入
す
。
源
大
納
言
（
＝
源
重
信
）・
修
理
大
夫
（
＝
藤
原
懐
平
）、

右う
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
に
在あ

り
、
承
し
よ
う
め
い
も
ん

明
門
等
の
造
作
を
催
も
よ
お
し

行お
こ

な
ふ
と
云
々
。

〓▼
ｂ

左
兵
衛
督
（
＝
源
時
中
）・
左
大
弁
（
＝
藤
原
懐
忠
）
早
出
す
。
左さ
だ
い
じ
よ
う

大
丞
（
＝
懐
忠
）、

今
日
、
初
め
て
結か

た
な
し政

（
＝
結
政
所
）
及
び
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
等
の
座
に
着
す

と
云
々
。
申

さ
る
の
と
き
ば
か
り

時
許
、
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）
罷ま
か
り
い出

づ
。
摂
政
（
＝
藤
原
兼
家
）、
南
院

（
＝
東
三
条
第
）
に
、
聊い
さ
さか
食し
よ
く
じ事
有
り
。
晩ば
ん
け
い景
に
出い

づ
。

・
藤
原
懐
忠
、
永
祚
元
年
七
月
十
三
日
、
任
参
議
。

⓾
①
『
公
卿
補
任
』
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
条

　

権
中
納
言
源
伊
陟
「
二
月
十
日
、
丙
辰
。
着
座
す
。」

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

永
祚
二
年
（
＝
正
暦
元
年
）
九
月
二
日
、
着
陣
の
事
。

②
『
小
右
記
』
正
暦
元
年
九
月
二
日
条
（
＋
1
）

▼
ａ
「
慶

よ
ろ
こ
びを

申
す
事
」

▼
ｂ
「
除じ

目も
く

の
下お
り
な名

」

＋
1
「
着
陣
の
事
」（
目
）

二
日
、
甲
戌
。

〓▼
ａ

所
々
に
慶
よ
ろ
こ
びを

申
す
。

〓▼
ｂ

参さ
ん
だ
い内

す
。
仗
じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
。
右
兵
衛
督
（
＝
源
伊
陟
）・
左
兵
衛
督
（
＝

源
時
中
）、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
在あ

り
。「
今
日
、
除じ

目も
く

の
下お
り
な名
に
候
ず
べ
し
。」
者て
へ

り
。

〓▼
１

今
日
、
左
将
軍
（
＝
藤
原
済
時
）
云
は
く
「
三
位
宰
相
、
初
め
て
陣
に
参
る
の

時
、
先ま

づ
南な
ん
ざ座
に
着
し
、
次つ

い
で
例
の
座
に
着
す
。
若も

し
上
じ
よ
う
ろ
う﨟
無
か
ら
ば
、
南

殿
に
着
し
、
次つ

い
で
陣じ
ん
の
ざ座

に
着
す
。
了
り
て
、
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
宜
陽
殿
に

着
し
、
次
い
で
陣
座
に
着
す
。〔
此こ

の
間
、
大
納
言
（
＝
道
兼
）、
陣
座
に
在あ

り
。

申も
う
し
ぶ
み
文
の
事こ
と

有
る
べ
き
に
依
る
。〕
頃
し
ば
ら
く
あ
り
て
之
、
起き
　
ざ座
し
、
射い
　
ば場
に
向
か
ふ
。
蔵
人
挙

直
（
＝
藤
原
）
を
以
て
、
昇
し
よ
う

殿で
ん

の
慶
よ
ろ
こ
びを
奏そ
う

せ
し
む
。
拝は
い
ぶ舞
了
り
、
雲う
ん
じ
よ
う
上
に
候
ず
。

内
大
臣
〈
道
隆
（
＝
藤
原
）〉、
巳
二
点
、
初
め
て
陣
に
参
る
。
申
文
有あ

り
と
云
々
。

射
場
に
参
り
、
昇
殿
の
慶
を
奏
せ
し
む
。
新
中
納
言
伊
陟
（
＝
源
）、
巳
三
点
に

着
陣
す
。
申
文
無な

し
と
云
々
。

〓▼
ｂ

是こ

の
日
、
石い
わ

清し

水み
ず

臨り
ん

時じ

祭さ
い

。
其
の
儀
、
恒つ
ね

の
如
し
。
摂
政
（
＝
藤
原
兼
家
）
参

入
せ
ら
れ
ず
。
去さ

る
十
一
日
、
彼
の
殿
、
馬
の
斃た
お

（
×
故
起
）
る
る
こ
と
有
り
。

其
の
穢け

が
れに

依
り
て
参
ら
れ
ず
と
云
々
。〔
御お
ん
う
ま馬

を
馳は

せ
ら
れ
、
門
の
扉
に
当
た

り
て
斃
る
と
云
々
。〕
御お

み
そ
ぎ禊

の
間
、
内
大
臣
、
御お
ん
う
し
ろ

後
に
候こ
う

ず
。
祭さ
い
し使

は
蔵
人
頭

公
任
朝
臣
（
＝
藤
原
）。
余
催も
よ
おさ

る
。
上か
ん
だ
ち
め

達
部
、
重
か
さ
ね
さ
か
ず
き

盃
を
執と

り
て
参
入
す
。
公く
ぎ
よ
う卿

、

内
大
臣
・
大
納
言
〔
重
信
（
＝
源
）・
朝
光
（
＝
藤
原
）・
道
兼
〕・
中
納
言
〔
顕
光

（
＝
藤
原
）・
重
光
（
＝
源
）・
保
光
（
＝
源
）・
伊
陟
・
道
長
（
＝
藤
原
）〕・
参
議
〔
安

親
（
＝
藤
原
）・
余
〕。
未
ひ
つ
じ
の
お
わ
り

終
、
事
了
り
、
公
卿
、
各
お
の
お
の

退
出
す
。

〓▼
ｃ

今
夜
、
北
野
三
位
遠
度
（
＝
藤
原
）
出し
ゆ
つ
け家
す
と
云
々
。

・
藤
原
道
兼
、
永
祚
元
年
二
月
廿
三
日
、
任
権
大
納
言
。
藤
原
実
資
、
同
日
、
任

参
議
。
藤
原
道
隆
、
同
日
、
任
内
大
臣
。
源
伊
陟
、
同
日
、
任
権
中
納
言
。

・
源
伊
陟
の
権
中
納
言
初
任
着
陣
・
着
座
…
8
・
⓾

・
藤
原
実
資
の
参
議
初
任
着
陣
・
着
座
…
8
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�

⓽
①
『
小
右
記
』
永
祚
元
年
八
月
廿
一
日
条
（
▼
ｂ
）

▼
ａ
「
門
を
造
る
事
」（
目
一
五
・
造
宮
事
）

▼
ｂ
「
左
大
弁
（
＝
藤
原
懐
忠
）
の
着
座
」

廿
一
日
、
己
巳
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

・
藤
原
伊
周
、
正
暦
二
年
正
月
七
日
（
廿
六
日
）、
任
参
議
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

正
暦
二
年
九
月
廿
八
日
、
公く
ぎ
よ
う卿
の
着
座
の
事
。

②
『
公
卿
補
任
』
正
暦
二
年
条

　

権
中
納
言
藤
原
道
頼
「
同
（
＝
九
月
）
廿
八
日
、
甲
子
。
戌
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
道
頼
、
正
暦
二
年
九
月
七
日
、
任
権
中
納
言
。

③
『
公
卿
補
任
』
正
暦
二
年
条

　

参
議
藤
原
実
資
「
廿
八
日
（
＝
九
月
）、
甲
子
。
着
座
す
。」

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
二
年
）
十
月
一
日
（
＝
丙
寅
）、
着
座
の
後
、
第
四
日
、
必
ず
政
ま
つ
り
ご
と（

＝

外
記
政
）
に
着
す
べ
き
哉や

否い
な

や
の
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
二
年
）
同
月
（
＝
十
月
）
五
日
（
＝
庚
午
）、
着
座
の
後
、
吉き
ち
じ
つ日

を
撰え
ら

び
、

政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
に
着
す
る
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
二
年
）
同
月
（
＝
十
月
）
八
日
（
＝
癸
酉
）、
公く
ぎ
よ
う卿

の
着
陣
の
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
二
年
）
十
一
月
廿
三
日
（
＝
戊
午
）、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
於
い
て
、
上し
よ
う

官か
ん

、
例
に
違た
が

ふ
事
。

座
に
着
す
る
が
宜
し
き
歟
。」
者
り
。
然し

か
れ
ど
も
而
、
上
﨟
、
已す
で

に
陣じ
ん
の
ざ座
に
在
り
。
又
、

思し

慮り
よ

を
廻め
ぐ

ら
し
、
例
の
座
に
着
す
。
更さ
ら

に
何
事
か
有
ら
む
。
一
階
を
叙
す
る
の

後
の
初
参
の
事
、
参
議
の
初
参
に
似
る
べ
か
ら
ず
。
只た

だ

、
宜
し
き
日
を
撰え
ら

び
て

参
入
す
る
所

と
こ
ろ

也
。
更
に
納
言
の
座
に
着
す
る
は
然し
か

る
べ
か
ら
ざ
る
歟
。

・
藤
原
実
資
、
正
暦
元
年
八
月
卅
日
、
叙
従
三
位
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
永
祚
二
）
年
（
＝
正
暦
元
年
）
十
一
月
八
日
、
着
座
を
催
さ
る
る
事
。

②
『
小
右
記
』
正
暦
元
年
十
一
月
八
日
条
（
＋
1
）

＋
1
「
着
座
を
催
さ
る
る
事
」（
目
）

＋
2
「
改か
い
げ
ん元
有
る
事
」

▼
ａ
「
後ご

院い
ん

の
中な
か
の
た
い
対
の
事
」

八
日
、
己
卯
。

〓＋
１

外
記
国
定
（
＝
多
米
）
来
た
り
て
云
は
く
「
大
外
記
致
時
（
＝
中
原
）、
左
府
（
＝

源
雅
信
）
の
仰お
お
せを

伝
へ
て
云
は
く
『
参
議
（
＝
藤
原
実
資
）
着
座
せ
ざ
る
に
、
公く

事じ

稽け
い

留り
ゆ
うす

。
着
座
す
べ
き
の
由よ
し

を
伝つ
た
え
し
め

示
せ
。』」
者て
へ

り
。
去
今
の
両
年
、
其
の
日ひ

無

き
の
由
を
申
さ
し
め
了
り
ぬ
。

〓＋
２

又
、
云
は
く
「
昨
日
、
改か
い
げ
ん元

有
り
。〈
正
暦
。〉
大た
い
へ
き辟

以
下
の
赦し
や

を
詔
み
こ
と
の
りす

。」

者
り
。

〓▼
ａ

後ご

院い
ん

の
中な
か
の
た
い

対
の
直あ
た
いの

四
百
石
の
下く
だ
し
ぶ
み

文
、
頭
中
将
（
＝
藤
原
公
任
）
の
許も
と

に
遣
は

し
奉
る
。
明
日
、
実
録
せ
し
む
べ
し
。
兼
ね
て
又
、
壊こ

わ
し
は
こ

運
ば
し
む
べ
し
。
又
、

東
の
地
の
雑ざ

つ
し
や舎

等
実
録
せ
し
め
了
り
ぬ
。

�
①
『
公
卿
補
任
』
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
条

　

参
議
藤
原
伊
周
「
三
月
廿
八
日
、
丁
卯
。
巳
時
、
着
座
す
。」
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廿
八
日
、
丙
戌
。

〓▼
ａ

宰
相
中
将
（
＝
藤
原
道
綱
）
の
母は
は
う
じ氏

（
＝
藤
原
倫
寧
女
）
の
病び
よ
う
の
う
悩
、
正
頼
を
以
て
、

中
将
（
＝
道
綱
）
を
訪と
ぶ
らふ
。

〓▼
ｂ

證
空
（
×
澄
空
）
阿あ

闍じ
や

梨り

、
修
理
大
夫
（
＝
藤
原
懐
平
）
の
御
消し
よ
う
そ
く
息
に
依
り
、
其

の
假か

を
免め
ん

ず
。
去き
よ
や夜

よ
り
、
重
病
有あ

る
者
と
云
々
。

〓＋
１

今
日
午う
ま
の
と
き

時
、
大
納
言
伊
周
（
＝
藤
原
）・
参
議
（
ー
）
惟
仲
（
＝
平
）
着
座
す
と

云
々
。

・
藤
原
伊
周
、
正
暦
三
年
八
月
廿
八
日
、
任
権
大
納
言
。
平
惟
仲
、
同
日
、
任
参

議
。

・
藤
原
伊
周
の
権
大
納
言
初
任
着
座
…
�
・
�

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
四
年
）
四
月
九
日
、
参
議
公
任
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
。

②
『
小
右
記
』
正
暦
四
年
四
月
九
日
条
（
＋
1
）

＋
1
「
参
議
公
任
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
」（
目
）

九
日
、
丁
卯
。

〓＋
１

藤
宰
相
（
＝
藤
原
公
任
）、
巳み
の
と
き時

、
着
座
す
。
午う
ま
の
う
え

上
、
小
雨
。
午う
ま
の
の
ち

後
、
大
雨
。

弘
遠
朝
臣
（
＝
源
）
云
は
く
「
着
座
の
間
、
雨
ふ
ら
ず
。」
者て
へ

り
。

・
藤
原
公
任
、
正
暦
三
年
八
月
廿
八
日
、
任
参
議
。

�
①
『
日
本
紀
略
』
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
二
月
廿
三
日
条

　

廿
三
日
、
乙
巳
。

　
　

権
大
納
言
道
長
卿
（
＝
藤
原
）
着
座
す
。

②
『
本
朝
世
紀
』
正
暦
五
年
二
月
廿
三
日
条
（
・
2 

3
）

・
1
「
仁に

ん
の
う
え
王
会
の
闕け
つ
し
よ
う
請
」

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
正
暦
二
年
）
十
二
月
八
日
、
公く
ぎ
よ
う卿
、
深ふ
か
ぐ
つ履
を
着
し
て
着
陣
す
る
事
。

�
①
『
公
卿
補
任
』
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
条

　

中
納
言
藤
原
公
季
「
十
月
四
日
、
甲
子
。
着
座
す
。」

・
藤
原
公
季
、
正
暦
二
年
九
月
七
日
、
任
中
納
言
（
転
正
）。

�
①
『
小
右
記
』
正
暦
四
年
（
九
九
四
）
二
月
廿
五
日
条
（
▼
ａ
）

＋
1
「
春か

す

日が

祭さ
い

の
事
」（
目
三
・
二
月
・
諸
社
祭
事
・
春
日
祭
）

▼
ａ
「
権
大
納
言
（
＝
藤
原
伊
周
）
に
着
座
の
事
を
注し
る

送し
お
くる

事
」

廿
五
日
、
癸
未
。

〓＋
１

権
大
納
言
伊
周
（
＝
藤
原
）
登
山
す
。
祖
父
陀
観
（
＝
高
階
成
忠
）
の
受じ
ゆ
か
い戒

の
事

に
依
る
と
云
々
。
明
日
、
春か

す

日が

祭さ
い

。
而
る
に
今
日
、
登
山
す
る
は
、
奇あ
や

し
む
べ

し
奇
し
む
べ
し
（
×
寄可
奇

々
々
）。
右
衛
門
督
道
頼
（
＝
藤
原
）、
春
日
祭
に
参
る
と

云
々
。
近
衛
府
使
は
左
中
将
正
光
（
＝
藤
原
）。

〓▼
ａ

権
大
納
言
﹇
伊
周
﹈
の
使
つ
か
い

正
言
（
＝
大
江
ヵ
）
示
さ
れ
て
云
は
く
「
廿
八
日
に

着
座
す
べ
し
。
其
の
間
の
事こ

と

等
、
云
々
同
じ
か
ら
ず
。
各
お
の
お
のの

所
、『
故
殿
御
日

記
（
＝
清
慎
公
記
）』
注し
る

送し
お
くる

べ
し
。」
者て
へ

り
。
然
し
か
れ
ど
も而

奉
ら
ざ
る
也
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
正
暦
）
四
年
二
月
廿
八
日
、
惟
仲
卿
（
＝
平
）
の
着
座
の
事
。

②
『
小
右
記
』
正
暦
四
年
二
月
廿
八
日
条
（
＋
1
）

▼
ａ
「
宰
相
中
将
（
＝
藤
原
道
綱
）
の
母は
は
う
じ氏

（
＝
藤
原
倫
寧
女
）
の
病び
よ
う
の
う
悩
の
事
」

▼
ｂ
「
證
空
阿あ

闍じ
や

梨り

の
假か

の
事
」

＋
1
「
惟
仲
卿
（
＝
平
）
の
着
座
の
事
」（
目
）
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

＊
1
「
任
大
臣
の
事
」

▼
ａ
「
中
納
言
懐
忠
（
＝
藤
原
）
の
着
陣
」

▼
ｂ
「
新
任
の
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）
の
奏そ
う
け
い慶

」

＊
2
「
新
任
の
大
臣
の
廂ひ

さ
しの
饗
の
事
」

十
九
日
、
甲
午
。

〓＊
１

今
日
、
大だ
い
じ
ん
め
し

臣
召
。
午
う
ま
の
こ
く
ば
か
り

剋
許
、
参さ
ん
だ
い内
す
。
先
こ
れ
よ
り
さ
き
是
、
権
大
納
言
顕
光
卿
（
＝
藤
原
）、

陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
在あ

り
。
宣せ
ん
み
よ
う
命
の
事
を
承
う
け
た
まは
る
。〔
大
納
言
道
長
（
＝
藤
原
）
を
以

て
、
右
大
臣
と
為
し
、
中
納
言
公
季
（
＝
藤
原
）
を
以
て
、
大
納
言
（
×
権
大
納
言
）

と
為
す
。
但た
だ

し
、
権
大
納
言
顕
光
・
権
中
納
言
時
中
（
＝
源
）・
懐
忠
（
＝
藤
原
）

等
、
正せ
い

（
＝
正
官
）
に
転
ず
。〕
草そ
う

を
奏
す
。
又
、
清せ
い
し
よ書
を
奏
す
。
南な

殿で
ん

（
＝
紫
宸

殿
）
の
御
装し
よ
う
ぞ
く
束
、
恒つ
ね

の
如
し
。
諸
卿
、
外げ

弁べ
ん

に
出い

づ
。〔
大
納
言
（
×
権
大
納
言
）

公
季
（
＝
藤
原
）、
中
納
言
時
中
・
懐
忠
、
参
議
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）・
惟
仲
（
＝

平
）・
公
任
（
＝
藤
原
）。
今
日
、
軽き
よ
う
ぶ
く
服
の
人
、
皆
、
吉き
ち

（
＝
吉
服
）
を
着
す
。
近
代

の
例
に
依
る
。
顕
光
・
惟
仲
は
、
無む

も
ん
の
お
び

文
帯
を
着
す
。
自じ

余よ

は
隠お
ん
も
ん文

（
×
穏
文
）。〕

所し
よ
し司

開
門
す
。〔
承し
よ
う
め
い

明
・
建け
ん
れ
い礼

。
腋わ
き
も
ん門

は
開
か
ず
。
例れ
い

也
。〕
大
納
言
公
季
云
は

く
「
建
礼
門
は
開
か
ず
。」
者て

へ

り
。
太は
な
はだ

意
を
得
ず
。
闈
み
か
ど
の
つ
か
さ司

居
す
。
次つ

い
で

召
す
こ
と
、
節せ

ち
え会

の
如
し
。
諸
卿
参
入
す
。
各
お
の
お
の、

標ひ
よ
うに

就つ

く
。
諸し
よ
だ
い
ぶ

大
夫
見
え
ず
。

内な
い
べ
ん弁

（
＝
顕
光
）、
左
大
弁
惟
仲
（
＝
平
）
を
召
す
。
称い
し
よ
う唯

す
。
作
法
を
知
ら
ず
。

立
ち
乍な

が

ら
、
案あ

内な
い

を
問
ふ
。
余
、
指
示
す
る
也
。
列
を
離
れ
て
参
上
し
、
宣
命

を
給
は
る
。
右み

ぎ
め
ぐ
り

廻
し
て
還か
え
り
お降

り
、〔
左
廻
す
べ
き
歟
。〕
軒こ
ん
ろ
う廊

の
西
二
間
に
立
つ
。

内
弁
、
列
に
加
は
る
。
宣せ

ん
み
よ
う
し

命
使
（
＝
惟
仲
）、
版へ
ん

に
就
く
。
宣せ
ん
せ
い制

一
段
。
余
・
藤

相
公
（
＝
公
任
）
再さ
い
は
い拝

す
。
自
余
、
或あ
る
いは

新
任
、
或
は
転
任
な
り
。
仍
り
て
拝
せ

ず
。
又
、
宣
制
す
。
再
拝
、
初は

じ
めの

如
し
。
宣
命
使
、
本も
と
の
れ
つ

列
に
復
し
了
り
ぬ
。
余よ

退
出
す
。
次
い
で
惟
仲
・
公
任
出い

づ
。
自
余
は
留
と
ど
ま
り

立た

ち
、
拝は
い
ぶ舞
し
て
出
で
、

陣
に
帰か

え
り
ま
い
参
る
。

・
2
「
着
座
」

・
3
「
倚い

子し

を
撤て
つ

せ
ざ
る
堂
の
荘し
よ
う
ご
ん

厳
」

廿
三
日
、
乙
巳
。

〓・
１

天
晴
。
諸
し
よ
き

卿よ
う

遅ち

参さ
ん

す
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
無
し
。
午う
ま
の
の
ち
後
、
中
納
言
藤
原
顕
光

卿
・
参
議
右
大
弁
平
惟
仲
卿
、
左さ

じ

仗よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
。
明
日
の
仁に
ん
の
う
え
王
会
の

闕け
つ
し
よ
う
そ
う

請
僧
の
事
を
定
め
ら
る
。

〓・
２

又
、
権
大
納
言
道
長
（
＝
藤
原
）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
。

〓・
３

明
日
□
□
□
日
、
件く
だ
んの

倚い

子し

を
撤
せ
ず
。
立
ち
乍な
が

ら
、
堂
の
装し
よ
う
ぞ
く

束
と
為
す
。

此
の
度
、
倚
子
を
撤て

つ

せ
ざ
る
堂
の
荘し
よ
う
ご
ん
厳
。

③
『
公
卿
補
任
』
正
暦
五
年
条

　

権
大
納
言
藤
原
道
長
「
二
月
廿
三
日
、
乙
巳
。
着
座
す
。」

・
藤
原
道
長
、
正
暦
二
年
九
月
七
日
、
任
権
大
納
言
（
正
暦
三
年
四
月
廿
七
日
、

叙
従
二
位
）。

・
藤
原
道
長
の
権
大
納
言
初
任
着
座
…
�
・
�

・『
水
左
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
八
月
廿
六
日
条
に
「（
前
略
）
御
堂
、
正

暦
二
年
九
月
七
日
、
任
巴

権
大
納
言
芭

同
月
十
六
日
壬
子
、
着
巴

左
仗
座
芭

〔
従
巴

同
月
四
日
蚤

土
用
也
、
仍
十
六
日
壬
子
気
日
也
、〕（
後
略
）」
と
見
え
る
。

�
①
『
日
本
紀
略
』
正
暦
五
年
二
月
廿
四
日
条

廿
四
日
、
丙
午
。

　

仁に
ん
の
う
え

王
会
。
大
納
言
（
＝
藤
原
道
長
）
の
着
座
に
依
り
、
倚い

子し

の
装し
よ
う
ぞ
く

束
を
撤て
つ

せ
ざ

る
也
。

�
①
『
小
右
記
』
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
六
月
十
九
日
条
（
▼
ａ
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

月
廿
三
日
、
大
臣
後
初
着
陣
、
件
日
、
直
着
巴

南
座
芭

是
則
被
覗

行
巴

一
上
之
事
蚤

也
、（
後
略
）」
と
見
え
る
。

�
①
『
御
堂
御
記
抄
』
長
徳
元
年
七
月
廿
二
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
倚い

子し

を
立
て
し
む
る
事
」

▲
Ｂ
「
維ゆ

い

摩ま

会え

の
講こ
う
じ師

の
事
」

廿
二
日
、
丙
寅
。

〓▲
Ａ

今
日
、
新
し
く
倚い

子し

を
立
て
し
む
。

〓▲
Ｂ

又
、
参さ
ん
だ
い内
す
。
又
、
寺
（
＝
興
福
寺
）
の
解げ

文ぶ
み

に
依
り
、
観
照
法
師
を
以
て
、

維ゆ
い

摩ま

会え

の
講こ
う
じ師

に
請こ
い
も
ち用

ふ
べ
き
の
由よ
し

、
仰お
お
せ
く
だ

下
さ
れ
了
り
ぬ
。

�
①
『
小
右
記
』
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
三
月
四
日
条
（
＊
2 

3
）

＊
1
「
中
宮
（
＝
藤
原
定
子
）、
里り

亭て
い

（
＝
二
条
北
宮
）
に
出し
ゆ
つ
ぎ
よ

御
す
る
事
」

＊
2
「
大
納
言
顕
光
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
」

＊
3
「
春
の
辰た

つ

の
着
座
、
大だ
い
き
よ
う

凶
の
事
」

四
日
、
甲
辰
。

〓＊
１

参さ
ん
だ
い内

す
。
今
夜
、
中
宮
（
＝
藤
原
定
子
）、
二
条
北
宮
（
＝
左
京
三
条
三
坊
八
町
）
に

出し
ゆ
つ
ぎ
よ

御
す
。
外
記
申
し
て
云
は
く
「
左
馬
寮
、
怠
た
い
じ

状よ
う

を
進
た
て
ま
つる

に
依
り
、
供ぐ

奉ぶ

す
る

こ
と
能あ

た

は
ず
。」
者て
へ

り
。
仍
り
て
事こ
と
の
よ
し

由
を
奏
す
る
の
処
、
仰
せ
て
云
は
く
「
今

日
、
免め

ん

じ
給
ひ
了
り
ぬ
。
早
く
供
奉
せ
し
む
べ
し
。」
者
り
。
即す
な
わち
外
記
に
仰

せ
、
中
宮
に
参
る
。〔
職し

き
の
み
そ
う
し

御
曹
司
に
御お
わ
し
ま坐

す
。〕
時
々
（
×
之
）、
雨
降ふ

る
。
入よ
に
い
り夜

、

弥
い
よ
い
よ

倍ば
い

す
。
左
大
弁
惟
仲
（
＝
平
）・
右
兵
衛
督
俊
賢
（
＝
源
）
扈こ
じ
ゆ
う従

す
。
自じ

余よ

の

公く
ぎ
よ
う卿
、
皆
、
悉
こ
と
ご
とく
障さ
わ
りを
申
す
。
御み

輿こ
し

を
用
ひ
ず
、
檳び

榔ろ
う

毛げ

の
御
車
に
御
お
わ
し
ます
。

戌い
ぬ
の
こ
く

剋
、
陽よ
う
め
い
も
ん

明
門
よ
り
出
御
す
。
里り

第て
い

、
饗
き
よ
う

無
し
。
公
卿
以
下
立
ち
、
各
お
の
お
の

分
散

す
。

〓▼
ａ

懐
忠
着
陣
す
。
諸
卿
云
は
く
「
正
に
転
ず
る
の
人
、
又
、
吉き
ち
じ
つ日

を
択え
ら

び
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣
（
＝
陣
座
）
等
に
着
す
る
也
。」
已す
で

に
思お
も
い
わ
す
忘
る
る
に
似
る
。
自
余
は
着

せ
ず
。

〓▼
ｂ

新
任
の
大
臣
（
＝
道
長
）、
階か
い
か下
を
度わ
た

り
て
奏そ
う
け
い慶
す
。
又
、
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）

に
参
る
。

　

其
の
後
、
陣じ

ん
の
わ
き

腋
に
帰
る
。〔
或
あ
る
ひ
と

云
は
く
「
東
宮
使
、
退
出
せ
ら
る
べ
き

歟
。」〕
諸
卿
相あ

い
ひ
き率

ゐ
、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

を
出
で
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
の
外
に
出
づ
。

上し
よ
う

官か
ん

前ぜ
ん

行こ
う

す
。
下げ

﨟ろ
う

の
参
議
を
以
て
、
前
と
為
す
。
近
衛
、
門
の
儀
、
例
の

如
（
×
在
）
し
。

〓＊
２

右
大
臣
（
＝
道
長
）
の
里り

第て
い

（
＝
土
御
門
第
）
に
向
か
ふ
。
廂ひ
さ
しの

饗
、
例
の
如
し
。

公く
ぎ
よ
う卿

以
下
の
禄ろ
く

、
例
の
如
し
。
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
の
録ろ
く
じ事

（
×
禄
事
）。

史し
し
よ
う生

の
録
事
（
×
禄
事
）
無
し
。
是こ
れ

、
例
也
。
庭
前
に
於
い
て
、
史
生
に
禄
を
給

ふ
こ
と
、
又
、
例
也
。
秉へ

い
し
よ
く

燭
、
事こ
と

了
り
ぬ
。

　

今
日
、
中
納
言
・
参
議
を
任
ぜ
ら
れ
ず
。
或
云
は
く
「
叡え

い
り
よ慮
不
快
な
り
。
仍

り
て
任
ぜ
ら
れ
ざ
る
所

と
こ
ろ

也
。」

・
藤
原
懐
忠
、
長
徳
元
年
六
月
十
九
日
、
任
中
納
言
（
転
正
）。

�
①
『
御
堂
御
記
抄
』
長
徳
元
年
六
月
廿
三
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
着
陣
」

廿
三
日
、
戊
戌
。

〓▲
Ａ

初
め
て
着
陣
す
。
昇
進
の
後
、
初
め
て
宿し
ゆ
くす

。

・
藤
原
道
長
、
長
徳
元
年
六
月
十
九
日
、
任
右
大
臣
（
五
月
十
一
日
、
蒙
内
覧
宣

旨
）。

・
藤
原
道
長
の
右
大
臣
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

・『
台
記
』
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
三
月
廿
二
日
条
に
「（
前
略
）
長
徳
元
年
六
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

〓＊
１

参さ
ん
だ
い内
す
。
是こ

の
日
、
大
臣
を
任
ず
。
物
忌
に
依
り
、
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
せ
ず
。
陣
の

後う
し
ろ

及
び
南な

殿で
ん

（
＝
紫
宸
殿
）
の
辺あ
た
りを

徘は
い
か
い徊

（
俳
佪
）
す
。
中
納
言
時
中
（
＝
源
）、

宣せ
ん
み
よ
う

命
の
草そ
う

を
奏
（
×
答
）
す
。
左
大
臣
正
二
位
道
長
（
＝
藤
原
）、〔
今
日
、
正
二

位
に
叙
す
。
右
大
臣
の
下げ

﨟ろ
う

為た

る
べ
き
に
依
る
也
。〕
右
大
臣
従
二
位
顕
光

（
＝
藤
原
）、
大
納
言
時
中
、
中
納
言
（
々
納
言
）
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、〈
正せ
い

（
＝
正
官
）

に
転
ず
。〉
権
中
納
言
惟
仲
（
＝
平
）、
参
議
忠
輔
（
＝
藤
原
）。
其
の
後
、
清せ
い
し
よ書
を

奏
す
。
左
衛
門
督
懐
忠
（
＝
藤
原
）・
余
・
参
議
輔
正
（
＝
菅
原
）・
惟
仲
・
公
任

（
＝
藤
原
）・
誠
信
（
＝
藤
原
）・
扶
義
（
＝
源
）・
斉
信
（
＝
藤
原
）・
俊
賢
（
＝
源
）、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
出い

で
、
外げ

弁べ
ん

の
座
に
着
す
。〈
時
は
申さ
る

（
×
中
）。〉
良
や
や
ひ
さ
し
く
し
て

久
之
開
門
す
。

大お
お
ど
ね
り
舎
人
を
召
す
。
少
納
言
参
入
す
る
こ
と
、
節せ
ち
え会
の
如
し
。
懐
忠
以
下
相あ
い
ひ
き率
ゐ

て
参
入
し
、
各

お
の
お
のの
標ひ
よ
うに
就つ

く
。
内な
い
べ
ん弁
時
中
卿
、
公
任
を
召
す
。〔
其
の
声
、
太
は
な
は

だ
高
し
。
先せ
ん
れ
い例
に
似
ず
。〕
称い
し
よ
う唯
し
、
列
を
離
れ
て
参
上
す
。
軒こ
ん
ろ
う廊
の
東
二
間

よ
り
入
る
。
宣
命
を
受
け
て
退
く
。
帰
り
て
軒
廊
の
西
二
間
に
立た

ち
と
ど留
ま
る
。
時

中
卿
退た

い
げ下

し
、
軒
廊
の
東
二
間
よ
り
出
で
、
列
に
加
は
る
。

〓＊
２

次つ

い
で
宣せ
ん
み
よ
う
し

命
使
（
＝
公
任
）、
宣
命
の
版へ
ん

に
就
き
、
宣せ
ん
せ
い制

一
段
。
大
納
言
時

中
・
中
納
言
（
々
納
言
）
余
・
権
中
納
言
惟
仲
拝は
い

せ
ず
。
任に
ん
じ
ん人

に
依
る
也
。
自
余

は
再さ

い
は
い拝

す
。
又
、
宣
制
一
段
、
初は
じ
めの

如
し
。〔
諸し
よ
だ
い
ぶ

大
夫
見
え
ず
。〕
宣
命
使
、
列

に
復
す
。〔
列
の
西
よ
り
、
列
に
復
し
了
り
ぬ
。〕
任
人
（
□
）
の
外ほ
か

、
次
第
に

退
出
す
。
時
中
卿
、
中
納
言
の
標
を
離
れ
、
大
納
言
（
□
）
の
標
に
加
（
×
也
）

は
る
。
惟
仲
、
中
納
言
の
標
に
加
は
る
。
余
跪ひ
ざ
ま
ずき

、
笏し
や
くを

置
き
、
剣
を
解と

く
。

大
納
言
以
下
拝は

い
ぶ舞

す
。
次
第
に
退
出
す
。〔
権ご
ん

（
＝
権
官
）、
正
に
転
ず
る
の
時
、

剣
を
解
く
儀
、『
天
徳
の
故
殿
御
日
記
（
＝
清
慎
公
記
）』
に
見み

ゆ
。
師
氏
卿
（
＝
藤

原
）（
＝
天
徳
四
年
八
月
廿
二
日
、
中
納
言
）、
正
に
転
ず
る
の
時
の
例れ
い

也
。｛
時
｝
代
々

の
恒
佐
（
＝
藤
原
）（
＝
延
長
五
年
正
月
十
二
日
、
中
納
言
）・
師
尹
（
＝
藤
原
）（
＝
天
暦
五
年

正
月
卅
日
、
中
納
言
）
等
の
例
を
勘か
ん
がへ
ら
る
る
也
。
而し
か

る
に
左
少
弁
説
孝
朝
臣
（
＝

〓＊
２

大
納
言
顕
光
卿
（
＝
藤
原
）、
子ね
の

二に

剋こ
く

に
着
座
す
。
件く
だ
んの
時
、
衰す
い
じ時
と
云
々
。

〓＊
３

一
説
に
、
又
、
云
は
く
「
春
の
辰た
つ

の
着
座
、
罪
を
得
て
、
大だ
い
き
よ
う

凶
な
り
。」
者

り
。

②
『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
条

　

右
大
臣
藤
原
顕
光
「
三
月
四
日
、
甲
辰
。
着
座
す
。」

・
藤
原
顕
光
、
長
徳
元
年
四
月
六
日
、
任
権
大
納
言
、
六
月
十
九
日
、
任
大
納
言

（
転
正
）。

�
①
『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
条

　

大
納
言
藤
原
公
季
「
五
月
十
七
日
、
丙
ー
（
丙
辰
ヵ
）。
着
座
す
。」

　
　
（
注
1
）
三
条
西
家
本
は
「
五
月
八
日
」
と
す
る
。
八
日
は
丁
未
。

・
藤
原
公
季
、
長
徳
元
年
六
月
十
九
日
、
任
大
納
言
。

�
①
『
小
右
記
』
長
徳
二
年
七
月
廿
日
条
（
＊
3
）

▼
ａ
「
陣じ
ん
の
も
の
い
み

物
忌
」

▼
ｂ
「
諷ふ

誦じ
ゆ

」

＊
1
「
任
大
臣
の
事
」

＊
2
「
正せ

い
（
＝
正
官
）
に
転
ず
る
納
言
、
拝は
い

せ
ざ
る
事
」

＊
3
「
正
に
転
ず
る
納
言
、
着
陣
せ
ざ
る
（
×
更
）
事
」

▼
ｃ
「
慶け

い
が賀

」

▼
ｄ
「
大
臣
（
＝
藤
原
顕
光
）
の
退
出
の
事
」

▼
ｅ
「
大だ

い
じ
ん
だ
い
き
よ
う

臣
大
饗
」

廿
日
、
戊
午
。

〓▼
ａ

今こ
ん
み
よ
う
明
、
陣じ
ん
の
も
の
い
み

物
忌
。

〓▼
ｂ

諷ふ

誦じ
ゆ

を
三
ヶ
寺
に
修
す
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

長
徳
二
年
七
月
廿
九
日
、
転
任
の
公く

ぎ
よ
う卿
の
着
陣
の
事
。

②
『
小
右
記
』
長
徳
二
年
七
月
廿
九
日
条
（
＊
1
）

＊
1
「
正せ

い
（
＝
正
官
）
に
転
ず
る
後
、
初
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
事
」

＊
2
「
相す

ま
い撲

の
事
」

▼
ａ
「
相
撲
の
抜ぬ

き
で出

の
事
」（
目
六
・
七
月
・
相
撲
事
）

▼
ｂ
「
公
卿
、
瓜
を
給
は
る
事
〈
相す
ま
い
の
せ
ち

撲
節
〉」（
目
六
・
七
月
・
相
撲
事
）

▼
ｃ
「
太
皇
太
后
宮
（
＝
昌
子
内
親
王
）
の
御
仏
供
養
の
事
」

廿
九
日
、
丁
卯
。

〓＊
１

辰た
つ
の

終お
わ
り

許ば
か
り、

参さ
ん
だ
い内

す
。
正せ
い

（
＝
正
官
）
に
転
ず
る
の
後
、
今
日
、
初
め
て
参
る
。

巳み
の

二に

点て
ん

、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。〔
先
こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
装し
よ
う
ぞ
く
し

束
司
に
仰
せ
、
座
を
敷
か
し
む
。〕
次つ

い
で
陣じ
ん
の
ざ座

に
着
す
。
蔵
人
行
資
（
＝
橘
）、
宣せ
ん
じ旨

を
下
す
。〔
右
中
将
経
房
（
＝
源
）、

当
年
の
位い

禄ろ
く

請こ
い

申も
う

し
了
り
ぬ
。
又
、
吉き
つ
し
よ書

（
吉
×
）、
兼
ね
て
儲も
う

け
し
む
る
所
と
こ
ろ

也
。〕
次
い
で
殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
間
）
に
参
上
す
。
本ほ
ん
じ
ん陣

（
＝
右
衛
門
陣
・
宜
秋
門
）
の
座

に
着
し
て
請し

よ
う
い
ん
印
せ
し
む
。

〓＊
２

小し
ば
ら
く

選あ
り
て、

内
に
帰か
え
り
い入

り
、
暫し
ば
らく

殿
上
に
候
ず
。
公く
ぎ
よ
う卿

参
ら
ず
。
午う
ま

終
、
仗
じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
復
す
。
此こ

の
間
、
公
卿
参
入
す
。
未
ひ
つ
じ

終
、
左
右
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
・

藤
原
顕
光
）
参
入
す
。
左
大
臣
（
＝
道
長
）、
御み

簾す

の
中
に
候
ず
。
内な
い
し侍

、
人
を
召

す
。
右
大
臣
（
＝
顕
光
）、
先ま

づ
参
上
す
。〔
大
将
（
＝
右
大
将
）
を
兼
ぬ
る
儀
に
依

る
。〕
公
卿
、
次
第
に
参
上
す
。
次
い
で
出い

で
い居

参
上
す
。
召め
し

に
応
じ
、
右
大
臣
、

簾す
だ
れの

下
に
候
ず
。
左
右
の
相す
ま
い
の
お
さ

撲
長
、
各
お
の
お
の、

円わ
ろ
う
だ座

一
枚
を
取
り
、
壇
の
上
に
敷
く
。

〔
或あ

る
せ
つ説

は
、
幕
の
下
よ
り
指さ
し
い出

だ
す
。〕
次
い
で
出
居
着
座
す
。
先せ
ん
れ
い例

は
、
居き
よ

し

乍な
が

ら
、
幕
よ
り
出い

で
て
着
座
す
。
而
る
に
幔ま
ん

を
褰か
か

げ
て
立
ち
、
之こ
れ

に
着
す
。
失し
つ

也
。
次
い
で
左
の
相す
ま
い撲
人び
と

列れ
つ

参さ
ん

す
。
先
づ
北
に
向
か
ふ
。
大
臣
（
＝
顕
光
）
云
は

藤
原
）、
頗す
こ
ぶる

難な
ん

の
気け

有
り
と
云
々
。
仍
り
て
大だ
い
き
よ
う
し
よ

饗
所
に
於
い
て
、
此
の
由よ
し

を

相あ
い
し
め示
す
。
殊こ
と

に
避
く
る
所
と
こ
ろ

無
し
。
既す
で

に
赬
面
（
×
赦
面
）
有
り
と
云
々
。〕

〓＊
３

皆
、
陣じ
ん
の
ざ座
に
還か
え

る
。
余
、
正
に
転
ず
る
に
依
り
て
着
せ
ず
。

〓▼
ｃ

此こ

の
間
、
右
大
臣
・
参
議
忠
輔
、
射い

場ば

に
進
み
、
慶け
い
が賀
を
奏
す
。
又
、
右
大

臣
・
大
納
言
時
中
・
忠
輔
、
相あ

い
と
も共

に
女
御
（
＝
藤
原
義
子
）〈
内
に
御
お
わ
し
ます

。〉・
東
宮

（
＝
居
貞
親
王
）
に
啓け
い

す
。

〓▼
ｄ

大
臣
、
東
宮
よ
り
退
出
す
べ
き
の
由
、
左
中
将
正
光
（
×
元
）（
＝
藤
原
）
を
以

て
、
上か

ん
だ
ち
め
達
部
に
指
示
す
。
仍
り
て
上
達
部
、
化か

徳と
く

門も
ん

（
×
他
徳
門
）
よ
り
出
で
、

温う
ん

明め
い

殿で
ん

（
×
門
）
の
北
の
頭ほ
と
りに
徘
徊
（
俳
佪
）
す
。
此
の
間
、
大
臣
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
門
×
）（
＝
建
春
門
）
よ
り
退
出
す
。
上
し
よ
う
か
ん官

及
び
上
達
部
前ぜ
ん
こ
う行

し
、
陽
明
門
に
到
る
。

其
の
儀
、
恒つ

ね

の
如
し
。〔
今
日
、
内う
ち
の
お
ん
も
の
い
み

御
物
忌
に
依
り
、
出し
ゆ
つ
ぎ
よ

御
せ
ざ
る
也
。
左
大

臣
、
直じ

き
ろ廬

に
候
ず
。
前
例
は
、
左
に
転
ず
る
の
時
、
物
忌
の
由
を
称
し
、
候
ぜ

ざ
る
所

と
こ
ろ

也
。
若も

し
く
は
公く

事じ

を
奉
う
け
た
まは

る
の
人
に
依
り
て
候
ず
る
所
歟
。
先
日
、

此
の
議ぎ

有
る
也
。〕

〓▼
ｅ

黄た
そ
が
れ昏

、
大
臣
（
＝
道
長
ヵ
）
の
第
に
到
る
。〔
二
条
と
洞と
う
い
ん
ひ
が
し
お
お
じ

院
東
大
路
（
×
東
院
東
大

路
）
と
也
。
播
磨
守
（
×
幡
广
守
）
相
方
朝
臣
（
＝
源
）
の
宅
な
り
。
因い
ん
ね
ん縁
に
依
り

て
行
な
ふ
所
と
云
々
。〕
公
卿
の
座
は
、
南

み
な
み
び
さ
し

廂
に
在あ

り
。
雑ぞ
う
じ事

、
又
、
例
の
如

し
。
階

き
ざ
は
しの

前
に
於
い
て
、
管か
ん
げ
ん絃

有
り
。
先
こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
録ろ
く
じ事

（
×
使
）
を
召め
し
お
お仰

す
。

〔
弁
・
少
納
言
の
座
、
史
・
外
記
の
座
。〕
史し

し
よ
う生

の
禄
（
×
録
）、
庭て
い
ち
ゆ
う

中
に
於
い
て
、

之こ
れ

を
給
ふ
。
子ね
の
こ
く
ば
か
り

剋
許
、
事
了
り
ぬ
。

　

今
日
の
第
一
の
納
言
時
中
の
作
法
、
言
ふ
に
足
ら
ず
。
此
の
度
（
×
座
）
の

公く
ぎ
よ
う
め
し

卿
召
、
天
下
、
甘か
ん
し
ん心

（
心
×
）
せ
ず
と
云
々
。

・
藤
原
実
資
、
長
徳
元
年
八
月
廿
八
日
、
任
権
中
納
言
。
同
二
年
七
月
廿
日
、
任

中
納
言
（
転
正
）、
右
衛
門
督
。

・
藤
原
実
資
の
中
納
言
初
任
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
・
�
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

�
①
『
公
卿
補
任
』
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
条

　

参
議
源
扶
義
「
正
月
廿
九
日
、
甲
午
。
着
座
す
。」

・
源
扶
義
、
正
暦
五
年
八
月
廿
八
日
、
任
参
議
、
九
月
八
日
、
任
右
大
弁
（
長
徳

二
年
八
月
廿
八
日
、
任
左
大
弁
）。

�
①
『
権
記
』
長
徳
三
年
十
一
月
廿
二
日
条
（
△
Ｃ
）

△
Ａ
「
賀か

茂も

臨り
ん

時じ

祭さ
い

試し

楽が
く

」

△
Ｂ
「
舞ま

い
び
と人

を
改
む
る
事
」

△
Ｃ
「
未い

ま

だ
着
座
せ
ざ
る
公
卿
、
早
く
着
す
べ
き
の
由よ
し

を
仰
す
る
事
」

△
Ｄ
「
策さ

く
は
ん判
の
外げ

任に
ん

の
儒じ
ゆ
し
や者
の
事
」

廿
二
日
、
癸
未
。

〓△
Ａ

今
日
、
賀か

茂も

臨り
ん

時じ

祭さ
い

試し

楽が
く

也
。
早そ
う
た
ん旦
、
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
詣も
う

づ
。
頃
し
ば
ら
く 

之あ
り
て、
参さ
ん
だ
い内
す
。
酉と
り
の
こ
く
剋
、
出し
ゆ
つ
ぎ
よ
御
す
。
仰お
お
せに
依
り
、
諸し
よ
き
よ
う
卿
を
召
す
。〔
参
ら
ざ
る
者

は
、
右
大
臣
（
＝
藤
原
顕
光
）、
藤
・
平
両
中
納
言
（
＝
藤
原
実
資
・
平
惟
仲
）
也
。〕

次つ

い
で
又
、
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）
を
召
す
。
重
家
（
＝
藤
原
）・
道
方
（
＝
源
）
に
、

一い
ち
の
ま
い

舞
を
奉
仕
す
べ
き
の
由よ
し

を
仰
せ
ら
る
。
即す
な
わち

滝た
き
ぐ
ち口

の
廊
を
出い

で
、
之こ
れ

を
仰
す
。

〓△
Ｂ

先こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
申さ
る

剋
、
左
近
少
将
相
経
（
＝
藤
原
）、
親し
ん
ぼ母

の
病
や
ま
い

重
く
、
万ば
ん

死し
い

一つ
し

生よ
う

に

し
て
、
舞ま

い
び
と人

を
供
す
る
こ
と
能あ
た

は
ざ
る
由よ
し

を
奏
せ
し
む
。
左
兵
衛
佐
能
通
（
＝

藤
原
）
に
仰
お
お
せ
あ
ら
た

改
む
。
即す
な
わち

出す
い
と
う納

允
政
（
＝
惟
宗
）
を
し
て
、
行ぎ
よ

事う
じ

蔵く
ろ
う
ど人

に
伝つ
た
え
つ告

げ

し
む
。〔
蔵
人
（
々
々
）
左さ
こ

近ん
の

将し
よ
う

監げ
ん

泰
通
（
＝
藤
原
）。
時
に
楽が
く
し
よ所

に
在あ

る
也
。〕

〓△
Ｃ

又
、
仰お
お
せに

依
り
、
未い
ま

だ
着
座
せ
ざ
る
上し
よ
う
け
い

卿
（
＝
公
卿
）
に
、
早
く
着
す
べ
き
の

由
を
仰
（
々
）
す
。
源
大
納
言
（
＝
源
時
中
）・
右
大
将
（
＝
藤
原
道
綱
）・
民
部
卿

（
＝
藤
原
懐
忠
）・
太
皇
太
后
宮
大
夫
（
＝
実
資
）、
各
お
の
お
の、

年
中
、
吉き
ち
じ
つ日

無
き
を
申
す
。

仰
せ
て
云
は
く
「
日
を
勘か

ん
がへ
し
め
て
行
（
×
給
）
な
ふ
べ
し
。」

〓△
Ｄ

式
部
大
輔
（
＝
菅
原
輔
正
）
奏
せ
し
め
て
云
は
く
「
来き

た
る
廿
五
日
、
策さ
く
は
ん判
の

く
「
南
む
き
。」
次
い
で
云
は
く
「
西
む
き
。」
先
例
の
詞こ

と
ばに
似
ず
。〔
或あ
る
いは
又
、

云
は
く
「
北
向
け
。」
次
い
で
「
西
向
け
。」
次
い
で
「
南
向
け
。」
今
日
の
儀

は
失
也
。〕
次
い
で
還か

え
り
い入

る
。
其
の
後
、
右
の
相
撲
人
の
列
参
す
る
こ
と
、
左

の
如
し
。
但た

だ

し
、
東
を
以
て
、
西
に
替か

ふ
。

〓▼
ａ

御
覧
じ
了お
わ

る
の
後
、
大
臣
云
は
く
「
よ
し
。」
者て
へ

り
。
満ま
ん

座ざ

属し
よ

目く
も
くす
。
或
は

咲わ
ら

ひ
、
或
は
奇あ
や

し
む
。〔
古
例
を
尋た
ず
ね
み見
る
に
、
已す
で

に
此
の
詞
こ
と
ば

有
り
。
咲わ
ら

ふ
べ
か

ら
ず
。
近
代
は
、「
罷ま

か
り
い入
れ
」
と
召め
し
お
お仰
す
る
也
。〕
大
臣
、
先
づ
右
の
相
撲
人
の

名
を
召
す
。〔
其
の
詞
に
云
は
く
「
某

な
に
が
し
ま
る丸

進
め
。」
者
り
。〕
次
い
で
左
の
相

撲
を
召
す
。
人
々
奇
驚
す
。
須

す
べ
か
らく

先
づ
左
（
左
×
）
の
相
撲
人
を
召
す
べ
し
。

失し
つ
ご誤
、
之こ
れ

、
甚は
な
はだ
し
。
然し
か
れ
ど
も
而
、
右
、
先
に
存
し
、
相
撲
を
進
む
。
理
こ
と
わ
り、
然し
か

る
べ

き
也
。
一
番
は
、
左
（
×
右
）
勝
つ
。〈
左さ

論ろ
ん

。〉
大
臣
、
先
づ
左
の
相
撲
人
を

召
す
。
次
い
で
右
を
召
す
。
驚き

よ
う
き奇
す
る
許ば
か
りな
り
。
須
く
負ま
け
か
た方
を
召
す
べ
し
。
右
、

例
に
存
し
、
相
撲
人
を
進
む
。
二
番
は
、
右
勝
つ
。
三
番
は
、
左
勝
つ
。

〓▼
ｂ

次
い
で
白は
く
ち
よ
う

丁
・
陣じ
ん
ち
よ
く

直
。
追お
い
ず
ま
い

相
撲
の
人
な
り
。
次
い
で
散さ
ん
が
く楽

あ
り
。
相
撲
、
此

の
間
、
公
卿
、
簀す

の

子こ

敷じ
き

に
下お
り
き
よ居

す
。
苽ま

こ
もを

公
卿
に
給
ふ
。
先
例
は
、
氷
を
加
ふ
。

而
る
に
見
え
ず
。
左
右
次
将
、
母も

屋や

（
□
屋
）
の
御
簾
の
中
よ
り
、
件く
だ
んの

苽
を

給
ふ
。
是こ

れ

、
例
也
。
今
日
、
穀こ
く

倉そ
う

院い
ん

の
衝つ
い

重が
さ
ねを

居す

え
ず
。
太は
な
はだ

奇
し
、
太
（
ヽ
）

だ
奇
（
ヽ
）
し
。
酉と
り

剋
、
事
了
り
、
公
卿
退
下
す
。

〓▼
ｃ

余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
先
に
退
出
す
。
宮
（
＝
太
皇
太
后
宮
昌
子
内
親
王
）
に
参
り
、

御
仏
供
養
の
事
を
申

も
う
し
う
け
た
ま

承
は
る
。
了
り
て
、
秉へ
い

燭し
よ
くし

て
退
出
す
。

�
①
『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
条

　

権
中
納
言
平
惟
仲
「
八
月
十
二
日
、
庚
戌
。
着
座
す
。」

・
平
惟
仲
、
長
徳
二
年
七
月
廿
日
、
任
権
中
納
言
。
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�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
同
月
（
＝
長
保
三
年
七
月
）
十
三
日
、
着
座
の
後
、
初
め
て
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）

に
参
る
事
。

②
『
権
記
』
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
七
月
十
三
日
条
（
△
Ｂ
）

△
Ａ
「
小こ

除じ

目も
く

」

△
Ｂ
「
藤
中
納
言
（
＝
藤
原
実
資
ヵ
）、
着
座
の
後
、
初
め
て
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
に
参
る

事
」

十
三
日
、
壬
午
（
□
）。

〓△
Ａ

﹇　
　
　
　
　

﹈
小こ

除じ

目も
く

也
。

〓△
Ｂ

□
□
□
□
□
□
藤
中
納
言
（
＝
藤
原
実
資
ヵ
）、
着
座
の
後
□
□
□
□
□
。

�
①
『
権
記
』
長
保
三
年
九
月
七
日
条
（
△
Ｂ
Ｃ
Ｆ
）

△
Ａ
「
参さ
ん
が衙

の
事
」

△
Ｂ
「
着
陣
の
事
」

△
Ｃ
「
陣じ

ん
の

申も
う
し

文ぶ
み

」

△
Ｄ
「
勅ち

よ
く
ご語
を
賜
わ
る
事
」

△
Ｅ
「
頭
中
将
（
＝
源
経
房
）、
初
め
て
文
を
奏
す
る
事
」

△
Ｆ
「
宰
相
中
将
（
＝
源
俊
賢
）
の
着
座
」

七
日
（
日
×
）、
乙
亥
。

〓△
Ａ

参さ
ん
が衙
す
。
晴
。
内
に
入
る
。
床し
よ
う
じ子
に
着
す
る
こ
と
、
例
の
如
し
。

〓△
Ｂ

先こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
右
金
吾
（
□
金
吾
）（
＝
藤
原
公
任
）
初
め
て
参
る
。
午
二
剋
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。〈
西
座
。〉
此
の
間
、
金
吾
（
□
）（
＝
公
任
）
起き
　
ざ座

し
、
壁
後
に
佇ち
よ
り
つ立

す
。

予よ

（
＝
藤
原
行
成
）、
宜
陽
殿
よ
り
、
暫し
ば
らく
し
て
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
す
。
又
、
壁
後
に
立

ち
、
金
吾
に
謁
す
。
金
吾
（
々
々
）
着
座
す
。
予
、
亦
、
之こ
れ

に
着
す
。

〓△
Ｃ

金
吾
、
申も
う
し
ぶ
み

文
せ
し
む
べ
き
の
（
×
令
）
気け

色し
き

示
さ
る
。
仍
り
て
予
、
起
座
し
、

事
を
行
な
ふ
べ
し
。
儒じ

ゆ
（
＝
儒
者
）
信
順
朝
臣
（
＝
高
階
）
を
召
す
べ
き
に
、
已す
で

に

外げ

任に
ん

（
＝
伊
豆
権
守
）
也
。
先せ
ん
れ
い例
、
外
任
の
者
は
、
宣せ
ん
じ旨
を
待
ち
て
召
す
所
と
こ
ろ

也
。

勅ち
よ
く
じ
よ
う
定
に
随
ふ
べ
し
。」
仰
せ
て
云
は
く
「
請こ
い

に
依
れ
。」

・
源
時
中
、
長
徳
二
年
七
月
廿
日
、
任
大
納
言
。
藤
原
道
綱
、
長
徳
三
年
七
月
五

日
、
任
大
納
言
。
藤
原
懐
忠
、
長
徳
三
年
七
月
五
日
、
任
権
大
納
言
。
藤
原
実

資
、
長
徳
二
年
七
月
廿
日
、
任
中
納
言
（
転
正
）。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
長
徳
）
四
年
二
月
十
八
日
（
＝
丁
未
）、
中
納
言
時
光
（
＝
藤
原
）・
惟
仲
（
＝

平
）
の
着
座
の
事
。

・
藤
原
時
光
、
長
徳
三
年
七
月
五
日
、
任
中
納
言
。
平
惟
仲
、
長
徳
四
年
正
月
十

五
日
、
任
中
納
言
（
転
正
）。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

長
保
三
年
六
月
十
日
（
＝
庚
戌
）、
五ご

墓む

日に
ち

の
公く
ぎ
よ
う卿

の
着
座
の
例
の
事
。

②
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
日
（
＝
長
保
三
年
六
月
十
日
）、
着
座
の
日
時
を
撰
ば
し
む
る
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
同
月
（
＝
長
保
三
年
六
月
）
廿
八
日
（
＝
戊
辰
）、
着
座
の
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
長
保
三
年
）
七
月
二
日
、
着
座
の
後
の
三
箇
日
、
精し
よ
う
じ
ん

進
・
念ね
ん
じ
ゆ誦

す
べ
か

ら
ざ
る
事
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

い
で
陣じ
ん
の
ざ座
に
於
い
て
、
大
臣
の
座
の
間ま

に
於
い
て
、
申
も
う
し
ぶ
み文
有
り
。
是こ
れ

、
先せ
ん

例れ
い

歟
。

左
大
弁
（
＝
藤
原
忠
輔
）、
申
文
の
後
、
亦
、
右う
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
に
就つ

く
。
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）、

殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
間
）
に
候
じ
、
罷ま
か
り
い出

づ
。

　

弾
正
宮
（
＝
為
尊
親
王
）
に
詣
づ
。

〓△
Ｂ

亦
、
院
に
参
る
。
御み

八は
つ

講こ
う

也
。
記
、
別
に
在あ

り
。
朝
（
＝
朝
講
）、
参
り
了
り

ぬ
。

〓△
Ｃ

深し
ん
こ
う更
に
及
び
、
西
方
に
、
焼
し
よ
う
ぼ
う亡
有
り
。
式し
き
ぶ
の
じ
よ
う

部
丞
忠
孝
（
＝
源
）
の
宅
と
云
々
。

　

夕ゆ
う
こ
う講

の
後
、
罷
出
づ
。

・
藤
原
実
資
、
長
保
三
年
八
月
廿
五
日
、
任
権
大
納
言
、
兼
任
右
近
衛
大
将
。

�
①
『
権
記
』
長
保
三
年
九
月
廿
一
日
条
（
△
Ｂ
）

△
Ａ
「
物も

の
い
み忌
」

△
Ｂ
「
中
宮
権
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）
の
着
陣
」

廿
一
日
、
己
丑
。

〓△
Ａ

昨さ
つ
こ
ん今

、
物も
の
い
み忌

。

〓△
Ｂ

午う
ま
の
と
き

時
、
中
宮
権
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）、
消し
よ
う
そ
く

息
を
示
さ
れ
て
云
は
く
「
今
、
着

陣
す
べ
し
。
申も

う
し
ぶ
み

文
せ
し
む
べ
し
。
参
る
べ
し
。」
者て
へ

り
。
奉
平
宿
禰
（
＝
県
）
を

し
て
（
×
今
）
覆ふ
く
す
い推

せ
し
む
。
軽
き
耳の
み

。
仍
り
て
参さ
ん
だ
い内

す
。
申さ
る

二の
に

剋こ
く

、
史し

忠
国

（
＝
坂
本
）
申
文
す
。
右
少
弁
輔
尹
（
＝
藤
原
）。
帰
宅
す
。

・
藤
原
斉
信
、
長
保
三
年
八
月
廿
五
日
、
任
権
中
納
言
（
十
月
三
日
、
任
右
衛
門

督
、
十
月
十
日
、
叙
正
三
位
）。

・
藤
原
斉
信
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�
（
�
・
�
は
加
階
後

初
参
着
座
か
）

�
①
『
権
記
』
長
保
三
年
十
月
十
九
日
条
（
△
Ａ
Ｃ
）

脇
の
床
子
（
□
子
）
に
於
い
て
、
申
文
を
見
る
こ
と
、
例
の
如
し
。
金
吾
、

南な
ん
ざ座

に
就つ

く
の
後
、
予
、
着
座
す
。
申
文
、
例
の
如
し
。
事
了
り
て
起
座
す
。

金
吾
、
北
に
就
く
。
右
中
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）、
一
に
解げ

文ぶ
み

を
結か
た

（
×
治
）
ね
、
金

吾
に
覧ら

ん

ず
。
奏そ
う
も
ん聞
す
。
又
、
宣せ
ん
げ下
す
。

〓△
Ｄ

次つ

い
で
殿て
ん
じ
よ
う
上
（
＝
殿
上
間
）
に
参
る
。
召め
し

に
依
り
、
御
前
（
＝
一
条
天
皇
）
に
候

ず
。
仰
せ
て
云
は
く
「
顧
問
の
職
（
＝
蔵
人
頭
）
を
避さ

く
と
雖い
え
ども
、
猶な
お

、
聞き
き
う得
る

所
の
事
を
奏
す
べ
し
。」

〓△
Ｅ

頭
中
将
（
＝
源
経
房
）、
今
日
、
初
め
て
文
を
奏
す
と
云
々
（
＝
長
保
三
年
八
月
廿

五
日
、
任
蔵
人
頭
）。

〓△
Ｆ

帰か
え
り
い出
づ
る
の
間
、
花か

徳と
く

門も
ん

に
、
宰
相
中
将
（
＝
源
俊
賢
）
に
相あ
い
あ逢
ふ
。
今
日
、

申さ
る

剋
（
□
）、
着
陣
す
と
云
々
。
帰
宅
す
。

・
藤
原
公
任
、
長
保
三
年
八
月
廿
五
日
、
任
中
納
言
。
藤
原
行
成
、
同
日
、
任
参

議
。
源
俊
賢
、
長
徳
元
年
八
月
廿
九
日
、
任
参
議
。

・
藤
原
公
任
の
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�

・
藤
原
行
成
の
参
議
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
長
保
三
年
）
九
月
十
四
日
、
始
め
て
着
陣
す
る
事
。〈
申も
う
し

文ぶ
み

有
り
。〉

②
『
権
記
』
長
保
三
年
九
月
十
四
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
右
大
将
（
＝
藤
原
実
資
）、
初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
し
給
ふ
事
」

△
Ｂ
「
院
（
＝
東
三
条
院
藤
原
詮
子
）
の
御み

八は
つ

講こ
う

」

△
Ｃ
「
式し

き
ぶ
の
じ
よ
う

部
丞
（
＝
源
忠
孝
）
の
宅
の
焼し
よ
う
ぼ
う

亡
の
事
」

十
四
日
、
壬
午
。

〓△
Ａ

早
朝
、
院
（
＝
東
三
条
院
藤
原
詮
子
）
に
参
る
。
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
詣も
う

づ
。

参さ
ん
だ
い内
す
。
午う
ま
の
こ
く
剋
、
右
大
将
（
＝
藤
原
実
資
）、
初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
し
給
ふ
。
次つ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

例
の
如
し
。
右
方
の
宰
相
中
将
（
×
宰
相
少
将
）（
＝
源
俊
賢
）、
後
に
参
り
、
一
番

を
為
す
。
此
の
間
、
実
房
、
懸か

け
も
の物
を
執
り
、
辰た
つ
み巳
の
角
の
柱
に
着つ

く
。
忠
隆
・

貞
光
（
＝
藤
原
）
等
、
射い
わ
け
の
も
の

分
物
を
同
じ
柱
の
東
下
に
舁か
き
た立
つ
。〔
次
の
射い

手て

、
未い
ま

だ
立
た
ざ
る
の
前
に
、
之こ
れ

を
置
く
也
。
違
例
と
云
々
。〕
次
い
で
侍じ

臣し
ん

、
饌せ
ん

を

勧
む
。
一い

つ
こ
ん献

の
間
、
御ご

膳ぜ
ん

を
供き
よ
うす

。
此
の
間
の
作
法
、
例
の
如
し
。
三
度
。
停と
ど

め
ら
る
る
後
、
勝か
ち

の
方
、
再さ
い
は
い拝

す
る
こ
と
、
例
の
如
し
。
的ま
と
つ
け付

の
道
済
（
＝
源
）、

此
の
間
に
遅ち

参さ
ん

す
。
違
例
也
。
事
了
り
て
入に
ゆ
う
ぎ
よ

御
す
。
大
将
（
＝
公
季
）、
蹕ひ
つ

を
称と
な

ふ
。
還か
ん
ぎ
よ御
す
。
中
将
と
共
に
退
出
す
。

〓△
Ｅ

院
（
＝
藤
原
詮
子
）
に
参
る
。
院い
ん
じ司
還
補
の
慶
を
申
す
。
宰
相
中
将
参
ら
る
。

同
じ
く
以
て
慶
の
由
を
啓
せ
し
む
（
令
同
以
啓
慶
由
）。
弁
命
婦
（
＝
橘
良
藝
子
）
を

し
て
、
両
人
（
＝
俊
賢
・
行
成
）
に
位い
　
き記

を
給
は
し
む
。
罷ま
か
り
い出

づ
。

　

此
の
夜
、
心し

ん
し
ん神

、
例
に
乖そ
む

く
。
暁
あ
か
つ
きに

及
び
、
常
に
復
す
。

・
藤
原
行
成
・
藤
原
忠
輔
、
長
保
三
年
十
月
十
日
、
叙
従
三
位
。

�
①
『
権
記
』
長
保
三
年
十
月
廿
一
日
条
（
△
Ｃ
Ｅ
）

△
Ａ
「
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
に
還
げ
ん
し

昇よ
う

の
慶
よ
ろ
こ
びを
啓け
い

す
る
事
」

△
Ｂ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

△
Ｃ
「
参
議
に
任
ず
る
後
、
初
め
て
南な

ん
し
よ所

（
＝
侍
従
所
）
に
着
す
る
事
」

△
Ｄ
「
陣じ

ん
の

申も
う
し

文ぶ
み

」

△
Ｅ
「
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
公
任
）、
本ほ
ん
じ
ん陣

（
＝
左
衛
門
陣
・
建
春
門
）
に
着
す
る
事
」

△
Ｆ
「
中
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）
の
御み

読ど
き

経よ
う

始は
じ
め」

△
Ｇ
「
教
静
闍じ

や
り梨

を
夜よ
　
い居

と
為
す
事
」

廿
一
日
、
戊
午
（
戊
午
×
）。

〓△
Ａ

東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
に
参
る
。
蔵
人
保
任
（
＝
源
）
を
し
て
慶
よ
ろ
こ
びの
由よ
し

を
啓け
い

せ
し

む
。

△
Ａ
「
加か

階か
い

の
後
、
初
め
て
参さ
ん
が衙

す
る
事
」

△
Ｂ
「
還げ

ん
し
よ
う
昇
の
奏そ
う
け
い慶
」

△
Ｃ
「
陣じ

ん
の

申も
う
し

文ぶ
み

」

△
Ｄ
「
弓ゆ

場ば
は

始じ
め

」

△
Ｅ
「
院
（
＝
藤
原
詮
子
）
に
院い
ん
じ司

還
補
の
慶
よ
ろ
こ
びを

申
す
事
」

十
九
日
、
丙
辰
（
丙
辰
×
）。

〓△
Ａ

参さ
ん
が衙

す
。
加か

階か
い

の
後
、
今
日
参
る
也
。
新
任
の
者
、
猶な
お

、
三
日
を
過
ご
さ
ず

着
す
べ
し
。
何
ぞ
況い

わ
んや
、
加
階
の
後
の
参
衙
に
至
り
て
は
延え
ん
い
ん引
す
べ
か
ら
ざ
る

を
や
。
然し

か
れ
ど
も
而
、
慮り
よ
が
い外
の
障
さ
わ
り

歟
。
仍
り
て
今
日
に
延え
ん
き
ゆ
う
及
す
。
事
、
已す
で

に
違い
　
れ
い例
な
り
。

左
大
弁
（
＝
藤
原
忠
輔
）、
同
じ
く
今
日
参
ら
る
。

〓△
Ｂ

時と
き

移
り
て
後
、
内
に
入
る
。
左
大
弁
と
共
に
、
階か
い
か下

を
経
て
、
弓ゆ

場ば

殿ど
の

に
参

る
。
蔵
人
実
房
（
＝
藤
原
）
を
し
て
殿て
ん
じ
よ
う

上
を
免ゆ
る

さ
る
る
の
慶
よ
ろ
こ
びを

奏
（
奏
×
）
す
。

〓△
Ｃ

史し

為
孝
（
＝
惟
宗
）、
内
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）
参
ら
る
る
の
由よ
し

を
申
す
。
仍
り
て

共
に
陣じ

ん
（
＝
陣
座
）
に
赴
く
。
左
大
弁
、
申も
う
し
ぶ
み
文
に
候
じ
了
り
ぬ
。
春
宮
大
夫
（
＝

藤
原
道
綱
）、
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）
に
示
す
と
云
々
。
仍
り
て
申
文
に
候
ず
。

〓△
Ｄ

今
日
、
弓ゆ

場ば
は

始じ
め

也
。

　

申さ
る
の
こ
く

剋
、
左
近
中
将
頼
親
朝
臣
（
＝
藤
原
）、
膝ひ
ざ
つ
き突

に
就つ

き
、
召め
し

の
由
を
仰
す
。

下
よ
り
起き

座ざ

し
、
壁
後
に
於
い
て
、
笏し
や
くを

置
き
、
弓
矢
（
×
笶
）
を
執と

り
、
階

下
を
経
て
参
着
す
。
先

こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
頼
親
（
＝
藤
原
）・
成
房
（
＝
藤
原
）
両
将
、
出い
で
い居

の

座
に
候
ず
。
卿

き
よ
う

等
着
し
訖
り
ぬ
。
頼
親
起
座
す
。
成
房
、
右う
し
よ
う
げ
ん

将
監
保
信
（
＝
播

磨
）
を
召
し
、
的ま
と

、
懸か
け
か替

ふ
べ
き
の
由
を
｛
可
｝
仰
す
。
此こ

の
間
、
大
臣
（
＝
公

季
）、
気
色
を
候
ず
。
蔵
人
実
房
・
忠
隆
（
＝
源
）
等
を
し
て
、
御
（
＝
一
条
天
皇
）

及
び
臣
下
の
射い
む
し
ろ席
等
を
撤て
つ

せ
し
む
。
次
い
で
内な
い
じ
ゆ豎
、
西
に
渡
り
、
能の
う
し
や射
の
者
を

召
す
。
五
・
六
人
射い

訖
り
ぬ
。
所し
よ
し
よ
う

掌
を
召
す
。
右
近
少
将
公
信
（
＝
藤
原
）、

硯す
ず
り・

簡ふ
だ

等
を
弓
に
取と
り
そ副

へ
、
大
臣
の
前
に
参ま
い
り
こ
う

候
じ
て
書か
き
わ分

く
。
以
後
の
作
法
、
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

〓△
Ｇ

今
夜
よ
り
、
教
静
闍じ
や
り梨
を
請し
よ
うじ
、
夜よ
　
い居
と
為
す
。

�
①
『
権
記
』
長
保
三
年
十
月
廿
七
日
条
（
△
Ｂ
）

△
Ａ
「
東
三
条
院
（
＝
藤
原
詮
子
）、
石い
し
や
ま
で
ら

山
寺
に
参
り
給
ふ
事
」

△
Ｂ
「
左
・
右
金
吾
（
＝
藤
原
公
任
・
藤
原
斉
信
）
の
着
座
」

廿
七
日
、
甲
子
。

〓△
Ａ

東
三
条
院
（
＝
藤
原
詮
子
）、
石い
し
や
ま
で
ら

山
寺
に
参
り
給
ふ
。
之こ
れ

に
依
り
、
出
い
だ
し
ぐ
る
ま
車
を
奉

ら
し
む
。
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）、
御お

共と
も

に
祗し

候こ
う

す
。
左
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）・
春
宮

大
夫
（
＝
藤
原
道
綱
）・
宰
相
中
将
（
＝
源
俊
賢
）・
修
理
大
夫
（
＝
平
親
信
）
候
ぜ
ら
る
。

黄た
そ
が
れ昏
、
寺
に
到
る
。
秉へ
い
し
よ
く
燭
の
後
、
大
臣
（
＝
道
長
）
帰
り
給
ふ
。
余
・
将し
よ
う
さ
く
作
（
×

持
作
）（
＝
親
信
）、
并
び
に
御
共
に
候
ず
。

〓△
Ｂ

今
日
、
左
・
右
金
吾
（
吾
×
）（
＝
藤
原
公
任
・
藤
原
斉
信
）
着
座
す
と
云
々
。

�
①
『
権
記
』
長
保
四
年
四
月
十
日
条
（
△
Ｂ
）

△
Ａ
「
諸し

よ
こ
く
し
ん
せ
い
ぞ
う
じ
さ
だ
め

国
申
請
雑
事
定
」

△
Ｂ
「『
公
卿
着
座
例
』
一
巻
を
左
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）
に
返へ
ん
ぽ
う奉

す
る
事
」

十
日
、
乙
亥
。

〓△
Ａ

参さ
ん
だ
い内

す
。
左
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）、
春
宮
大
夫
（
＝
藤
原
道
綱
）、
左
衛
門
督
（
＝

藤
原
公
任
）、
右
衛
門
督
（
＝
藤
原
斉
信
）、
大
弼
・
中
将
両
相
公
（
＝
源
俊
賢
・
藤
原
兼

隆
）
等
、
若
狭
守
至
道
（
＝
藤
原
）
の
申
す
三
箇
条
、
備
前
守
清
通
朝
臣
（
＝
大

江
）・
周
防
守
為
理
（
＝
菅
原
）・
伊
予
守
（
伊
与
守
）
明
順
朝
臣
（
＝
高
階
）
等
の
申

請
す
る
事
を
定さ

だ
め
も
う

申
さ
る
。

　

若
狭
守
の
申
す
一
条
の
給き

ゆ
う
ふ
く
復
の
事
、
及
び
荘し
よ
う
え
ん
園
を
制せ
い

す
る
事
は
、
請こ
い

に
依
る
。

今
年
、
官
・
諸
司
に
納
む
る
物
、
漸し

だ
いに
進し
ん
さ
い済
す
る
事
は
、
許
さ
ず
。

　

備
前
国
の
申
す
給
復
（
×
役
）
の
事
は
、
一い
ち
に
ん任

の
間
に
、
官
に
納
む
る
封ふ
う
け家

〓△
Ｂ

殿て
ん
じ
よ
う
上
（
＝
殿
上
間
）
に
候
ず
。
還げ
ん
し
よ
う
升
の
後
、
初
め
て
参
る
也
。
結か
た
な
し政

（
＝
結
政
所
）

に
着
す
。
外
記
、
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。
藤
中
納
言
（
＝
藤
原
時
光
）・
宰
相
中

将
（
＝
源
俊
賢
）、
之こ
れ

を
聴き

く
。
庁
の
事
了
り
ぬ
。
官か
じ
よ
う掌

の
作
法
。

〓△
Ｃ

余よ

（
＝
藤
原
行
成
）、
南な
ん
し
よ所

（
＝
侍
従
所
）
に
就つ

く
。
参
議
に
任
ず
る
の
後
、
今
日
、

初
め
て
之
に
着
す
。
門
を
出い

で
、
外
記
・
史
に
揖ゆ
う

し
、
及
び
五
位
の
弁
に
揖
す
。

非ひ

参さ
ん

議ぎ

の
儀
に
同
じ
。
局き
よ
く（

＝
南
所
）
の
屋
の
北き
た
び
さ
し
廂
の
東
第
一
間
の
戸
よ
り
入
り

て
着
座
す
。
左
中
弁
（
＝
藤
原
説
孝
）
以
下
、
又
、
着
座
す
る
こ
と
、
例
の
如
し
。

史し

伊
遠
（
＝
美
努
）
申も
う
し
ぶ
み

文
す
。
所
（
＝
蔵
人
所
）
の
預
、
右
少
弁
（
＝
藤
原
輔
尹
）
の
後
う
し
ろ

よ
り
、
次
第
に
大お
お
ど
ね
り

舎
人
候
ぜ
ざ
る
由
を
申も
う
し
あ上

ぐ
。
下げ

官か
ん

（
＝
行
成
）
の
許も
と

に
趨わ
し
り
き来

た
り
て
暫し

ば
らく
居
す
。
下
官
、
箸は
し

を
置
（
×
抜
）
き
、
笏し
や
くを
把と

り
、
上
卿
の
気け

色し
き

を
候う
か
がふ
。
許
容
す
る
に
随
ひ
、
内な
い
じ
ゆ豎
を
召
す
べ
き
の
由
を
仰
す
。
食
し
よ
く

了
り
、
未い
ま

だ
箸
（
×
置
）
を
置
（
□
）
か
ざ
る
間
、
所
の
預
、
菜さ
い
り
よ
う
料
を
取
り
、
下
よ
り
次
第

に
見
せ
し
む
。
之
を
左
中
弁
に
付
す
。
中
弁
（
々
々
）（
＝
説
孝
）、
之
を
執
り
て

見
る
後
、
箸
を
置
き
、
笏
を
執
る
。〔
文
を
執と

り
そ副

ふ
。〕
上し
よ
う（

＝
上
卿
）
に
申
す
こ

と
、
例
の
如
し
。
了
り
て
、
内
に
入
る
の
儀
、
例
の
如
し
。

〓△
Ｄ

右
衛
門
督
（
＝
藤
原
斉
信
）、
初は
じ
めよ

り
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
候
ぜ
ら
る
。
気
色
を
候
ぜ

ら
る
。
中
納
言
（
＝
時
光
）、
暫し
ば
らく

壁
後
に
立た
ち
い出

づ
。
了
り
て
退
出
せ
ら
る
。
此

の
間
、
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
公
任
）、
又
、
参
ら
る
。
納
言
（
＝
時
光
）、
花か

徳と
く

門も
ん

の

辺あ
た
りを

徘は
い
か
い徊

（
俳
佪
）
す
。
又
、
申
も
う
し
ぶ
み文

有
り
。
左
金
吾
（
＝
公
任
）
示
さ
れ
て
云
は
く

「
上じ

よ
う
ろ
う

﨟
の
納
言
、
壁
後
に
佇ち
よ
り
つ立

す
る
の
間
、
申
文
せ
し
む
る
は
、
甚は
な
はだ

礼れ
い

無
き

事こ
と

也
。」
と
云
々
。

〓△
Ｅ

左
金
吾
、
今
日
、
本ほ
ん
じ
ん陣

（
＝
左
衛
門
陣
・
建
春
門
）
に
着
す
と
云
々
。
南
座
に
、

着
す
べ
き
の
由
示
さ
る
。
罷ま

か
り
い出

づ
。

〓△
Ｆ

中
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）
に
参
る
。
御み

読ど
き

経よ
う

始は
じ
め

也
。
悩な
や
みに
依
り
、
行ぎ
よ
う
こ
う
香
せ
ず
退
出

す
。
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△
Ｃ
「
弾
だ
ん
じ

正よ
う

大の
だ

弼い
ひ
つ（

＝
藤
原
有
国
）
の
着
座
」

十
四
日
、
己
酉
。

〓△
Ａ

左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
詣も
う

づ
。
一
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
の
御
封ふ
う
も
つ物
の
相そ
う

折せ
つ

勘か

文も
ん

の

事
を
申
す
。

〓△
Ｂ

官か
ん
そ
う奏

有
り
と
云
々
。
右
大
臣
（
＝
藤
原
顕
光
）。

〓△
Ｃ

弾だ
ん

正じ
よ
う

大の
だ

弼い
ひ
つ（

＝
藤
原
有
国
）
着
座
す
と
云
々
。

③
『
公
卿
補
任
』
長
保
四
年
条

　

参
議
藤
原
有
国
「
五
月
十
四
日
。
巳
時
、
着
座
す
。」

　
　
（
注
1
）
三
条
西
家
本
・
九
条
家
本
は
「
巳
時
」
を
「
己
酉
」
と
す
る
。

・
藤
原
有
国
、
長
保
三
年
十
月
三
日
、
任
参
議
。

�
①
『
権
記
』
長
保
四
年
十
月
三
日
条
（
△
Ｃ
）

△
Ａ
「
御み

八は
つ

講こ
う

の
料
の
法ほ

花け
き

経よ
う

を
書
き
奉
る
事
」

△
Ｂ
「
枇び

杷わ

殿ど
の

の
立
り
つ
ち
ゆ
う
じ
よ
う
と
う

柱
上
棟
」

△
Ｃ
「
新
中
納
言
（
＝
藤
原
隆
家
）
の
着
陣
」

△
Ｄ
「
家か

印い
ん

の
鋳
造
の
事
」

三
日
、
甲
子
。

〓△
Ａ

法ほ

花け
き

経よ
う

第
三
巻
を
書
き
奉
る
。
金こ
ん
じ字

。
御み

八は
つ

講こ
う

（
＝
十
月
廿
二
日
）
の
料
な
り
。

〓△
Ｂ

枇び

杷わ

殿ど
の

、
竪
り
つ
ち
ゆ
う
じ
よ
う
と
う

柱
上
棟
す
と
云
々
。

〓△
Ｃ

新
中
納
言
（
＝
藤
原
隆
家
）、
始
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
と
云
々
。
申
も
う
し
ぶ
み文
無
し

と
云
々
。

　

伊
遠
（
＝
美
努
）
来
た
り
、
道
順
朝
臣
（
＝
高
階
）
の
消し
よ
う
そ
く

息
を
示
す
。

〓△
Ｄ

早
朝
、
淑
光
朝
臣
（
＝
大
江
）、「
成
」
の
字
の
印い
ん
も
ん文
を
持も
ち
き来
た
る
。
即す
な
わち
茂
方

を
差つ

か

は
し
、
内
た
く
み
の
さ
か
ん

匠
属
服
時
方
の
許も
と

に
遣
は
す
。
家か
　
い
ん印

、
未
だ
鋳い

ず
。
九
条
殿

（
＝
藤
原
師
輔
）
の
例
、
宰
相
に
任
じ
給
ふ
（
＝
承
平
五
年
二
月
廿
三
日
）
の
後
、
此
の

の
調ち

よ
うの

絹
の
代
、
疋
別ご
と

に
、
六
百
文
を
充
つ
る
事
、
八
百
を
充
つ
る
と
裁さ
い
き
よ許

せ

ら
る
べ
き
歟
。
砕さ

い
え
ん塩
の
代
の
事
は
、
請
に
依
る
。

　

周
防
守
の
申
す
給
復
の
事
は
、
許
さ
る
べ
し
。
調ち

よ
う
よ
う
庸
の
絹
の
代
に
、
六
十
文

を
充
つ
る
事
は
、
請
に
依
る
。
宇う

佐さ

使し

・
大だ
い
に弐
・
唐か
ら
も
の
し
物
使
・
上
下
の
諸
使
、

駅え
き
れ
い鈴

の
剋こ
く

に
任ま
か

せ
、
食
・
馬
を
勤
む
る
の
法
の
事
は
、
件く
だ
んの

事
、
縦た
と

ひ
申
請
を

経
ず
と
も
、
法
に
任
せ
て
行
な
ふ
べ
し
。
請
に
依
り
、
裁
許
せ
ら
る
べ
し
。

　

伊
予
守
（
伊
与
守
）
の
申
す
給
復
の
事
は
、
彼か

の
国
は
元
来
、
給
復
を
申
す
の

例れ
い

無
し
。
而し
か

る
に
前ぜ
ん
じ司

（
＝
前
々
司
）
知
章
朝
臣
（
＝
藤
原
）
の
任
中
の
疫え
き
れ
い癘
に
依

り
、
人
民
死
亡
し
、
田で

ん
ぽ畝
減
少
す
。
仍
り
て
前
司
兼
資
朝
臣
（
＝
源
）
の
申
請

す
る
の
日
、
殊こ

と

に
裁
許
を
賜
ふ
。
任
の
間
、
漸よ
う
やく

治ち
じ
ゆ
つ術

を
施
し
、
殊
に
亡ぼ
う
へ
い弊

の

聞き
こ
え

無
し
。
偏ひ
と
えに

前
任
の
例れ
い

有
る
を
以
て
、
必
ず
し
も
申
請
す
べ
か
ら
ざ
る
歟
。

前
司
の
任に

ん
し
ゆ
う
ね
ん

終
年
の
事
、
今
明
日
、
漸
に
進
済
す
る
事
、
其
の
例れ
い

無
き
に
依
り
、

許
さ
る
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
兼け

ん
か
ん官

の
事
は
、
左そ

右う

、
勅
ち
よ
く
じ
よ
う

定
に
随
ふ
べ
し
と
云
々
。

事
了
り
ぬ
。

〓△
Ｂ

御
宿し
ゆ
く
し
よ

所
（
＝
道
長
の
宿
所
）
に
参
り
、
先
日
借
り
給
ふ
所
の
『
公
卿
着
座
例
』

一
巻
を
返へ

ん
ぽ
う奉
す
。
又
、
故こ

文
忠
朝
臣
（
＝
平
）
の
男
文
明
（
＝
平
）
の
愁う
れ
い
ぶ
み
文
を
奉

る
。

　

一
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
の
御
方
に
参
る
。
罷ま
か
り
い出

づ
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
（
＝
長
保
）
四
年
五
月
十
四
日
、
弼ひ
つ

（
＝
弾
正
大
弼
）
宰
相
有
国
（
＝
藤
原
）
の
着

座
の
事
。

②
『
権
記
』
長
保
四
年
五
月
十
四
日
条
（
△
Ｃ
）

△
Ａ
「
一
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
の
御
封ふ
う
も
つ物
の
相そ
う

折せ
つ

勘か

文も
ん

の
事
」

△
Ｂ
「
官か

ん
そ
う奏
」
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

△
Ａ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

△
Ｂ
「
右
金
吾
（
＝
藤
原
斉
信
）
の
着
陣
」

△
Ｃ
「
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
の
御み

読ど
き

経よ
う

結け
ち

願が
ん

」

廿
五
日
、
乙
巳
。

〓△
Ａ

参さ
ん
が衙
す
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。
中
宮
権
大
夫
（
＝
源
俊
賢
）、
日ひ
の

上し
よ
う

為た

り
。

〓△
Ｂ

右
金
吾
（
＝
藤
原
斉
信
）、
加か
　
か
い階
の
後
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。
亦
、
陣じ
ん
の
ざ座
に
於
い

て
、
申

も
う
し
ぶ
み文
有
り
。

〓△
Ｃ

東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
の
御み

読ど
き

経よ
う

結け
ち

願が
ん

也
。

・
藤
原
斉
信
、
寛
弘
元
年
十
月
廿
一
日
、
叙
従
二
位
。

・
藤
原
斉
信
の
従
二
位
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

�
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
十
一
月
五
日
条
（
△
Ｃ
）

△
Ａ
「
清せ

い

涼り
よ
う

殿で
ん

東ひ
が
し

廂び
さ
しの
御み

障し
よ

子う
じ

の
色し
き

紙し

形か
た

を
書
く
事
」

△
Ｂ
「
冷れ

い
ぜ
い
い
ん

泉
院
・
四
条
宮
（
＝
藤
原
遵
子
）、
偸と
う
じ児

有
る
事
」

△
Ｃ
「
大
蔵
卿
（
＝
藤
原
正
光
）
の
着
陣
」

五
日
、
乙
卯
。

〓△
Ａ

今
朝
、
清
せ
い
り

涼よ
う

殿で
ん

東ひ
が
し

廂び
さ
しの

御み

障し
よ

子う
じ

の
色し
き

紙し

形か
た

を
書
く
。

〓△
Ｂ

頭
中
将
（
＝
源
経
房
）
と
同
車
し
、
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
る
。
亦
、
御お

共と
も

に
候
じ
、
冷れ
い
ぜ
い
い
ん

泉
院
に
参
る
。
次
い
で
、
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）
と
経
通
少
将
（
＝
藤
原
）

と
、
四
条
宮
（
＝
藤
原
遵
子
）
に
参
る
。
両
処
、
偸と
う
じ児

の
事こ
と

有
る
也
。
入よ
に
い
り夜

、
家

に
帰
る
。

〓△
Ｃ

大
蔵
卿
（
＝
藤
原
正
光
）、
三
位
の
後
、
今
日
、
初
め
て
着
陣
す
。

・
藤
原
正
光
、
寛
弘
元
年
十
月
廿
一
日
、
叙
従
三
位
。

�
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
十
一
月
七
日
条
（
△
Ａ
）

事こ
と

有
り
。

・
藤
原
隆
家
、
長
保
四
年
九
月
廿
四
日
、
更
任
権
中
納
言
。

・
藤
原
隆
家
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

�
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
四
月
十
二
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
方か

た
た
が
え
違
」

十
二
日
、
乙
丑
。

〓△
Ａ

此こ

の
夕
、
前
尾
張
守
知
光
朝
臣
（
＝
藤
原
）
の
宅
に
向
か
ふ
。
明
日
、
着
座
な

り
。
官
（
＝
太
政
官
庁
）、
吉え

方ほ
う

に
当
た
る
為た
め

を
以
て
也
。

・
藤
原
行
成
、
長
保
五
年
十
一
月
十
五
日
、
叙
正
三
位
。

・
藤
原
行
成
の
正
三
位
初
参
着
座
…
�
・
�

�
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
四
月
十
三
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
着
座
の
事
」

十
三
日
、
丙
寅
。

〓△
Ａ

午う
ま
の
に
て
ん

二
点
、
官
庁
（
＝
太
政
官
庁
）
に
着
す
。
三
点
、
外
記
庁
に
着
す
。
子
細
は
、

『
着
座
日
記
』
に
在あ

り
。

②
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
元
年
条

　

参
議
藤
原
行
成
「
四
月
十
三
日
、
丙
寅
。
着
座
す
。」

�
①
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
元
年
条

　

権
中
納
言
藤
原
斉
信
「
六
月
四
日
、
丁
丑
。
子
刻
、
着
座
す
。」

　
　
（
注
1
）
六
月
四
日
は
丁
巳
、
六
月
廿
四
日
は
丁
丑
。

�
①
『
権
記
』
寛
弘
元
年
十
月
廿
五
日
条
（
△
Ｂ
）



60

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

〓＋
１

大
外
記
善
言
朝
臣
（
＝
滋
野
）
云
は
く
「
今
日
、
宰
相
中
将
経
房
（
＝
源
）、
初

め
て
参
る
。
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
出
入
す
。
其
の
次つ
い
でに
、
権
中
納
言
忠
輔
（
＝
藤
原
）
参

入
す
。
同
じ
く
敷
政
門
を
用
ふ
。」
甚は

な
はだ
奇き
　
か
い怪
の
事こ
と

也
。
右
中
弁
経
通
朝
臣
云

は
く
「
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
宰
相
中
将
に
、
件く
だ
んの
門
を
出
入
す
る
を
命
ず
。」

者
り
。
古
今
、
此
の
例れ

い

有
ら
ず
。

〓▼
ｃ

右
頭
中
将
（
＝
藤
原
実
成
）、
一い
つ
さ
く昨

よ
り
、
悩
な
や
み
わ
ず
ら

煩
ふ
由
と
云
々
。
仍
り
て
将
し
よ
う
げ
ん監

興
光
（
＝
三
善
）
を
以
て
、
之こ
れ

に
問と
い
お
く送

る
。
即す
な
わち

内
府
（
＝
藤
原
公
季
）
の
御
返
事

有あ

り
。「
煩
ふ
所
、
太は
な
はだ
重
し
。」
と
云
々
。
内
府
、
彼
の
宅
に
渡
り
給
ふ
と

云
々
。

③
『
権
記
』
寛
弘
二
年
六
月
廿
六
日
条
（
△
Ａ
Ｂ
）

△
Ａ
「
初
め
て
結か

た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
事
」

△
Ｂ
「
新
中
納
言
（
＝
藤
原
忠
輔
）・
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）
の
着
陣
」

△
Ｃ
「
中
納
言
（
＝
忠
輔
）、
昇
し
よ
う

殿で
ん

の
慶
よ
ろ
こ
びを

申
す
事
」

廿
六
日
、
壬
寅
。﹇
右
大
弁
（
＝
藤
原
説
孝
）
の
初
参
。
巡
方
を
着
す
。﹈

〓△
Ａ

今
日
、
巳み
の
こ
く剋

、
初
め
て
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
右
大
弁
（
＝
藤
原
説
孝
）
と
相あ
い
と
も共

に

着
す
。
右
大
弁
、
巡ず

ん
ぽ
う
の
お
び

方
帯
を
着
す
。
左
少
史
隆
範
（
＝
船
）、
申も
う
し
ぶ
み
文
を
結か
た

ぬ
。
右

少
史
博
愛
（
＝
惟
宗
）、
文
を
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）
に
申
す
。
永
明
、
右
（
＝
右
大
弁
）

に
申
す
。
訖
り
て
吉き
つ
し
よ書

に
署
す
。
左
中
弁
〈
道
（
＝
源
道
方
）〉・
権
左
中
弁
（
ヽ
）

〈
朝
（
＝
藤
原
朝
経
）〉、
共
に
着
す
。
同
じ
く
吉
書
に
署
す
。
晴は
れ
の
ぎ儀

。
立た
ち

出い
で

・
参さ
ん

内だ
い

の
儀
、
例
の
如
し
。

〓△
Ｂ

今
日
、
新
中
納
言
（
＝
藤
原
忠
輔
）・
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）、
初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。
余
、
同
じ
く
着
す
。
転て
ん
に
ん任

の
人
﹇
左
大
弁
（
＝
行
成
）﹈
は
必
ず
し
も

着
す
べ
か
ら
ず
。
然し

か
れ
ど
も
而
、
今
日
、
事
の
便び
ん

有
り
。
仍
り
て
着
す
る
也
。
新
中
納

言
、
陣じ

ん
（
＝
陣
座
）
に
於
い
て
、
初
め
て
申
も
う
し
ぶ
み文

有
り
。
左
少
史
公
節
（
＝
源
）、
之こ
れ

に
候
ず
。
新
中
納
言
・
宰
相
（
＝
経
房
）
の
参
入
・
退
出
の
路み
ち

、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

を
用
ふ
。

△
Ａ
「
右
金
吾
（
＝
斉
信
）、
始
め
て
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
参
ら
る
る
事
」

△
Ｂ
「
直な

お
し
も
の
物
」

△
Ｃ
「
小こ

除じ

目も
く

」

七
日
、
丁
巳
。

〓△
Ａ

参さ
ん
だ
い内

す
。
右
金
吾
（
＝
藤
原
斉
信
）、
加か

階か
い

の
後
、
今
日
、
始
め
て
外
記
（
＝
外

記
庁
）
に
参
ら
る
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。

〓△
Ｂ

今
日
、
直な
お
し
も
の

物
の
事
有
り
。

〓△
Ｃ

次つ

い
で
信
濃
守
（
信
乃
守
）
済
政
（
＝
源
）
辞
退
す
。
佐
光
（
＝
藤
原
）
任
ず
。
小こ

除じ

目も
く

也
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
慶
賀
事
〈
付
初
参
〉）

　

同
年
（
＝
寛
弘
二
年
）
六
月
廿
六
日
、
新
任
の
中
納
言
（
＝
藤
原
忠
輔
）・
参
議
（
＝
源

経
房
）
の
初
参
の
事
。〔
敷ふ

政せ
い

門も
ん

を
出
入
す
る
は
、
先せ
ん
れ
い例

に
非あ
ら

ず
と
云
々
。〕

②
『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
六
月
廿
六
日
条
（
＋
1
）

▼
ａ
「
左
頭
中
将
（
＝
源
頼
定
）、
宣せ
ん
じ旨

を
下
す
べ
き
事
」

＋
1
「
新
任
の
中
納
言
（
＝
藤
原
忠
輔
）・
参
議
（
＝
源
経
房
）
の
初
参
の
事
〈
敷ふ

政せ
い

門も
ん

を
出
入
す
る
は
、
先せ
ん
れ
い例

に
非あ
ら

ず
と
云
々
〉」（
目
）

▼
ｂ
「
雷か
み
な
り鳴

」

▼
ｃ
「
右
頭
中
将
（
＝
藤
原
実
成
）
悩
な
や
み
わ
ず
ら

煩
ふ
事
」

廿
六
日
、
壬
寅
。

〓▼
ａ

左
頭
中
将
（
＝
源
頼
定
）
云
は
く
「
明
日
、
文
書
を
奏
す
べ
し
。
又
、
宣せ
ん
じ旨

を

下
す
べ
し
。
右
中
弁
経
通
（
＝
藤
原
）、
明
日
、
初
め
て
結か
た
な
し政

（
＝
結
政
所
）
に
着

す
べ
し
（
＝
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日
、
任
右
中
弁
）。
又
、
宣
旨
を
給
ふ
。」
者て
へ

り
。

〓▼
ｂ

未ひ
つ
じ

剋の
こ
く

許ば
か
り、

雷か
み
な
り鳴

あ
り
。
但た
だ

し
、
雨
降ふ

ら
ず
。
幾
い
く
ば
くに

非あ
ら

ず
、
雷ら
い
こ
う公

、
声
を
収お
さ

む
。
仍
り
て
随ず
い
じ
ん身

を
差つ
か

は
し
、
障さ
わ
りの

由よ
し

を
蔵
人
の
許も
と

に
示し
め
し
お
く

送
る
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

〓△
Ａ

臨り
ん

時じ

祭さ
い

（
＝
石
清
水
）。
御お
ん
も
の
い
み

物
忌
。
使つ
か
いは
業
遠
朝
臣
（
＝
高
階
）。
見
物
す
。

　

東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
に
参
る
。
退
出
す
。

〓△
Ｂ

権
中
納
言
（
＝
藤
原
隆
家
）・
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）
着
座
す
と
云
々
。

②
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
四
年
条

　

権
中
納
言
藤
原
隆
家
「
三
月
九
日
、
丙
午
。
着
座
す
。」

③
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
四
年
条

　

参
議
源
経
房
「
三
月
九
日
。
着
座
す
。」

・
藤
原
隆
家
、
長
保
四
年
九
月
廿
四
日
、
更
任
権
中
納
言
（
寛
弘
四
年
正
月
廿
日
、

叙
従
二
位
）。
源
経
房
、
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日
、
任
参
議
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
二
月
八
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
右
中
将
（
＝
藤
原
教
通
）・
新
宰
相
等
（
＝
藤
原
兼
隆
・
藤
原
実
成
）
の
着
陣
」

八
日
、
己
亥
。

〓▲
Ａ

道
方
朝
臣
（
臣
×
）（
＝
源
）、
初
め
て
申も
う
し
ぶ
み

文
す
。
教
通
（
＝
藤
原
）
着
陣
す
。
新

宰
相
等
（
＝
藤
原
兼
隆
・
藤
原
実
成
）
着
す
と
云
々
。
先ま

づ
納
言
の
座
に
着
す
。
座

を
立
ち
、
陣
の
腋わ

き

の
辺あ
た
りに

立
つ
。
而し
か

る
後
に
、
又
、
参
議
の
座
に
着
す
と
云
ふ
。

是こ
れ

、
一い
ち
じ
よ
う
い
ん

条
院
に
於
い
て
は
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

の
座ざ

無
し
。

　

女に
よ
う
ぼ
う

方
（
＝
源
倫
子
）、
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）
に
参
る
。

・
源
道
方
、
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日
、
任
左
中
弁
、
同
五
年
正
月
廿
八
日
、
任
蔵

人
頭
。
藤
原
教
通
、
同
日
、
任
右
近
衛
中
将
。
藤
原
兼
隆
、
同
日
、
任
参
議
。

藤
原
実
成
、
同
日
、
任
参
議
。

�
『
権
記
』
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
六
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
着
座
の
日に

ち

時じ

勘か
ん

申じ
ん

」

六
日
、
辛
酉
。

〓△
Ｃ

殿て
ん
じ
よ
う
上
（
＝
殿
上
間
）
に
参
る
の
間
、
中
納
言
（
＝
忠
輔
）、
昇
し
よ
う

殿で
ん

の
慶
よ
ろ
こ
びを
申
す
。

中
将
（
＝
経
房
）、
早
く
退
出
し
て
申
さ
ず
。
今
日
、
殿
上
を
免ゆ
る

さ
る
る
也
。

・
藤
原
忠
輔
、
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日
、
任
権
中
納
言
。
源
経
房
、
同
日
、
任
参

議
。
藤
原
行
成
、
同
日
、
任
左
大
弁
。
藤
原
説
孝
、
同
日
、
任
右
大
弁
。

・
源
経
房
の
参
議
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

�
①
『
権
記
』
寛
弘
二
年
七
月
十
一
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
始
め
て
庁
（
＝
外
記
庁
）
并
び
に
南
（
＝
南
所
）
に
就つ

く
事
」

△
Ｂ
「
相す

ま
い
の
め
し
お
お
せ

撲
召
仰
」

△
Ｃ
「
施せ

米ま
い

使し

の
事
」

十
一
日
、
丁
巳
。

〓△
Ａ

参さ
ん
が衙
す
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。
慶
よ
ろ
こ
び（

＝
六
月
廿
日
）
の
後
、
今
日
、
始
め
て

庁
（
＝
外
記
庁
）
并
び
に
南
（
＝
南
所
）
に
就つ

く
。
晴は
れ
の
ぎ儀
。

〓△
Ｂ

内
に
入
る
。
今
日
、
相
す
ま
い
の
め
し
お
お
せ

撲
召
仰
有
る
べ
し
と
云
々
。

〓△
Ｃ

左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
詣も
う

づ
。
申
す
。「
奉
親
（
＝
小
槻
）
申
さ
し
む
。『
慥た
し
かな

る
使
（
＝
施
米
使
）
の
事
を
勤
め
む
が
為
に
、
重
ね
て
僧
の
数
等
を
取
ら
む
と
欲

す
る
の
間
、
独
身
、
奉
仕
し
難が

た

し
。
今
二
人
を
加
へ
、
将ま
さ

（
×
持
）
に
奉
仕
せ

む
と
す
。』」
仰
せ
て
云
は
く
「
公
節
（
＝
源
）・
博
愛
（
＝
惟
宗
）
等
を
加く
わ
え
つ
か

遣
は
す

べ
し
。」
又
、
任に

ん
ぷ符

（
×
府
）
を
申
す
所
、
権
左
中
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）、
奉
仕
す
べ

き
の
由よ

し

、
之こ
れ

を
召め
し
お
お仰

す
。

�
①
『
権
記
』
寛
弘
四
年
三
月
九
日
条
（
△
Ｂ
）

△
Ａ
「
臨り

ん

時じ

祭さ
い

（
＝
石
清
水
）」

△
Ｂ
「
権
中
納
言
（
＝
藤
原
隆
家
）・
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）
の
着
座
」

九
日
、
丙
午
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

△
Ｇ
「
初
参
の
日
の
出
入
の
門
の
事
」

△
Ｈ
「
着
陣
の
日
の
申も

う
し
ぶ
み
文
の
有
無
の
事
」

△
Ｉ
「
大
弁
以
下
新
任
・
昇し

よ
う
し
ん
晋
の
弁
等
、
初
め
て
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
事
」

△
Ｊ
「
左
兵
衛
督
（
＝
藤
原
実
成
）
の
着
陣
」

十
四
日
、
己
巳
。

〓△
Ａ

朝
、
猶な
お

、
雨
降ふ

る
。
午う
ま

に
及
び
、
晴せ
い
き気

有
り
。
仍
り
て
参さ
ん
だ
い内

す
。
暫し
ば
らく

御ご
し
よ
ど
こ
ろ

書
所
に
在あ

り
。
此こ

の
間
、
四
条
大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）
着
陣
す
。
申も
う
し
ぶ
み

文
の
事こ
と

有
り
。〔
午
う
ま
の
こ
く剋
也
。〕

〓△
Ｂ

右
大
弁
（
＝
源
道
方
）
来き
た
り
し
め
示
し
て
云
は
く
「
昇し
よ
う

殿で
ん

聴ゆ
る

さ
る
。」
者て
へ

り
。

〓△
Ｃ

大
納
言
（
＝
公
任
）、
宣せ
ん
じ旨

を
給
ふ
の
後
に
退
出
す
。
時
は
午
四
点
也
。
仍
り

て
未

ひ
つ
じ

二
点
を
相あ
い
ま待

つ
の
間
、
中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
参
入
す
。

申
文
の
間
、
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
頼
通
）、
同
門
よ
り
参
入
す
。
上じ
よ
う
ろ
う

﨟
（
＝
斉
信
）
の

座
に
在
る
に
依
り
、
暫し
ば
らく

壁
後
に
佇ち
よ
り
つ立

す
と
云
々
。
即す
な
わち

御
書
所
を
出い

で
、
同

じ
く
壁
後
に
到
る
。
中
宮
大
夫
、
申
文
の
後
、
亦
、
宣
旨
を
給た

ま
い
く
だ
下
し
了
り
ぬ
。

〓△
Ｄ

壁
後
に
出
で
、
早
く
着
す
べ
き
の
由
を
示
さ
る
。
時
に
未
二
点
也
。
仍
り
て

陣
（
＝
陣
座
）
の
北き
た
ざ座
に
着
す
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、
未
三
点
を
打
つ
。
申
文
の
史し

伊
岐
善

政
、
文ふ

刺ざ
し

を
捧
げ
、
南
に
渡
る
の
後
に
起き

座ざ

す
。
更
に
南な
ん

座ざ

に
着
す
。
次
い
で

右
大
弁
〈
道
方
〉
着
座
す
。
云
は
く
「
申
文
。」
予よ

（
＝
藤
原
行
成
）
目も
く

す
。
大
弁

（
＝
道
方
）
称い
し
よ
う唯

し
て
左
に
顧
る
。
右
少
史
善
政
、
申
文
の
文
刺
（
々
刺
）
を
捧
げ

て
趨わ

し
り
い出
で
、
小こ

庭に
わ

に
跪
ひ
ざ
ま
ずく
。
予
目も
く

す
。
善
政
称
唯
し
、
膝ひ
ざ
つ
き突
に
就つ

く
。
文
刺
を

指さ
し
よ寄

す
。
笏し
や
くを

右
に
置
き
、
文
を
執と

る
。﹇
帯た
い
け
ん剣

す
る
に
依
り
、
右
に
置
く

也
。﹈
史
、
揖ゆ

う

す
る
後
、
懸か
け
が
み紙

を
展ひ
ろ

げ
、
文
を
見
る
。
一
枚
は
尾
張
の
匙か
ぎ
の
ふ
み

文
、

一
枚
（
一
枚
×
）
は
下
野
の
匙
文
、
一
枚
は
左
少
史
宣
理
（
＝
竹
田
）
の
馬め
り

料よ
う
の

文ふ
み

（
×
馬
刺
文
）。
一い
ち
い
ち々

見
了
り
、
左
手
を
以
て
、
懸
紙
を
引ひ
き
と取
り
、
左
右
を
以
て

引ひ
き
ひ
ろ展
げ
、
史
に
給
ふ
。﹇
此
の
院
（
＝
一
条
院
）
に
因よ

る
儀
な
り
。
内だ
い
り裏
に
於
い

〓△
Ａ

奉
平
宿
禰
（
＝
県
）、
初
め
て
参
る
べ
き
の
日
を
勘か
ん
じ
ん申

す
。〔
来
た
る
十
四
日
、

巳み

・
午う
ま

・
未ひ
つ
じ。〕

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六
年
三
月
十
四
日
条
（
▲
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

▲
Ａ
「
新
任
の
公く
ぎ
よ
う卿

の
着
陣
」

▲
Ｂ
「
左
衛
門
督
（
＝
頼
通
）
の
本ほ
ん
じ
ん陣

（
＝
左
衛
門
陣
）
着
陣
」

▲
Ｃ
「
初
め
て
結か

た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
事
」

十
四
日
、
己
巳
。

〓▲
Ａ

新
任
の
公く
ぎ
よ
う卿
、
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
す
。
大
中
納
言
四
人
（
＝
藤
原
公
任
・
藤
原
斉
信
・
藤
原

行
成
・
藤
原
頼
通
）。
申も
う
し
ぶ
み

文
の
事
有あ

り
。
皆
、
宣せ
ん
じ旨

を
下
す
。

〓▲
Ｂ

左
衛
門
督
（
＝
頼
通
）、
又
、
本ほ
ん
じ
ん陣

（
＝
左
衛
門
陣
）
に
着
す
。

〓▲
Ｃ

左
右
大
弁
（
＝
左
大
弁
正
四
位
下
藤
原
説
孝
・
右
大
弁
正
四
位
上
源
道
方
）、
右
（
＝
道
方
）、

位
階
上じ
よ
う
ろ
う﨟

也
。
結か
た
な
し政

、
常
の
如
し
。
座
を
立
つ
時
、
右
大
弁
（
＝
道
方
）、
先ま

づ

立
つ
。
出い

で
た立
つ
所
は
、
東
に
立
つ
こ
と
、
常
の
如
し
。
次つ

い
で
、
左
大
弁
（
＝

説
孝
）
立
つ
。
西
に
立
（
々
）
つ
こ
と
、
又
、
常
の
如
し
。
左
大
弁
前ぜ
ん
こ
う行

し
、
陣

の
腋わ

き

の
例
の
床し
よ
う
じ子
に
着
す
。
右
大
弁
の
座ざ

定
む
る
に
、
本も
と
の
ざ
た
が

座
違
は
ざ
る
也
。

行こ
う
ほ歩

・
着
座
（
□
座
）
の
所
、
尚な
お

、
位
階
に
依
（
×
位
）
る
べ
し
。
自じ

余よ

、
常
の

如
し
。
是こ

れ

、
気け

色し
き

に
依
り
て
定
む
る
所
と
こ
ろ

也
。

②
『
権
記
』
寛
弘
六
年
三
月
十
四
日
条
（
△
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｊ
）

△
Ａ
「
四
条
大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）
の
着
陣
」

△
Ｂ
「
昇し

よ
う
で
ん

殿
を
聴ゆ
る

さ
る
る
事
」

△
Ｃ
「
中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）
の
着
陣
」

△
Ｄ
「
着
陣
、
陣

じ
ん
の
も
う
し
ぶ
み

申
文
の
事
」

△
Ｅ
「
左
金
吾
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
」

△
Ｆ
「
昇
殿
の
奏そ

う
け
い慶

」
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

公
任
）
は
、
此
の
道
を
用
ひ
ず
。
九
条
殿
の
一
家
の
中
宮
大
夫
・
左
金
吾
の
出

入
は
、
此
の
道
を
用
ふ
。
当
時
の
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
の
御
説
也
。
抑
そ
も
そ
も、

予
、

此
の
一
門
に
在あ

り
。
須
す
べ
か
らく

参
入
す
る
の
時
、
此
の
道
を
用
ふ
べ
し
。
然し
か
れ
ど
も

而
、
四

条
納
言
、
先
に
陣じ

ん
の
ざ座
に
在
り
。
上し
よ
う（

＝
上
卿
）
為た

る
の
外
は
、
此
の
道
を
用
ふ
べ

か
ら
ず
。
仍
り
て
花か

徳と
く

門も
ん

代だ
い

よ
り
参
入
す
る
也
。
中
宮
大
夫
、
未
二
点
に
着
す

べ
き
の
由
、
今
朝
、
御
消し

よ
う

息そ
く

有
り
。
而
る
に
午
四
点
、
亦
、
中
宮
大
夫
、
陣

に
在
る
の
間
、
金
吾
、
敷
政
門
代
よ
り
参
る
。
頗す

こ
ぶる
不ふ

穏お
ん

の
事
也
。

〓△
Ｈ

右
将
軍
、
正せ
い

（
＝
正
官
）
に
転
ず
る
の
後
、
初
参
せ
ら
る
。
然
し
か
れ

而ど
も

、
申
も
う
し
ぶ
み文

無
し
。

　

右
大
弁
云
は
く
「
床し

よ
う
じ子

に
着
し
、
申
文
を
見
る
。
申
文
（
々
々
）
の
史し

来
た

り
、
文
を
取
る
の
間
、
中
宮
大
夫
退
出
せ
ら
る
る
の
事
不ふ
　
お
ん穏
な
り
。」
と
云
々
。

〓△
Ｉ

今
日
、
大
弁
以
下
新
任
（
＝
右
中
弁
藤
原
重
尹
・
左
少
弁
藤
原
為
時
）・
昇し
よ
う
し
ん
晋
（
＝
左
大

弁
藤
原
説
孝
・
右
大
弁
源
道
方
・
左
中
弁
藤
原
朝
経
・
権
左
中
弁
藤
原
経
通
）
の
弁
等
六
人
、

初
め
て
結か

た
な
し政
に
参
る
（
＝
寛
弘
六
年
三
月
四
日
任
）。
結
政
（
々
々
）
了
り
、
右
大
弁
、

先
づ
起
座
す
。
位い

次じ

に
依
る
也
。
陣じ
ん
の
わ
き

腋
の
床
子
、
左
右
、
例
の
如
し
と
云
々
。

〓△
Ｊ

左
兵
衛
督
相
公
（
＝
藤
原
実
成
）、
今
日
、
陣
（
＝
左
兵
衛
陣
カ
）
の
座
に
就
く
べ

し
と
云
々
。

・
藤
原
公
任
、
寛
弘
六
年
三
月
四
日
、
任
権
大
納
言
。
藤
原
斉
信
、
同
日
、
任
権

大
納
言
。
藤
原
行
成
、
同
日
、
任
権
中
納
言
。
藤
原
実
資
、
同
日
、
任
大
納
言

（
転
正
）。
藤
原
頼
通
、
同
日
、
任
権
中
納
言
・
左
衛
門
督
。
藤
原
実
成
、
寛
弘

五
年
正
月
廿
八
日
、
任
参
議
（
同
年
十
月
十
六
日
、
叙
従
三
位
。
同
六
年
三
月

四
日
、
兼
左
兵
衛
督
）。

・
藤
原
頼
通
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�

・
藤
原
斉
信
の
権
大
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�

・
藤
原
行
成
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�
・
�

て
は
、
右
手
を
以
て
取
る
べ
き
也
。﹈
史
（
々
）、
之こ
れ

を
取
り
、
地
に
展ひ
ろ
げ
お置
く
。

先ま

づ
尾
張
の
文
を
給
ふ
。
史
、
之
を
開
き
て
見
せ
し
む
。
仰
す
。「
申
し
給

へ
。」
次
い
で
下
野
の
文
、
亦
、
同
じ
。
次
い
で
馬
料
文
、
顊
許
し
了
り
ぬ
。

史
、
懸
紙
を
巻
き
、
立
た
む
と
欲
す
る
の
間
、
予
、
笏
を
執
る
。
史
、
次
将
の

座
の
程
に
到
る
に
比お

よ

び
、
大
弁
（
＝
道
方
）
揖ゆ
う

し
て
退
く
。〔
着
座
せ
む
と
欲
す

る
、
及
び
着
座
の
後
に
立
た
む
と
欲
す
る
、
并
び
に
退
く
の
時
、
並
び
に
揖ゆ

う

す

る
こ
と
有
る
也
。〕
次
い
で
右
大
弁
、
膝
突
に
就
き
、
宣
旨
一
枚
を
給
ふ
。

内く

蔵ら
り

寮よ
う

の
請
し
よ
う
そ
う奏

也
。
子
細
は
、
目
録
に
見
ゆ
。
之
を
結か
た

ぬ
。「
請こ
い

に
依
れ
。」
者て
へ

り
。
大
弁
（
＝
道
方
）
云
は
く
「
新
任
の
左
少
弁
為
時
朝
臣
（
＝
藤
原
）、
初
め
て

宣
旨
を
給
ふ
べ
し
。」
と
云
々
。
即
ち
便び

ん

に
召
す
べ
き
の
由よ
し

を
示
す
。
為
時
朝

臣
来
た
り
、
膝
突
に
着
す
。
笏
を
置
き
、
宣
旨
を
下
す
。
為
時
、
笏
を
置
き
、

文
を
開
き
て
見
る
後
、
押お

し
あ合
わ
せ
て
結か
た
ね
も
う
申
（
□
）
す
。〔
押
合
わ
せ
、
之
（
□
）

を
結
ぬ
る
は
違
例
な
り
。〕
仰
す
。「
請
に
依
れ
。」
了
り
て
為
時
、
笏
を
取
る
。

予
、
笏
を
執
り
、
相あ

い

揖
し
て
去
る
。
予
、
又
、
起
座
し
、
壁
後
に
到
る
。

〓△
Ｅ

左
金
吾
（
＝
頼
通
）、
座
に
就
く
。
此
の
間
、
未
四
点
也
。
左
大
弁
（
＝
藤
原
説

孝
）、
申
文
に
候
ず
。
右
大
史
永
明
、
同
じ
く
候
ず
る
也
。
頭
中
将
（
＝
源
頼
定
）、

宣
旨
を
下
す
。
又
、
左
中
弁
朝
経
朝
臣
（
＝
藤
原
）
に
下く
だ
し
た
ま

給
ふ
。
弁
（
＝
朝
経
）
退

く
の
後
、
金
吾
（
＝
頼
通
）、
亦
、
起
座
し
、
壁
後
に
来
た
る
。

〓△
Ｆ

頭
中
将
、
昇
殿
免ゆ
る

さ
る
る
の
由
を
告
ぐ
。
即
ち
相あ
い
と
も共

に
御
所
の
辺あ
た
りに

参
る
。

頭
中
将
〈
頼
定
〉
を
し
て
慶

よ
ろ
こ
びの

由
を
奏
（
×
達
）
せ
し
む
。
殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
間
）
の

座
に
着
す
。

〓△
Ｇ

金
吾
（
＝
頼
通
）
起
座
し
、〔
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

に
着
せ
む
が
為
と
云
々
。〕
敷
政
門

（
＝
敷
政
門
代
）
を
出
づ
と
云
々
。
頃
し
ば
ら
く
あ
り
て

之
、
予
、
同
門
よ
り
退
出
す
。
去
る
天
慶

元
年
（
＝
六
月
廿
三
日
）、
九
条
殿
（
＝
藤
原
師
輔
）、
中
納
言
に
任
じ
給
ふ
。
初
参
の

日
、
此
の
門
よ
り
出
で
給
ふ
。
例れ

い

也
。
右
将
軍
（
＝
藤
原
実
資
）・
四
条
納
言
（
＝
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

△
Ｂ
「
蔵
人
を
補
し
、
殿て
ん

上じ
よ
うを

聴ゆ
る

す
事
」

△
Ｃ
「
右
少
弁
（
＝
菅
原
宣
義
）、
初
め
て
結か
た
な
し政
に
参
る
事
」

△
Ｄ
「
宣せ

ん
じ旨
」

△
Ｅ
「
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）、
尚
な
い
し
の
か
み
侍
（
＝
藤
原
妍
子
）
の
御
曹そ
う
し司
に
渡
り
給
ふ
事
」

△
Ｆ
「
左
金
吾
（
＝
藤
原
頼
通
）・
中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）
の
着
座
」

△
Ｇ
「
伊
予
介
（
＝
藤
原
広
業
）、
赴
任
を
東
宮
に
申
さ
し
む
る
事
」（
頭
書
）

廿
六
日
、
丙
午
。

〓△
Ａ

参さ
ん
だ
い内
す
。
三
宮
（
＝
敦
良
親
王
）
の
政
ま
ん
ど
こ
ろ
は
じ
め

所
始
と
云
々
。

　

左
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）
の
御
宿し
ゆ
く
し
よ
所
に
詣も
う

づ
。

〓△
Ｂ

右
兵
衛
佐
能
信
（
＝
藤
原
）、
蔵
人
と
為
す
。
右
衛
門
佐
知
光
（
＝
藤
原
）
は
殿て
ん

上じ
よ
う。

〓△
Ｃ

右
少
弁
宣
義
朝
臣
（
＝
菅
原
）、
今
日
、
初
め
て
結か
た
な
し政

に
参
る
（
二
月
十
六
日
、
任

右
少
弁
）。

〓△
Ｄ

四
条
大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）
着
陣
し
、
宣せ
ん
じ旨
を
給
ふ
。〔
宣
義
、
先
づ
絹
の
解げ

文ぶ
み

を
申
す
。
奏
せ
ら
る
。
即す
な
わち

下
す
也
。〕

〓△
Ｅ

左
大
臣
、
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）
に
参
る
。
東
宮
（
々
々
）、
今
日
、
初
め
て

尚な
い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
妍
子
）
の
御
曹そ
う
し司

に
渡
り
給
ふ
。
内
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）・
四
条
大

納
言
・
源
納
言
（
＝
源
俊
賢
）・
有
国
（
＝
藤
原
）・
懐
平
（
＝
藤
原
）・
兼
隆
（
＝
藤

原
）・
正
光
（
＝
藤
原
）・
経
房
（
＝
源
）・
実
成
（
＝
藤
原
）・
頼
定
（
＝
源
）
等
の
相
し
よ
う 

公こ
う

、
同
じ
く
参
る
。
東
宮
の
殿
上
の
料
の
垸お
う

飯ば
ん

は
、
予よ

（
＝
藤
原
行
成
）
調と
と
のふ
。

大だ
い
ば
ん
ど
こ
ろ

盤
所
の
料
は
源
納
言
。
菓
子
廿
合ご
う

は
左
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）。
又
、
所
々

（
□
々
）
の
垸
飯
あ
り
。

〓△
Ｆ

今
日
、
酉と
り
の
こ
く

剋
、
左
金
吾
（
＝
藤
原
頼
通
）
着
座
す
。
今
日
、
甚じ
ん
う雨

暴
風
。
亦
、

丑う
し

剋
、
中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）
着
座
す
。

〓△
Ｇ

伊（
頭
書
）予
介
（
伊
与
介
）
広
業
（
＝
藤
原
）、
赴
任
を
宮
（
＝
東
宮
）
に
申
さ
し
む
。
即

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
二
月
廿
六
日
条
（
▲
Ｂ
）

▲
Ａ
「
東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）、
尚
な
い
し
の
か
み
侍
（
＝
藤
原
妍
子
）
の
方
に
渡
り
給
ふ
事
」

▲
Ｂ
「
中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）・
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
座
」

▲
Ｃ
「
饗き

よ
う
ろ
く
禄
の
事
」（
裏
書
）

廿
六
日
、
丙
午
。

〓▲
Ａ

東
宮
（
＝
居
貞
親
王
）、
尚
な
い
し
の
か
み

侍
（
＝
藤
原
妍
子
）
の
方
に
渡
り
給
ふ
。
候
ず
る
上
し
よ
う
け
い卿

（
＝
公
卿
）、
内
府
（
＝
藤
原
公
季
）・
皇
太
后
宮
大
夫
（
＝
藤
原
公
任
）・
侍
従
中
納
言

（
＝
藤
原
行
成
）・
源
中
納
言
（
＝
源
俊
賢
）・
尹い
ん

中
納
言
（
＝
藤
原
時
光
）・
修
理
大
夫

（
＝
藤
原
有
国
）・
右
衛
門
督
（
＝
藤
原
懐
平
）・
右
宰
相
中
将
（
＝
藤
原
兼
隆
）・
大
蔵
卿

（
＝
藤
原
正
光
）・
左
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）・
左
兵
衛
督
（
×
左
兵
衛
門
督
）（
＝
藤
原
実

成
）・
源
宰
相
（
宰
相
×
）（
＝
源
頼
定
）
等
也
。
西に
し
の
わ
た
ど
の

渡
殿
（
＝
一
条
第
）
に
、
座
を
儲も
う

く
。

酒し
ゆ

食し
よ
く

有
り
。
入よ
に
い
り夜

、
還か
え

り
給
ふ
。

〓▲
Ｂ

中
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）・
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
頼
通
）
着
座
す
。
左
衛
門
督
は

酉と
り
の

時と
き

。
我
（
＝
藤
原
道
長
）
の
中
納
言
の
着
座
（
＝
永
延
二
年
二
月
十
九
日
、
7
）
も
、

此
の
日
（
＝
丙
午
）
也
。
時
も
、
同
時
な
り
。
中
宮
大
夫
は
丑う
し

時
。
雨
下ふ

る
こ
と
、

通よ
も
す
が
ら夜
。

〓▲
Ｃ

廿（
裏
書
）六

日
。
東
宮
の
殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
人
）・
女に
よ
う
ぼ
う

方
・
蔵
人
所
・
帯た
ち
は
き
の
じ
ん

刀
陣
（
×
刀
帯

陣
）・
庁
（
＝
東
宮
庁
）
等
に
、
屯
物
を
送
る
。〔
殿
上
は
侍
従
中
納
言
。
女
方
は

源
中
納
言
。〕
女
方
に
、
物
を
送
る
。
御お

ん

宣せ
ん

旨じ
の

乳め
の
と母

に
は
、
女
お
ん
な
し
よ
う
ぞ
く

装
束
・
織お
り
も
の物

の

褂う
ち
き・
打う
ち
う
ち
き
褂
・
筥は
こ

・
袋
・
絹
十
五
疋
。
右
衛
門
に
は
、
打
褂
を
加
へ
ず
。
冷
泉
院

宣
旨
も
、
之こ

れ

に
同
じ
。
絹
は
十
疋
。
進
命み
よ
う
ぶ婦

に
は
絹
八
疋
。
自じ

余よ

の
女
方
に
は

六
疋
。
博
士
（
＝
博
士
命
婦
）
に
は
三
疋
。
采う
ね
め女

・
得と
く
せ
ん選

に
は
二
疋
。
自
余
の
女

方
等
に
は
疋ひ

絹け
ん

（
×
見
）。

②
『
権
記
』
寛
弘
七
年
二
月
廿
六
日
条
（
△
Ｆ
）

△
Ａ
「
三
宮
（
＝
敦
良
親
王
）
の
政
ま
ん
ど
こ
ろ
は
じ
め

所
始
」
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

同
（
＝
寛
弘
）
八
年
二
月
二
日
、
行
成
卿
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
。

②
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
二
月
二
日
条
（
▲
Ｂ
）

▲
Ａ
「
京け

い
か
ん官

の
除じ

目も
く

相
違
す
る
事
」

▲
Ｂ
「
侍
従
中
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）
の
着
座
」

二
日
、
丙
午
。

〓▲
Ａ

辰た
つ
の

時と
き

許ば
か
り、
除じ
よ
し
よ書
の
聞き
こ
えの
事こ
と

有
り
。
国
々
は
、
昨
日
の
如
し
。
京け
い
か
ん官
は
、
頗
す
こ
ぶ

る
相
違
す
。
宜
し
か
ら
ざ
る
事
有
り
。
是こ
れ

、
臨
時
の
不
意
の
事
歟
。

〓▲
Ｂ

侍
従
中
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）、
酉と
り

時
を
以
て
着
座
す
。

③
『
権
記
』
寛
弘
八
年
二
月
二
日
条
（
△
Ａ
Ｃ
）

△
Ａ
「
除じ

も

目く
の

議ぎ

」

△
Ｂ
「
女
房
の
重じ

ゆ
う
ぶ
く
服
」

△
Ｃ
「
慶け

い
が賀
の
人
々
来
た
る
事
」

二
日
、
丙
午
。

〓△
Ａ

卯う
の
こ
く剋

、
除じ
も

目く
の

議ぎ

了
り
ぬ
。
兵
部
卿
（
＝
藤
原
忠
輔
）、
下お
り
な名

の
所
に
着
す
。
余よ

（
＝
藤
原
行
成
）、
早
く
行
な
は
る
べ
き
の
由よ
し

を
相あ
い
し
め示

す
に
因よ

る
。
酉と
り

剋
に
着
座
す

べ
き
に
依
る
也
。

〓△
Ｂ

辰た
つ

二
剋
、
内
（
＝
一
条
院
）
よ
り
退
く
。
女
房
、
小
児
を
将ひ
き

ゐ
、
桃も
も
ぞ
の園

（
＝
世
尊

寺
）
に
赴
く
。
重じ
ゆ
う
ぶ
く

服
に
依
る
也
。

〓△
Ｃ

慶け
い
が賀

の
人
々
来
た
る
。
申さ
る

二
剋
、
庁
の
事
了
り
ぬ
と
云
々
。
史し

部ぶ

来き
た

告り
つ

ぐ
。

子
細
は
「
着
座
巻
」
に
在あ

り
。

④
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
八
年
条

権
中
納
言
藤
原
行
成
「
二
月
二
日
、
丙
午
。
着
座
す
。」

�
①
『
権
記
』
寛
弘
八
年
二
月
七
日
条
（
△
Ａ
）

△
Ａ
「
着
座
の
後
、
始
め
て
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
参
ま
い
り
ち
や
く

着
す
る
事
」

ち
御
前
（
＝
居
貞
親
王
）
に
於
（
□
）
い
て
、
御お
ん
う
ま馬
を
給
は
る
。〔
帯た
ち
は
き刀
引
く
。〕
広

業
進
み
、
笏
を
搢

さ
し
は
さみ

、
馬
を
給
は
り
、
一
拝
（
□
拝
）
し
て
引ひ
き
い出

だ
す
。
学が
く
し士

（
×
生
）（
＝
東
宮
学
士
）
を
以
て
、
此
の
恩お
ん

有
る
歟
。

③
『
日
本
紀
略
』
寛
弘
七
年
二
月
廿
六
日
条

廿
六
日
、
丙
午
。

　

酉
時
、
権
中
納
言
頼
通
着
座
す
。
丑
時
、
権
大
納
言
斉
信
着
座
す
。

④
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
七
年
条

権
大
納
言
藤
原
斉
信
「
二
月
廿
六
日
、
丙
午
。
着
座
す
。」

⑤
『
公
卿
補
任
』
寛
弘
七
年
条

権
中
納
言
藤
原
頼
通
「
二
月
廿
六
日
、
丙
午
。
着
座
す
。」

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

寛
弘
七
年
二
月
廿
七
日
、
新
任
の
公く

ぎ
よ
う卿
の
着
座
の
事
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
同
月
（
＝
寛
弘
七
年
二
月
）
廿
九
日
（
＝
己
酉
）、
倚い

子し

を
立
つ
る
事
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
十
二
月
十
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
三
位
中
将
（
＝
藤
原
教
通
）
の
着
陣
」

十
日
、
甲
寅
。

〓▲
Ａ

雨
下ふ

る
。
巳み
の
と
き時

を
以
て
、
三
位
中
将
（
＝
藤
原
教
通
）、
初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

并
び

に
陣じ

ん
の
ざ座

に
着
す
。

・
藤
原
教
通
、
寛
弘
七
年
十
一
月
廿
八
日
、
叙
従
三
位
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

る
べ
き
の
由
、
相あ
い
し
め示

し
て
退
出
す
。

　

〓▼
ｂ

頭
弁
（
＝
源
道
方
）、
資
平
（
＝
藤
原
）
を
以
て
申
さ
し
め
て
云
は
く
「
今
日
、

女に
よ
う
ご御

（
＝
藤
原
妍
子
・
藤
原
娍
子
）
の
宣
旨
を
下
す
。
上か
ん
だ
ち
め
達
部
四
・
五
人
参
入
す
。

其
の
事
有
る
べ
き
の
由
、
仰

お
お
せ
ご
と事
有
り
。
又
、
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
只
今
、
参

入
せ
ら
る
べ
し
。」
者て

へ

り
。
重
ね
て
案あ

内な
い

を
取
ら
む
と
欲
す
。
右
大
弁
（
＝
源
道

方
）、
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
在あ

り
。
仍
り
て
事こ
と
の
よ
し

由
を
資
平
に
云い
い
お置

き
て
退
出
す
。〈
午
う
ま
の
お
わ
り

終
。〉

　

〓▼
ｃ

今
日
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

、
座
席
を
敷
く
に
、
陣じ
ん
か
ん官

に
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く
「
左
衛

門
督
（
＝
藤
原
頼
通
）・
左
三
位
中
将
（
＝
藤
原
教
通
）、
今
朝
、
着
し
了
り
て
退
出

す
。」〔
左
金
吾
（
＝
頼
通
）、
正
二
位
に
叙
し
、
始
め
て
着
す
。
三
位
中
将
（
＝
教

通
）、
正
三
位
に
叙
し
、
始
め
て
着
す
。〕

　

〓＋
２

今
日
、
故
花
山
院
の
宮
達
の
御
元
服
。〔
先
年
、
冷
泉
上
皇
の
皇
子
（
々
子
）

と
為
る
（
＝
寛
弘
元
年
四
月
廿
五
日
）。
即
ち
親
王
と
為
り
（
＝
寛
弘
元
年
五
月
四
日
）、

五
・
六
親
王
（
＝
昭
登
・
清
仁
）
と
号
す
。〕
仍
り
て
未
ひ
つ
じ

終
に
参
入
す
。
藤
中
納
言

〈
隆
家
（
＝
藤
原
）〉・
尹い
ん

中
納
言
〈
時
光
（
＝
藤
原
）〉、
同
じ
く
参
る
。「
御
元
服
の

時
剋
は
申さ

る

。」
者
り
。
寝し
ん
で
ん殿

の
母も

屋や

の
三
間
に
、
両
親
王
の
座
を
敷
く
。〔
西
第

一
間
・
東
第
一
間
、
各
の
座
を
敷
く
。
繧

う
ん
げ
ん
べ
り
の
た
た
み

繝
端
畳
二
枚
。
其
の
上
に
、
茵し
と
ねを

敷
く
。
各
の
座
の
坤

ひ
つ
じ
さ
るの

方
に
、
二
階
（
＝
二
階
棚
）
を
立
て
、
冠
か
ん
む
り・

巾
・
櫛く
し

の

具
を
置
く
。
各
の
座
の
巽た

つ
みの

方
に
、
唐
匣
・
泔
ゆ
す
る

坏つ
き

等
を
立
つ
。
各
、
脇き
よ
う
そ
く

息
（
×

腋
息
）
有
る
べ
し
。
而
る
に
其
の
実じ
つ

無
し
。
後の
ち

聞に
き

く
。「
公
誠
朝
臣
（
＝
平
）
申
し

て
云
は
く
『
思お

も
い
し
つ
失
し
て
置
か
ず
。』」
者
り
。〕
南
み
な
み
び
さ
し
廂
に
、
上
達
部
の
座
を
敷
き
、

〔
土つ

ち
し
き敷

を
敷
く
。
頗す
こ
ぶる

定
ま
ら
ず
。〕
東
ひ
が
し
び
さ
し

廂
に
、
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
の
座
を
敷
く
。
時
剋
至

り
、〔
剋こ

く
げ
ん限

、
頗す
こ
ぶる

過
ぐ
。〕
各
、
座
に
着
し
給
ふ
。〔
童
わ
ら
わ
し
よ
う
ぞ
く

装
束
を
着
す
。〕
仮か
り

に

東
の
母も

　
や屋

の
御み
　
す簾

を
下
ろ
し
、
御
屛び
よ
う
ぶ風

を
立
つ
。

菅

（
脱
ア
ル
カ
）

円
座
を
以
て
す
。
輔

（
＝
中
務
大
輔
）
周
頼
（
×
同
頼
）（
＝
藤
原
）、
各
お
の
お
の

参ま
い

進り
す
すみ
、
理り

髪は
つ

し
了
り
ぬ
。〔
周

頼
、
先ま

（
×
光
）
づ
剣
（
×
叙
）
を
解と

き
、
簀す
の

子こ

敷じ
き

に
置
く
。〕
帰か
え
り
い出
で
、
簀
子
敷

七
日
、
辛
亥
。

〓△
Ａ

着
座
の
後
、
始
め
て
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
参
ま
い
り
ち
や
く
着
す
。
子
細
は
、「
着
座
記
」

の
奥
に
在あ

り
。

�
①
『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
八
月
廿
三
日
条
（
▼
ｃ
）

＋
1
「
政
ま
つ
り
ご
と

始は
じ
めの

事
」（
目
一
四
・
臨
時
政
始
事
）

▼
ａ
「
悠ゆ
　
き紀

・
主す
　
き基

所
の
印い
ん

等
の
事
」

▼
ｂ
「
女に

よ
う
ご御

（
＝
藤
原
妍
子
・
藤
原
娍
子
）
の
宣せ
ん
じ旨
を
下
す
事
」

▼
ｃ
「
左
衛
門
督
（
＝
藤
原
頼
通
）・
左
三
位
中
将
（
＝
藤
原
教
通
）
の
着
座
」

＋
2
「
故こ

花
山
院
の
宮
達
（
＝
昭
登
親
王
・
清
仁
親
王
）
の
元げ
ん
ぷ
く服

の
事
」

▼
ｄ
「
藤
大
納
言
（
＝
藤
原
道
綱
）
の
子
（
＝
藤
原
兼
経
）
の
元
服
」

廿
三
日
、
甲
子
。

〓＋
１

外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と

始は
じ
め。〔

御ご

譲じ
よ

位う
い

（
×
御
講
位
）（
＝
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日
受
禅
）
の
後
、

今
日
、
政
を
始
む
。｛
極
｝
文
、
未い
ま

だ
聞
か
ざ
る
事
と
云
々
。〕

〓▼
ａ

参さ
ん
だ
い内

す
。
陣じ
ん
と
う頭

（
＝
陣
座
）
に
於
い
て
、
左
右
の
弁
（
＝
藤
原
朝
経
・
藤
原
重
尹
）、

悠ゆ
 
き紀
・
主す

基き

所し
よ

の
請こ
い
も
う申
す
印い
ん

の
文
、〔
各お
の
お
の、
文
印
一
面
・
木
印
一
面
。〕

用よ
う
と
り
よ
う

途
料
の
正
し
よ
う
ぜ
い
と
う

税
稲
一
万
束
の
文
、
官
（
＝
太
政
官
）
の
東
庁
に
於
い
て
、
行
事
所

を
始
む
る
日
時
の
文
、〈
今
日
の
申さ

る
の
こ
く

剋
。〉
主さ
か
ん典

代だ
い

を
定
む
る
文
、
合
わ
せ
て
四

枚
を
進

た
て
ま
つる

。
右
中
弁
（
＝
重
尹
）
の
進
る
主
基
所
の
定
む
る
主
典
代
の
文
、
行
事

所
始
の
文
、
主
典
代
の
文
等
、
各

お
の
お
の

見
了
り
て
下く
だ
し
た
ま
給
ふ
。
印
・
稲
等
の
文
二
通

は
、
左
中
弁
（
＝
朝
経
）
を
以
て
奏
せ
し
む
。
即
ち
宣せ
ん
じ旨

、
同
弁
に
下
す
｛
々
｝。

悠
紀
・
主
基
行
事
所
を
始
む
べ
き
の
日
時
、
勘か

ん
じ
ん申

せ
し
む
べ
き
の
由よ
し

を
仰
す
。

即す
な
わち

吉
平
（
＝
安
倍
）
に
仰
す
。
中
弁
、
結か
た
な
し政

に
営い
そ

ぎ
着
す
る
は
、
今
日
、
故こ

花

山
院
の
宮
（
＝
昭
登
親
王
・
清
仁
親
王
）
の
元げ
ん
ぷ
く服
所
に
参
る
べ
し
。
若も

し
彼
の
政
ま
つ
り
ご
と

了
る
時
剋
を
待
た
ば
、
自お
の
ずか
ら
過
ご
す
歟
。
今
日
、
勘
申
せ
し
め
、
明
日
、
見
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

達
部
の
上じ
よ
う
し
ゆ
首
に
敷
く
。
冠か
ん
じ
や者
、〔
藤
大
納
言
（
＝
道
綱
）
の
子
（
＝
藤
原
兼
経
）。
左

府
の
戸こ

に
入
る
と
云
々
。〕
円
座
に
着
す
。〔
童
装
束
を
着
す
。
是こ
れ

、
即
ち
上
童

也
。〕
先

こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
雲
上
人
、
理
髪
の
具
を
執
り
、
円
座
の
左
右
に
置
く
。
次
い
で

四
位
二
人
、
脂し

燭そ
く

を
執
り
、〔
左
近
少
将
忠
経
（
＝
藤
原
）・
中
務
大
輔
周
頼
。〕

円
座
の
左
右
に
居
う
。
左
中
弁
朝
経
、
円
座
に
進す

す
み
き
よ
居
す
。
理
髪
了
り
て
退
し
り
ぞ
き
き
よ
居
す
。

脂
燭
、
又
、
退
く
。
左
府
の
目も

く

す
る
に
依
り
、
余
、
冠
者
の
許も
と

に
進す
す
み
よ寄
り
て
加

冠
す
。
本も

と
の
ざ座
に
復
す
。
次
い
で
左
中
弁
理
髪
す
。
了
り
て
退
出
す
。
次
い
で
冠

者
退
く
。
理
髪
の
雑
具
を
撤
す
。
右
大
弁
道
方
〈
頭
（
＝
蔵
人
頭
）〉、
座
の
後
に

来
た
り
、
下
官
（
＝
実
資
）
に
仰
せ
て
云
は
く
「
藤
兼
経
、
従
五
位
上
に
叙
す
べ

し
。」
者
り
。〔
左
府
の
子
に
依
る
と
云
々
。〕
内な
い
き記
候
ぜ
ず
。
仍
り
て
位い

記き

の

事
を
召め

し
お
お仰
せ
ず
。
冠
者
、
位い

袍ほ
う

を
着
し
、
庭
中
に
進
み
て
拝は
い
れ
い礼
す
。
次
い
で
加

冠
の
座
、
冠
者
の
円
座
の
所
に
敷
く
。〔
畳
二
枚
・
土
敷
・
茵
等
。〕
前
物
を
居

う
。〔
高
坏
十
二
本
。〕
次
い
で
下げ

﨟ろ
う

の
上
達
部
の
座
の
前
の
高
坏
を
撤
す
。
理

髪
の
前
に
机
二
脚
を
立
つ
。
左
府
の
勧す

す
めに

依
り
、
加
冠
の
座
に
着
す
。
次
い
で

相
府
（
×
座
）（
＝
道
長
）、
勧
盃
し
て
流
り
ゆ
う
じ
ゆ
ん

巡
す
。
次
い
で
藤
大
納
言
勧
盃
す
。
余よ

受
く
。
左
相
府
進
み
て
受
く
。
流
巡
し
了
り
、
余
、
箸は
し

を
立
て
、
本
座
に
復
す
。

又
、
左
兵
衛
督
（
＝
実
成
）
勧
盃
す
。
余よ

受
け
、
藤
大
納
言
に
擬
（
×
撤
）
す
。
頻し
き

り
に
（
脱
ア
ル
カ
）左

府
、
便び
ん

無
か
る
べ
き
に
依
り
、
相
府
（
＝
道
長
）、
其
の
意
を
得う

。
三
位

中
将
教
通
に
仰
（
×
可
）
せ
、
禄
を
取
り
、
之
を
被か
づ

く
。
引ひ
き

出で

物も
の

の
馬
二
疋
。

起
座
し
て
退
出
す
。
随
身
に
疋
絹
を
給
ふ
。
垣え

ん
が下

の
上
達
部
已
下
、
禄ろ
く

無
し
。

又
、
立た

て
あ
か
し

明
、
禄
無
き
歟
。

・
藤
原
頼
通
、
寛
弘
八
年
六
月
九
日
、
叙
正
二
位
。
藤
原
教
通
、
寛
弘
八
月
十
一

日
、
叙
正
三
位
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

に
居
す
。
周
頼
、
巾こ

　
じ子

（
×
中
子
）
に
入
れ
ず
。
仍
り
て
案
内
を
示
す
。
更
に
進

み
、
巾
子
に
髻

も
と
ど
りを

入
る
。
其
の
後
、
秉へ
い
し
よ
く

燭
す
。〔
灯と
う
だ
い台

を
立
つ
。
打う
ち
し
き敷

無
し
。

太は
な
はだ

不ふ

便べ
ん

也
。〕
次つ

い
で
下げ
　
か
ん官

（
＝
藤
原
実
資
）
参ま
い
り
す
す

進
む
。
先ま

づ
五
親
王
（
＝
昭
登
）

に
冠
を
加
ふ
。
次
い
で
退
出
す
。
東
一
間
よ
り
入
り
、
第
六
親
王
（
＝
清
仁
）
に

冠
を
加
ふ
。
了
り
て
退
出
し
、
東

ひ
が
し
の
わ
た
ど
の

渡
殿
に
候
ず
。
両
卿
（
＝
隆
家
・
時
光
）、
同
じ

く
此
の
座
に
在
り
。
次
い
で
東
の
母
屋
の
御
簾
を
巻
か
し
む
。
了
り
て
両
親
王

（
＝
清
仁
・
昭
登
）
帰か
え
り
い入
る
。
須
す
べ
か
らく
理
髪
の
雑ぞ
う
ぐ具
を
撤て
つ

す
べ
き
歟
。
然し
か
れ
ど
も
而
、
其
の
事こ
と

無
し
。
前
跡
を
失し
つ

し
了
り
ぬ
。
次
い
で
余よ

（
＝
実
資
）
及
び
両
卿
着
座
す
。
此
の

間
、
茵
を
敷
く
。
次
い
で
殿
上
人
（
人
×
）
着
座
す
。〔
経
通
（
＝
藤
原
）・
周

頼
・
資
平
（
＝
藤
原
）
の
三
人
也
。〕
上
達
部
の
座
の
上
の
頭ほ
と
りに
、
加か

冠か
ん

の
座
を

敷
く
。〔
畳
・
土
敷
・
茵
。
北
面
。
東
面
に
敷
く
べ
し
。
例
を
失
し
了
り
ぬ
。〕

前ま
え
つ
も
の
物
。〔
高た
か
つ
き坏
十
二
本
。
打
敷
。〕
次
い
で
上
達
部
の
前
物
。〔
高
坏
四
本
。〕
次

い
で
上
達
部
の
座
の
末
、
殿
上
人
の
座
の
上
に
、
畳
一
枚
を
敷
き
、
理
髪
の
人

の
前
物
を
居す

う
。
各
、
机
二
脚
。
次
い
で
殿
上
人
の
前
に
机
を
立
つ
。
余
、
加

冠
の
座
に
着
す
。
一い

つ
こ
ん献

は
藤
中
納
言
。
其
の
後
、
余
、
上
達
部
の
座
に
着
す
。

〈
本も

と
の
ざ座

。〉
次
い
で
尹
納
言
勧か
ん
ぱ
い盃

す
。
次
い
で
藤
納
言
（
＝
隆
家
）
起き

座ざ

し
、
禄ろ
く

を

執と

り
、
下
官
に
被か
づ

く
。〔
女
お
ん
な

装し
よ

束う
ぞ
く。

織お
り
も
の物

の
褂う
ち
き・

紅
く
れ
な
い

染ぞ
め

の
打う
ち

褂う
ち
きを

加
ふ
。〕

次
い
で
加
冠
の
禄
は
、
薄う

す
も
の物

の
褂
・
袴
。
余
、
起
座
し
て
退
出
す
。
乗
車
の
間
、

剣
を
与
ふ
。〔
螺ら

鈿で
ん

の
野の

剣だ
ち

。
囊ふ
く
ろに

納
む
。〕
随ず
い
じ
ん身

に
疋ひ

絹け
ん

を
給
ふ
。

　

〓▼
ｄ

次
い
で
左
府
に
詣
づ
。
上
達
部
の
座
、
西に
し
の
た
い

対
（
＝
土
御
門
第
）
の
南
み
な
み
ま
た
び
さ
し

又
廂
に
在

り
。
南
北
（
南
×
）
相あ
い
た
い対

す
。〈
東
上
。〉
雲う
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
の
座
、
絶
席
、
末
に
在
り
。

主
人
（
＝
道
長
）、
即
ち
客き
や
く
て
い

亭
に
出
づ
。
卿
け
い
し
よ
う相

已
下
着
座
す
。〔
大
納
言
道
綱
（
＝

藤
原
）、
中
納
言
頼
通
・
隆
家
・
時
光
、
参
議
懐
平
（
ー
）（
＝
藤
原
）・
経
房
（
＝

源
）・
実
成
（
＝
藤
原
）、
三
位
中
将
教
通
（
＝
藤
原
）。〕
諸し
よ
だ
い
ぶ
大
夫
の
座
、
西
中
門
の

北
廊
に
在
り
。
饗き

よ
う
ぜ
ん
膳
・
盃は
い
し
や
く
酌
あ
り
と
云
々
。
亥い

剋
に
臨
み
、
菅
す
げ
の
わ
ら
う
だ

円
座
二
枚
、
上
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

に
立
ち
、
外げ

記き

門も
ん

に
到
る
。
立
ち
乍な
が

ら
、
召め
し
づ
か
い

使
（
々
使
）
を
召
す
。
召
使
（
々
□
）

称い
し
よ
う唯
す
。
外
記
跪
候
ず
。
大
臣
已
下
、
次
第
に
退
出
す
。
両
丞じ
よ
う
し
よ
う
相
（
＝
道
長
・

公
季
）、
門
（
＝
陽
明
門
）
の
砌み
ぎ
りに
到
り
、
相
揖ゆ
う

し
て
退
出
す
。〔
左
府
（
×
苻
）、
南

に
立
ち
、
内
府
（
×
苻
）、
北
に
立
つ
。
共
に
西
面
す
。〕
次つ

い
で
、
内
府
（
×
苻
）

揖
し
、
已い
　
じ次

出
づ
。
余
、
更
に
列
を
離
れ
、
砌
の
下
に
到
り
、
西
に
向
き
、
揖

し
て
出
づ
。〔
弁
（
＝
左
少
弁
高
階
積
善
ヵ
）・
少
納
言
【
南
に
向
く
。】・
外
記
【
東

に
向
く
。】
の
列
立
の
儀
、
尋
ぬ
べ
し
。
其
の
説
、
定
ま
ら
ず
。〕
右
大
臣
、
陣

（
＝
陣
座
）
の
壁
後
に
留
ま
り
、
相
従
は
ず
。

〓▼
ｃ

今
日
の
除じ

目も
く

の
儀
止と
ど

む
。
内う
ち
う
ち々

に
奏
せ
し
む
る
所
也
。

　

右
大
弁
、
宣
旨
を
下
す
。〔
侍じ

じ
ゆ
う従

の
厨く
り
やの

申
す
饗
き
よ
う
り
よ
う料

米
三
十
石
。

東ひ
が
し
さ
ん
じ
よ
う
い
ん

三
条
院
よ
り
内
裏
に
幸み
ゆ
きす

る
日
の
上か
ん
だ
ち
め

達
部
・
侍
従
の
饗
料
な
り
。〕

③
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
九
月
五
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
着
座
の
事
」

▲
Ｂ
「
御ご

　
ぜ
ん前

（
＝
前
駆
）
の
事
」

▲
Ｃ
「
女に

よ
う
ぼ
う

方
（
＝
源
倫
子
）、
鳴な
る
た
き瀧

に
解げ
　
じ
よ除

す
る
事
」

五
日
、
乙
亥
。

〓▲
Ａ

左さ
じ
よ
う仗

（
×
丈
）（
＝
陣
座
）
に
着
す
。
申も
う
し
ぶ
み

文
せ
し
む
。
吉き
ち
ふ
く服

を
着
す
。
余よ

（
□
）

（
＝
藤
原
道
長
）、
文
書
を
見
る
べ
き
宣せ
ん

旨じ

を
承
う
け
た
まは

る
後
、
初
め
て
着
座
（
×
度
）
す

る
也
。
人
々
、
多
く
参
る
。
時
は
申さ

る

。
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
せ
ず
退
出
す
。

〓▲
Ｂ

御ご

前ぜ
ん

（
＝
前
駆
）
の
事
有あ

り
。
陽よ
う
め
い
も
ん

明
門
に
到
る
間
な
り
。
余
、
門
内
、
南
方
に

立
つ
。
内
府
（
＝
藤
原
公
季
）、
北
方
に
立
ち
、
西
面
す
る
こ
と
、
例れ
い

也
。
諸
卿
、

左
兵
衛
（
＝
左
兵
衛
府
）
の
小
門
（
＝
北
小
門
）
よ
り
雁が
ん
こ
う行

し
、
東
面
し
て
立
つ
べ

き
也
。
而し

か

る
に
、
多
く
東
に
寄
り
て
立た
ち
さ
だ定
ま
ら
ず
。
案あ

内な
い

を
知
ら
ざ
る
に
似
る
。

右
大
将
（
＝
藤
原
実
資
）・
春
宮
大
夫
（
＝
藤
原
斉
信
）・
皇
太
后
宮
大
夫
（
＝
藤
原
公

任
）・
中
納
言
（
＝
藤
原
隆
家
・
藤
原
行
成
）、｛
供
｝
多
く
有
り
。

同
年
（
＝
寛
弘
八
年
）
九
月
五
日
、
左
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）
の
着
陣
の
事
。〈
内な
い

覧ら
ん

宣せ
ん

旨じ

を
奉う
け
た
まは
り
、
初
め
て
参
る
。〉

②
『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
九
月
五
日
条
（
＊
1
、
▼
ａ
ｂ
）

▼
ａ
「
右
三
位
中
将
（
＝
藤
原
頼
宗
）
の
着
陣
」

＊
1
「
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
内な
い
ら
ん覧

の
後
、
始
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
事
」

▼
ｂ
「
左
府
の
退
出
の
御ご

　
ぜ
ん前

（
＝
前
駆
）
の
事
」

▼
ｃ
「
除じ

　
も
く目

の
儀
を
止と
ど

む
る
事
」

五
日
、
乙
亥
。

〓▼
ａ

参さ
ん
だ
い内
す
。
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
、
座
を
敷
く
に
、
案あ

内な
い

を
問
ふ
。
彼か
れ
こ
れ是
云
は
く
「
右
三

位
中
将
（
＝
藤
原
頼
宗
）、
今
朝
、
初
め
て
参
る
。」
者て
へ

り
。

〓＊
１

左
・
右
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
・
藤
原
顕
光
）、
大
納
言
斉
信
（
＝
藤
原
）・
公
任
（
＝
藤

原
）、
中
納
言
俊
賢
（
＝
源
）〔
鈍に
び
い
ろ色

を
着
す
る
に
依
り
て
着
陣
せ
ず
。
今
日
、
左

府
（
×
苻
）（
＝
道
長
）、
官
中
の
雑ぞ
う
じ事

を
奉ぶ
ぎ
よ
う行

す
る
の
後
、
初
め
て
参
る
。
仍
り

て
鈍
色
の
人
は
候
ぜ
ず
。
然し

か

る
に
、
今
日
、
俊
賢
一
人
、
鈍
色
を
着
す
。
宣せ
ん
じ旨

に
依
り
、
除じ

よ
ふ
く服

早
く
し
了
り
ぬ
。
而
る
に
、
鈍
色
を
着
し
て
参
内
す
る
は
如い
か
が何

。

未い
ま

だ
意
を
得
ざ
る
事こ
と

也
。〕・
隆
家
（
＝
藤
原
）、｛
以
戌
剋
先
｝
参
議
（
×
了
）
懐
平

（
々
）（
＝
藤
原
）・
実
成
（
＝
藤
原
）。
左
府
（
×
苻
）
申も
う
し
ぶ
み

文
せ
し
む
。
右
大
弁
道
方

（
＝
源
）、
陣じ
ん
の
ざ座

に
候
ず
。
申
も
う
し
ぶ
み文

了
り
、
彼
の
道
方
、
宣
旨
を
左
府
（
×
苻
）
に
下

す
。

〓▼
ｂ

其
の
後
、
左
府
（
×
苻
）、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
退
出
す
。
内
府
（
×
苻
）（
＝
藤
原
公
季
）

已
下
、
相あ
い
し
た
が

従
ふ
。
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
弓き
ゆ
う
せ
ん

箭
を
解と

き
、
同
じ
く
大
臣
（
＝
道
長
）
に

従
ふ
。
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
を
出い

づ
る
に
比お
よ

び
、
外
記
・
史
、
大
臣
の
左
右

よ
り
趨わ

し
り
い出
づ
。〔
外
記
（
＝
少
外
記
中
原
徳
如
ヵ
）
は
右
、
史
（
＝
右
大
史
竹
田
宣
理
ヵ
）

は
梨
（
×
架
）（
＝
梨
壺
・
昭
陽
舎
）
の
北
の
小
道
よ
り
出
づ
。
然し
か

ら
ざ
る
事
也
。〕

大
臣
、
外
記
・
史
を
留と

ど

む
。
外
記
（
々
々
）・
史
（
々
）、
跪
ひ
ざ
ま
ず
き

候こ
う

ず
。
外
記
、
更
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

　
　
　

﹈
を
仰
せ
ら
る
。﹇　
　
　
　
　
　
　

﹈
外
、
此
の
由よ
し

を
仰
せ
ら
る
。

少
外
記
中
原
徳
如
・
右
大
史
竹
田
宣
理
（
□
□
）、
左
右
に
在あ

り
。
仰
お
お
せ

を
奉
う
け
た
まは

り
、

共
に
跪

ひ
ざ
ま
ずき

て
称い
し
よ
う唯

す
。
徳
如
、
更
に
起た

ち
て
趨わ
し
り
す
す

進
み
、
外
記
門
（
外
□
□
）
に
立

ち
、
喚め

し
づ
か
い
使
を
召
す
こ
と
、
二
音
。
喚
使
、
門
内
に
在
り
て
称
唯
す
。
時
に
、
徳

如
跪

ひ
ざ
ま
ず
き

候こ
う

（
□
）
ず
。
行
歩
（
□
歩
）
過
ぐ
る
の
後
、
更
に
起
つ
。
宣
理
は
、
北

屛
の
下
に
立
つ
。
官か

じ
よ
う掌
・
喚
使
（
喚
□
）
等
（
□
）、
御
前
（
＝
前
駆
）
に
候
ず
る
こ

と
、
例
の
如
し
。
陽よ

う
め
い
も
ん

明
門
の
下
に
到
り
て
跪
候
ず
。
左
大
臣
、
門
の
南
第
二
間

（
□
□
）
に
当
た
り
て
立
（
□
）
つ
。〈
西
面
。〉
内
大
臣
、
第
三
間
に
当
た
り
て

立
つ
。〔
又
、
西
面
。〕
右
大
将
（
＝
藤
原
実
資
）
以
下
、〔
東
面
東
上
。〕
雁が
ん
こ
う行

（
□

□
）
す
。
右
中
弁
（
□
中
弁
）
重
尹
（
＝
藤
原
）・
左
少
弁
積
善
（
＝
高
階
）、
同
じ
く

雁
行
し
、
公
卿
の
列
の
末
に
立
つ
。
□
□
□
□
（「
少
納
言
（
□
□
□
）
同
（
□
）
じ
。」 

カ
）
外
記
（
□
記
）・
史
、
南
上
東
面
。﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
南
二
間
、

揖ゆ
う

す
。
或あ
る
いは
﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
東
宮
（
＝
敦
成
親
王
）、

一
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
等
。

・
藤
原
頼
宗
、
寛
弘
八
年
八
月
十
一
日
、
叙
従
三
位
。
藤
原
道
長
、
寛
弘
八
年
八

月
廿
三
日
、
内
覧
宣
旨
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
六
月
廿
七
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
大
納
言
（
＝
藤
原
頼
通
）・
中
納
言
（
＝
藤
原
教
通
）
の
着
陣
の
日に
ち

時じ

勘か
ん

申じ
ん

」

▲
Ｂ
「
外
記
の
物も

の
い
み忌

」

廿
七
日
、
丁
亥
。

〓▲
Ａ

光
栄
朝
臣
（
＝
賀
茂
）
を
召
し
、
両
人
（
＝
藤
原
頼
通
・
藤
原
教
通
）、
着
陣
す
べ
き

日
を
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く
「
来
た
る
廿
二
日
（
＝
七
月
廿
二
日
壬
子
）。」
是こ
れ

、
大

納
言
家
（
＝
頼
通
）
申
す
所
也
。「
来
月
三
日
（
＝
癸
巳
）
は
宜
し
き
日
也
。

如い
か
が何
。」
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く
「
彼
の
日
は
大た
い

禍か

日に
ち

（
＝
七
月
の
大
禍
日
は
巳
の

〓▲
Ｃ

女に
よ
う
ぼ
う
方
（
＝
源
倫
子
）、
鳴な
る
た
き瀧
に
て
解げ
　
じ
よ除
す
。

　

陽
明
門
に
至
る
の
間
、
弁
等
、
公く

ぎ
よ
う卿

の
立
つ
列
の
末
に
あ
り
。
直
さ
ざ
る
事
、

宜
し
か
ら
ず
。
上し

よ
う
か
ん

官
の
前
に
列
し
、
東
面
北
上
に
立
つ
べ
き
也
。

④
『
権
記
』
寛
弘
八
年
九
月
五
日
条
（
△
Ｂ
Ｃ
）

△
Ａ
「
吉き

ち
ふ
く服
を
着
す
る
事
」

△
Ｂ
「
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
内な
い
ら
ん覧
の
後
、
初
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
ら
る
る
事
」

△
Ｃ
「
御ご

　
ぜ
ん前

（
＝
前
駆
）
の
事
」

五
日
、
乙
亥
。

〓△
Ａ

吉き
ち
ふ
く服

（
服
×
）
を
着
し
、
参さ
ん
だ
い内

す
。﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
鈍に
び
い
ろ色

を
着

す
。

〓△
Ｂ

今
日
、
左
大
臣
（
左
□
□
）（
＝
藤
原
道
長
）﹇　
　
　
　
　

﹈〔﹇　
　
　

﹈
後
、

今
日
、
初
め
て
陣じ

ん
（
＝
陣
座
）
に
参
ら
る
る
也
。〕
と
云
々
。
申さ
る
の
に
こ
く

二
剋
、
大
臣
（
＝

道
長
）
着
座
す
。〔
□
□
□
此
の
座
を
退
く
。〕
右
大
弁
道
方
朝
臣
（
□
□
朝
臣
）

（
＝
源
）・
右
大
史
竹
田
宣
理
、
申も
う
し
ぶ
み

文
に
候
ず
。
宣
理
、
須
す
べ
か
らく

敷ふ

政せ
い

門も
ん

（
敷
□
□
）

の
北き
た
わ
き掖

に
立
つ
べ
し
。
大
弁
（
＝
道
方
）
と
眼
を
合
は
す
の
後
、
参ま
い
り
す
す

進
む
べ
き
也
。

而し
か

る
に
、
年
来
の
一い
ち
じ
よ
う
い
ん

条
院
（
×
一
□
□
院
）
に
習
ひ
、
南
掖
に
立
つ
。
仍
り
て
、

大
弁
、
面
を
顧か

え
りみ

る
と
雖い
え
ども

、
之こ
れ

を
知
ら
ず
。
又
、
警け
い
ご固

の
間
に
依
り
、
陣じ
ん
の
ざ座

の
前
（
□
）
の
小こ

庭に
わ

に
、
平ひ
ら
ば
り張

（
□
）
有
り
。
平
張
（
々
々
）
の
中
に
、
胡こ
し
よ
う床

を
立

て
、
官
人
等
候こ

う

ず
べ
き
也
。
宣
理
、
平
張
よ
り
参
進
む
。
又
、
出
入
の
時
、

石い
し
ば
し橋

を
二
・
三
足
踏
む
。
先
例
は
、
片
足
（
□
）
□
を
踏
む
。
失し
つ
さ
く錯

、
一
に
非あ
ら

ず
。

〓△
Ｂ

事こ
と

了
り
、
大
臣
（
＝
道
長
）、
敷
政
門
よ
り
退
出
す
。
右
大
臣
（
＝
藤
原
顕
光
）、

壁
後
（
□
後
）
に
留
ま
る
。
内
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）、
共
に
出い

づ
。〔
違
例
と

云
々
。〕
左
大
臣
、
宣せ

ん
に
ん
も
ん

仁
門
の
下
に
於
い
て
□
□
を
示
さ
る
。
是こ
れ

、
出
づ
と
雖

も
、
御
﹇　
　
　
　
　

﹈
止
む
。﹇　
　
　
　
　

﹈
趨わ

し
り
い出
づ
る
の
時
、﹇　
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

廿
八
日
、
戊
子
。

〓▼
ａ

今
日
、
故こ

大
弐
（
＝
藤
原
高
遠
）
の
六
七
日
（
日
×
）
に
当あ

た
る
（
＝
五
月
十
六
日
薨

去
）。
仍
り
て
諷ふ

誦じ
ゆ

を
修
す
。〔
信
濃
（
信
乃
）（
＝
信
濃
布
）
百
端
。〕
七
々
日
は

復ふ
く
に
ち日

（
＝
七
月
節
の
復
日
は
庚
・
甲
の
日
）
に
し
て
、
修
す
べ
か
ら
ざ
る
の
故ゆ
え

な
り
。

〓▼
ｂ

右
金
吾
（
＝
藤
原
懐
平
）
示し
め
し
お
く

送
り
て
云
は
く
「
別
当
（
＝
検
非
違
使
別
当
）
の
事
、

去き
よ
や夜

、
左
宰
相
中
将
（
＝
源
経
房
）
を
以
て
、
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）
に
申
さ
し
む
。

許
す
べ
き
気け

有
り
。
但た
だ

し
、
疑う
た
がふ

所
、
猶な
お

、
然し
か

る
歟
。」
者て
へ

り
。

〓▼
ｃ

今
日
、
法ほ

興こ

院い
ん

八は
つ

講こ
う

始は
じ
め。
参
入
す
る
の
間
、
雨あ
ま
あ
し
に
わ

脚
俄
か
に
降
り
、
門
を
出
で

て
幾

い
く
ば
くな
ら
ざ
る
の
程
に
依
り
、
家
に
帰
る
。
小
し
ば
ら
く
あ
り
て
時
、
天
晴は

る
。
即す
な
わち
参
入
す
。

彼
の
院
（
＝
法
興
院
）、
焼
亡
（
寛
弘
八
年
十
月
六
日
・
長
和
元
年
閏
十
月
十
七
日
）
の
後
、

近
日
、
堂ど

う
し
や
よ
う
や

舎
漸
く
以
て
結け
つ
こ
う搆

す
。
上か
ん
だ
ち
め

達
部
・
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
の
饗
、
北
堂
の
東
ひ
が
し
び
さ
し

廂
に
設も
う

く
。
即す
な
わち

是こ
れ

、
法
興
院
の
本
堂
な
り
。〔
本
堂
と
謂
ふ
は
、
是
、
本ほ
ん
が
ん
ど
う

願
堂
也
。

誠ま
こ
とに

焼
亡
す
と
雖
も
、
只
、
本も
と
の
な名

を
称
す
る
而の

已み

。〕
但た
だ

し
、
其
の
処
相あ
い
あ
ら
た

改
む
。

諸し
よ
だ
い
ぶ
大
夫
の
座
、
同
堂
の
北
廊
に
在あ

り
。
予よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
未い
ま

だ
参
ら
ざ
る
前
、

大
納
言
公
任
卿
（
×
饗
）（
＝
藤
原
）・
参
議
正
光
（
＝
藤
原
）
参
入
す
。
次
い
で
参

議
通
任
（
＝
藤
原
）。
一い
つ
こ
く
ば
か
り

剋
許
を
経へ

て
、
左
府
及
び
参
議
経
房
・
道
方
（
＝
源
）
参

入
す
。
食

し
よ
く

了
り
て
、
相
府
（
＝
道
長
）、
鐘か
ね

を
打
た
し
む
。
件く
だ
んの

講こ
う
え
ん演

す
る
所
は

三さ
ん
ま
い
ど
う

昧
堂
也
。〈
東
。〉
此こ

の
堂
一
宇
は
焼や
け
の
こ遺

り
、
自じ

余よ

は
尽
こ
と
ご
とく

以
て
焼
亡
す
。

講こ
う
ぜ
つ説

の
後
、
行
ぎ
よ
う
こ
う香

了
り
ぬ
。
酉
と
り
の
こ
く剋

許
、
退
出
す
。

〓▼
ｄ

今
日
、
大
納
言
〈
公
（
＝
公
任
）〉
云
は
く
「
来
月
三
日
、
新
大
納
言
頼
通

（
＝
藤
原
）、
午う
ま

剋
に
初
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
。
新
中
納
言
教
通
（
＝
藤
原
）、

同
日
申さ

る

剋
に
参
入
す
。
光
栄
朝
臣
（
＝
賀
茂
）
云
は
く
『
彼
の
日
は
太た
い

禍か

日に
ち

な
り
。

忌い
み
さ避
く
べ
し
。』
者
り
。
左
府
云
は
く
『
二
月
丙
午
は
大
禍
な
り
。
而し
か

る
に
貞

信
公
（
＝
藤
原
忠
平
）
着
座
せ
し
め
給
ふ
（
＝
延
喜
八
年
）。
其
の
例
を
以
て
、
次
々

に
人
々
着
座
す
。
今
、
彼
の
例
に
依
り
、
敢あ

へ
て
忌
む
べ
か
ら
ず
。』
者
り
。

日
）
也
。」
仰
す
。「
大
禍
日
は
忌
む
べ
き
に
非
ず
。
二
月
丙
午
の
日
、
是
、
着

座
の
吉き

ち
じ
つ日
也
（
＝
二
月
の
大
禍
日
は
午
の
日
）。
着
座
と
初
参
と
は
同
じ
事
也
。
而し
か

る

に
彼
（
＝
二
月
の
大
禍
日
）
を
忌
ま
ず
、
是
の
事
（
＝
七
月
の
大
禍
日
）
を
忌
む
は
奇あ
や

し

き
事
也
。」
と
云
々
。
太
皇
太
后
宮
大
夫
（
＝
藤
原
公
任
）・
源
中
納
言
（
＝
源
俊

賢
）・
侍
従
中
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）
等
来き
た
り
あ会

ふ
。
光
栄
の
申
す
所
は
、「
余よ

（
＝
藤

原
道
長
）
の
云
ふ
事
、
尤も
つ
とも

理
こ
と
わ
り

也
。」
と
云
々
。
仍
り
て
彼
の
日
に
、
参
る
べ

き
由
を
仰
す
。
又
、
受ず

り
よ
う領

の
初
め
て
の
下げ
　
こ
う向

（
×
旬
）
は
、
三
月
丁
未
の
日
、

吉
日
と
し
て
用も

ち
い
き来
た
る
。
又
、
是
、
同
じ
く
大
禍
日
（
＝
三
月
の
大
禍
日
は
丑
の
日
）

也
。
件く
だ
んの
日
、
唯た
だ

、
三さ
ん
ぽ
う宝
を
忌
む
べ
き
歟
。
自じ

余よ

の
事
、
忌
む
べ
き
に
非あ
ら

ざ
る

歟
。

〓▲
Ｂ

明
日
・
明
後
日
は
、
外
記
の
物も
の
い
み忌

な
り
。
年
に
当
た
ら
ず
と
雖い
え
ども

、
参さ
ん
だ
い内

す

べ
き
に
非
ざ
る
に
依
り
、
入よ

に

夜い
り

、
参
入
し
て
退
出
す
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

長
和
二
年
六
月
廿
八
日
（
＝
戊
子
）、
公く
ぎ
よ
う卿

の
着
陣
、
太た
い

禍か

日に
ち

を
忌
む
べ
か
ら
ざ

る
事
。

②
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
日
（
＝
長
和
二
年
六
月
廿
八
日
）、
着
陣
の
間
の
作
法
の
事
。

③
『
小
右
記
』
長
和
二
年
六
月
廿
八
日
条
（
▼
ｄ
ｅ
）

▼
ａ
「
故こ

大
弐
（
＝
藤
原
高
遠
）
の
六
七
日
」

▼
ｂ
「
右
金
吾
（
＝
藤
原
懐
平
）
の
別
当
（
＝
検
非
違
使
別
当
）
の
事
」

▼
ｃ
「
法ほ

興こ

院い
ん

の
御み

八は
つ

講こ
う

の
事
」（
目
一
〇
・
諸
寺
八
講
事
）

▼
ｄ
「
公
卿
の
着
陣
、
太た
い

禍か

日に
ち

を
忌
む
べ
か
ら
ざ
る
事
」（
目
）

▼
ｅ
「
着
陣
の
間
の
作
法
の
事
」（
目
）

▼
ｆ
「
異い

魚ぎ
よ

の
図
の
事
」（
目
一
六
・
怪
異
事
）
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

長
和
二
年
七
月
三
日
、
頼
通
（
＝
藤
原
）・
教
通
（
＝
藤
原
）
等
の
卿
の
着
陣
の
事
。

②
『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
三
日
条
（
＋
3
）

＋
1
「
御み

読ど
き

経よ
う

の
間
の
御お

盆ぼ
ん

供ぐ

の
事
〈
議ぎ

有
り
〉」

▼
ａ
「
御
読
経
の
内な

い
ら
ん覧
の
使つ
か
いの
事
」

＋
2
「
斎
宮
（
＝
当
子
内
親
王
、
藤
原
輔
尹
の
六
角
町
尻
宅
）
の
南
の
小こ
う
じ路
を
渡
る
に
、
飛ひ

礫れ
き

（
×
礰
）
を
以
て
打
た
る
る
事
」（
目
一
七
・
濫
行
事
）

▼
ｂ
「
御
読
経
の
僧そ
う
め
い名

を
覧ら
ん

ず
る
使
の
事
」

＋
3
「
権
大
納
言
頼
通
（
＝
藤
原
）・
新
中
納
言
教
通
（
＝
藤
原
）
の
着
陣
の
事
」

三
日
、
癸
巳
。

〓＋
１

御み

読ど
き

経よ
う

の
中
間
の
御お

盆ぼ
ん

供ぐ

の
事
、
所し
よ
け
ん見
無
し
。
殿
て
ん
じ

上よ
う

日の
に

記つ
き

を
見
る
べ
し
。
彼

の
日
記
、
蔵
人
頼
祐
（
＝
藤
原
）
の
許も
と

に
在あ

り
、
引い
ん
け
ん見
す
る
こ
と
能あ
た

は
ず
。
但た
だ

し
、

『
邑
上
応
和
三
年
七
月
十
四
日
御
記
（
＝
村
上
御
記
）』
に
云
は
く
「
此
の
日
、
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

。
拝は
い

せ
ず
。
内
蔵
寮
よ
り
醍だ
い
ご醐

・
法
ほ
つ
し
よ
う性

両
寺
に
送
る
。
明
日
、
伊い

勢せ

大だ
い
じ
ん
ぐ
う

神
宮
に
奉ほ
う
へ
い幣

す
べ
き
の
斎さ
い

を
以
て
也
。」
相あ
い
じ
ゆ
ん

准
ず
べ
き
例れ
い

歟
。
但
し
、『
承
平

元
年
七
月
十
四
日
記
』
に
云
は
く
「
此
の
日
、
秋
季
（
×
気
）
御
読
経
始は
じ
め。」

者て
へ

り
。
若も

し
く
は
御
盆
供
了
り
て
、
御
読
経
を
始
め
ら
る
る
歟
。『
貞
元
三
年
七

月
十
四
日
』
に
「
臨
時
御
読
経
の
結け

ち
が
ん願

。」
者
り
。
結
願
の
後
、
御
盆
の
事こ
と

有

る
歟
。

〓▼
ａ

御
読
経
の
内な
い
ら
ん覧

の
使つ
か
いの

事
、『
天
慶
九
年
三
月
八
日
故
殿
御
記
（
＝
清
慎
公

記
）』
に
云
は
く
「
季き
の

御み

読ど
き

経よ
う

の
僧そ
う
め
い名

を
定さ
だ
め
そ
う

奏
す
。
并
び
に
陰
陽
寮
を
召
し
、

吉き
ち
じ
つ日
を
勘か
ん
じ
ん申
せ
し
む
と
云
々
。
僧
名
を
相あ
い
く
わ加
へ
、
例
に
依
り
、
殿
（
＝
藤
原
忠

平
）
に
覧ら
ん

ぜ
し
む
。
数
剋
を
経
る
の
後
、
左
少
弁
在
躬
朝
臣
（
＝
菅
原
）
還か
え
り
き来
た

る
。」
と
云
々
。
件く

だ
んの

記
等
写う
つ
し
と取

り
、
大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）
に
遣つ
か

は
し
奉
る
。

命
ず
る
所
然し

か

る
べ
し
。」
者
り
。

〓▼
ｅ

今
朝
、
大
納
言
（
＝
公
任
）、
初
参
の
作
法
を
問と
い

送お
く

る
。
婿
納
言
（
＝
教
通
）
の

為
に
問
ふ
所

と
こ
ろ

歟
。
中
納
言
は
、
東
の
一
間
、
或あ
る
いは

二
間
等
の
間
に
着
座
す
る
也
。

故こ

左
大
将
済
時
卿
（
＝
藤
原
）
云
は
く
「
大
中
（
＝
大
納
言
・
中
納
言
）
を
論
ぜ
ず
、

第
二
間
に
着
す
。」
者
り
。
彼
の
間ま

、
人
甘か
ん

心し
ん

せ
ず
。
中
納
言
は
、
猶な
お

、
東
の

間
を
用
ふ
べ
し
と
云
々
。
近
代
、
東
の
間
を
用
ふ
る
耳の

み

。
又
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

よ
り
陣

に
移

う
つ
り

着ち
や
くす
る
の
後
、
先ま

づ
奥お
く

座の
ざ

に
着
し
、
了
り
て
更
に
外そ
と

座の
ざ

に
移
り
、
申も
う

文し
ぶ
みせ

し
む
る
歟
。
将は

た

、
先
づ
外
座
に
着
し
て
申
文
せ
し
め
、
後
に
奥
座
に
着
す
る
歟か

の
間
の
事こ
と

也
。
左
府
云
は
く
「
先
づ
奥
に
着
し
、
次
い
で
外
座
に
着
す
。」
者

り
。
予
、
中
納
言
に
任
ず
る
後
の
初
参
の
例
（
＝
長
徳
二
年
七
月
廿
九
日
、
�
）、
左

府
の
命
の
如
し
。
当
時
に
、
思し

慮り
よ

を
廻め
ぐ

ら
す
に
、
宜
陽
殿
よ
り
、
先
づ
外
座
に

着
し
、
申
文
せ
し
む
る
の
後
、
奥
座
に
着
す
る
が
便べ

ん

宜ぎ

有
る
べ
き
歟
。
抑
そ
も
そ
も、
又
、

此か
く

の
如
き
の
時
、
定
さ
だ
め

事ご
と

無
し
。
予
、
彼
の
時
、
定
め
て
前ぜ
ん

跡せ
き

を
尋
ね
て
着
す
る

所
歟
。
此
の
趣

お
も
む
きを

以
て
報ほ
う

ず
。
又
、
問
ひ
て
云
は
く
「
上
達
部
の
帯た
い

剣け
ん

、
若も

し

く
は
兵
部
（
＝
兵
部
省
）
の
充あ
て

文ぶ
み

を
待
つ
乎や

否い
な

や
。」
待
た
ざ
る
の
由
を
報
ず
。

又
、
公
卿
の
充
文
の
有
無
、
覚
え
ざ
る
耳
。

〓▼
ｆ

美
濃
の
河
の
異い
　
ぎ
よ魚

の
絵
図
、
右
兵
衛
督
（
兵
×
）（
＝
源
憲
定
）
の
許も
と

よ
り
、
之こ
れ

を
送
る
。
魚
の
長
さ
六
尺
六
寸
、
尾
を
除
き
て
定
む
。
忠
重
朝
臣
（
＝
源
）
図か

か
し
む
る
所
な
り
。
彼
の
朝
臣
（
＝
忠
重
）
の
宅
の
辺あ
た
りの

河
に
、
此
の
魚
さ
か
な

有
り
。

郎ろ
う

等と
う

射い

取と

る
所
と
云
々
。
魚
の
頭
、
水
を
吹ふ
き
だ出

す
の
穴あ
な

有
り
。
鱗
う
ろ
こ

無
く
、
色い
ろ

黒

し
。
魚
の
頭
の
如
く
ば
、
人
魚
に
非あ

ら

ざ
る
歟
。
魚
、
頭
の
穴
無
し
と
云
々
。

・
藤
原
頼
通
、
長
和
二
年
六
月
廿
三
日
、
任
権
大
納
言
。
藤
原
教
通
、
同
日
、
任

中
納
言
。

・
藤
原
頼
通
の
権
大
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�

・
藤
原
教
通
の
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�
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二
〇
一
三
年

じ
。
昇し
よ
う
で
ん

殿
す
。
仍
り
て
殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
間
）・
御
前
（
＝
三
条
天
皇
）
等
に
参
る
。

　

又
、
本ほ

ん
じ
ん陣

（
＝
左
衛
門
陣
・
建
春
門
）
に
着
す
。
時
、
申さ
る
の
と
き
時
に
、
陣
に
着
す
。

上か
ん
だ
ち
め
達
部
の
座
の
北
に
、
膝ひ
ざ
つ
き突
を
置
く
。
官
人
等
、
文
書
・
硯
す
ず
り

等
を
持も
ち
き来
た
る
。

名
を
加
ふ
と
云
々
。
□
請し

よ
う
い
ん
印
。

�
①
『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
十
四
日
条
（
▼
ｂ
）

▼
ａ
「
盆ぼ
ん

を
拝は
い

す
る
事
」

▼
ｂ
「
新
納
言
（
＝
藤
原
懐
平
）
の
着
陣
の
事
」

▼
ｃ
「
四
条
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）、
定
頼
（
＝
藤
原
）
の
服ぶ
く
か假
を
問
ふ
事
」

十
四
日
、
甲
辰
。

〓▼
ａ

盆ぼ
ん

を
拝は
い

し
、
寺
々
〔
東と
う
ほ
く
い
ん

北
院
・
道ど
う

澄ち
よ

寺う
じ

・
勧か

修じ
ゆ

寺じ

（
×
観
修
寺
）・
禅ぜ
ん

林り
ん

寺じ

・

仏ぶ
つ

性し
よ

院う
い
ん・

天て
ん

安あ
ん

寺じ

・
清き
よ
み
ず
で
ら

水
寺
。〕
に
頒わ
か
ち
お
く

送
る
。
諷ふ
　
じ
ゆ誦

を
珍ち
ん
こ
う
じ

皇
寺
に
修
す
。
皆
、

是こ
れ

、
例れ
い

也
。

〓▼
ｂ

新
納
言
﹇
懐
平
（
＝
藤
原
）﹈〈
右
衛
門
督
〉、
明
日
、
初
め
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に

参
る
。
先ま

づ
奏そ
う
け
い慶

せ
し
む
べ
し
。
但た
だ

し
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

并
び
に
陣
に
着
す
る
、
亦
、

申も
う
し
ぶ
み
文
せ
し
む
る
作
法
、
問と
い
お
く送
ら
る
。
一い
ち
い
ち々

、
答
対
し
訖
り
ぬ
。「
車
及
び
雑ぞ
う
ぐ具

等
を
借か

し
お
く送

ら
む
。
下し
た
す
だ
れ

簾
に
至
り
て
は
、
右
相
府
﹇
顕
光
（
＝
藤
原
）﹈、
人
を
以
て

示し
め
し
お
く

送
ら
れ
て
云
は
く
『
右
大
将
﹇
実
資
（
＝
藤
原
）﹈、
任
中
納
言
の
日
（
＝
長
徳
二

年
七
月
廿
日
。
着
陣
は
廿
九
日
）、
予よ

（
＝
顕
光
）
の
下
簾
を
用
ふ
。
彼
の
例
を
思
ふ
に

依
り
て
送
る
べ
し
。』
者て

へ

り
。
仍
り
て
彼
の
下
簾
を
用
ふ
べ
き
」
の
由
、
納
言

（
＝
懐
平
）
の
消
し
よ
う
そ
く息

有
り
。「
車
及
び
雑
具
等
は
、
明め
い
た
ん旦

、
送
り
奉
る
べ
き
也
。
牛

に
至
り
て
は
用
ふ
べ
か
ら
ず
。」
者
り
。

〓▼
ｃ

四
条
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）
の
消
息
に
云
は
く
「
定
頼
（
＝
藤
原
）、
相す
ま
い撲

に
参
ら

む
と
欲
す
る
の
心

こ
こ
ろ

有
り
。
外
祖
父
（
＝
昭
平
親
王
）
の
假か

の
内う
ち

也
（
＝
六
月
廿
八
日
薨

去
）。
半は
ん
げ
ん減
し
て
、
召め
し

有
ら
ば
、
参
る
べ
き
乎
。
祖
父
（
＝
昭
平
親
王
）、
山
林
に

内
覧
は
摂
政
・
関
白
。
当
時
は
左さ

僕ぼ
く

射や

（
＝
藤
原
道
長
）、
差さ

別べ
つ

無
き
由よ
し

、
同
じ

く
申も

う
し
た
つ
達
す
。

〓＋
２

報
じ
て
云
は
く
「
昨
日
の
申
さ
る
の

剋こ
く

許ば
か
り、
右
大
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）
の
許
よ
り
、
今

日
定さ

だ
め
も
う
申
す
べ
き
の
由
を
示し
め
し
お
く
送
る
。
仍
り
て
即す
な
わち
参
入
す
。
斎
宮
（
＝
当
子
内
親
王
、

藤
原
輔
尹
の
六
角
町
尻
宅
）
の
南
の
小こ
う
じ路

を
度わ
た

る
の
間
、
飛ひ

礫れ
き

（
×
礰
）、
雨
の
如
し
。

縦た
と

ひ
門
前
を
度
る
と
も
、
猶な
お

、
打
た
る
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
況い
わ
んや

門
無
き
の
所
、

何
ぞ
其
の
制せ

い

有
ら
む
乎や

。
口く

舌ぜ
ち

の
物も
の
い
み忌

を
破
る
は
、
大
い
に
益え
き

無
き
事こ
と

也
。」

〓▼
ｂ「
御
読
経
の
僧
名
定さ
だ
め
も
う
申
す
こ
と
、
已す
で

に
了
り
ぬ
。
右
大
弁
云
は
く
『
奉
親

（
＝
但
波
）
云
は
く
「
官か
ん
そ
う奏
は
摂
政
・
関
白
の
時
、
弁
を
以
て
、
之
を
覧
ず
。
而

る
に
当
時
、
史
を
以
て
、
覧
ず
べ
き
の
由よ

し

命
ぜ
ら
る
。」』
者
り
。
即
ち
奉
親
を

召
し
、
之こ

れ

を
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く
『
弁
を
以
て
覧
ぜ
し
む
。』
事
、
已
に
相

違
す
。
奇

あ
や
し
み
お
も

思
ひ
侍は
べ

り
。
右
少
弁
（
＝
藤
原
資
業
）
を
以
て
、
覧
ぜ
し
め
了
り
ぬ
。

発ほ
つ
が
ん願

は
十
日
。
三
ヶ
日
也
。
仍
り
て
十
四
日
に
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
歟
。」

〓＋
３

権
大
納
言
頼
通
（
＝
藤
原
）、
午う
ま

剋
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
す
。
新
中
納
言
教

通
（
＝
藤
原
）、
申さ
る

刻
、
之
に
着
す
と
云
々
。

　

衛
府
の
督か

み

、
本ほ
ん
じ
ん陣
に
着
す
る
の
時
、
文
書
に
署
す
る
乎や

否い
な

や
。
請し
よ
う
い
ん
印
せ
し
む

る
乎か

。
如い
か

何が

。
人
々
の
説
、
相あ
い
こ
と異

な
る
。
示し
め
し
お
く

送
る
べ
き
の
由
、
四
条
大
納
言

（
＝
公
任
）
問と
い
お
く送

る
。
文
書
に
署
し
、
印
の
政
ま
つ
り
ご
とを

行
な
ふ
の
由
、
相あ
い
こ
た答

へ
了
り
ぬ
。

計は
か
り

也み
る
に、

教
通
卿
、
左
衛
門
陣
（
＝
建
春
門
）
に
着
す
る
歟
。

③
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
七
月
三
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
大
納
言
（
＝
藤
原
頼
通
）・
中
納
言
（
＝
藤
原
教
通
）
の
着
陣
」

三
日
、
癸
巳
。

〓▲
Ａ

皇
太
后
（
＝
藤
原
彰
子
）
并
び
に
内
（
＝
三
条
天
皇
）
に
参
る
。
暴
雨
。
大
納
言

（
＝
藤
原
頼
通
）、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

并
び
に
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
す
。「
申も
う
し

文ぶ
み

有
り
。
又
、
宣せ
ん
じ旨
を
下

す
。」
者て

へ

り
。
中
納
言
（
＝
藤
原
教
通
）、
又
、
同
じ
く
着
す
。
申
文
等
、
之こ
れ

に
同
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

善よ

き
下
簾
を
送
る
べ
し
。」
者て
へ

り
。
仍
り
て
付ふ
し
め
ぐ
ら
廻
し
て
遣
は
し
奉
る
也
。

〓▼
ａ

資
平
（
ー
）（
＝
藤
原
）
云
は
く
「
昨
日
の
中
宮
（
＝
藤
原
妍
子
）
の
御
産う
ぶ

養
や
し
な
い、

皇

太
后
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）
儲も
う

け
し
む
る
所
と
こ
ろ

也
。
左
相
国
（
＝
藤
原
道
長
）、
禄ろ
く

を
加
ふ
。

一い
ち
じ
つ日
、
思お
も
い
し
つ
失
し
て
行
な
は
ざ
る
の
禄
歟
。」
と
云
々
。「
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
の
大お
お
う
ち
き
褂
、
皇
太

后
宮
の
上か

ん
だ
ち
め
達
部
の
料
の
禄
を
以
て
給
ふ
所
歟
。」
と
云
々
。
管か
ん
げ
ん絃
・
和わ
　
か歌
等
有

り
。
諸
卿
の
参
入
、
三さ

ん

夜や

の
如
し
。

〓▼
ｂ

中ち
ゆ
う

宮ぐ
う
の

属さ
か
ん

良
明
（
＝
宇
治
）
云
は
く
「
昨
日
の
皇
太
后
宮
の
御
養
産
の
雑ぞ
う
も
つ物
。

〔
御ご

膳ぜ
ん

は
、
銀
の
笥け

一
口
、
汁じ
ゆ
う
き器

二
口
、
水み
ず

垸ま
り

一
口
、
窪く
ぼ
き器

八
口
、
四し

種し
ゆ

四
口
、

馬ば

頭と
う

盤ば
ん

に
箸は
し

四
枚
・
匕さ
じ

二
枚
、
盤ば
ん

廿
四
枚
。
御ご

盞さ
ん

の
懸か
け
ば
ん盤

は
沈じ
ん
こ
う香

。〕
御
膳
物

は
、
大
夫
俊
賢
（
＝
源
）、
料
の
銀
を
給
は
り
て
奉
仕
す
。
皇
子
（
＝
禎
子
内
親
王
）

の
御お
ん
ぞ衣
・
襁む
つ
き褓
、
沈
香
の
亀
二
に
納
め
、
机
二
脚
に
居す

う
。
権
大
夫
教
通
（
＝

藤
原
）
奉
仕
す
。
絹
二
百
疋
、
紙
千
帖
、
大
お
お
う
ち
き褂
若
干
、
所
々
の
饗
、
屯と
ん
じ
き食

（
×
純

食
）
卅
具
。〈
十
具
に
盛
る
。〉」

〓▼
ｃ

資
平
（
ー
）
来
た
り
て
云
は
く
「
中
納
言
（
＝
懐
平
）
初
め
て
参
る
。
先ま

づ

階か
い
か下

を
経
て
奏そ
う
け
い慶

す
。
午
刻
を
以
て
、
宜
陽
殿
・
陣
に
着
す
。
先
づ
奥お
く
の
ざ座

。

申も
う
し
ぶ
み

文
の
事
に
臨
み
、
外
（
＝
外
座
）
に
着
し
て
申
文
せ
し
む
。〈
左
大
弁
（
＝
源
道

方
）。〉
了
り
て
宣せ
ん
じ旨

を
給
ふ
。〈
外そ
と
の
ざ座

。〉
除じ

目も
く

（
＝
六
月
廿
三
日
）
の
後
、
数
日
に

及
ぶ
。
仍
り
て
慶け

い
が賀

を
所
々
に
申
す
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
左
府
（
＝
道
長
）
の
命め
い

有
り
。
仍
り
て
只た
だ

、
内
（
＝
三
条
天
皇
）
に
奏
し
、
皇
后
宮
（
＝
藤
原
娍
子
）・
東
宮

（
＝
敦
成
親
王
）
に
啓け
い

せ
ず
。
何
ぞ
況い
わ
んや

陣じ
ん
が
い外

に
お
い
て
を
乎や

。
明
日
、
只
、
左

府
の
許も

と

に
参
る
也
。
拝は
い
れ
い礼

を
致
す
べ
か
ら
ず
。」
者
り
。
此こ

の
事
、
意
を
得
ず
。

奏
慶
し
、
何
ぞ
他
処
に
申
さ
ざ
ら
む
乎
。
況
や
宮
中
の
宮
々
に
お
い
て
を
や
。

此か
く

の
如
く
、
万
事
、
相
府
（
＝
道
長
）
の
命
に
随
ふ
歟
。
今
日
、
平
安
に
し
て
、

風
雨
の
妨

さ
ま
た
げ

無
し
。
参
内
せ
ら
る
る
の
事
、
申も
う
し
た
つ
達
し
了
り
ぬ
。

・
藤
原
懐
平
、
長
和
二
年
六
月
廿
三
日
、
任
権
中
納
言
。

在あ

り
、
其
の
穢
け
が
れ

来
た
ら
ざ
る
の
故
な
り
。」
者
り
。
予よ

（
＝
実
資
）
報
じ
て
云
は

く
「
外
祖
父
母
の
服ぶ

く

は
三
月
、
假
は
卅
日
也
。
母
、
必
ず
穢け
が

る
べ
き
に
依
り
、

子
、
又
（
×
父
）、
穢
を
忘
（
×
忌
）
る
べ
か
ら
ず
。
仍
り
て
卅
日
の
假
を
給
ふ
。

又
、
半
減
の
召め

し

無
し
。
縦た
と

ひ
謬あ
や
まり
て
半
減
の
召
有
り
と
雖い
え
ども
、
参
入
す
べ
か
ら

ざ
る
の
者も

の

也
。
又
、
外
祖
父
、
深し
ん
ざ
ん
ゆ
う
こ
く

山
幽
谷
に
在
る
の
時
（
×
使
）
と
雖
も
、
其

の
穢
を
忘
（
×
忌
）
る
べ
か
ら
ず
。
其
（
々
）
の
穢
（
々
）、
子
、
又
、
忘
（
×
忌
）

る
べ
か
ら
ず
。
若も

し
、
内
に
、
穢
を
禁と
ど

め
し
め
ば
、
外が
い
ぶ
ん聞
、
便び
ん

無
か
る
べ
し
。

不ふ

義ぎ

と
謂い

ふ
べ
し
。
文ぶ
ん
ぽ
う法

に
背そ
む

く
に
似
る
歟
。
参
ら
ざ
る
を
以
て
、
善
と
為
す

べ
し
。
必
ず
謗ぼ

う
な
ん難

有
る
歟
。
如い
か
が何

。」
者
り
。
大
納
言
（
＝
公
任
）
報
じ
て
云
は

く
「
尤も

つ
とも
然し
か

る
べ
し
然
（
々
）
る
べ
し
（
々
）。」
者
り
。

　
（
注
1
）
▼
ｃ
「
子
父又

不
可
忌
穢
」「
不
可
忌
其
穢
」「
々
々
子
又
不
可
忌
」
の
「
忌
」
を
大
日
本

古
記
録
本
は
「
忘
」
と
す
る
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
同
月
（
＝
長
和
二
年
七
月
）
十
五
日
、
懐
平
卿
（
＝
藤
原
）
の
着
陣
の
事
。

②
『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
十
五
日
条
（
＋
1
、
▼
ｃ
）

＋
1
「
懐
平
卿
（
＝
藤
原
）
の
着
陣
の
事
」（
目
）

▼
ａ
「
中
宮
（
＝
藤
原
妍
子
）
の
御
産う
ぶ

養
や
し
な
い

九
夜
の
禄ろ
く

の
事
」

▼
ｂ
「
中
宮
の
御
産
養
九
夜
の
雑ぞ

う
も
つ物

等
の
事
」

▼
ｃ
「
中
納
言
懐
平
の
着
陣
の
事
」

〓＋
１

今
日
巳み
の
こ
く刻

、
新
納
言
〈
右
衛
門
督
﹇
懐
平
（
＝
藤
原
）﹈〉
参さ
ん
だ
い内

す
。
巳
・
午
う
ま
の
と
き時

の
間
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
等
に
着
す
べ
し
。
車
并
び
に
雑ぞ
う
ぐ具

・
厩う
ま
やの

馬
二

疋
、
彼
の
御
消し

よ
う
そ
く

息
に
依
り
て
遣
は
し
奉
る
。
下し
た
す
だ
れ

簾
、
右
相
府
﹇
顕
光
（
＝
藤
原
）﹈

よ
り
志

こ
こ
ろ
ざす
べ
き
の
由よ
し

と
云
々
。
仍
り
て
下
簾
を
奉
ら
ず
。
新
納
言
、
右
府
（
＝

顕
光
）
の
下
簾
を
見み

送お
く

り
て
云
は
く
「
太は
な
はだ
別べ
つ
よ
う様
に
し
て
懸か
け
も
ち用
ふ
べ
か
ら
ず
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

三
日
、
丁
巳
。

〓▼
ａ

資
平
（
＝
藤
原
）
云
は
く
「
内
府
（
＝
藤
原
公
季
）
に
参
る
。
御お
ん
も
の
い
み

物
忌
に
依
り
、

門
外
に
於
い
て
、
事こ

と
の
よ
し
由
を
申
さ
し
む
。
物
忌
を
過
ご
し
て
参
入
す
べ
き
由よ
し

を
命

ず
。」
者て

へ

り
。

〓▼
ｂ

大
外
記
敦
頼
朝
臣
（
＝
菅
野
）
云
は
く
「
昨
日
午う
ま
の
こ
く

剋
、
左
大
弁
道
方
（
＝
源
）
着

座
す
。」

②
『
公
卿
補
任
』
長
和
三
年
条

　

参
議
源
道
方
「
六
月
二
日
、
丙
辰
。
午
時
、
着
座
す
。」

・
源
道
方
、
長
和
元
年
十
二
月
十
六
日
、
任
参
議
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
長
和
）
三
年
八
月
廿
一
日
（
＝
甲
戌
）、
公く
ぎ
よ
う卿

の
着
陣
の
事
。

�
①
『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
三
月
廿
三
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
参
議
朝
経
（
＝
藤
原
）
の
着
座
」

▼
ｂ
「
犬い

ぬ

死の
し

穢え

」

▼
ｃ
「
帯た

ち
は
き
の
こ
こ
ろ
み

刀
試
に
参
議
公
信
（
＝
藤
原
）
を
召め
し
つ
か遣

は
す
事
」

▼
ｄ
「
一
夜
の
濫ら

ん
ぎ
よ
う

行
の
事
」

＋
1
「
帯
刀
試
の
事
」

▼
ｅ
「
上
皇
（
＝
三
条
）、
寝し
ん
で
ん殿
に
移い

御ぎ
よ

す
べ
き
事
」

＋
2
「
来
た
る
廿
六
日
の
山さ

ん
り
よ
う
し

陵
使
、
内
裏
の
穢け
が
れに

依
り
て
延
引
す
る
事
」

廿
三
日
、
丁
卯
。

〓▼
ａ

参
議
朝
経
（
＝
藤
原
）
着
座
す
。〔
右
大
弁
。
巳み
の
こ
く剋

。〕

〓▼
ｂ

頭
中
将
（
＝
藤
原
資
平
）
云
は
く
「
昨
日
、
犬い
ぬ

死の
し

穢え

有
り
。
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春

門
）
な
り
。」

・
藤
原
懐
平
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
…
�
・
�

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
長
和
二
年
）
十
一
月
十
日
（
＝
戊
戌
）、
左
中
将
資
平
（
＝
藤
原
）、
初
め
て

陣じ
ん

に
参
る
事
。

・
藤
原
資
平
、
長
和
二
年
十
月
廿
三
日
、
任
左
権
中
将
。

�
①
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
四
月
廿
日
条
（
▼
ｄ
）

▼
ａ
「
借か

り
も
の物
等
を
返
す
事
」

▼
ｂ
「
来
月
の
行ぎ

よ
う
こ
う

幸
の
事
」

▼
ｃ
「
解げ

陣じ
ん

」

▼
ｄ
「
新
中
納
言
（
＝
藤
原
頼
宗
）
の
着
陣
」

廿
日
、
乙
亥
。

〓▼
ａ

左
中
弁
（
＝
藤
原
経
通
）・
皇
后
宮
亮
（
＝
源
方
理
）
等
来
た
り
、
借か
り
も
の物
等
（
＝
賀
茂

祭
で
用
い
た
も
の
か
）
を
返
す
。

〓▼
ｂ

中
将
（
＝
源
雅
通
ヵ
）
云
は
く
「
来
月
の
行ぎ
よ
う
こ
う
幸
（
＝
土
御
門
第
の
競
馬
行
幸
）
定
ま
ら

ず
と
云
々
。
東
宮
（
＝
敦
成
親
王
）
の
辺あ
た
りに

於
い
て
聞
く
所
也
。」

〓▼
ｃ

右
衛
門
督
﹇
懐
平
﹈（
＝
藤
原
）
示し
め
し
お
く

送
ら
れ
て
云
は
く
「
昨
日
酉と
り
の
こ
く
ば
か
り

剋
許
、
召め
し

有

り
て
参さ

ん
だ
い内

す
。
解げ

陣じ
ん

（
＝
賀
茂
祭
解
陣
）
の
事
を
行
な
ふ
。」
者て
へ

り
。

〓▼
ｄ

今
日
、
新
中
納
言
頼
宗
（
＝
藤
原
）、
初
め
て
陣じ
ん
の
ざ座
に
着
す
と
云
々
。

・
藤
原
頼
宗
、
長
和
三
年
三
月
廿
八
日
、
任
権
中
納
言
。

�
①
『
小
右
記
』
長
和
三
年
六
月
三
日
条
（
▼
ｂ
）

▼
ａ
「
内
府
（
＝
藤
原
公
季
）
の
物も
の
い
み忌
」

▼
ｂ
「
左
大
弁
（
＝
源
道
方
）
の
着
座
」
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

▽
ｂ
「
院
（
＝
三
条
太
上
天
皇
）、
寝し
ん
で
ん殿
に
遷う
つ

ら
し
め
給
ふ
事
」

▽
ｃ
「
左
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
故こ

業
遠
朝
臣
（
＝
高
階
）
の
宅
に
渡
ら
し
め
給
ふ
事
」

▽
ｄ
「
右
大
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）
の
着
座
」

廿
三
日
、
丁
卯
。

〓▽
ａ

参さ
ん
だ
い内
す
。
東
宮
亮
周
頼
朝
臣
（
＝
藤
原
）、
摂
政
殿
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
る
。
頭と
う

（
＝
蔵
人
頭
藤
原
資
平
）
を
し
て
、
帯た
ち
は
き
の
こ
こ
ろ
み

刀
試
を
奉
る
べ
き
の
由よ
し

を
奏
せ
し
む
。
即
す
な
わ

ち
、
宰
相
一
人
（
＝
藤
原
公
信
）
を
召
し
、
其
の
所
（
＝
右
近
馬
場
）
に
遣
は
す
べ
き

の
由
を
仰
せ
ら
る
。〔
内な

い
じ
ゆ竪

を
差つ
か

は
し
、
藤
宰
相
（
＝
公
信
）
を
召
さ
し
め
（
×

之
）、
帯
刀
の
手て
つ
が
い番

の
所
に
罷ま
か

る
べ
き
の
由
を
仰
（
□
）
す
。〕

〓▽
ｂ

晩ば
ん
け
い景
に
及
び
、｛
条
｝
院
（
＝
三
条
太
上
天
皇
）
に
参
る
。
今
日
、
北き
た
の
た
い
台
（
＝
枇
杷
殿

北
対
）
よ
り
、
寝し
ん
で
ん殿
に
遷う
つ

ら
し
め
給
ふ
。
仍
り
て
上か
ん
だ
ち
め
達
部
・
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
、
多
く
院

に
参
入
す
。
庁
、
饗き

よ
う・
屯と
ん
じ
き食

（
×
長
飯
）・
衝
つ
い
が
さ
ね重
等
を
儲も
う

け
、
殿
上
・
女
房
・

所
々
等
に
給
ふ
。
暗
に
及
び
、
内
に
帰か

え
り
ま
い
参
る
。

〓▽
ｃ

左
府
（
＝
道
長
）、
故こ

業
遠
朝
臣
（
＝
高
階
）
の
土
御
門
宅
に
渡
ら
し
め
給
ふ
。

件く
だ
んの

宅
、
彼
の
後ご

家け

、
左
府
に
転
ず
る
こ
と
、
已す
で

に
畢お
わ

り
ぬ
。
而し
か

る
に
吉き
ち
じ
つ
た

日
為

る
に
依
り
、
今こ

の
た
び度

、
始
め
て
渡
り
給
ふ
也
。
但た
だ

し
、
饗き
よ
う
せ
ん

饌
の
用よ
う
い意

等
無
（
無
×
）

し
。
御お

共と
も

に
参
る
。
即
ち
内
に
帰
参
る
。

〓▽
ｄ

伝つ
た
え
き聞

く
。「
右
大
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）、
今
日
巳み
の
こ
く剋

、
着
座
せ
ら
る
。」
と
云
々
。

大
弁
（
＝
朝
経
）
退
出
せ
ら
る
る
の
後
、
権
左
中
弁
（
＝
藤
原
重
尹
）
并
び
に
史し

等
、

結か
た

政な
し

所ど
こ
ろに

参
着
す
。
官か
じ
よ
う掌

等
、
大
弁
の
御
共
に
参
入
す
。
仍
り
て
史し
し
よ
う生

時
成

（
＝
伴
カ
）、
官
掌
代
と
為
し
、
結
政
を
始
め
ら
る
と
云
々
。
件
の
事
、
頗す
こ
ぶる

不

快
な
り
。
大だ
い
じ
よ
う

丞
（
＝
朝
経
）
の
御
着
座
は
巳
剋
也
。
巳み
の
の
ち後

、
結
政
を
始
め
ら
る
る

は
如い

か
が何

。

③
『
公
卿
補
任
』
長
和
五
年
条

参
議
藤
原
朝
経
「
三
月
廿
三
日
、
丁
卯
。
巳
時
、
着
座
す
。」

〓▼
ｃ

斎
院
の
修
理
等
の
事
を
申
す
次つ
い
でに
云
は
く
「
今
日
、
右う
こ

近ん
の

馬ば

場ば

に
於
い
て
、

帯た
ち
は
き
の
こ
こ
ろ
み

刀
試
有
る
べ
き
の
由よ
し

、
宮
（
＝
東
宮
敦
成
親
王
）
よ
り
奏
せ
ら
る
。」
其
の
所

に
遣
は
さ
む
が
為
に
、
参
議
公
信
（
＝
藤
原
）
を
召め
し
つ
か遣

は
し
了
り
ぬ
。
余よ

（
＝
藤
原

実
資
）
退
出
す
。
途
中
、
公
信
宰
相
、
相あ
い

（
々
）
遇あ

ふ
。

〓▼
ｄ

院
（
＝
三
条
太
上
天
皇
）
に
参
る
。
摂
政
（
＝
藤
原
道
長
）、
大
納
言
斉
信
（
＝
藤

原
）・
頼
通
（
＝
藤
原
）、
中
納
言
俊
賢
（
＝
源
）・
懐
平
（
ー
）（
＝
藤
原
）・
教
通
（
＝

藤
原
）・
経
房
（
＝
源
）・
実
成
（
＝
藤
原
）、
参
議
道
方
（
＝
源
）
祗し

候こ
う

す
。
摂
政
、

殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
枇
杷
殿
）
に
於
い
て
、
雑ぞ
う
じ事

を
談
ぜ
ら
る
る
次
に
、
一
夜
（
＝
三
月
廿
日
）

の
濫ら
ん
ぎ
よ
う

行
の
事こ
と

有
り
。
重
く
戒
め
ら
る
べ
き
の
気け

色し
き

有
り
。
少
将
命
婦
（
＝
検
非
違

使
左
衛
門
尉
藤
原
宗
相
の
妻
、
皇
太
后
宮
藤
原
彰
子
の
女
房
）
は
、
引ひ
き
お落
と
さ
れ
ず
、
只た
だ

、

車
の
簾す

だ
れを
引
落
と
す
。
子こ
わ
ら
わ童
・
陪べ
い
じ
ゆ
う
従
の
女
、
車
よ
り
落お

つ
。
車
に
付
す
る
の
男

の
頭
を
打う

ち
や
ぶ破
る
。

〓＋
１

又
、
云
は
く
「
今
日
の
帯
刀
試
、
亮す
け

（
＝
藤
原
周
頼
）
一
人
の
外
、
人
無
し
。

大だ
い
じ
よ
う進

二
人
は
任に
ん
ご
く国

な
り
。
馬ば

場ば

に
於
い
て
執し
ゆ
ひ
つ筆

し
、
并
び
に
帰
参
す
。
本
宮

（
＝
東
宮
）、
兵
等
を
給
ふ
事
、
大
進
の
最さ
い

た
る
也
。
如い
か
が何

。」
者て
へ

り
。
按あ
ぜ
ち察

斉
信

云
は
く
「
兵
に
至
り
て
は
、
先
日
、
給
ひ
了
り
ぬ
。」
と
云
々
。

〓▼
ｅ

上
皇
（
＝
三
条
）、
戌い
ぬ

・
亥い
の
と
き時

の
間
、
寝し
ん
で
ん殿

（
＝
枇
杷
殿
）
に
移い

御ぎ
よ

す
べ
し
。
寝

殿
（
々
々
）
の
御
装し
よ
う
ぞ
く

束
の
事
、
摂
政
及
び
院い
ん
じ司

等
行
事
す
。
下げ

官か
ん

（
＝
実
資
）、
思

ふ
所
は
、
院
司
に
非あ

ら

ず
、
亦
、
近き
ん
じ
ゆ
う

習
に
非
ず
。
時
剋
を
待ま
ち
こ
う候

ず
る
は
、
拠
る
所
と
こ
ろ

無
か
る
べ
し
。
仍
り
て
一
両
の
院
司
に
触
れ
、
晩ば
ん
け
い景

に
罷ま
か
り
い出

づ
。〔
殿
上
の
饗
、

居す

う
る
間か
ん

也
。〕

〓＋
２

外
記
文
任
（
＝
巨
勢
）
云
は
く
「
廿
六
日
の
山さ
ん
り
よ
う
し

陵
使
（
＝
即
位
奉
告
使
）、
内
裏
の

穢け
が
れに

依
り
て
延
引
す
。」
者
り
。

②
『
左
経
記
』
長
和
五
年
三
月
廿
三
日
条
（
▽
ｄ
）

▽
ａ
「
帯た

ち
は
き
の
こ
こ
ろ
み

刀
試
の
事
」（
目
）
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星
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学
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部
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二
〇
一
三
年

即
ち
下
し
て
奉
る
。〔「
廿
一
日
（
×
筥
）
を
以
て
行
（
×
仰
）
な
ふ
べ
し
。」
者

り
。〕
仰
せ
て
云
は
く
「
使つ

か
い

々づ
か
い、
故こ
し
よ
う障
を
申
さ
し
め
ず
、
慥た
し
かに
以
て
催
も
よ
お

行し
お
こな
ふ

べ
し
。」
者
り
。

〓▽
ｃ

戌い
ぬ
の
こ
く
剋
、
平
宰
相
（
＝
平
親
信
）、
始
め
て
陣じ
ん
の
ざ座
に
参
着
す
と
云
々
。

・
平
親
信
、
長
和
四
年
十
月
廿
八
日
、
任
参
議
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
二
月
十
日
条
（
▲
Ａ
Ｃ
）

▲
Ａ
「
摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
の
申も
う
し
ぶ
み
文
の
事
」

▲
Ｂ
「
車
を
返
送
す
る
事
」

▲
Ｃ
「
摂
政
の
着
陣
」

十
日
、
甲
戌
。

〓▲
Ａ

摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）
来こ

ら
れ
て
云
は
く
「
今
日
、
着
陣
す
べ
し
。」
者て
へ

り
。
余よ

（
＝
藤
原
道
長
）
云
（
云
×
）
は
く
「
早
く
着
せ
ら
る
べ
か
ら
ば
、
唯た
だ

、
申
も
う
し
ぶ
み文

無
き

が
宜
し
き
歟
。
後
日
、
有
る
べ
か
ら
ば
、
摂
政
と
為
す
べ
き
官か

ん
ぷ符
、
引
き
て
宣せ
ん

す
る
は
如い
か
が何

。」

〓▲
Ｂ

車
を
送
る
こ
と
、
今
日
あ
り
。
昨
日
の
記
に
有
り
。

〓▲
Ｃ

摂
政
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

（
＝
一
条
院
東
対
）
に
着
す
。
次つ

い
で
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
の
奥
の
小こ

畳だ
た
みの

座
に
着
す
と
云
々
。

　
（
注
1
）
▲
Ｂ
は
、
藤
原
道
長
が
尾
張
国
に
下
向
す
る
中
宮
藤
原
妍
子
の
御
乳
母
中
務
（
藤
原
儷

子
カ
）
に
贈
っ
た
車
を
返
却
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。

②
『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
二
月
十
日
条
（
▽
ａ
ｂ
）

▽
ａ
「
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
着
陣
せ
し
め
給
ふ
事
」（
目
）

▽
ｂ
「
御ご

前ぜ
ん

（
＝
前
駆
）
の
事
」

▽
ｃ
「
御
元げ

ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
）
の
日に
ち

時じ

勘か
ん

申じ
ん

」

十
日
、
甲
戌
。

・
藤
原
朝
経
、
長
和
四
年
二
月
十
八
日
、
任
参
議
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
五
月
十
三
日
条
（
▲
Ｃ
）

▲
Ａ
「
官

か
ん
の
と
こ
ろ
あ
て

所
充
」

▲
Ｂ
「
祈き

年ね
ん

穀こ
く

奉ほ
う

幣へ
い

使し
さ

定だ
め

」

▲
Ｃ
「
親
信
宰
相
（
＝
平
）
の
着
陣
」

十
三
日
、
丙
辰
。

〓▲
Ａ

右
府
（
＝
藤
原
顕
光
）、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
。
官
か
ん
の

所と
こ

充ろ
あ
ての
文
を
申
さ
し
む
と

云
々
。

〓▲
Ｂ

祈き

年ね
ん

穀こ
く

奉ほ
う

幣へ
い

使し

を
定さ
だ
め
も
う

申
す
べ
き
由よ
し

を
仰
す
。
経
頼
（
＝
源
）、
使
つ
か
い

の
定
さ
だ
め
ぶ
み文

并
び

に
日に

ち

時じ

勘か

文も
ん

等
を
持も
ち
き来

た
る
。
即す
な
わち

下く
だ
し
た
ま

給
ふ
。
其
の
日
は
、
廿
一
日
・
廿
七
日

等
也
。
廿
一
日
を
用
ふ
べ
き
由
を
仰
す
。

〓▲
Ｃ

戌い
ぬ
の
と
き

時
を
以
て
、
親
信
宰
相
（
＝
平
）、
初
め
て
陣
に
参
る
と
云
々
。「
腰
病
有

り
、
人
に
扶た

す

け
ら
る
。」
者て
へ

り
。

②
『
左
経
記
』
長
和
五
年
五
月
十
三
日
条
（
▽
ｃ
）

▽
ａ
「
官

か
ん
の
と
こ
ろ
あ
て

所
充
」

▽
ｂ
「
祈き

年ね
ん

穀こ
く

奉ほ
う

幣へ
い

使し
さ

定だ
め

」

▽
ｃ
「
平
宰
相
（
＝
平
親
信
）
の
着
陣
」

十
三
日
、
丙
辰
。

〓▽
ａ

参さ
ん
だ
い内
す
。
右
府
（
＝
藤
原
顕
光
）、
左さ
じ
よ
う仗

（
＝
陣
座
）
に
於
い
て
、
所と
こ
ろ
あ
て
充
の
文
を
申

さ
し
め
ら
る
と
云
々
。

〓▽
ｂ

摂
政
殿
（
＝
藤
原
道
長
）
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
｛
々
｝「
祈き

年ね
ん

穀こ
く

奉ほ
う

幣へ
い

使し

定
め
ら

る
べ
き
の
由よ

し

、
右
府
に
示
す
べ
し
。」
者て
へ

り
。
仍
り
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
出
で
、

仰
お
お
せ
の

旨む
ね

を
申
す
。
即す
な
わち

命
を
蒙こ
う
むり

、
陰
陽
寮
に
問
ひ
、
日に
ち

時じ

勘か

文も
ん

を
進
た
て
ま
つら

し
む
。

入よ
に
い
り夜

、
定
め
ら
れ
了
り
、
余よ

（
＝
源
経
頼
）
を
し
て
之こ
れ

を
奏
せ
し
む
。
奏
し
了
り
、
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

宴
会
有
る
べ
き
哉
否
や
の
事
〉」（
目
一
二
・
御
元
服
事
）

＋
2
「
御
元
服
の
間
、
宴え
ん
か
い会

有
る
べ
き
哉や

否い
な

や
の
事
」

▼
ａ
「
摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
」

十
一
日
、
乙
亥
。

〓＋
１

御
元げ
ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
、
寛
仁
二
年
正
月
三
日
）
の
由よ
し

を
伊い

勢せ

（
＝
伊
勢
大
神
宮
）
に

申
さ
る
。
今
日
、
月つ

き
な
み
さ
い
し

次
祭
使
に
付
せ
ら
る
。
前ぜ
ん
れ
い例
有
り
と
云
々
。

〓＋
２

太
相
府
（
＝
藤
原
道
長
）、
章
信
朝
臣
（
＝
藤
原
）
を
以
て
、
正
暦
の
御
元
服
（
＝

正
暦
元
年
正
月
五
日
、
一
条
天
皇
の
元
服
）
の
事
を
問
は
る
。
其
の
中
の
宴え
ん
か
い会

の
有
無

の
事こ

と

也
。
軽き
よ
う
ぶ
く

服
に
依
り
て
参
ら
ざ
る
の
由
を
申
さ
し
む
。
彼
の
時
、
気け

色し
き

を
摂

政
（
＝
藤
原
兼
家
）
に
候
ぜ
し
む
。
参
る
べ
か
ら
ざ
る
の
命
を
承
う
け
た
まは
る
に
依
る
也
。

但た
だ

し
、
朝
ち
よ
う
は
い拝
無
し
。
又
、
宴
会
を
聞
か
ず
。
七
日
節せ
ち
え会
に
、
賀が
ひ
よ
う表
の
由
、
承
は

る
所

と
こ
ろ

也
。
又
、
此
の
由
を
申
さ
し
め
訖
り
ぬ
。

〓▼
ａ

大
外
記
文
義
朝
臣
（
＝
小
野
）
云
は
く
「
昨
日
、
摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）
着
陣
す
。

〈
申さ

る
の
こ
く

剋
。〉
退
出
す
る
間
、
御ご

前ぜ
ん

（
＝
前
駆
）
有
り
。
別
宮
（
＝
一
条
院
）
に
御
お
わ
し
ます

の

間
、
例れ

い

無
き
の
由
を
申
す
。
仍
り
て
相あ
い
は
か計

り
て
奉
仕
す
。」
者て
へ

り
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
十
二
月
廿
七
日
条
（
▲
Ａ
）

▲
Ａ
「
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
、
倚い

子し

を
立
つ
る
事
」

▲
Ｂ
「
服ふ

く
ぎ
よ御

・
常つ
ね
の
ぜ
ん

膳
を
減
ず
る
詔
み
こ
と
の
りの

覆ふ
く
そ
う奏

」

▲
Ｃ
「
摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
上
じ
よ
う
ひ
よ
う

表
」

▲
Ｄ
「
右う

こ
ん
の
じ
ん

近
陣
の
公
卿
の
座
を
左さ
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
に
遷う
つ

す
事
」

▲
Ｅ
「
尚

な
い
し
の
か
み

侍
（
＝
藤
原
威
子
）
を
御み
く
し
げ
ど
の
の
べ
つ
と
う

匣
殿
別
当
に
補
す
る
事
」

廿
七
日
、
辛
卯
。

〓▲
Ａ

内
よ
り
罷ま
か
り
い出
づ
。
午う
ま
の
と
き
時
を
以
て
、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
、

倚い

子し

を
立
つ
。

〓▽
ａ

早そ
う
た
ん旦
、
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
次つ

い
で
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
事
（
□
）、

未い
ま

だ
畢お
わ

ら
ざ
る
以
前
、
召め
し

有
り
て
参さ
ん
だ
い内

す
。
申さ
る
の
こ
く

剋
、
摂
政
殿
着
陣
せ
し
め
給
ふ
。

〔
今
朝
、
仰

お
お
せ

有
り
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
御
座
を
敷
か
し
む
。
西
屋
の
東
西
南
端
を
以
て
、

宜
陽
殿
と
為
す
。〕
大
納
言
以
下
の
座
、
東
西
に
相あ

い
わ分
け
、
之こ
れ

を
敷
か
し
む
。

〔
南
上
対
座
。〕
摂
政
殿
の
御
座
、
両
面
の
半は

ん
じ
よ
う
畳
を
以
て
、
北
面
に
敷
か
し
む
。

〔
横
座
。
皆
、
長な

が
む
し
ろ
筵
を
以
て
、
下し
た
じ
き敷
と
為
す
。〕
先ま

づ
宜
陽
殿
に
着
す
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

左さ
じ
よ
う
の
ざ

仗
座
（
＝
陣
座
）
に
移
う
つ
り
ち
や
く
着
す
。〔
奥お
く
の
ざ座
に
着
す
。
申
も
う
し
ぶ
み文
無
し
。〕

〓▽
ｂ

頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
退
出
す
。
公く
ぎ
よ
う卿

、
相あ
い
し
た
が

従
ひ
て
退
出
せ
ら
る
。〔
摂
政
、

着
座
せ
し
め
給
（
給
×
）
ふ
間
、
他
の
公
卿
、
陣じ
ん
の
わ
き

腋
に
立
た
る
。〕
右う

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

よ

り
出
で
給
ふ
間
、
外
記
・
史
等
進す

す
み
い出
づ
。
御ご

前ぜ
ん

（
＝
前
駆
）、
行
な
ふ
気け

色し
き

有
り
。

外
記
・
史
等
留
ま
り
、
右
衛
門
陣
の
座
の
前
に
跪

ひ
ざ
ま
ずく
。
外
記
、
召め
し
づ
か
い
使
（
々
使
）

を
召
す
。
史
、
官か
じ
よ
う掌
を
召
す
。
各
お
の
お
の

留
ま
り
畢
り
ぬ
。
召
使
・
官
掌
の
御
前
、

常
の
如
し
。
又
、
門
内
の
列
立
、
大だ

い
じ
ん
め
し

臣
召
の
日
の
儀
の
如
し
。

〓▽
ｃ

今
日
、
頭
右
中
弁
（
＝
藤
原
定
頼
）、
仰
を
蒙こ
う
むり

、
吉
平
（
＝
安
倍
）・
文
高
（
＝
惟

宗
）・
吉
昌
（
＝
安
倍
）
等
を
召
し
、
明
年
の
御
元げ
ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
）
の
日
時
を

勘か
ん
じ
ん申

す
。
奏そ
う
も
ん聞

す
。
正
月
三
日
。
時
は
申さ
る
の
に
こ
く

二
剋
と
云
々
。

③
『
日
本
紀
略
』
寛
仁
元
年
十
二
月
十
日
条

十
日
、
甲
戌
。

　

申さ
る
の
こ
く

刻
、
摂
政
内
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）、
始
め
て
着
陣
す
。

・
藤
原
頼
通
、
寛
仁
元
年
三
月
四
日
、
任
内
大
臣
。
同
月
十
六
日
、
補
摂
政
。

・
藤
原
頼
通
、
摂
政
の
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�
・
�

�
①
『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
十
二
月
十
一
日
条
（
▼
ａ
）

＋
1
「
御
元げ

ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
）
有
る
べ
き
の
由よ
し

の
伊い

勢せ

奉ほ
う

幣へ
い

（
伊
世
奉
幣
）
の
事
」

　

「
御
元
服
有
る
べ
き
の
由
の
伊
勢
奉
幣
（
伊
世
奉
幣
）
の
事
〈
御
元
服
の
間
、
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〓▽
ｄ

申
剋
を
以
て
着
座
す
。
官か
ん
の
く
り
や

厨
家
、
饗き
よ
う
せ
ん

饌
を
儲
く
。〔
内な
い
じ
ゆ竪

等
、
兼
ね
て
大だ
い
ば
ん盤

を
立
て
、
肴さ

か
な
も
の
物
を
居す

う
。〕
先ま

づ
申
も
う
し
ぶ
み文
有
り
。〔
解げ

由ゆ

・
鎰
の
文
等
。〕
次
い
で

余よ

（
＝
源
経
頼
）、
勧か
ん
ぱ
い盃
す
。〔
史
、
瓶へ
い
し子
を
取
る
。〕
次
い
で
御
汁し
る
も
の物
を
羞す
す

む
。

〔
外
記
・
史
等
、
之
を
役や

く
そ
う送
す
。〕
事
畢
り
、
各
お
の
お
の

分
散
す
。
今
日
、
摂
政
殿
、

上
表
せ
し
め
給
ふ
。
仍
り
て
此
の
座
に
於
い
て
、
宣せ

ん
じ旨

を
下
さ
れ
ず
。

〓▽
ｅ

今
日
午
剋
、
大
殿
（
＝
藤
原
道
長
）
の
御
倚い

子し

、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
庁
に

立
つ
。
并
び
に
南な

ん
し
よ所

に
、
御
座
を
敷
く
と
云
々
。
是
、
本
家
の
仰お
お
せに

依
り
、

敷し
き
た立
つ
る
所
と
こ
ろ

也
。
太
政
大
臣
、
倚
子
を
立
て
、
座
を
敷
く
の
時
、
已い

次じ

の
大
臣

の
倚
子
・
座
、
皆
、
北
列
（
×
例
）
に
加
ふ
る
也
。

・
藤
原
道
長
、
寛
仁
元
年
十
二
月
四
日
、
任
太
政
大
臣
。

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
三
月
十
一
日
条
（
▲
Ｂ
）

▲
Ａ
「
試し

楽が
く

（
＝
石
清
水
臨
時
祭
）」

▲
Ｂ
「
源
大
納
言
（
＝
源
俊
賢
）
の
着
座
」

▲
Ｃ
「
土つ

ち

御み

門か
ど

第だ
い

に
渡
る
べ
き
雑ぞ
う
じ事

を
定
む
る
事
」

十
一
日
、
甲
辰
。

〓▲
Ａ

此
の
日
、
試し

楽が
く

（
＝
石
清
水
臨
時
祭
）。
仍
り
て
参
入
す
。
申
さ
る
の
と
き
ば
か
り

時
許
、
事
初は
じ

む
。

候こ
う
し
ゆ
く

宿
す
。

〓▲
Ｂ

源
大
納
言
（
＝
源
俊
賢
）、
申
時
を
以
て
着
座
す
と
云
々
。

〓▲
Ｃ

土つ
ち

御み

門か
ど

に
渡
る
べ
き
に
、
雑ぞ
う
じ事
を
定
む
。

　
（
注
1
）
▲
Ｃ
は
、
女
御
藤
原
威
子
が
十
月
五
日
に
内
裏
か
ら
土
御
門
第
に
退
出
す
る
こ
と
指
す

（
十
六
日
に
立
后
）。

②
『
公
卿
補
任
』
寛
仁
二
年
条

権
大
納
言
源
俊
賢
「
三
月
十
一
日
、
甲
辰
。
申
時
、
着
座
す
。」

・
源
俊
賢
、
寛
仁
元
年
三
月
四
日
、
任
権
大
納
言
。

〓▲
Ｂ

服ふ
く

御ぎ
よ

（
×
御
服
）・
常つ
ね
の
ぜ
ん

膳
を
減
ず
る
詔
み
こ
と
の
り（

＝
十
二
月
廿
二
日
）
の
覆ふ
く
そ
う奏

に
、
判は
ん

を
加

ふ
。

〓▲
Ｃ

摂
政
（
＝
藤
原
頼
通
）、
表ひ
よ
う（

＝
辞
内
大
臣
上
表
）
を
献
た
て
ま
つる
と
云
々
。
中
務
（
＝
中
務

省
）
に
付
す
。

〓▲
Ｄ

此
の
日
、
右う
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
の
上し
よ
う
け
い

卿
（
＝
公
卿
）
の
座
、
左さ
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
に
遷う
つ

す
。
是こ
れ

、
御
元げ
ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
、
寛
仁
二
年
正
月
三
日
）
の
儀
に
依
る
也
。

〓▲
Ｅ

尚な
い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
威
子
）、
御み
く
し
げ
ど
の
の
べ
つ
と
う

匣
殿
別
当
に
補
す
る
に
依
り
、
女
に
よ
う
か
ん官

等
来
た
る
。

禄
を
賜
ふ
。

②
『
左
経
記
』
寛
仁
元
年
十
二
月
廿
七
日
条
（
▽
ｄ
ｅ
）

▽
ａ
「
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
上
じ
よ
う
ひ
よ
う

表
」

▽
ｂ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

▽
ｃ
「
右う

こ
ん
の
じ
ん

近
陣
の
座
を
左さ
こ

近ん
の

陣じ
ん

に
移
さ
る
る
事
」（
目
）

▽
ｄ
「
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
座
」

▽
ｅ
「
太
政
大
臣
（
＝
藤
原
道
長
）
の
倚い

子し

を
立
つ
る
事
」（
目
）

廿
七
日
、
辛
卯
。

〓▽
ａ

摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。〔
申さ
る
の
こ
く
剋
を
以
て
、
上
じ
よ
う
ひ
よ
う
表
（
＝
辞
内
大
臣
上
表
）
の

事こ
と

有
る
べ
し
と
云
々
。〕

〓▽
ｂ

次つ

い
で
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。〔
上し
よ
う（

＝
上
卿
）
は
侍
従
中

納
言
（
＝
藤
原
行
成
）。〕

〓▽
ｃ

事こ
と
お
わ畢
り
、
上
し
よ
う
か
ん官
等
を
率
ゐ
、
陣
に
参
ら
る
。
今
日
未ひ
つ
じ
の
こ
く
剋
、
右う
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
の
上か
ん

達だ
ち

部め

の
座
を
左さ
こ
ん
の
じ
ん

近
陣
に
移
さ
し
む
。
漏ろ
う
こ
く剋

の
具
、
鈴れ
い
い
ん印

・
鎰か
ぎ

等
の
辛か
ら
び
つ櫃

を
同
じ
左

近
陣
の
方
に
運は

こ
び
お置

か
し
む
。
筵む
し
ろ・

畳た
た
み

等
の
類た
ぐ
い、

本ほ
ん
じ
ん陣

、
之こ
れ

を
儲も
う

く
。
件く
だ
んの

陣
、

東
方
に
移
さ
る
る
事
、
是こ

れ

、
明
年
の
御
元げ
ん
ぷ
く服

（
＝
後
一
条
天
皇
、
寛
仁
二
年
正
月
三
日
）

の
事
に
依
る
也
。｛
以
｝
織
部
司
の
南
門
に
下く
だ

り
、
車
よ
り
下お

（
ー
）
り
、
司
の

中
を
通
り
、
東
門
よ
り
出
で
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

よ
り
入
る
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

▽
ｄ
「
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）、
関
白
の
宣せ
ん
じ旨
を
蒙こ
う
むり
、
始
め
て
参さ
ん
だ
い内
す
る
事
」

▽
ｅ
「
官か

ん
そ
う奏

」

▽
ｆ
「
関
白
殿
（
＝
頼
通
）、
土つ
ち

御み

門か
ど

殿ど
の

に
渡
ら
し
め
給
ふ
事
」

▽
ｇ
「
大
納
言
（
＝
藤
原
教
通
）・
新
宰
相
（
＝
藤
原
経
通
）
の
着
陣
」

廿
八
日
、
庚
戌
。
天
晴
。

〓▽
ａ

転
任
の
後
、
始
め
て
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
今
日
、
衰す
い
に
ち日
也
。
然し
か

り
と
雖い
え
ども
、
侍

従
中
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）、
左
中
弁
と
為
る
の
時
（
＝
長
徳
二
年
八
月
五
日
）、
衰
日

に
着
座
せ
ら
る
。
又
、
左
大
弁
（
＝
源
道
方
）、
権
左
中
弁
に
転
ず
る
に
（
＝
長
保

三
年
八
月
廿
五
日
）、
衰
日
に
初
め
て
参
る
。
此こ
れ
ら等

の
例
に
依
り
て
参
着
す
る
也
。

先
こ
れ
よ
り
さ
き
是
、
吉き
つ
し
よ書
あ
り
。
次つ

い
で
吉
書
に
署
す
。

〓▽
ｂ

頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、
侍
従
中
納
言
、
庁
（
＝
外
記
庁
）
に
着
し
、
申も
う
し
ぶ
み
文
を
行
な
は
る
。

〔
左
大
弁
参
着
せ
ら
る
。
納
言
（
＝
行
成
）、
帥そ
ち

を
兼
ぬ
る
（
＝
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
一

日
）
後
、
始
め
て
着
せ
ら
る
る
也
。〕
余よ

（
＝
源
経
頼
）
并
び
に
少
納
言
・
外
記
一

人
・
史
三
人
、
庭て

い
ち
ゆ
う

中
に
列
立
す
。〔
先せ
ん
れ
い例

は
、
弁
一
人
を
立
つ
る
の
時
、
外
記
、

上し
よ
う（

＝
上
卿
）
の
許も
と

に
請こ
い
も
う申

す
。
仍
り
て
之こ
れ

に
立
つ
。
而し
か

る
に
、
今
日
、
定
さ
だ
め

有
り
、

請
申
（
×
法
申
）
さ
ず
。
右
少
弁
（
＝
藤
原
義
忠
）
参
る
と
雖
も
、
新
任
（
＝
寛
仁
三
年

十
二
月
廿
一
日
）
に
依
り
て
立
た
ざ
る
歟
。〕
申
文
畢お
わ

り
、
請
し
よ
う
い
ん印

有
り
。

〓▽
ｃ

次つ

い
で
南
（
＝
南
所
）
の
申
文
等
有
り
。

〓▽
ｄ

次
い
で
引
き
て
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
。
摂
政
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）、
去
る
廿
二
日

を
以
て
、
関
白
の
宣せ

ん
じ旨

を
蒙こ
う
むる

。
今
日
、
始
め
て
参さ
ん
だ
い内

す
。
奏そ
う
け
い慶

せ
ず
、
御
前

（
＝
後
一
条
天
皇
）
に
参
ら
し
め
給
ふ
。〔
是こ
れ

、
前ぜ
ん
れ
い例

と
云
々
。〕
次
い
で
頭
弁
（
＝

藤
原
定
頼
）、
御
宿し
ゆ
く
し
よ

所
（
＝
頼
通
の
直
廬
）
に
於
い
て
、
吉
書
を
申
す
。〔
祭
の
請
し
よ
う

奏そ
う

と
云
々
。〕
陣
に
進
み
、
上し
よ
う
け
い

卿
に
下
す
。〔
主し
ゆ
じ
よ
う

上
（
＝
後
一
条
天
皇
）
の
御
前
に
奏

せ
ず
。〕

〓▽
ｅ

次
い
で
官か
ん
そ
う奏
有
り
。〔
御
宿
所
に
於
い
て
、
此
の
儀ぎ

有
り
。
更
に
御
所
に
進
た
て
ま
つ

�
①
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
三
月
十
三
日
条
（
▲
Ｂ
）

▲
Ａ
「
臨り

ん

時じ

祭さ
い

（
＝
石
清
水
臨
時
祭
）」

▲
Ｂ
「
右
衛
門
督
（
＝
藤
原
実
成
）・
新
中
納
言
（
＝
藤
原
能
信
）
の
着
座
」

▲
Ｃ
「
小
式
部
（
＝
美
濃
守
藤
原
泰
通
の
妻
、
藤
原
嬉
子
の
乳
母
）、
下げ

向こ
う

の
由よ
し

を
申
す
事
」

十
三
日
、
丙
午
。

〓▲
Ａ

臨り
ん

時じ

祭さ
い

（
＝
石
清
水
臨
時
祭
）、
常
の
如
し
。
使つ
か
いは
知
光
朝
臣
（
＝
藤
原
）。
摂
政

（
＝
藤
原
頼
通
）、
庭に
わ
ざ座

に
着
す
。
盃
さ
か
ず
きを

取
ら
ず
、
花
（
＝
挿
頭
花
）
を
取
る
。
申さ
る
の
と
き

時
、

使
立
つ
。
見
物
す
。
摂
政
・
按あ

察ぜ
ち

（
＝
藤
原
斉
信
）
等
同
車
す
。

〓▲
Ｂ

此こ

の
日
、
酉と
り

時
、
右
衛
門
督
（
＝
藤
原
実
成
）
着
座
す
。
丑う
し

時
、
新
中
納
言
（
＝

藤
原
能
信
）、
又
、
着
座
す
と
云
ふ
。

〓▲
Ｃ

小
式
部
（
＝
美
濃
守
藤
原
泰
通
の
妻
、
藤
原
嬉
子
の
乳
母
）、
下げ

向こ
う

の
由よ
し

を
示
す
に
依

り
、
千
子
（
＝
藤
原
嬉
子
）、
手て

筥ば
こ

等
を
授
く
。
母
々
（
＝
源
倫
子
）、
物
を
給
ふ
。

②
『
公
卿
補
任
』
寛
仁
二
年
条

権
中
納
言
藤
原
能
信
「
三
月
十
三
日
、
丙
午
。
丑
時
、
着
座
す
。」

③
『
公
卿
補
任
』
寛
仁
二
年
条

権
中
納
言
藤
原
実
成
「
同
日
（
＝
三
月
十
三
日
）。
酉
二
点
、
着
座
す
。」

・
藤
原
能
信
、
寛
仁
元
年
八
月
卅
日
、
任
権
中
納
言
。
藤
原
実
成
、
長
和
四
年
十

月
十
八
日
（
廿
八
日
）、
任
権
中
納
言
、
同
五
年
十
一
月
、
服
解
、
寛
仁
元
年

正
月
廿
四
日
、
復
任
。

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
十
二
月
廿
八
日
条
（
▽
ａ
ｂ
ｄ
ｇ
）

▽
ａ
「
衰す

い
に
ち日
に
、
始
め
て
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
事
」

▽
ｂ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

▽
ｃ
「
南な

ん
し
よ
も
う
し
ぶ
み

所
申
文
」



80

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

〔
五
位
の
弁
、
申
文
に
立
つ
れ
ば
、
少
納
言
、
先
づ
起
座
す
べ
き
歟
。〕
次
い
で

少
納
言
基
房
（
＝
藤
原
）
立
つ
。
次
い
で
右
少
弁
義
忠
（
＝
藤
原
）
立
つ
。
次
い
で

少
納
言
、
版へ

ん
い位
に
進す
す
み
た立
つ
。
余
、
次
い
で
右
少
弁
。
次
い
で
外
記
・
史
等
、
後

の
版
に
立
つ
。
上し

よ
う（

＝
上
卿
）、
弁
・
少
（
＝
少
納
言
）
を
召
す
。
共
に
唯ゆ
い

す
。
次

い
で
外
記
、
共
に
唯
す
。
次
い
で
余
、
堂
の
床
子
に
進

す
す
み
ち
や
く

着
す
。
次
い
で
少
納
言
、

次
い
で
右
少
弁
。〔
三
段
。
揖
す
る
こ
と
、
例
の
如
し
。〕
云
々
了
り
ぬ
。
次
第

に
退
出
す
。
次
い
で
請
印
す
。
次
い
で
二
省
（
＝
式
部
省
・
兵
部
省
）
列
見
す
と

云
々
。
次
（
×
以
）
い
で
朝
あ
い
た
ん
ど
こ
ろ
所
に
着
す
。
一い
つ
こ
ん献
は
左
大
弁
（
＝
源
道
方
）。
二
献
は

右
大
弁
（
＝
藤
原
朝
経
）。
三
献
は
左
中
弁
（
＝
藤
原
定
頼
）。
四
献
は
余
。
次
い
で

宴え
ん
の
ざ座

に
着
す
。
一
献
は
右
大
弁
｛
大
将
｝、
次つ
ぎ
し
や
く

酌
は
左
中
弁
。
二
献
は
右
大
弁
、

次
酌
は
余
。
三
献
は
少
納
言
信
通
と
云
々
。
穏お
ん
の
ざ座

に
着
す
。
一
献
は
左
大
弁
。

二
献
は
右
大
弁
。
三
献
は
左
中
弁
。
皆
、
常
の
如
し
。

・
源
経
頼
、
寛
仁
四
年
二
月
五
日
、
叙
従
四
位
上
。

・
源
経
頼
の
従
四
位
上
加
階
後
初
参
結
政
所
…
�
・
�
・
�
・
�

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
二
月
十
六
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
加か

階か
い

の
後
、
始
め
て
結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
着
す
る
事
」

▽
ｂ
「
始
め
て
陪ば

い
ぜ
ん膳

す
る
事
」

十
六
日
、
戊
戌
。
降
雨
。

〓▽
ａ

加か

階か
い

の
後
、
今
日
、
始
め
て
結か
た

政な
し

所ど
こ
ろに
着
す
。〔
吉き
つ
し
よ書
を
見
る
。
又
、
着

す
。〕

〓▽
ｂ

次
い
で
陣じ
ん

に
参
る
。
次
い
で
殿て
ん
じ
よ
う

上
の
方
に
参
る
。
今
日
、
始
め
て
陪ば
い
ぜ
ん膳

す
。

晩
に
及
び
、
帰
宅
す
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

ら
ず
。
只た

だ

、
摂
政
の
時
の
如
し
。〕

〓▽
ｆ

関
白
殿
（
＝
頼
通
）、
晩
に
及
び
、
退
出
せ
し
め
給
ひ
、
土つ
ち

御み

門か
ど

殿ど
の

（
土
×
）
に

渡
ら
し
め
給
ふ
。

〓▽
ｇ

今
日
、
大
納
言
〔
左
大
将
（
＝
藤
原
教
通
）〕・
新
宰
相
（
＝
藤
原
経
通
）、
着
陣
せ

ら
る
。

　
（
注
1
）
増
補
史
料
大
成
本
は
、
▽
ａ
に
「
付
衣
成
道
方
仍
」
と
傍
書
が
あ
る
。

　
（
注
2
）
源
経
頼
は
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
の
出
生
で
、
こ
の
年
は
三
五
歳
で
あ
り
、
衰
日
は

辰
・
戌
の
日
。

・
藤
原
教
通
、
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
一
日
、
任
権
大
納
言
。
藤
原
経
通
、
同
日
、

任
参
議
。
藤
原
頼
通
、
同
日
、
補
関
白
。
源
経
頼
、
同
日
、
任
右
中
弁
。

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
二
月
十
一
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
加か

階か
い

の
後
、
先ま

づ
官
（
＝
太
政
官
）
の
結か
た
な
し政

に
着
す
る
事
」

十
一
日
、
癸
巳
。
天
晴
。

〓▽
ａ

官
司
（
＝
太
政
官
庁
）
に
参
る
。
列れ

見け
ん

に
依
る
也
。
加か

階か
い

の
後
、
須
す
べ
か
らく

外
記
の

結か
た
な
し政
に
参
る
べ
き
の
後
、
官
（
＝
太
政
官
）
の
結
政
に
着
す
べ
き
也
。
而
る
に
去

る
六
日
、
慮り

よ
が
い外

に
穢け
が
れに

触
る
。
仍
り
て
前
日
、
侍
従
中
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）
に

申も
う
し
あ合

せ
て
云
は
く
「
穢
、
十
日
に
及
ぶ
べ
し
。
十
一
日
は
宜
し
き
日
為た

り
と
雖
い
え
ど

も
、
列
見
に
依
り
、
官
の
結
政
を
装し
よ
う
ぞ
く

束
す
。
仍
り
て
外
記
の
結
政
に
参
る
べ
か

ら
ず
。
之こ

れ

を
如い
か

何が

為せ

む
。」
命
ぜ
ら
れ
て
云
は
く
「
結
政
は
（
□
）、
吉
日
に
着

す
べ
き
也
。
先ま

づ
官
の
結
政
に
着
す
る
の
後
、
更
に
日
を
択え
ら

び
、
外
記
に
着
す

べ
き
也
。」
者て

へ

り
。
仍
り
て
参
入
す
る
所
也
。

　

西
廊
に
着
し
て
結
政
す
。
少
納
言
、
請し

よ
う
い
ん

印
の
文
を
見
る
。
次つ

い
で
史
、
庭
て
い
ち

中ゆ
う

の
床し
よ
う
じ子
に
於
い
て
、
申も
う
し
ぶ
み
文
を
結か
た

ぬ
。
一
々
、
南
方
に
渡
る
。
次
い
で
外
記
一
人
、

南
に
渡
り
了
り
ぬ
。
次
い
で
余よ

（
＝
源
経
頼
）、
起き

座ざ

せ
し
め
（
□
）、
□
に
渡
る
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

将
、
八
省
の
東
廊
に
、
御
休
幕
を
儲も
う

け
、
暫
く
休
息
す
。

〓▽
ｄ

次
い
で
庁
（
＝
外
記
庁
）
の
座
に
着
す
。

③
『
公
卿
補
任
』
寛
仁
四
年
条

権
大
納
言
藤
原
教
通
「
二
月
廿
三
日
、
乙
巳
。
酉
二
点
、
着
座
す
。」

・
藤
原
教
通
、
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
一
日
、
任
権
大
納
言
。

・
藤
原
教
通
の
権
大
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
二
月
廿
八
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

廿
八
日
、
庚
戌
。

〓▽
ａ

結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。〔
左
大
将
（
＝
藤
原
教
通
）、
御
着
座

の
後
、
今
日
、
始
め
て
政
に
着
す
。
余よ

（
＝
源
頼
経
）、
又
、
始
め
て
の
結
政
等

に
参
る
。
先ま

づ
申も
う
し
ぶ
み
文
、
次つ

い
で
請し
よ
う
い
ん
印
。
次
い
で
、
南な
ん
し
よ所
に
着
す
。
次
い
で
、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
。
次
い
で
退
出
し
、
入
道
殿
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
る
。
晩
に
及

び
、
帰
宅
す
。

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
十
日
条
（
▽
ａ
ｂ
）

▽
ａ
「
着
座
の
事
」（
目
）

▽
ｂ
「
源
中
納
言
（
＝
源
道
方
）・
権
大
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）
の
着
陣
」

十
日
、
丙
戌
。
晴
。

〓▽
ａ

結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。〔
転
任
の
後
、
今
日
、
始
め
て
参
る
。
両
大
弁
（
＝
藤
原
朝

経
・
藤
原
定
頼
）
已
下
、
今
日
、
皆み
な

参
る
。〕
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
無
し
。
事
畢お
わ

り
、

余よ

（
＝
源
経
頼
）、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
参
る
。

〓▽
ｂ

源
中
納
言
（
＝
源
道
方
）・
権
大
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）、
今
日
、
陣じ
ん
の
ざ座
并
び
に
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
せ
ら
る
と
云
々
。〔
先ま

づ
宜
陽
殿
に
着
し
、
次
い
で
陣
座
に
着
す
。〕

　

寛
仁
四
年
二
月
廿
三
日
、
大
納
言
教
通
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
。

②
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
二
月
廿
三
日
条
（
▽
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
）

▽
ａ
「
太
政
官
庁
の
着
座
」

▽
ｂ
「
左
大
将
（
＝
藤
原
教
通
）
の
着
座
」

▽
ｃ
「
官か

じ
よ
う掌
・
使つ
か
い
べ部
等
に
饗き
よ
う
ろ
く
禄
を
賜
ふ
事
」

▽
ｄ
「
外
記
庁
の
着
座
」

廿
三
日
、
乙
巳
。
陰
雪
。

〓▽
ａ

早そ
う
た
ん旦

、
頼
方
（
＝
藤
原
）
の
宅
に
渡
る
。〔
中な
か

御み

門か
ど

（
＝
中
御
門
大
路
）
よ
り
南
、

堀ほ
り
か
わ川

（
＝
堀
川
小
路
）
よ
り
西
に
、
宅た
く

有
る
也
。｛
少
門
｝〕
未
ひ
つ
じ
の
こ
く

剋
に
及
び
、
天
気

清せ
い
め
い明
な
り
。
酉と
り

二
剋
、
主
計
頭
吉
平
（
＝
安
倍
）、
反へ
ん
ば
い閇
に
来ら
い
こ
う向
す
。〔
吉
平
に

薄う
す
い
ろ色
の
織お
り
も
の物
の
褂
う
ち
き

一ひ
と

重か
さ
ねを
被か
づ

（
×
散
）
く
。〕
官
司
（
＝
太
政
官
庁
）
に
参
る
。

〔
所
々
の
辻
々
、
使つ

か
い
べ部
等
、
各
お
の
お
の

分わ
か

立れ
た

ち
、
往
還
の
雑ぞ
う
に
ん人
を
追つ
い
き
や
く
却
す
。〕
中な
か

御み

門か
ど

（
＝
待
賢
門
）
よ
り
入
り
、
八は
つ
し
よ
う
省
（
＝
朝
堂
院
）
の
東
の
道
を
経
て
、
官
司
の
西
門
よ

り
入
る
。
西
庁
の
北
の
壇
の
下
に
於
い
て
、
靴

か
の
く
つを

着
す
。
西
面
の
南
戸
よ
り
入

り
、
立た

て
じ
と
み

蔀
の
南
、
并
び
に
少
弁
の
兀ご
つ
し子

の
後
を
経
て
、
兀
子
の
下
方
よ
り
着
座

す
。〔
酉
三
剋
。〕
有

し
ば
ら
く
あ
り
て

暫
、
起き

座ざ

し
て
揖ゆ
う

す
。

〓▽
ｂ

本も
と
の
み
ち

道
よ
り
退
出
す
る
の
間
、
左
大
将
（
＝
藤
原
教
通
）
着
座
せ
む
が
為
に
、
西

門
よ
り
参
入
し
給
ふ
。
仍
り
て
暫し

ば
らく

便び
ん
し
よ所

に
留
と
ど
ま
り

立た

ち
、
過
ご
し
奉
り
て
退
出

す
。〔
使
部
等
、
所
所
に
分
立
ち
、
雑
人
を
追お

い
は
ら掃

ふ
こ
と
、
始は
じ
めの

如
し
。
官か
じ
よ
う掌

等
、
大
将
（
＝
教
通
）
の
御お

共と
も

に
供ぐ
　
ぶ奉

す
。
仍
り
て
余よ

（
＝
源
経
頼
）
の
共
に
来
た

ら
ず
。〕

〓▽
ｃ

便
所
に
於
い
て
、
官
掌
・
使
部
等
に
、
饗き
よ
う
ろ
く

禄
を
賜
ふ
。〔
官
掌
四
人
・
弁べ
ん
じ侍

二
人
・
時と

き
も
う申
す
使
部
二
人
の
饗
、
各
お
の
お
の

一
前
。
官
掌
四
人
は
白し
ろ
き
ぬ絹
各
一
疋
。
弁

侍
二
人
は
赤あ

か
き
ぬ絹
各
一
疋
。
時
申
（
×
持
申
）
す
使
部
二
人
は
信し
な
の
の
ぬ
の

濃
布
（
信
乃
布
）
各

二
段
。
使
部
等
の
中
、
屯と

ん
じ
き食

二
具
。
米
十
石
。〕
今
日
、
巡ず
ん
ぽ
う方

を
用
ふ
。
左
大
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

（
×
経
）（
＝
源
）
を
給
ふ
。〕
主
し
ゆ
き
や
く客

着
座
す
。
盃は
い
し
や
く

酌
、
両
三
巡
了
り
ぬ
。
剋こ
く
げ
ん限

に
及

び
、〔
亥い

と
云
々
。〕
冠か
ん
じ
や者
・
理り

髪は
つ

の
座
等
を
敷
く
。〔
菅す
げ
の

円わ
ろ

座う
だ

。
冠
者
は
、
地じ

下げ

の
四
位
、
之
を
取
る
。
理
髪
は
、
地
下
の
五
位
、
之
を
取
る
。〕
次
い
で
冠

者
（
＝
師
房
）
着
座
す
。〔
直の
う

衣し

束そ
く

帯た
い

。〕
次
い
で
調ち
よ
う
ど度
等
を
置
く
。〔
冠
か
ん
む
り、
柳や
な
い

筥ば
こ

に
入
れ
、
右
方
に
置
く
。
泔ゆ
す

坏る
つ
き、

柳
筥
に
入
れ
、
同
じ
方
に
置
く
。
櫛く
し
き
ん巾

并

び
に
本も

と
ゆ
い結

・
紙
・
刀
等
、
筥
蓋
一
合
に
入
れ
、
左
方
に
置
く
。
五
位
三
人
、 

各
お
の
お
の

、
之
を
取
る
。〕
次
い
で
理
髪
着
座
す
。〔
大
宮
亮
済
政
朝
臣
（
＝
源
）。〕

次
い
で
指し

そ
く燭
の
者
二
人
進す
す
み
き
よ
居
す
。〔
殿
上
の
五
位
二
人
（
＝
源
隆
国
・
藤
原
良
頼
）。〕

次
い
で
理
髪
す
と
云
々
。
例
の
如
し
。
先
づ
指
燭
の
者
立
つ
。
次
い
で
冠
者
。

調
度
を
撤て

つ

す
。
次
い
で
円
座
を
撤
す
。〈
荼
合
。〉
次
い
で
加か

冠か
ん

〔
右
大
将
（
＝

藤
原
実
資
）〕
の
前ま
え
つ
も
の

物
を
居す

う
。〔
高た
か
つ
き坏

。
地
下
の
五
位
、
陪ば
い
ぜ
ん膳

す
。〕
理
髪
の
前

物
を
居
う
。〈
机
二
。〉
加
冠
・
理
髪
着
座
す
。〔
此
の
間
、
冠
者
、
衣
を
改
め
、

庭
に
進
み
、
之
を
拝は

い

す
。〕
三
坏
畢
り
、
本
座
に
帰
る
。
一
両
巡
の
後
、
被か
づ
け
も
の

物
、

差し
な

有
り
。
次
い
で
牽ひ
き

出で

物も
の

あ
り
。〔
馬
一
疋
。〕
事
畢
り
、
冠
者
、
御
堂
（
＝
藤

原
道
長
）
に
参
ら
る
。
人
々
退
出
す
。

〓▽
ｃ

余
、
明
日
、
仰お
お
せに
依
り
て
着
座
す
べ
し
。
方か
た
い
み忌
を
避
け
む
が
為
に
、〔
住
宅

よ
り
官
司
（
＝
太
政
官
庁
）、
西
方
に
当
た
る
。
仍
り
て
近
来
、
大だ
い
し
よ
う
ぐ
ん

将
軍
の
遊ゆ
ぎ
よ
う行

の
方か

た

也
。〕
室む
ろ
ま
ち町

の
宅
に
渡
る
。

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
廿
七
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
着
座
の
事
」

廿
七
日
、
癸
卯
。
降
雨
。

〓▽
ａ

辰た
つ
の
さ
ん
こ
く

三
剋
、
八は
つ
し
よ
う

省
（
＝
朝
堂
院
）
の
東
廊
に
着
す
。
休
幕
、
所し
よ
し司

、
之こ
れ

を
儲も
う

く
と

云
々
。
門
を
出
づ
る
の
間
、
并
び
に
待た

い
け
ん
も
ん

賢
門
（
×
泰
賢
門
）
の
中
、
往
還
の
雑ぞ
う
に
ん人

等
を
掃は

ら

は
し
む
。
但た
だ

し
、
途
中
は
制せ
い
し止
せ
ず
。
宣せ
ん
じ旨
に
依
り
て
着
座
す
る
の
時
、

　

余
并
び
に
右
中
弁
（
＝
藤
原
章
信
）・
左
少
弁
（
＝
藤
原
義
忠
）、
相あ
い
と
も共

に
南な
ん
し
よ所

に

着
す
。
食
了
り
、
各

お
の
お
の

退
出
し
了
り
ぬ
。

・
源
経
頼
、
寛
仁
四
年
十
一
月
廿
九
日
、
任
権
左
中
弁
。
源
道
方
、
同
日
、
任
権

中
納
言
。
藤
原
行
成
、
同
日
、
任
権
大
納
言
。

・
源
道
方
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
�
・
�

・
源
経
頼
の
権
左
中
弁
初
参
着
座
…
�
・
�
・
�
・
�

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
廿
六
日
条
（
▽
ｃ
）

▽
ａ
「
上

し
よ
う
け
い卿
一
人
、
政
ま
つ
り
ご
とを
行
な
ふ
事
」（
目
）

▽
ｂ
「
故こ

中
務
親
王
（
＝
具
平
）
の
御
二
男
（
＝
源
師
房
）
の
元げ
ん
ぷ
く服

の
事
」（
目
）

▽
ｃ
「
宣せ
ん
じ旨

に
依
る
着
座
の
事
」（
目
）

廿
六
日
、
壬
寅
。
晴
天
。

〓▽
ａ

結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
有
り
。〔
上し
よ
う（

＝
上
卿
）
は
左
大
将
（
＝
藤
原

教
通
）。
安
和
以
後
、
上
し
よ
う
け
い卿
一
人
、
政
を
行
な
ふ
の
例れ
い

無
し
。
然し
か
れ
ど
も
而
（
×
而
然
）、

進た
て
ま
つる

書ふ
み

有
る
に
依
り
、
先せ
ん
れ
い例

を
尋
ね
、
一
人
行
な
は
る
。〕
政
畢お
わ

り
、
上
（
＝

教
通
）、
南な
ん
し
よ所
に
着
せ
ず
。〔
物も
の
い
み忌
と
云
々
。〕
内
に
入
る
。
五
位
の
弁
、
出す
い

納と
う

、

例
の
如
し
。
上
、
一
揖ゆ

う

す
。
弁
・
少
納
言
・
外
記
・
史
、
一
同
に
答
へ
、
之こ
れ

に

揖
す
。
官か

じ
よ
う掌

、
本も
と
の
ざ座

に
帰
る
。
上
卿
の
御ぎ
よ
し
ゆ
つ

出
の
由よ
し

を
申
す
。
了
り
て
左
中
弁

（
＝
藤
原
重
尹
）
并
び
に
余よ

（
＝
源
経
頼
）、
次
第
に
起き

座ざ

す
。
弁
の
前
に
到
り
て

出い
で
た立
ち
、
一
揖
す
。〔
五
位
の
弁
は
、
上
卿
、
内
に
入
る
の
後
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
の
北
の
架
の
戸
の
前
に
列
立
す
。
外
記
・
史
等
は
、
屛
の
前
に
列

立
す
。
弁
・
少
納
言
、
先
に
立
つ
所

と
こ
ろ

也
。〕
弁
・
史
・
外
記
、
一
同
に
答
へ
揖

す
。
了
り
て
次
第
に
内
に
入
る
。
腋わ

き

の
床し
よ
う
じ子

に
着
す
。

〓▽
ｂ

次
い
で
関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
故こ

中
務
卿
宮
（
＝
具
平
親
王
）
の
二
男

（
＝
源
師
房
）
元げ
ん
ぷ
く服
す
。〔
関
白
殿
の
養よ
う

子し

也
。
今
日
、
字あ
ざ
なを
改
名
し
、
并
び
に
姓
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

り
。
八
足
の
机
に
居す

う
。
御
酒
、
酒さ
か
ど
の殿
を
召
し
、
之こ
れ

を
用
ふ
。
内
侍
陪ば
い
ぜ
ん膳
す
。

博
士
、
御
盤
を
取
る
と
云
々
。
御ご

へ
い幣

十
帖
、
折お
り
ひ
つ櫃

（
×
柳
櫃
）
に
納い

れ
、
之
を
奉

る
。
先せ

ん
れ
い例

は
四
帖
と
云
々
。〕
饗
は
、
内
侍
二
人
の
前
、〔
衝つ
い

重が
さ
ね

各
お
の
お
の

二
合
。

二
種
物
。〕
博
士
｛
十
｝
二
人
、〈
前
に
同
じ
。〉
闈
司
并
び
に
女
官
等
、〔
各
お
の
お
の

衝
重
一
合
。
一
種
物
。〕
召
す
人
（
人
×
）・
近
衛
司
等
。〔
衝
重
各
お
の
お
の

二
合
。
二

種
物
。〕
然し

か

る
べ
き
人
々
の
禄ろ
く

は
、
殿
上
人
、
之
を
取
る
。
禄
は
、
典
侍
、〔
白

の
褂

う
ち
き

一
領
。〕
掌
侍
、〔
白
の
単ひ
と
え衣
一
領
。〕
博
士
（
×
侍
）
二
人
、〔
命み
よ
う
ぶ婦
は
白

の
単

ひ
と
え
が
さ
ね重

一
領
、
六
位
は
白
の
単
衣
一
領
。〕
女
官
は
疋ひ

絹け
ん

、
下
は
手て
づ
く
り作

（
＝
手

作
布
）
各
お
の
お
の

一
端
。
所
の
布
を
以
て
、
之
を
給
ふ
。
召
す
人
、〔
白
の
単
衣
各
お
の
お
の

一
領
。〕
近
衛
司
の
者
は
疋
絹
。

�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
正
月
廿
六
日
条
（
＊
2
）

＊
1
「
賭
の
間
の
事
」

　
　

「
賭の

り
ゆ
み射

の
事
」（
目
二
・
正
月
下
・
賭
弓
事
）

＊
2
「
假か

文ぶ
ん

を
奉
る
事
」

▼
ａ
「
伯
耆
守
（
＝
藤
原
資
頼
）、
慶
よ
ろ
こ
びを

申
す
事
」

▼
ｂ
「
賭
射
の
手て

つ
が
い結

」

　

廿
六
日
、
壬
寅
。

　

〓＊
1

今
日
、
賭の
り
ゆ
み射

。
五
箇
日
の
假か

〈
産さ
ん
え穢

に
触ふ

る
。〉
を
請
ひ
て
参
入
せ
ず
。

　

〓＊
2

匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
る
。
即す
な
わち

参さ
ん
だ
い内

す
。〔
着
座
の
間
の
事
、
注し
る
し
お
く

送
る
べ

き
由よ

し

、
四
条
大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）、
消
し
よ
う
そ
く息

有
り
。「
是こ
れ

、
右
大
弁
定
頼
（
＝
藤

原
）
の
着
座
の
料
な
り
。」
者て
へ

り
。〕
未
ひ
つ
じ
の

時と
き

許ば
か
り、

内な
い
じ
ゆ豎

来
た
り
て
云
は
く
「
頭

中
将
〈
左
〉（
＝
藤
原
朝
任
）
仰
せ
て
云
は
く
『
只た
だ
い
ま今
、
参
る
べ
し
。』」
者
り
。

今
朝
、
触し

よ
く
え穢
有
る
に
依
り
、
假か

文ぶ
ん

を
奉
り
了
り
ぬ
。
仍
り
て
此こ

の
由
を
申
さ
し

め
了
り
ぬ
。

重
き
慎

つ
つ
し
みを
致
さ
ざ
る
故ゆ
え

也
。
有
し
ば
ら
く

頃あ
り
て、
右
中
弁
〈
章
信
（
＝
藤
原
）〉・
右
少
弁

〈
頼
明
（
＝
藤
原
）〉
参さ
ん
か
い会

す
。
有
頃
、
巳み

二
剋
を
打
つ
。
官
（
＝
太
政
官
庁
）
の
西

門
よ
り
入
る
。
廊
の
下
に
於
い
て
、
靴

か
の
く
つを

着
す
。
壇
上
よ
り
行
く
。
西
庁
の
西

面
の
北
戸
よ
り
入
る
。
立た

て
じ
と
み
蔀
の
北
の
妻つ
ま

、
并
び
に
少
弁
の
兀ご
つ
し子
の
後う
し
ろを
経
て
、

兀
子
に
着
す
。
座
席
温あ

た
たま
ら
ざ
る
の
間
、
起た

ち
て
揖ゆ
う

す
。
本も
と
の
み
ち
道
よ
り
退
出
す
。

室む
ろ
ま
ち町
に
帰
る
。
次つ

い
で
高た
か
く
ら倉
に
帰
り
て
宿し
ゆ
くす
。
官
の
官か
じ
よ
う掌
并
び
に
使つ
か
い
べ部
五
六
輩

陪べ
い
じ
ゆ
う
従
す
。
然し
か

り
と
雖い
え
ども
、
宣
旨
に
依
り
て
着
座
す
る
の
時
、
物
を
給
は
ず
と

云
々
。
仍
り
て
、
之
を
給
は
ず
（
不
×
）。
明
日
、
朝
庁
に
着
す
べ
き
の
由
、

下し
も
べ部

等
に
仰
せ
、
供ぐ

奉ぶ

の
所し
よ
し司

等
を
催
さ
し
む
。

�
①
『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
廿
八
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
朝
庁
の
事
」（
目
）

▽
ｂ
「
内な
い
し
ど
こ
ろ

侍
所
の
御み

神か
ぐ
ら楽
の
事
」（
目
）

廿
八
日
、
甲
辰
。
晴
。

〓▽
ａ

未
明
、
官
司
（
＝
太
政
官
庁
）
に
参
る
。
靴
か
の
く
つを

着
し
、
西
廊
の
床し
よ
う
じ子

に
着
す
。

〔
西
上
北
面
。〕
所し

よ
し司

具
し
了
り
ぬ
。
史
、
先ま

づ
着
座
す
。〔
西
面
の
南
戸
よ
り

入
る
。〕
次つ

い
で
、
余よ

（
＝
源
経
頼
）
着
座
す
。
次
い
で
、
右
中
弁
（
＝
藤
原
章
信
）

着
座
す
。
民み
ん
ぶ
の
さ
か
ん

部
録
、
南
門
の
前
の
屛
の
東
を
経
て
、
版へ
ん
い位

に
進す
す
み
た立

ち
、
云
々
と

申
す
。
堂
上
の
作
法
、
例
の
如
し
。
事
了
り
、
起き

　
ざ座

す
。
出い
で
た立

ち
畢お
わ

り
、
各
お
の
お
の

退
出
す
。
次
い
で
、
関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

帰
宅
す
。

　

〓▽
ｂ

今
夜
、
内な
い
し
ど
こ
ろ

侍
所
の
御み

神か
ぐ
ら楽

有
り
と
云
々
。
召
す
人
は
十
六
人
。〔
地じ

下げ

の

殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
、
歌か

笛て
き

に
堪た

ふ
る
者
｛
ヽ
｝。〕
近こ
の
え
の
つ
か
さ

衛
司
の
者
は
七
人
。〔
人に
ん
ち
よ
う

長
、
此
の
中

に
在あ

り
。〕
内な
い
し侍

は
二
人
。〔
一
人
は
典
な
い
し
の
す
け

侍
、
一
人
は
掌
な
い
し
の
じ
よ
う

侍
。〕
博は
か
せ士

は
｛
十
｝

二
人
。
闈
み
か
ど
の

司つ
か
さは
六
人
。
女に
よ
う
か
ん
官
は
十
六
人
。
下
は
四
人
。
賢
か
し
こ
ど
こ
ろ
所
の
御
前ま
え
つ
も
の
物
は
十

二
盃
。〔
菓か

子し

四
盃
、
干ひ

物も
の

四
盃
、
飯い
い

四
盃
。
已
上
の
物
、
本も
と
よ
り自
、
御
前
に
有
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

銀
の
葉よ
う
し子

を
納
め
、〔
草そ
う
し子

、
彩さ
い
し
き色

（
×
採
色
）
し
、
心
葉
を
置
く
。〕
今
朝
、
関

白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
持
参
す
。
内
に
候
じ
給
ふ
に
依
り
、
四
位
侍
従
（
＝
藤
原

経
任
）
に
付
す
。」

〓▼
ｃ「
無む
り
よ
う
じ
ゆ
い
ん

量
寿
院
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
り
、
雑ぞ
う
じ事
を
談
ぜ
ら
る
る
次つ
い
でに
、
伯
耆
（
＝

藤
原
資
頼
）
の
事こ
と

等
有
り
。
謁え
つ

す
る
所
、
極
め
て
猛さ
か

ん
な
り
。『
今
年
の
第
一
の

国
な
り
。』
者て

へ

り
。
其
の
間
、
興き
よ
う
げ
ん

言
を
命お
お

せ
ら
る
。」
者
り
。

〓▼
ｄ

臨り
ん
こ
ん昏

、
匠
作
来
た
る
。
即す
な
わち

尚な
い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
嬉
子
）
の
宮
（
＝
皇
太
弟
敦
良
親
王
）

の
所
に
入
る
に
参
る
。
尚
侍
は
、
関
白
（
＝
頼
通
）
の
養
子
為た

り
と
云
々
。

〓＊
１

今
夜
、
式
部
卿
宮
（
＝
敦
儀
親
王
）、
前
帥そ
ち

隆
家
（
＝
藤
原
）
の
女
に
通か
よ

ふ
。

〔
太

お
お
い
ら
つ
め

娘
。
大お
お

炊い

御み

門か
ど

の
家
に
於
い
て
、
婚
礼
を
行
な
ふ
と
云
々
。〕
臨り
ん
や夜

、
前
帥
、

左
衛
門
尉
為
親
（
＝
藤
原
）
を
以
て
、
脂し

燭そ
く

の
火
の
縦
横
の
説
の
事
を
問と
い
お
く送

る
。

子
細
、
之こ

れ

を
報ほ
う

ず
。

〓＊
２

今
日
酉と
り
の
と
き

時
、
大
納
言
斉
信
（
＝
藤
原
）
着
座
す
。〔
正せ
い

（
＝
正
官
）
に
転
じ
、
亦
、

着
す
。〕
権
中
納
言
道
方
（
＝
源
）、
丑う
し

剋
に
着
す
。
参
議
定
頼
（
＝
藤
原
）、
酉
時

に
着
す
。

③
『
公
卿
補
任
』
治
安
元
年
条

　

大
納
言
藤
原
斉
信
「
二
月
一
日
、
丙
午
。
酉
時
、
着
座
す
。」

④
『
公
卿
補
任
』
治
安
元
年
条

　

権
中
納
言
源
道
方
「
二
月
一
日
、
丙
午
。
丑
時
、
着
座
す
。」

⑤
『
公
卿
補
任
』
治
安
元
年
条

　

参
議
藤
原
定
頼
「
二
月
一
日
、
丙
午
。
酉
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
斉
信
、
寛
仁
四
年
十
一
月
廿
九
日
、
任
大
納
言
（
転
正
）。
源
道
方
、
同

日
、
任
権
中
納
言
。
藤
原
定
頼
、
同
日
、
任
参
議
。

・
藤
原
斉
信
の
大
納
言
初
参
着
座
…
�
・
�

・
藤
原
定
頼
の
参
議
初
参
着
座
…
�
・
�
・
�

〓▼
ａ

伯
州
の
吏
（
＝
伯
耆
守
藤
原
資
頼
）
来き
た
り
は
い

拝
す
。
臨り
ん
こ
ん昏

、
入
道
殿
（
＝
藤
原
道
長
）・
関

白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
ら
し
め
、
相あ
い
つ次
い
で
参
内
す
べ
き
の
由
、
相あ
い
ふ
く含
め
了

り
ぬ
。
両
殿
（
＝
道
長
・
頼
通
）
の
指
南
の
者
は
懐
信
朝
臣
（
＝
源
）
な
り
。
又
、

永
頼
朝
臣
（
＝
菅
原
）
を
以
て
、
大お
お
う
ち内
に
送
ら
し
む
。
入よ
に
い
り夜
、
資
頼
帰か
え
り
き来
た
り
て

云
は
く
「
入
道
殿
に
参
る
。
休
息
せ
ら
る
る
間
、
暫

し
ば
ら
く

之あ
り
て、

申も
う
し
か
え

返
し
了
り
ぬ
。

関
白
殿
参
内
せ
ら
る
。
賭
射
の
事
に
依
る
。
候
ず
る
者
に
云い

い
お置

き
て
参
内
（
×

答
内
）
す
。
蔵
人
弁
章
信
（
＝
藤
原
）
の
宿し
ゆ
く
し
よ

所
に
候
ず
。
先
こ
れ
よ

是り
さ
き、

奏そ
う

聞も
ん

し
了
り

ぬ
。」
今
朝
、
匠
作
を
以
て
、
指
示
（
×
朝
示
）
せ
し
む
る
（
×
今
）
也
。
就な
か
ん
ず
く
中
、

賭
射
に
依
り
、
出
御
の
間
に
申
す
也
。

〓▼
ｂ

夜
深
く
、
陣じ
ん

よ
り
、
賭
射
の
手て
つ
が
い結

を
進
た
て
ま
つる

。
三
度
了
り
ぬ
。
左
勝
つ
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
寛
仁
）
五
年
（
＝
治
安
元
年
）
二
月
一
日
、
大
納
言
斉
信
卿
（
＝
藤
原
）〈
正せ
い

（
＝
正
官
）
に
転
ず
。〉・
権
中
納
言
道
方
（
＝
源
）・
参
議
定
頼
（
＝
藤
原
）
等
の
着

座
の
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
二
月
一
日
条
（
＊
2
）

▼
ａ
「
石せ

き
と
う塔

供
養
」

▼
ｂ
「
匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）、
銀
の
筥は
こ

を
関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
贈
る
事
」

▼
ｃ
「
伯
耆
守
（
＝
藤
原
資
頼
）
の
給き
ゆ
う
か
ん

官
の
事
」

▼
ｄ
「
尚な

い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
嬉
子
）、
東
宮
（
＝
敦
良
親
王
）
に
参
入
し
給
ふ
事
」

＊
1
「
聟む

こ

を
執
る
事
」

＊
2
「
着
座
の
事
」

一
日
、
丙
午
。

〓▼
ａ

石せ
き
と
う塔

、
例
の
如
し
。

〓▼
ｂ

匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
り
て
云
は
く
「
前
日
、
給
は
る
所
の
銀
の
筥は
こ

に
、
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

り
。」
者
り
。
恐
か
し
こ
ま
り
う
け
た
ま

承
は
る
由よ
し

を
啓け
い

せ
し
む
（
×
今
）。

〓＊
１

今
夜
、
右
三
位
中
将
兼
経
（
＝
藤
原
）、
前
帥そ
ち

（
＝
藤
原
隆
家
）
の
女
に
合あ

ふ
。

〔
二
娘
。
大お

お

炊い

御み

門か
ど

宅た
く

の
北
宅
に
於
い
て
合
ふ
と
云
々
。
三
位
中
将
は
、
重
じ
ゆ
う
ぶ
く服

の
人ひ

と

也
。
朔
日
（
＝
敦
儀
親
王
と
長
女
の
結
婚
）・
今
夜
、
頻し
き

り
に
聟む
こ
と
り取
有
り
。〕

〓＊
２

参さ
ん
だ
い内
す
。
中
宮
大
夫
斉
信
卿
（
＝
藤
原
）、
春か
す

日が

の
御お
い
の
り祈
の
諸
社
奉ほ
う
へ
い
し
幣
使
を
定

む
。〔
廿
一
社
。
来
た
る
十
五
日
、
使
、
立
（
×
之
）
つ
。〕
修
理
大
夫
資
平
、

之こ
れ

を
書
く
。
左
大
弁
朝
経
（
＝
藤
原
）
参
入
す
。
彼
（
×
後
）（
＝
朝
経
）
を
以
て
書

か
し
む
べ
き
歟
。
行
事
な
る
を
以
て
、
資
平
を
し
て
書
か
し
む
る
歟
。
大
弁

（
＝
朝
経
）
候
ず
れ
ば
、
他
に
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
右
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）
参
入

す
る
も
着
陣
せ
ず
、
東
宮
（
＝
敦
良
親
王
）
に
参
る
。
卿
相
、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
候

ず
。

〓▼
ｃ

関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
御
消
息
に
云
は
く
「
東
宮
に
参
る
べ
し
。」
者
り
。
仍

り
て
参
入
す
。
諸
卿
同
じ
く
参
る
。
青せ

い
き
ゆ
う
宮
（
＝
敦
良
親
王
）、
尚
な
い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
嬉
子
）

の
直じ
き
ろ廬

に
渡
り
給
ふ
。
関
白
及
び
右
大
臣
〈
傅ふ

〉、
已い
　
じ次

、
御お

共と
も

に
候
ず
。
関

白
已
下
、
彼
の
直
廬
に
候
ず
。
饗

き
よ
う
せ
ん饌

有
り
。〔
上か
ん
だ
ち
め

達
部
・
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
。〕
一
巡
の
間
、

秉へ
い
し
よ
く

燭
す
。
両
三
巡
し
、
纏て
ん
と
う頭

せ
ら
る
る
こ
と
、
差し
な

有
り
。〔
上
達
部
・
殿
上
人
。

主
殿
｛
啓
｝
所
の
者
立た
て
あ
か
し

明
す
。
疋ひ
　
け
ん絹

。〕
禄ろ
く

了
り
て
還か
え

り
給
ふ
。
御お

共と
も

に
候
じ
て

罷ま
か
り
い出

づ
。
関
白
、
右
大
臣
、
大
納
言
斉
信
・
公
任
（
＝
藤
原
）・
教
通
（
＝
藤
原
）、

中
納
言
頼
宗
（
＝
藤
原
）・
経
房
（
＝
源
）・
実
成
（
＝
藤
原
）・
道
方
（
＝
源
）、
参
議

公
信
（
＝
藤
原
）・
経
通
（
＝
藤
原
）・
朝
経
（
＝
藤
原
）・
広
業
（
＝
藤
原
）・〈
某
（
＝
藤

原
資
平
）〉・
定
頼
（
＝
藤
原
）。

〓＊
３

今
夜
、
行ぎ
よ
う
こ
う

幸
（
＝
春
日
行
幸
）
の
舞ま
い
び
と人

・
陪
べ
い
じ
ゆ
う従

等
を
定
め
ら
る
と
云
々
。

〓▼
ｄ

太
皇
太
后
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）、
去
る
寛
仁
三
年
の
御ご
き
ゆ
う給

の
爵し
や
く、

高
田
牧ま
き
し司

宗

形
信
遠
に
給
ふ
。
今
夜
、
位い

記き

に
請し
よ
う
い
ん
印
（
×
仰
）
す
。
件く
だ
んの
事
、
帥
中
納
言
（
＝

経
房
）
承
う
け
た
ま
わ
り
お
こ
行
な
ふ
と
云
々
。
位
記
請
印
の
所
司
、
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
内う
ち
う
ち々

に

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
二
月
七
日
、
斉
信
（
＝
藤
原
）・
定
頼
（
＝
藤
原
）、
着
座
の
後
、

始
め
て
政

ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
に
従
ふ
。
外
記
の
法ほ
う
も
う
し
申
、
非ひ

例れ
い

の
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
二
月
七
日
条
（
＊
4
）

▼
ａ
「
中な

か

御み

門か
ど

・
室む
ろ
ま
ち町
の
焼し
よ
う
ぼ
う
亡
の
事
」（
目
一
九
・
所
所
焼
亡
事
）

▼
ｂ
「
皇
后
宮
（
＝
藤
原
娍
子
）
の
御
消し
よ
う
そ
く
息
」

＊
1
「
聟む

こ

を
執と

る
事
〈
重じ
ゆ
う
ぶ
く

服
〉」

＊
2
「
奉ほ

う
へ
い
さ
だ
め

幣
定
」

「
春か

す

日が

に
行ぎ
よ
う
こ
う
幸
し
、
諸
社
に
奉
幣
す
る
こ
と
を
定
め
ら
る
る
事
」（
目
八
・
諸

社
行
幸
事
）

▼
ｃ
「
東
宮
（
＝
敦
良
親
王
）、
尚
な
い
し

侍の
か
み（

＝
藤
原
嬉
子
）
の
直じ
き
ろ廬
に
渡
り
給
ふ
事
」

＊
3
「
行
幸
の
舞ま

い
び
と
さ
だ
め

人
定
」

▼
ｄ
「
位い

記き

請し
よ

印う
い
んの

事
」（
目
一
四
・
請
印
事
）

＊
4
「
着
座
の
後
、
申
も
う
し
ぶ
み文

無
き
事
」

七
日
、
壬
子
。

〓▼
ａ

辰
た
つ
の

時と
き

許ば
か
り、

侍た
い
け
ん
も
ん
お
お
じ

賢
門
大
路
（
＝
中
御
門
大
路
）
の
北
辺
、
室む
ろ
ま
ち
こ
う
じ

町
小
路
の
以
西
に
、

焼し
よ
う
ぼ
う

亡
あ
り
。
但た
だ

し
、
洞と
う
い
ん院

大
路
（
×
東
院
大
路
）（
＝
東
洞
院
大
路
）
并
び
に
室
町
小

路
の
際き

わ

に
及
ば
ず
。
東
西
の
辺あ
た
りの

宅
、
頗す
こ
ぶる

遺の
こ

る
。
左
中
弁
重
尹
（
＝
藤
原
）・

前
美
作
守
則
理
（
＝
源
）・
中
務
大
輔
方
理
（
＝
源
）・
大
舎
人
頭
守
隆
（
＝
源
）
等

来
た
り
て
云
は
く
「
火
、
頗
る
近
々
な
り
。
仍
り
て
来
た
る
所

と
こ
ろ

也
。」
者て
へ

り
。

匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
ら
ず
（
不
×
）。「
居
所
（
＝
小
野
宮
第
の
北
宅
）、
火
の
怖
お
そ
れ

有
り
。
仍
り
て
来
た
ら
ず
。」
者
り
。

〓▼
ｂ

皇
后
宮
亮
為
任
（
＝
藤
原
）
来
た
る
。
宮
（
＝
藤
原
娍
子
）
の
御
消し
よ
う
そ
く
息
を
伝
へ
て

云
は
く
「
一い

ち
じ
つ日
、
不ふ

覚か
く

の
間
、
来
き
た
り
と
ぶ
ら
訪
ふ
。
其
の
悦
よ
ろ
こ
び（

□
）、
今
に
示
さ
ざ
る
所
な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

り
て
は
、
一い
ち
の
か
み

上
の
儀
を
用
ひ
ら
る
べ
き
歟
。
左
大
臣
（
＝
藤
原
顕
光
）、
猶な
お

、
外
そ
と
の

座ざ

に
着
す
べ
し
。
参
る
や
否い
な

や
、
最
も
疑ぎ

慮り
よ

有
る
べ
き
歟
。

〓＊
２「
又
、
曰
は
く
『
左
大
将
教
通
（
＝
藤
原
）、
宣せ
ん
よ
う
で
ん

耀
殿
を
以
て
、
宿し
ゆ
く
し
よ
所
と
為
す
。

其
の
装し

よ
う
ぞ
く
束
、
我
（
＝
頼
通
）
が
宿し
ゆ
く
ろ廬
に
勝ま
さ

る
。
宿
廬
よ
り
参
上
す
る
道
、
彼
の
宿

所
を
通
る
。
繧う

ん

繝げ
ん
べ

端り
の

畳た
た
みを

敷
く
。
我
、
只た
だ

、
高こ
う
ら
い
べ
り

麗
端
を
用
ふ
。』
又
、
曰
は
く

『
殿
（
＝
宣
耀
殿
）
を
以
て
、
宿
所
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
但た
だ

し
、
制せ
い

す
べ
か
ら
ず
。

只
、
彼
の
心
に
任ま

か

す
も
、
或
あ
る
ひ
と

云
は
く
「
故こ

粟
田
相
府
（
×
苻
）（
＝
藤
原
道
兼
）
の

作
法
の
如
し
。」
と
云
々
。』
者
り
。
又
、『
曰
は
く
「
近き

ん
じ
ゆ
う
習
の
者
等
、
皆
、
悪

人
な
り
。
我
（
＝
頼
通
）、
更
に
従じ
ゆ
う
る
い
類
を
以
て
、
悪
事
を
致
さ
し
め
ず
。」』」
者
り
。

〓＊
３

申さ
る
の

剋こ
く

許ば
か
り、

匠
作
来
た
り
て
云
は
く
「
午
時
、
関
白
、
宜
陽
殿
・
陣
座
に
着

す
。
卿
相
、
相
（
々
）
従
ふ
。
退
出
せ
ら
る
る
の
間
、
外
記
・
史
前ぜ
ん
こ
う行

す
。
気け

色し
き

せ
ざ
る
に
進し
ん
し止

す
。
今
日
、
申
文
せ
し
め
給
は
ず
。
列れ

見け
ん

に
依
る
歟
と
云
々
。

吉
日
に
依
り
、
宣せ

ん
じ旨

を
下
す
べ
き
の
気け

色し
き

（
気
×
）
有
り
。
而し
か

る
に
両
頭
（
＝
藤

原
朝
任
・
藤
原
公
成
）
候
ぜ
ず
。
仍
り
て
直た
だ
ちに
退
出
し
給
ふ
。」
者
り
。

③
『
日
本
紀
略
』
治
安
元
年
二
月
十
一
日
条

十
一
日
、
丙
辰
。

　

列れ

見け
ん

。

　

午う
ま
の
こ
く

刻
、
関
白
内
大
臣
﹇
頼
通
（
＝
藤
原
）﹈、
従
一
位
に
叙
す
る
の
後
、
始
め
て

宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。
弁
・
少
納
言
以
下
、
御ご

前ぜ
ん

（
＝
前
駆
）
を
為
す
。

・
藤
原
頼
通
、
治
安
元
年
正
月
六
日
、
叙
従
一
位
。

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
三
月
廿
七
日
、
史し

貞
致
（
＝
坂
合
部
）、
陣じ
ん

の
床し
よ
う
じ子

よ
り
堕お

つ

る
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
三
月
廿
七
日
条
（
▼
ａ
ｄ
）

催
さ
し
む
。

〓＊
４

今
日
、
大
納
言
斉
信
・
参
議
定
頼
、
着
座
の
後
、
初
め
て
衙が

政せ
い

（
＝
外
記
政
）

に
従
ふ
。
申も
う
し
ぶ
み
文
せ
し
む
る
後
、
外
記
、
筥は
こ
ぶ
み文
を
進
た
て
ま
つる
べ
し
。
而
る
に
、
法ほ
う
も
う
し
申
す

る
は
、
是こ

れ

、
怪か
い

也
。
往お
う
こ古
聞
か
ざ
る
の
失し
つ

也
。
外
記
行
頼
の
失
と
謂
ふ
べ
か
ら

ず
。
初
め
て
着
す
る
為
、
両
人
（
＝
斉
信
・
定
頼
）、
若も

し
く
は
大
怪
歟か

と
云
々
。

外
記
、
政

ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
無
き
由
を
申
す
は
、
極
め
て
不
便
の
事こ
と

也
。
今
日
、

斉
信
卿
、
彼か

れ
こ
れ是

を
談
ず
と
云
々
。
後
日
、
関
白
、
匠
作
（
＝
資
平
）
に
談
じ
て
云

は
く
「
上し

よ
う

卿け
い

一
人
為た

ら
ざ
る
歟
。
宰
相
為た

る
は
、
宜
し
か
ら
ざ
る
事
也
。
彼

の
人
（
＝
定
頼
）
然し
か

る
べ
か
ら
ず
。
以
後
、
験し
る
しと
す
べ
し
。」

�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

治
安
元
年
二
月
十
一
日
、
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

并
び
に
陣じ
ん
の
ざ座

に
着
せ

ら
る
る
事
。〔
一
位
の
後
。
列れ

見け
ん

に
依
り
、
申
も
う
し
ぶ
み文

無
し
。〕

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
二
月
十
一
日
条
（
＊
1 

3
）

▼
ａ
「
家か

印い
ん

を
始
む
る
事
〈
改か
い
げ
ん元

の
後
〉」（
目
一
八
・
雑
部
）

＊
1
「
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
の
事
」

＊
2
「
左
大
将
（
＝
藤
原
教
通
）
の
宿し
ゆ
く
ろ廬

（
×
慮
）
の
事
」

＊
3
「
関
白
の
着
陣
の
事
」

十
一
日
、
丙
辰
。

〓▼
ａ

今
日
午う
ま
の
と
き
時
、
家か

印い
ん

を
始
む
。
改か
い
げ
ん元

（
＝
二
月
二
日
）
の
後
、
吉き
ち
じ
つ日
を
択え
ら

び
て
始

む
る
所
な
り
。

〓＊
１

今
日
、
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

并
び
に
陣じ
ん
の
ざ座

に
着
せ
ら
る
と
云
々
。

一
位
の
後
、
初
め
て
参
ら
る
る
歟
。
昨
日
、
匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
云
は
く

「
一い

ち
じ
つ日

、
命
ぜ
ら
れ
て
云
は
く
『
相あ
い
と
も共

に
参
入
す
べ
し
。』
者て
へ

り
。
仍
り
て
相
あ
い
し
た
が従

ふ
べ
き
也
。
又
、
曰
（
×
四
）
は
く
『
申も
う
し
ぶ
み

文
せ
し
む
べ
し
。』」
者
り
。
今
に
至
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

▼
ｃ
「
禅ぜ
ん
も
ん門

（
＝
道
長
）、
石い
し
や
ま
で
ら

山
寺
に
参
ら
る
る
事
」

▼
ｄ
「
府
（
＝
右
近
衛
府
）、
府ふ
し
よ
う生

・
近こ
の
え衛

（
＝
随
身
）
を
差
つ
か
わ
し
た
て
ま
つ

進
る
事
」

▼
ｅ
「
着
陣
等
の
日に

ち

時じ

勘か
ん

申じ
ん

の
事
」

一
日
、
甲
辰
。

〓▼
ａ

石せ
き
と
う塔
、
常
の
如
し
。

〓▼
ｂ

匠
作
（
作
×
）（
＝
藤
原
資
平
）・
最
円
闍じ
や
り梨
等
来
た
り
て
云
は
く
「
今
日
、

一い
つ
さ
い
き
よ
う

切
経
、
上じ
よ
う

東と
う

門も
ん

院い
ん

（
＝
土
御
門
第
）
よ
り
無む
り

量よ
う

寿じ
ゆ

院い
ん

の
経き
よ
う
ぞ
う
蔵
に
移う
つ
し
は
こ
運
ぶ
。

楽が
く
じ
ん
ぜ
ん
こ
う

人
前
行
（
×
所
行
）
す
。
僧そ
う
ご
う綱

已
下
、
次つ

い
で
歩
む
。
四
位
・
五
位
及
び
諸
衛

の
官
人
の
下か

り
よ
う僚

、
次
第
に
運
ぶ
。
願が
ん
し
ゆ主

（
＝
藤
原
道
長
）
及
び
諸
し
よ
き

卿よ
う
ひ

跪ざ
ま
ずく

。
上か
ん

達だ
ち

部め

・
殿て
ん
じ
よ
う
び
と

上
人
、
相あ
い
む
か迎
へ
、
経
蔵
に
運は
こ
び
お置
く
。
了
り
て
大だ
い
と
う唐
・
高こ
　
ま
　
ま
い

麗
舞
（
儛
）
あ

り
。
雲う

ん
じ
よ
う
上
の
侍じ

臣し
ん

、
衣
を
脱
ぐ
。
只た
だ

、
僧
綱
等
、
被
か
づ
け

物も
の

有
り
。
僧
俗
、
皆
、

饗き
よ
う

饌せ
ん

有
り
。
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）・
内
府
（
×
苻
）（
＝
藤
原
教
通
）・
両
大
納
言
（
＝

藤
原
頼
宗
・
藤
原
能
信
）、
慶け
い
が賀
に
依
り
て
参さ
ん
か
い会
せ
ず
。
是こ
れ

、
禅ぜ
ん
も
ん門

（
＝
道
長
）
の

御お
さ
だ
め定

也
と
云
々
（
々
×
）。

〓▼
ｃ

仏
事
了
り
、
石い
し
や
ま山

（
＝
石
山
寺
）
に
参
ら
る
。〔
騎
馬
。〕
御
僧
二
人
。
或
あ
る
ひ
と

云

は
く
「
目
の
事
を
祈い

の
り
も
う

申
さ
れ
む
が
為
な
り
。」
と
云
々
。

〓▼
ｄ

今
日
、
府ふ
し
よ
う生

（
×
苻
生
）・
近こ
の
え衛

一
人
（
＝
随
身
）
を
差
つ
か
わ
し

進た
て
ま
つる

。〔
府
生
（
×
苻

生
）
吉
貞
、
近
衛
□
□
（
□
□
×
）。〕

〓▼
ｅ

吉
平
朝
臣
（
＝
安
倍
）
を
呼
び
、
初
参
等
の
日
を
勘か
ん
がへ

し
む
。
其
の
勘か

文も
ん

等
、

裏
（
×
衰
）
に
注し
る

す
。
倚い

子し

を
造
る
べ
き
事
、
右
中
弁
章
信
（
＝
藤
原
）
に
仰
す
。

官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）
の
倚
子
、
侍じ
じ
ゆ
う
し
よ

従
所
の
前
ま
え
つ
く
え机

等
也
。
関
白
の

倚
子
、
若も

し
く
は
後
日
、
立
て
ら
る
べ
き
歟
。
吉
平
云
は
く
「
昨き
の
う、

只
、
初
参

し
給
ふ
の
日
を
勘
へ
ら
る
。
廿
一
日
。
倚
子
を
立
つ
べ
き
の
（
□
）
日
の
事
を

仰
せ
ら
れ
ず
。
廿
一
日
の
外
、
又
、
吉き

ち
じ
つ日
無
し
。」
者て
へ

り
。
彼
（
×
被
）
の
廿
一

日
に
、
同
じ
く
参
入
す
べ
し
。
参
ら
し
め
給
ふ
の
時
刻
を
承

う
け
た
まは

り
て
参
入
す
べ

▼
ａ
「
史し

貞
致
（
＝
坂
合
部
）、
陣じ
ん

の
床し
よ
う
じ子
よ
り
堕お

つ
る
事
」（
目
）

▼
ｂ
「
禊み
そ
ぎ

祭ま
つ
りの

宣せ
ん
じ旨

に
内
蔵
寮
等
に
下
さ
る
る
宣
旨
を
加
ふ
る
事
」

▼
ｃ
「
行ぎ

よ
う
じ
し
よ

事
所
に
仰
す
る
由よ
し

は
奏そ
う
も
ん聞

を
経ふ

べ
き
事
」

▼
ｄ
「
行ぎ

よ
う
じ
の
し

事
史
を
改
む
る
事
」

廿
七
日
、
壬
寅
。

〓▼
ａ

史し

忠
信
（
＝
宇
治
）
云
（
×
之
）
は
く
「
昨
日
、
禊
み
そ
ぎ
ま
つ
り
祭
の
行ぎ
よ
う
じ
の
し

事
史
貞
致
（
＝
坂
合

部
）、
陣じ
ん
の
わ
き
腋
（
×
陳
腋
）
の
床し
よ
う
じ子
よ
り
堕お

ち
、
面つ
ら

を
突つ
き
そ
ん損
じ
、
冠
か
ん
む
り

脱ぬ

げ
て
顚た
お
れ
ふ臥
す
。

下し
も
べ部

等
扶ふ
　
ち持

し
て
将い
　
い入

る
。
心し
ん

神し
ん

不ふ

覚か
く

な
り
。」

〓▼
ｂ

蔵
人
兵ひ
よ
う
ぶ
の
じ
よ
う

部
丞
教
任
（
＝
藤
原
）、
宣せ
ん
じ旨

を
持も
ち
き来

た
る
。〔
覆ふ
く
そ
う送

す
る
弁
、
宣
旨

等
を
下
さ
し
む
。〕
但た

だ

し
、
内く

蔵ら
り

寮よ
う

・
穀こ
く
そ
う
い
ん

倉
院
に
下
さ
る
る
の
宣
旨
等
を
諸
も
ろ
も
ろ

加く
わ

ふ
。
事こ
と
の
よ
し
由
を
示
し
て
返か
え
し
さ
ず
授
く
。
然し
か

ら
ざ
る
事こ
と

也
。
其
の
由よ
し

を
示
し
了
り
ぬ
。

　

匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
り
て
云
は
く
「
今
朝
、
無む
り
よ
う
じ
ゆ
い
ん

量
寿
院
（
＝
藤
原
道
長
）
并

び
に
関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。」

　

宣
旨
等
、
右
少
弁
頼
明
（
＝
藤
原
）
の
許も
と

に
遣
は
す
。
小
し
ば
ら
く

選あ
り
て

来
た
る
。
相あ
い
あ遇

は
ず
。

〓▼
ｃ

賀か

茂も
の

上か
み

御の
お

社ん
し

司や
し

、
申
も
う
し

文ぶ
み

を
進
た
て
ま
つる

。
是こ
れ

、
祭
（
＝
賀
茂
祭
）
に
触
る
る
の
事
等
也
。

行ぎ
よ
う
じ
し
よ

事
所
に
仰
す
る
の
由
は
、
申も
う
し
あ上

ぐ
る
時
、
奏そ
う
も
ん聞

を
経ふ

べ
し
。

〓▼
ｄ

又
、
頼
明
朝
臣
来
た
る
。
大
和
守
政
職
朝
臣
（
＝
源
）
を
以
て
、
雑ぞ
う
じ事

を
伝

へ
し
む
。「
史
貞
致
、
昨
日
、
床
子
よ
り
（
×
目
）
落
つ
る
の
後
、
尋
常
に
従
は

ず
。
他
の
史
を
以
て
、
祭
の
事
を
行
な
は
し
む
べ
し
。」
者て

へ

り
。

�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
一
日
条
（
▼
ｅ
）

▼
ａ
「
石せ
き
と
う塔
供
養
」

▼
ｂ
「
入
道
殿
（
＝
藤
原
道
長
）、
一い
つ
さ
い
き
よ
う

切
経
を
無む
り
よ
う
じ
ゆ
い
ん

量
寿
院
に
移う
つ
し
は
こ
運
ば
る
る
事
」（
目
一

〇
・
経
論
事
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

請し
よ
う
い
ん

印
（
×
官
）
を
行
な
は
る
べ
き
日
時
を
択
申
す
。

　

八
月
十
六
日
己
未
。
時
は
午
・
未
。

　
　

廿
一
日
甲
子
。
時
は
巳
・
□
（
□
×
）。

　

十
月
二
日
甲
辰
。
時
は
巳
・
未
。

　
　

廿
二
日
甲
午
。
時
は
巳
・
未
。

・
藤
原
実
資
、
治
安
元
年
七
月
廿
五
日
、
任
右
大
臣
。

・
藤
原
実
資
の
右
大
臣
初
任
着
陣
・
着
座
…
�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
八
月
七
日
、
初
参
の
日
、
晴は
れ
の
ぎ儀

（
×
議
）
を
用
ふ
べ
き
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
七
日
条
（
▼
ａ
ｂ
）

▼
ａ
「
初
参
の
日
、
晴は

れ
の
ぎ儀

（
×
議
）
を
用
ふ
べ
き
事
」（
目
）

▼
ｂ
「
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
み」

七
日
、
庚
戌
。

〓▼
ａ

伝つ
た
え
き聞

く
。「
今
日
、
内
大
臣
（
＝
藤
原
教
通
）
の
初
参
な
り
。」
按あ

察ぜ
ち

（
＝
藤
原
公

任
）
示し
め
し
お
く
送
り
て
云
は
く
「
公く
ぎ
よ
う卿
、
初
め
て
着
陣
す
る
日
、
反へ
ん
ば
い閇

（
×
拝
）
す
る
歟
。

先せ
ん
れ
い例

は
如い
か

何が

侍は
べ

（
×
傳
）
る
乎や

。
又
、
大
臣
参
着
す
る
時
、
雨あ
め
の
ぎ儀

は
、
温う
ん
め
い
で
ん

明
殿

の
砌み

ぎ
りよ

り
退
出
す
べ
き
歟
。」
報
じ
て
云
は
く
「
公
卿
、
初
参
の
時
、
反
閇
聞

か
ざ
る
事こ

と

也
。
但た
だ

し
、
大
臣
、
初
参
の
時
、
反
閇
有
る
歟
。
又
、
未い
ま

だ
知
ら
ざ

る
事
也
。
下げ

　
か
ん官

（
＝
藤
原
実
資
）、
大
納
言
・
参
議
の
時
、
初
参
の
日
、
反
閇
せ

し
め
ず
。
大
臣
の
初
参
、
他
に
異
な
る
歟
。
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）、
初
参
せ
ら

る
る
の
例
、
尤も

つ
とも

佳か

と
す
べ
し
。
案あ

内な
い

を
申
さ
れ
、
彼
の
例
に
従
は
る
べ
き
が

吉き
ち

也
。
又
、
内
府
（
×
苻
）（
＝
教
通
）、
大
納
言
と
為
り
て
初
参
の
時
、
反
閇
（
×

聞
）
の
有
無
は
如い
か
が何
。
又
、
初
参
の
雨
儀
、
未
だ
知
ら
ざ
る
事
也
。
初
参
の
日
、

自お
の
ずか
ら
敷ふ

政せ
い

門も
ん

、
出
入
に
用
ふ
べ
き
歟
。
然し
か

ら
ば
、
猶な
お

、
温
明
殿
の
壇
を
用
ふ

し
。
又
、
下げ

官か
ん

（
＝
藤
原
実
資
）
の
倚
子
（
×
綺
子
）
は
営い
そ
ぎ
た立

つ
べ
か
ら
ず
。
彼
（
＝

頼
通
）
の
倚
子
を
立
て
ら
る
る
の
後
に
立
て
し
む
べ
き
也
。
縦た
と

ひ
同
日
と
雖い
え
ども
、

彼
の
御
倚
子
を
立
つ
る
の
後
に
立
つ
べ
き
の
由よ

し

、
密み
つ
み
つ々

に
気け

色し
き

を
候
ず
べ
き
事
、

相あ
い
し
め示
す
の
間
、
彼
（
×
後
）
の
殿
（
＝
頼
通
）
の
命め
い

有
り
。
仍
り
て
参
入
す
。
計
は
か
り 

之み
る
に、

気
色
を
候
ず
る
歟
。

宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣じ
ん
の
ざ座

に
着ち
や
く
ぎ
よ

御
す
べ
き
日
時
を
択え
ら
び
も
う

申
す
。

　

今
月
廿
一
日
甲
子
。
時
は
未
・
申
。

御
倚
子
を
造
る
べ
き
日
時
を
択
申
す
。

　

今
月
十
三
日
丙
辰
。
時
は
午
・
申
。

　
　
　

十
六
日
己
未
。
時
は
巳
・
未
・
申
。

官
・
外
記
の
倚
子
を
立
つ
べ
き
日
時
を
択
申
す
。〈
侍
従
所
の
前
机
、
同
時
に

立
（
□
）
つ
べ
し
。〉

　

今
月
（
×
日
）
廿
一
日
甲
子
。〈
時
は
未
・
申
。〉

勧か
ん
が
く
い
ん
の
あ
ゆ
み

学
院
歩
の
日
時
を
択
申
す
。

　

今
月
十
三
日
丙
辰
。
時
は
午
・
申
。

　
　
　

十
六
日
己
未
。
時
は
未
・
申
。

山や
ま
し
な
で
ら

階
寺
（
＝
興
福
寺
）、
賀が

を
申
す
日
時
を
択
申
す
。

　

今
月
十
六
日
己
未
。
時
は
巳
・
午
・
未
・
申
。

今
案
ず
る
に
、
勧
学
院
歩
・
山
階
寺
の
賀
、
最さ

い

た
る
吉
日
を
勘
ふ
べ
か
ら

ず
。
又
、
時
刻
を
勘
ふ
べ
か
ら
ず
。
只
、
坎か
ん
に
ち日

（
×
次
日
）・
衰す
い
に
ち日
等
を
除

く
外
の
日
が
宜
し
か
る
べ
き
歟
。
是こ

れ

、
只
、
初
参
（
×
初
歟
参
）
の
日
等
を

勘
へ
し
む
る
次つ

い
でに

、
申
さ
し
む
る
所
と
こ
ろ

也
。

本ほ
ん
じ
ん陣

に
着
御
す
べ
き
日
時
を
択
申
す
。

　

九
月
廿
八
日
庚
子
。
時
は
午
・
申
。

　

十
月
二
日
甲
子
。
時
は
未
・
申
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

▼
ｄ
「
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
倚い

子し

を
造
る
を
停
止
す
る
事
」

　

十
六
日
、
己
未
。

　

〓▼
ａ

今
日
、
諸
社
の
使
つ
か
い

立
つ
。〔
年ね
ん
こ
く穀

・
天
変
等
を
祈
ら
る
。
権
大
納
言
行
成
卿

（
＝
藤
原
）、
之こ
れ

を
行
な
ふ
。〕

　

〓▼
ｂ

勅ち
よ
く
に
ん
任
の
符ふ

（
×
苻
）、
式
部
の
史
生
安
倍
為
義
を
召
し
て
預あ
ず
け
た
ま
給
ふ
。
匠
作
（
＝

藤
原
資
平
）
来
た
り
、
即す
な
わち
退
出
す
。
向こ
う
ば
ん晩
、
来
た
り
て
云
は
く
「
関
白
殿
（
＝

藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
雑ぞ
う
じ事
を
談
（
×
読
）
ぜ
ら
る
る
の
次つ
い
でに
、｛
令
｝
衛
府
督
（
×

衛
苻
督
）・
闕け
つ
こ
く国

等
、
晦み
そ
かの

間
、
任
ぜ
ら
る
べ
し
。
京け
い
か
ん
め
し

官
召
に
至
り
て
は
、
其
の

後
、
心

こ
こ
ろ
の
ど
か

閑
に
行
な
は
る
べ
し
。」
者て
へ

り
。

　

〓▼
ｃ

大
外
記
文
義
（
＝
小
野
）
云
は
く
「
今
日
、
駒こ
ま
ひ
き牽

（
＝
信
濃
勅
使
牧
）。
左
衛
門
陣

（
＝
建
春
門
）
の
饗
、
例
の
如
し
。
廃は
い
む務

（
×
癈
務
）
の
日
、
駒
牽
有
る
例
な
り
。

但た
だ

し
、
権
大
納
言
（
＝
行
成
）、
八は
つ
し
よ
う
省
（
＝
朝
堂
院
）
よ
り
退
出
す
。
参
入
す
べ
き

の
上し

よ
う
け
い
卿
（
＝
公
卿
）
無
し
。」
と
云
々
。

　

〓▼
ｄ

又
、
云
は
く
「
今
日
、
関
白
（
＝
頼
通
）
の
倚い

子し

を
造
る
べ
し
。
而し
か

る
に
廃
務

（
×
癈
務
）
に
依
り
、
俄に
わ

か
に
停
止
せ
ら
る
。」

（
注
1
）
大
日
本
古
記
録
本
は
「
大
外
記
文
義
云
、」
以
下
を
十
七
日
条
か
と
し
、『
小
記
目
録
』

は
▼
ａ
を
十
六
日
、
▼
ｃ
を
十
七
日
と
す
る
。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
慶
賀
事
〈
付
初
参
〉）

　

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
八
月
十
九
日
、
初
参
の
日
、
禁き
ん
ち
ゆ
う

中
の
犬い
ぬ
の
し
え

死
穢
を
忌
む
べ
か

ら
ざ
る
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
十
九
日
条
（
▼
ａ
ｂ
ｃ
）

▼
ａ
「
初
参
の
時
剋
の
事
」

▼
ｂ
「
初
参
の
日
、
禁き

ん
ち
ゆ
う
中
の
犬い
ぬ
の
し
え
死
穢
を
忌
む
べ
か
ら
ざ
る
事
」（
目
）

▼
ｃ
「
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
み」

べ
き
歟
。
如
何
。」

〓▼
ｂ

晩ば
ん
と
う頭

（
×
次
）、
匠
作
（
×
候
）（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
り
て
云
は
く
「
昨
日
の
関
白

の
命
に
依
り
、
束そ
く
た
い帯

し
て
参
入
す
。
今
日
、
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
みな

り
。
其
の
儲
も
う
け

有
る

べ
き
に
依
る
。」
者て

へ

り
。
近
代
、
上か
ん

達だ
ち

部め

勧か
ん

盃ぱ
い

す
と
云
々
。
上
古
、
専も
は

ら
然し
か

ら

ず
。
入よ

に
い
り夜
、
匠
作
来
た
り
て
云
は
く
「
勧
学
院
の
衆し
ゆ
う、
秉へ
い
し
よ
く
燭
の
後
、
関
白
殿

（
＝
頼
通
）
に
参
る
。
兄
弟
の
納
言
（
＝
藤
原
頼
宗
・
藤
原
能
信
）
及
び
彼か
れ
こ
れ是
の
卿
け
い
し
よ
う相
参

入
し
て
勧
盃
す
。
先ま

づ
見け

参ざ
ん

を
進
た
て
ま
つる
。
拝は
い
れ
い礼
の
後
、
饗
き
よ
う

座の
ざ

（
×
府
）
に
着
す
。

三さ
ん
こ
ん献

の
後
、
復
飯
を
居す

う
。
朗ろ
う
え
い詠

あ
り
。
各
お
の
お
の、

絹
二
疋
を
給
ふ
。
先
日
（
＝
寛

仁
四
年
八
月
廿
五
日
）、
封ふ
う

（
×
対
）（
＝
封
戸
）
を
寄
す
る
時
、
学が
く
し
よ
う

生
の
歩
あ
り
。

所し
よ
の
う悩

（
×
脳
）
有
る
に
依
り
、
禄
を
給
は
ず
。
仍
り
て
二
疋
を
賜
ふ
。」
者
り
。

・
藤
原
教
通
、
治
安
元
年
七
月
廿
五
日
、
任
内
大
臣
。
藤
原
頼
通
、
同
日
、
任
左

大
臣
。

・
藤
原
頼
通
の
左
大
臣
初
任
着
陣
・
着
座
…
�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�
・
□�

□�
①
『
左
経
記
』
治
安
元
年
八
月
十
一
日
条
逸
文
（『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
〈
一
二

四
六
〉
十
月
十
七
日
条
所
引
）

　
『
経
頼
記
（
＝
左
経
記
）』
に
云
は
く
「
治
安
元
年
八
月
十
一
日
。
大
外
記
文
義

朝
臣
（
＝
小
野
）
云
は
く
『
昨き
の
う、

関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く

「
太
政
大
臣
の
下
に
列
す
べ
き
の
由よ

し

、
宣せ
ん
じ旨

を
下
さ
し
め
畢お
わ

り
ぬ
。
官
（
＝
太
政

官
庁
）・
外
記
庁
の
倚い

子し

等
、
改
あ
ら
た

立め
た

て
し
む
べ
し
。」』」

□�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
十
六
日
（
十
七
日
〈
＝
庚
申
〉）
条
（
▼
ｄ
）

▼
ａ
「
祈き

年ね
ん

穀こ
く

奉ほ
う

幣へ
い

の
事
」（
目
三
・
二
月
・
祈
年
穀
奉
幣
事
）

▼
ｂ
「
除じ

目も
く

の
事
」

▼
ｃ
「
廃は

い
む務
の
日
、
駒こ
ま
ひ
き牽

（
＝
信
濃
勅
使
牧
）
有
る
例
の
事
」（
目
六
・
八
月
・
駒
引
事
）
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□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
八
月
廿
一
日
、
大
臣
の
着
座
の
事
。〈
申も
う
し
ぶ
み
文
の
事
。〉

②
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
日
（
＝
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
）、
関
白
左
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
の
事
。

③
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
条
（
▼
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
ｉ
ｊ
）

▼
ａ
「
家け

い

司し

・
侍
さ
む
ら
い

所ど
こ
ろの

職し
き
じ事

を
定
む
る
事
」

▼
ｂ
「
家
の
請

し
よ
う
い
ん
は
じ
め

印
始
」

▼
ｃ
「
倚い

子し

を
立
つ
る
事
」

▼
ｄ
「
着
陣
の
事
」

▼
ｅ
「
大
臣
の
着
座
の
事
〈
申も

う
し
ぶ
み

文
の
事
〉」（
目
）

▼
ｆ
「
宣せ
ん
じ旨

を
大
弁
（
＝
藤
原
定
頼
）
に
下
す
事
」

▼
ｇ
「
昇し

よ
う
で
ん

殿
の
奏そ
う
け
い慶

」

▼
ｈ
「
退
出
の
間
の
事
」

▼
ｉ
「
関
白
左
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
着
陣
の
事
」（
目
）

▼
ｊ
「
大
納
言
能
信
（
＝
藤
原
）
の
着
陣
」

廿
一
日
、
甲
子
。

〓▼
ａ

匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
る
。
家け
い

司し

・
侍
さ
む
ら
い

所ど
こ
ろの

職し
き
じ事

を
定
む
。
為
成
真
人

（
＝
清
原
）
を
以
て
書か
き
く
だ下

さ
し
む
。
政ま
ん
ど
こ
ろ

所
の
別べ
つ
と
う当

政
平
朝
臣
、
従
じ
ゆ
う

木
工
允
伴
興
忠
、

大だ
い
し
よ
り

書
吏
典
薬
属
足
羽
（
×
是
羽
）
千
平
、
少
書
吏
（
×
少
属
書
吏
）
右
馬
属
茨
田
光

忠
、
知ち

家け
い

事じ

左
衛
門
府
生
（
×
苻
生
）
紀
真
光
・
水
取
季
武
、
案あ
ん
ず主
身
人
部
信
武
、

侍
所
の
別
当
重
親
朝
臣
（
＝
林
）。

〓▼
ｂ

未ひ
つ
じ

時の
と
き、

始
め
て
請し
よ
う
い
ん

印
（
×
官
）
す
。
南
庭
に
、
案
を
立
つ
。〔
興
忠
・
光
忠

舁か
き
た立
つ
。
須
す
べ
か
らく
案
主
を
以
て
す
べ
し
。
而し
か

る
に
参
ら
ざ
る
に
依
る
也
。〕
光
忠
、

印
（
×
官
）
の
櫃ひ
つ

を
持
ち
、
案
の
上
に
置
く
。
興
忠
、
伊
予
（
伊
与
）
の
返へ
ん
し
よ
う

抄
、

覧ら
ん
ば
こ筥

に
納
め
て
持も
ち
き来

た
る
。
為
成
真
人
、
先
こ
れ
よ
り

是さ
き

に
祗し

候こ
う

し
、
取と
り
つ
た伝

へ
、
之こ
れ

を

十
九
日
、
壬
戌
。

〓▼
ａ

史し

公
親
朝
臣
（
＝
但
波
）
参ま
い
り
き来
た
る
。
前
に
召
す
。
申
し
て
云
は
く
「
明
後
日
、

何
時
に
参
る
べ
き
乎
。」
仰
せ
て
云
は
く
「
未ひ

つ
じ

時の
と
き、
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
参
ら

る
べ
し
者て

へ

れ
ば
、
其
の
後
に
参
入
す
べ
し
。
未ひ
つ
じ・
申さ
る

、
共
に
吉き
ち
じ時
也
。」
又
、

申も
う
し

文ぶ
み

有
る
べ
き
の
由よ
し

を
仰
す
。
又
、
大
弁
（
＝
左
大
弁
藤
原
朝
経
・
右
大
弁
藤
原
定

頼
）
并
び
に
権ご
ん
の
べ
ん

弁
（
＝
権
左
中
弁
源
経
頼
）
等
に
示
す
べ
き
由
、
同
じ
く
之こ
れ

を
仰
す
。

〓▼
ｂ

日ひ

来ご
ろ

、
弁
等
服ぶ
く

す
。
只た
だ

、
権
弁
経
頼
、
服
に
非あ
ら

ず
。
但た
だ

し
、
章
信
（
＝
藤
原
）

は
、
豊と
ゆ
け
の
み
や

受
宮
の
事
を
行
な
ふ
に
依
り
、
内
裏
の
穢け
が
れに
触
れ
ず
と
云
々
。
内
の
穢

に
依
り
、
関
白
参
ら
る
る
事
、
定
ま
ら
ざ
る
の
由
と
云
々
。
仍
り
て
公
親
朝
臣

に
問
（
×
而
）
ふ
。
云
は
く
「
今
朝
、
彼
（
×
後
）
の
殿
（
＝
頼
通
）
に
参
る
。
義

通
朝
臣
（
＝
橘
）
申
し
て
云
は
く
『
明
後
日
の
前さ
き
が
け駆

を
催
も
よ
お
し
お
お

仰
す
べ
き
由
、
仰
お
お
せ

有

り
。』」
者
り
。
其
の
後
、
懐
信
朝
臣
（
＝
源
）
来
た
り
て
云
は
く
「
明
後
日
、

関
白
参
ら
る
べ
し
。」
者
り
。
匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）、
入
道
殿
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参

り
、
来
た
り
て
云
は
く
「
穢
の
間
の
初
参
の
事
、
気け

色し
き

を
候
ず
。
命
じ
て
云
は

く
『
更
に
は
忌
む
べ
か
ら
ず
。』」
者
り
。
内
の
穢
は
廿
一
日
許ば

か
り

也
。
彼
（
×

後
）
の
日
の
早
朝
、
左
衛
門
・
左
兵
衛
陣
（
＝
建
春
門
・
宣
陽
門
）
の
簡ふ
だ

（
＝
物
忌
簡
）

を
取と
り
す棄

（
×
弁
）
つ
る
が
宜
し
か
る
べ
き
歟
。
関
白
初
参
せ
ら
れ
、
穢
の
簡
を

見
給
は
ば
、
便び

ん

無
（
無
×
）
か
る
べ
き
由
、
公
親
朝
臣
に
仰
す
。
申
し
て
云
は

く
「
尤も

つ
とも

然し
か

る
べ
き
事こ
と

也
。」
者
り
。

〓▼
ｃ

今
日
、
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
み。〔
太
相
国
（
＝
藤
原
公
季
）。
饗き
よ
う
ろ
く
禄
を
儲も
う

く
と
云
々
（
々
×
）。

後の
ち
に
き聞

（
×
師
）
く
。「
東
ひ
が
し
の
た
い

対
の
南
廊
の
廂ひ
さ
し、

簾す
だ
れに

副
ひ
、
屛び
よ
う
ぶ風

を
立
つ
。」
と

云
々
。〕

・
藤
原
公
季
、
治
安
元
年
七
月
廿
五
日
、
任
太
政
大
臣
。

・
藤
原
公
季
の
太
政
大
臣
初
任
着
座
…
□�
・
□�
・
□�
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

極
め
て
奇き

也
。〕

〓▼
ｅ

即
ち
起き

座ざ

し
、
仗じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
。
陣じ
ん
か
ん官

を
召
し
、
膝ひ
ざ
つ
き突

を
敷
か
し

む
。
右
大
弁
定
頼
（
＝
藤
原
）
を
呼
び
、
申
も
う
し
ぶ
み文

有
る
べ
き
乎か

を
問
ふ
。「
申
文
せ

し
む
べ
し
。」
者
り
。
即
ち
起
座
し
、
陣じ

ん
の
わ
き
腋
に
向
か
ふ
。
小
し
ば
ら
く
あ
り
て
時
（
□
）、
復ふ
く
ざ座

（
□
□
）
し
て
云
は
く
「
申
文
。」
揖ゆ
う

し
て
称い
し
よ
う唯
し
、
史
に
目も
く

（
×
自
）
す
。
史

（
々
）
斉
通
、
書ふ

杖づ
え

を
執と

り
、
小こ

庭に
わ

に
居
す
。
余
、
目
（
×
自
）
す
。
称
唯
し
て

参ま
い

来り
き

た
り
、
膝
突
に
着
し
、
之
（
×
了
）
を
進
た
て
ま
つる
。
取と
り
み見
る
。〈
文
三
枚
。〉
先

の
如
く
巻
き
、
之
を
賜
ふ
。〔
板い

た
じ
き敷

の
端は
し

に
置
く
。〕
一
々
、
加か

太た

禰ね

申も
う

す
。

〔
二
枚
は
伊
予
（
伊
与
）・
阿
波
の
匙か
ぎ
の
ふ
み

文
。
一
枚
は
馬め
り
よ
う
の
ふ
み

料
文
。〕
与よ

奪だ
つ

（
×
寮
）
す
。

〔
匙
文
は
申
し
給
（
□
）
ふ
。
馬
料
文
は
目
す
。〕
史
、
退
出
す
。

〓▼
ｆ

左
頭
中
将
朝
任
（
＝
源
）、
宣せ
ん
じ旨
を
下
す
。〔
大お
お

原は
ら

野の

祭さ
い

の
御ご

幣へ
い

料
の
雑ぞ
う
も
つ物
の

内
蔵
寮
の
請し

よ
う
そ
う
奏
（
×
□
答
）。〕
権
左
中
弁
経
頼
、
是
、
源げ
ん
じ氏
也
。
最
初
、
氏う
じ
し
や社

（
×
代
社
）
の
祭
の
宣
旨
を
以
て
、
異
姓
の
弁
に
下
す
は
、
思し

慮り
よ

有
り
。
仍
り
て

右
大
弁
定
頼
に
下
す
。
宣
旨
を
大
弁
に
下
す
の
例れ

い

也
。
就な
か
ん
ず
く

中
、
大
臣
、
他
に
異

な
る
耳の

み

。
大
弁
、
宣
旨
を
給
は
る
。
余
、
起
座
し
（
×
起
余
座
）、
奥お
く
の
ざ座

に
着
す
。

〓▼
ｇ

小
し
ば
ら
く

時あ
り
て、

射い

場ば

殿ど
の

に
進
む
。
治
部
卿
（
＝
藤
原
経
通
）・
匠
作
｛
卿
匠
作
｝
相
従

（
従
×
）
ふ
。
左
頭
中
将
を
以
て
、
昇
し
よ
う

殿で
ん

の
慶
よ
ろ
こ
びを

奏
せ
し
む
。
拝は
い
ぶ舞

す
。
後
に

殿て
ん
じ
よ
う

上
（
＝
殿
上
間
）
に
参
上
す
。

〓▼
ｈ

祗し

候こ
う

す
る
の
間
、
雨あ
ま
あ
し脚

、
太は
な
はだ

密
（
×
宀
）
な
り
。
申
さ
る
の

終お
わ
り

剋の
こ
くに

臨
み
、
雨
止や

み
反は
ん
し
よ
う

照
す
。
然し
か
れ
ど
も

而
、
雨
湿
（
×
湿
雨
）
留と
ど

ま
る
。
儀
、
敷
政
門
よ
り
出
づ
る
は
、

頗す
こ
ぶる

便べ
ん
ぎ宜

無
し
。
初
め
は
、
又
、
化か

徳と
く

門も
ん

よ
り
出
づ
る
は
如い
か
が何

。
雨
已す
で

に
止
む
。

敷
政
門
よ
り
出
づ
る
に
難な

ん

無
か
る
べ
き
歟
。
先ま

づ
匠
作
を
以
て
、
大
外
記
文
義

（
＝
小
野
）
に
問
は
し
む
。
申
さ
し
め
て
云
は
く
「
関
白
（
□
）
出
（
□
）
で
給
ふ

の
間
、
雨
脚
下ふ

る
。
仍
り
て
左
衛
門
陣
に
於
い
て
、
笠
を
指
す
。
陽よ
う

明め
い

門も
ん

に
於

い
て
、
彼
の
御
笠か

さ

并
（
×
弁
）
び
に
卿
相
已
下
の
笠
等
を
撤て
つ

す
。
何
ぞ
況い
わ
んや

雨

奉
る
。
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）、
寝し
ん
で
ん殿
の
南
み
な
み
の

階き
ざ
は
しの
廂ひ
さ
し

間の
ま

に
居
す
。
参さ
ん
だ
い内
す
る
に
依

り
て
束そ

く
た
い帯

す
。
見
了
り
て
返か
え
し
た
ま

給
ふ
。
興
忠
伝つ
た
え
た
ま

給
ふ
。
光
忠
（
□
）、
案
に
就つ

き
、

開
封
の
由よ

し

を
申
す
。
捺な
つ
い
ん印

す
。
又
、
印
を
納
む
る
由
を
申
す
。
封ふ
う

を
付
す
。
又
、

印い
ん
も
ん文
を
持
来
た
る
。
為
成
取と
り
つ
た伝
ふ
。
即す
な
わち
返
給
ふ
。
興
忠
持
ち
て
退
出
す
。
光

忠
、
印
の
櫃
を
取
り
て
出い

づ
。
次つ

い
で
興
忠
・
光
忠
等
、
案
を
撤て
つ

す
。

〓▼
ｃ

今
日
、
左
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
倚い

子し

、
未
刻
に
立
つ
べ
し
と
云
々
。
又
、

或
あ
る
ひ
と

云
は
く
「
戌い
ぬ

時
に
立
つ
べ
し
。」
同
じ
時
に
立
つ
べ
き
由
、
興
忠
を
差つ
か

は

し
て
仰お

お
せ
つ
か

遣
は
す
。
又
、
慥た
し
かに

見
て
、
立
て
し
む
べ
き
由
、
同
じ
く
仰
せ
了
り
ぬ
。

〓▼
ｄ

今
日
未
刻
、
左
大
臣
、
初
め
て
参
る
。
余
、
申さ
る

時
に
参
る
べ
し
。
人
を
差
は

し
、
彼
（
＝
頼
通
）
の
退
出
す
る
を
見
せ
し
む
。
走は
し
り
き来
た
り
て
云
は
く
「
只
今
、

左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
を
出
づ
。」
者て
へ

り
。
仍
り
て
参
入
せ
む
と
欲
す
る
の
間
、

小
雨
（
□
雨
）
ふ
る
。
其
の
程
を
過
ご
し
て
参
入
す
る
の
間
、
関
白
（
＝
頼
通
）、

堀ほ
り
か
わ川

（
＝
堀
川
小
路
）
の
辺あ
た
りよ
り
帰
ら
る
。
余
、
漸
し
ば
ら
く

之あ
り
て

参
入
す
。〔
郁い
く

芳ほ
う

門も
ん

（
＝

大
炊
御
門
大
路
）・
大お
お
み
や
お
お
じ

宮
大
路
等
を
経ふ

。〕
関
白
の
車
、
遥は
る

か
に
過よ

ぎ
る
。
其
の
程
、

二
町
余あ

ま
り
ば
か
り許

也
。
余
、
左
衛
門
陣
に
到
る
に
比お
よ

（
×
此
）
び
、
細さ
い
う雨

ふ
る
。

然し
か
れ
ど
も

而
、
笠か
さ

を
指さ

さ
ず
。
史し

忠
信
（
忠
×
）（
＝
宇
治
）、
匠
作
を
以
て
申
さ
し
め
て

云
は
く
「
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

の
座
は
、
太
政
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）・
左
大
臣
は
横
座
、

余
・
内
大
臣
（
＝
藤
原
教
通
）
は
連
座
。
今
日
、
定
さ
だ
め

有
り
。
又
、
官
（
＝
太
政
官

庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）
の
座
は
、
両
人
（
＝
公
季
・
頼
通
）
の
御
座
、
横
座
に
敷

く
べ
し
。」
者
り
。
仍
り
て
彼
の
定
に
依
り
、
今
日
、
敷
く
所
な
り
。
是こ

れ

、
権

左
中
弁
経
頼
（
＝
源
）
定
さ
だ
め

申も
う

す
所
と
こ
ろ

也
。
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
入
る
。
匠
作
、
相あ
い
し
た
が

従
ふ
。

即
ち
宜
陽
殿
の
座
に
着
す
。〔
申
二
刻
。
連
座
。
東
向
。
太
政
大
臣
の
座
、
未い

ま

だ
意
を
得
ず
。
内
大
臣
初
め
て
着
す
る
日
、
横
座
に
敷
く
。
今
日
（
□
日
）、
座ざ

無
し
。
怪か
い

也
。
皆
、
諸
卿
の
座
有
り
。
又
、
事
こ
と
の
さ
だ
め定
有
る
歟
。
若も

し
く
は
、
不

参
の
人
（
×
入
）
の
座
を
敷
か
ず
。
太
政
大
臣
の
座
を
敷
く
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
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二
〇
一
三
年

時
の
御
前
の
座
、
已す
で

に
関
白
は
横
座
也
。
況い
わ
んや

他
所
の
座
に
お
い
て
を
や
。
猶
、

議ぎ

（
×
儀
）
有
る
べ
き
也
。」
者て
へ

り
。〔
前
日
、
按あ

察ぜ
ち

大
納
言
（
＝
藤
原
公
任
）、
之こ
れ

を
申
す
。
近
日
、
権
大
納
言
（
＝
藤
原
行
成
）、
余よ

（
＝
源
経
頼
）
を
以
て
、
又
、
申

さ
る
る
也
。〕
此
の
由よ

し

、
御
堂
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
り
て
申
す
べ
き
也
。』
者
り
。

即す
な
わち

参
上
す
。
御
消し
よ

息う
そ
くの

旨む
ね

を
申
す
。
即
ち
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
『
太
政
大
臣

の
座
の
次つ

ぎ

に
立
敷
く
べ
き
の
由
、
兼か

ね
て
案
ず
る
所と
こ
ろ（

所
×
）
也
。
一い
ち

日じ
つ

、
思
お
も
い

失し
つ

し
て
聞ぶ
ん

せ
ざ
る
也
。
先せ
ん

例れ
い

無
し
と
雖い
え
ども

、
他
の
大
臣
に
准じ
ゆ
んず

べ
か
ら
ず
。
太

政
大
臣
の
座
の
次
〈
横
座
。〉
に
立
敷
く
べ
き
（
×
了
）
の
由
、
仰お
お

下せ
く
ださ
る
べ
き

也
。
但た

だ

し
、
右
大
臣
・
内
大
臣
に
至
（
×
本
）
り
て
は
、
猶
、
納
言
の
座
の
上

に
立
敷
く
べ
き
也
。』
者
り
。
即
ち
帰
り
、
此
の
由
を
申
す
。
即
ち
仰
せ
ら
れ

て
云
は
く
『
官
・
外
記
の
倚い

子し

并
び
に
侍
従
所
・
宜
陽
殿
等
の
座
、
仰お
お
せの

如
く

立
敷
く
べ
き
の
由
、
仰お

お

下せ
く
だす

べ
し
。』
者
り
。
即
ち
大た
ゆ
う夫

外
記
・
史
（
×
中
）
等

に
仰
す
。
又
、
関
白
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
『
貞
信
公
（
＝
藤
原
忠
平
）、
太
政
大

臣
に
任
ぜ
ら
る
る
の
間
、
左
大
臣
〈
小
野
宮
（
＝
藤
原
実
頼
）〉・
右
大
臣
〈
九
条

殿
（
＝
藤
原
師
輔
）〉、
皆
、
子
為た

り
。
仍
り
て
父
子
の
間
、
尤も
つ
とも

列れ
つ

座ざ

を
憚は
ば
かる

こ

と
有
り
。
仍
り
て
納
言
の
上
に
列
す
る
也
。
其
の
後
、
改
め
ず
。
已
に
永
例
と

為
る
也
（
×
已
）
と
云
々
。
而し
か

ら
ば
、
上
古
の
例
、
更
に
納
言
の
座
の
上
に
立

敷
か
ざ
る
歟
。』
と
云
々
。」

⑥
『
左
経
記
』
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
条
逸
文
（『
局
中
宝
』
宜
陽
殿
大
臣
座
事

所
引
）

同
日
（
＝
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
）
の
『
経
頼
卿
記
（
＝
左
経
記
）』
に
云
は
く
「
関
白

殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。〔
左
大
臣
（
×
右
大
臣
）
に
任
ぜ
し
め
給
ふ
の
後
、
今

日
、
始
め
て
着
陣
せ
し
め
給
ふ
べ
き
也
。〕
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
『
人
云
は
く

「
太
政
大
臣
有あ

る
の
時
、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）・
侍じ
じ
ゆ
う
し
よ

従
所
・
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

等
、
左
・
右
大
臣
の
座
、
納
言
の
上
に
立た
て
し敷

く
。
而し
か

る
に
摂
政
・
関
白
の
大

脚
已す

で

に
止
み
、
何
事
（
×
下
乎
）
か
有
ら
む
や
。」
者
り
。
仍
り
て
敷
政
門
よ
り

出
づ
。
参
議
（
×
儀
）
三
人
〔
経
通
・
資
平
・
定
頼
〕・
上
し
よ
う
か
ん官
等
相
従
ふ
。
左
衛

門
陣
の
壇
を
下お

り
た立
つ
の
間
、
外
記
行
頼
・
史
忠
信
等
走は
し
り
い出
づ
。〔
南
は
外
記
、

北
は
史
（
□
）。〕
余
、
陣
（
＝
左
衛
門
陣
）
を
出
で
、
北
に
向
か
ふ
の
間
、
扇お
う
ぎ（

□
）

を
以
て
、
笏し
や
くを

鳴
ら
す
。
史
留と
ど
ま

居り
き
よし

、
外
記
、
外
記
門
の
下
に
到
り
、
召
め
し
づ

使か
い

を
喚よ

ぶ
。
召
使
（
々
々
）
称
唯
し
て
走
出
で
、
左
右
に
前ぜ
ん
こ
う行

（
□
）
す
。
余
、
陽

明
門
の
西
の
辺
に
到
り
て
留

と
ど
ま
り

立た

つ
。
参
議
（
×
儀
）、
左さ

兵ひ
よ

衛う
え

府ふ

（
兵
×
）
の
小

門
（
＝
北
小
門
）
に
当
た
り
て
留
立
つ
。
弁
・
少
納
言
・
史
・
外
記
、
又
、
留
立

つ
こ
と
、
例
の
如
し
。
余
、
前さ

き
が
け駆
等
を
随ず
い
じ
ん身
し
て
出
で
了
り
ぬ
。
余
揖ゆ
う

（
×
指
）

し
て
退
出
（
×
退
退
出
）
す
。

〓▼
ｉ

関
白
〈
左
大
臣
〉、
未
時
、
宜
陽
殿
に
着
す
。
又
、
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
着
し
て

申
文
せ
し
む
。
殿
（
＝
頼
通
）、
宣
旨
を
下
す
と
云
々
。

〓▼
ｊ

大
納
言
能
信
（
＝
藤
原
）、
巳
剋
、
宜
陽
殿
に
着
（
□
）
す
と
云
々
（
×
立
）。

④
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
条
（『
局
中
宝
』
宜
陽
殿
大
臣
座
事
所
引
）

治
安
元
年
八
月
廿
一
日
の
『
後
小
野
宮
右
府
記
（
＝
小
右
記
）』
に
云
は
く
「
太

政
大
臣
（
＝
藤
原
公
季
）・
左
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）
は
横
座
。
余よ

﹇
右
大
臣
（
＝
藤
原

実
資
）﹈・
内
大
臣
（
＝
藤
原
教
通
）
は
連
座
。
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
庁
の
座
、
之こ
れ

に
同
じ
歟
。」

⑤
『
左
経
記
』
治
安
元
年
八
月
廿
一
日
条
逸
文
（『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
十
月
十

七
日
条
所
引
）

　
『
経
頼
記
（
＝
左
経
記
）』
に
云
は
く
「
治
安
元
年
八
月
十
一
日
。（
中
略
…
前

掲
□�
）
廿
一
日
。
関
白
殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
『
人
々
云
は
く

「
太
政
大
臣
有あ

る
の
時
、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
庁
・
侍じ
じ

従ゆ
う

所し
よ

・
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

等

｛
之
時
｝、
左
・
右
大
臣
の
座
、
納
言
の
上
（
上
×
）
に
立た
て

敷し

く
。
而
る
に
摂
政
・

関
白
を
帯お

ぶ
る
大
臣
、
猶な
お

、
他
の
大
臣
と
別わ

く
べ
き
歟
。
其
の
故ゆ
え

は
、
除じ

目も
く

の



93

摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

▼
ａ
「
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外げ

記き
ち

庁よ
う

、
倚
子
を
立
て
し
む
る
事
」（
目
）

▼
ｂ
「
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
み」

▼
ｃ
「
見け

　
ざ
ん参

」

廿
二
日
、
乙
丑
。

〓▼
ａ

早
朝
、｛
臣
｝
師
重
（
＝
中
原
）
を
以
て
、
昨
日
の
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外げ

記き
ち

庁よ
う

の

座
の
事
を
公
親
朝
臣
（
＝
但
波
）
に
問と
い
つ
か遣
は
す
。
帰か
え
り
き来
た
り
て
云
は
く
「
戸
を
閉

（
×
閑
）
ぢ
、
物も
の
い
み忌
と
称
し
て
相あ
い
あ逢
は
ず
。
申
さ
し
む
る
を
伝
へ
て
云
は
く
『
昨

日
未ひ

つ
じ

剋の
こ
く、

関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
倚い

子し

を
立
つ
。
同
じ
時
に
、
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）

の
倚
子
を
立
て
し
む
。
罷ま
か
り
む向

か
ひ
て
立
て
し
む
る
所
と
こ
ろ

也
。
太
政
大
臣
（
＝
藤
原
公

季
）・
左
大
臣
〈
関
白
〉
は
横
座
、
余
の
倚
子
は
連
座
。〔
南
向
。
納
言
の
座
の

上
に
立
つ
。〕
興
忠
（
×
奥
忠
）（
＝
伴
）
見
給
ふ
所
な
り
。』
而し
か

る
に
未い
ま

だ
申
さ
ざ

る
由よ

し

、
極
め
て
奇あ
や

し
き
事こ
と

也
。」
者て
へ

り
。
其
の
後
、
師
光
朝
臣
申
し
て
云
は
く

「
昨き

の
う、
内
に
｛
之
｝
候
ず
る
の
（
×
々
）
間
、
興
忠
（
×
奥
忠
）
参さ
ん
だ
い内
す
。
未
時
に
倚

子
を
立
つ
る
由
を
申
す
。
太
政
官
の
倚
子
は
、
史
公
親
朝
臣
、
相あ

い

共と
も

に
立
つ
。

外
記
（
記
×
）
の
倚
子
は
、
大
外
記
文
義
朝
臣
（
＝
小
野
）、
相
共
に
立
（
□
）
て
し

む
（
□
）。
次つ

（
□
）
い
で
侍じ
じ

従ゆ
う

所し
よ

（
×
侍
風
所
）
の
机
、
興
忠
（
×
奥
忠
）
一
人
罷
向

か
ひ
て
立
つ
。」
者
り
。

〓▼
ｂ

今
日
、
勧か
ん

学が
く

院い
ん
の

歩あ
ゆ
み。

仍
り
て
近
代
の
例
に
任ま
か

せ
、
西に
し

対の
た
い（

＝
小
野
宮
第
）
の
東
ひ
が
し

廂び
さ
しに

、
座
席
を
設
く
。
座
の
後
に
、
屛び
よ
う
ぶ風

を
立
つ
。
机
廿
前
、
礼
部
（
＝
藤
原
経

通
）・
匠
作
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
る
。
秉へ
い
し
よ
く

燭
の
後
、
学
が
く
し
よ
う生

来
た
る
。
見け

参ざ
ん

を
進
た
て
ま
つら

し
む
。
永
信
朝
臣
（
＝
藤
原
）
執
と
り
た
て
ま
つ

進
（
□
進
）
る
。〔
見
参
二
枚
。
暦こ
よ
みの

裏
に
注し
る

（
×
経
）
す
。〕
参
入
す
べ
き
の
由
を
仰
す
。
中
門
（
＝
西
中
門
）
よ
り
入
り
、
庭
て
い
ち
ゆ
う中

に
進
む
。〔
有う

官か
ん

別べ
つ

当と
う

、
無む

官か
ん

別
当
。
次
い
で
学
生
等
。〕
拝は
い
れ
い礼

す
。
此
の
間
、

随ず
い
じ
ん身
等
、
燎
か
が
り
びを
執と

り
て
立
つ
。
拝
礼
し
畢お
わ

り
、
有
官
別
当
民み
ん

部ぶ
の

丞じ
よ
う

敦
舒
（
＝
藤

原
）
已
上
十
一
人
着
座
す
。
一い
つ
こ
ん献
は
治
部
卿
経
通
〈
参
議
〉・
右
大
弁
定
頼

臣
、
猶な

お

、
他
の
大
臣
と
別わ

く
べ
き
歟
。
其
の
故ゆ
え

は
、
除じ

目も
く

の
時
の
御
前
、
已
に

関
白
は
横
座
也
。
況い

わ
んや

他
所
の
座
に
お
い
て
を
や
。
猶
、
議ぎ

有
る
べ
き
也
。
此

の
由よ

し

、
御
堂
（
＝
藤
原
道
長
）
に
参
り
て
申
す
べ
き
也
。」
者て
へ

り
。
仰
せ
ら
れ
て
云

は
く
『
太
政
大
臣
の
座
の
次つ

ぎ

に
立
敷
く
べ
き
の
由
、
兼か

ね
て
案
ず
る
所
と
こ
ろ

也
。

先せ
ん
れ
い例
无
し
と
雖い
え
ども
、
他
の
大
臣
に
准じ
ゆ
んず
べ
か
ら
ず
。
太
政
大
臣
の
座
の
次
〔
横

座
。〕
に
立
敷
く
べ
き
（
×
早
）
の
由
、
仰お
お
せ
く
だ
下
さ
る
べ
き
也
。
但た
だ

し
、
右
大
臣
・

内
大
臣
に
至
り
て
は
、
猶
、
納
言
の
座
の
上
に
立
敷
く
べ
き
也
。』
者
り
。
此

の
旨む

ね

を
仰
下
さ
れ
了
り
ぬ
。
又
、
関
白
殿
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
『
貞
信
公
（
＝

藤
原
忠
平
）、
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
る
る
の
間
、
左
大
臣
〈
小
野
宮
（
＝
藤
原
実

頼
）〉・
右
大
臣
〈
九
条
殿
（
＝
藤
原
師
輔
）〉、
皆
、
子
為た

り
。
仍
り
て
父
子
の
間
、

列れ
つ
ざ座
を
憚は
ば
かる
こ
と
有
り
。
仍
り
て
納
言
の
上
に
列
す
る
也
。
其
の
後
、
改
め
ず
。

已す
で

に
永
例
と
為
る
也
と
云
々
。
然し
か

ら
ば
、
上
古
の
例
、
更
に
納
言
の
上
に
立
敷

か
ざ
る
歟
。』
と
云
々
。」

　

件
く
だ
ん

等
の
座
の
事
、
本も
と

の
日
記
、
委い
さ
い細

に
、
之こ
れ

を
記
す
。
今
、
省
略
し
、
之
を

注
す
。
彼
の
座
、
太
政
大
臣
は
横
座
、
左
大
臣
已
下
は
南
北
行
に
、
之
を
敷

く
。
而し

か

る
に
治
安
、
沙さ

汰た

有
り
。
摂
関
、
大
臣
を
帯お

び
し
め
給
ふ
の
時
、

横よ
こ
き
り切

に
、
之
を
儲も
う

け
、
太
政
大
臣
に
相あ
い
な
ら並

ぶ
。
近
年
、
太
政
大
臣
闕か

き
、
并

び
に
摂
関
、
大
臣
を
帯
び
ざ
る
の
時
、
左
大
臣
已
下
の
座
、
或あ

る
いは

元も
と

の
如
く

南
北
行
に
し
、
或
は
横
座
に
し
、
西
上
北
面
に
敷
く
。
且か

つ
は
装し
よ
う
ぞ
く
し

束
司
（
×

装
之
司
）、
上じ
よ

宣う
せ
んに

随
ひ
、
畳た
た
みを

用
ひ
し
む
る
歟
。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
同
月
（
＝
治
安
元
年
八
月
）
廿
二
日
、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外げ

記き
ち

庁よ
う

、
倚い

子し

を

立
て
し
む
る
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
八
月
廿
二
日
条
（
▼
ａ
ｂ
ｃ
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

　
　
　
　
　
　
　

治
安
元
年
八
月
廿
二
日

　
　

知
院
事
大
膳
属
（
×
局
）
生
江
（
×
江
治
）
為
良

　
　
　

掃
部
属
（
×
局
）
立
野
（
×
顕
）
正
頼

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
九
月
十
九
日
、
未い
ま

だ
着
陣
せ
ざ
る
以
前
、
月げ
つ
そ
う奏

に
署し
よ

を
加

ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
九
月
十
九
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
未い

ま

だ
着
陣
せ
ざ
る
以
前
、
月げ
つ
そ
う奏
に
署し
よ

を
加
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
」（
目
）

十
九
日
、
辛
卯
。

〓▼
ａ

月げ
つ

奏そ
う

進
た
て
ま
つる

。
見
ず
に
返か
え
し
た
ま

給
ふ
。
未い
ま

だ
着
陣
（
＝
本
陣
）
せ
ざ
る
に
依
り
て
署し
よ

（
×
着
）
せ
ざ
る
也
。

□�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
九
月
廿
九
日
条
（
▼
ｃ
）

▼
ａ
「
按あ

察ぜ
ち

大
納
言
公
任
卿
（
＝
藤
原
）、
辞
退
の
状
を
上
た
て
ま
つる

事
」

▼
ｂ
「
高か

陽や
の

院い
ん

の
造
営
の
事
」

▼
ｃ
「
着
陣
せ
ざ
る
に
依
り
、
月げ

つ
そ
う奏

・
考こ
う
も
ん文

に
署し
よ

を
加
へ
ざ
る
事
」

廿
九
日
、
辛
丑
。

〓▼
ａ

昨き
の
う、

按あ

察ぜ
ち

大
納
言
公
任
卿
（
＝
藤
原
）、
辞
退
の
状
を
上
た
て
ま
つる

。
即
ち
返か
え
し
た
ま

給
は
る

る
の
由よ

し

、
之こ
れ

を
示し
め
し
お
く
送
る
。
又
、「
重
ね
て
上
る
べ
し
。」
者て
へ

り
。「
但た
だ

し
、
状
に

随
ひ
、
来
月
を
過
ご
し
て
出し

ゆ
つ
し仕

す
べ
し
。」
者
り
。
今
朝
、
案あ

内な
い

の
趣
お
も
む
きを

取
る

也
。

〓▼
ｂ

宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
る
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

退
去
す
。
亦
、
暗
に
乗
じ
て
、
来
た

り
て
云
は
く
「
高か

陽や
の

院い
ん

（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
上か
ん

達だ
ち

部め

多
く
会か
い

す
。
営
造
の

由
、
山
を
作
り
、
石
を
立
つ
と
云
々
（
×
公
）。
高こ
う
だ
い
そ
う
れ
い

大
荘
麗
な
る
こ
と
、
比ひ

類る
い

す

〈
参
議
〉。
二
献
は
修
理
大
夫
資
平
（
＝
藤
原
）〈
参
議
〉・
民
部
大
輔
顕
定
（
＝
源
）。

次
い
で
汁し

る

を
居す

う
。
次
い
で
三
献
は
美
濃
守
頼
任
（
＝
藤
原
）・
四
位
侍
従
経
任

（
＝
藤
原
）。
次
い
で
箸は
し

を
下お

ろ
す
。
四
献
は
経
任
〔
然し
か

る
べ
き
の
（
×
々
）
人
（
×

入
）
無
（
無
×
）
き
に
依
り
、
両
度
役や
く

す
。〕・
右
少
将
良
頼
（
＝
藤
原
）。
其
の
後
、

左
頭
中
将
朝
任
（
＝
藤
原
）・
右
中
弁
章
信
（
＝
藤
原
）
来
た
る
。
諸し
よ

大だ
い

夫ぶ

等
多
く

来
た
る
。
四
献
了
り
、
復
飯
を
居
う
。
次
い
で
饗き

よ
うを

撤て
つ

す
。
然し
か
れ
ど
も

而
、
只た
だ

、
飯い
い

少
々
、
撤
せ
し
め
、
従
者
に
賜
は
し
む
。
是
、
例れ
い

也
。
先
こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
朗ろ
う
え
い詠

あ
り
。
万ば
ん

歳ざ
い

千せ
ん

秋し
ゆ
うを
誦よ

む
。
各
お
の
お
の、
疋ひ

絹け
ん

を
給
ふ
。
諸
大
夫
、
之
を
執
る
。
知ち

院い
ん

事じ

三
人
に
、

疋
絹
を
給
ふ
。
知
院
事
・
案あ

ん
ず主
等
、
政ま
ん
ど
こ
ろ
所
に
、
饗
を
給
ふ
。
又
、
案
主
・

雑ぞ
う
し
き色

・
仕し
ち
よ
う丁

に
、
布
八
十
端
を
賜
ふ
。｛
勧
学
院
｝

〓▼
ｃ

勧
学
院
政
所

　
　

別
当
民
部
大
丞
敦
舒
進た

て
ま
つる

知
院
事
（
知
×
）
已
下
の
見け
　
ざ
ん参

　
　
　
　
　
　
　

知
院
事
大
膳
少
属
｛
局
｝　

生
江　

為
良

　
　
　
　
　
　
　

掃　

部　

少　

属　
　
　

立
野　

正
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
倍　

為
義

　
　
　

蔭お
ん

子し

惟
国
（
＝
藤
原
）

　
　

学
生
恒
頼　

案
主
紀
村
景　
　
　
　

長
谷
部
為
盛

　
　
　
　

方
頼　

大
中
臣
吉
光　
　
　
　

佐
々
貴
吉
成

　
　
　
　

忠
信　

壬
生　

有
孝　
　
　
　

安
倍　

為
恒

　
　
　
　

季
明　

紀　
　

景
吉　
　
　
　

小
部　

守
信

　
　
　
　

有
孝　

雑ぞ
う
し
き色

廿
五
人

　
　
　
　

有
成

　
　
　
　

頼
義　

仕
丁
一
人

　
　
　
　

守
善　

右
、
見
参
、
進
る
所
、
件く

だ
ん（

×
何
）
の
如
し
。

　
　

清
科
善
道
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

毛
野
）、
還か
え
り
ふ
く
復
す
べ
き
の
気け

色し
き

有
り
。
是こ
れ

、
内う
ち
う
ち々

の
事
□
□
犯
の
後
、
未い
ま

だ
幾い
く

日に
ち

を
経
ず
、
被
補
本
□
□
政
歟
。」

〓＋
１

参さ
ん

内だ
い

（
□
）
す
。
宰
相
（
□
□
）（
＝
藤
原
資
平
）
相あ
い
し
た
が

従
（
×
之
従
）
ふ
。
余よ

（
＝
藤
原

実
資
）、
兼け
ん

官か
ん

（
＝
東
宮
傅
）
の
後
、
今
日
、
初
め
て
参
る
。
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
入
る
。

先ま

づ
左さ
じ

仗よ
う

（
左
□
）（
＝
陣
座
）
に
着
す
。
弁
（
□
）
章
信
（
＝
藤
原
）、
宣せ
ん
じ旨
を
下
す
。

〔
来
月
の
吉よ

し

田だ

祭さ
い

の
御ご

幣へ
い

・
内く

蔵ら
り

寮よ
う

の
請し
よ
う
そ
う
奏
。〕
即す
な
わち
同
弁
（
＝
章
信
）
に
給
ふ
。

〓▼
ｃ

次つ

い
で
右う
じ
よ
う仗

（
＝
右
近
陣
座
）
に
着
す
。〈
不
□
□
。〉
将
監
（
×
曹
）
扶
宣
（
＝

高
）、
硯
す
ず
り

并
び
に
□
□
□
永
解げ

由ゆ

（
×
田
）
を
進
た
て
ま
つる

。〔
須
す
べ
か
らく

先ま

づ
解
由
を
進
る
後

に
、
硯
を
請し

よ
う
ら
い

来
す
べ
き
者も
の

也
。〕
解
由
（
×
田
）
□
□
書
朝
臣
、
解
由
を
撤
せ
し

む
。

〓▼
ｄ

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
内う
ち
の

御お
ん

物も
の

忌い
み

に
祗し

候こ
う

す
。
仍
り
て
不
参
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
大だ

い

進じ
よ
う

季
任
朝
臣
（
＝
藤
原
）
を
以
て
、
女
房
に
達

せ
し
む
。
此
の
間
（
□
）
□
□
□
□
□
□
□
殿
上
に
候
ず
る
の
間
、
即
す
な
わ

ち
出
し
ゆ
つ
ぎ
よ御

す
。
良や

や
ひ
さ久

し
く
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
方
。
先
こ
れ
よ
り
さ
き

是
、
又
、
以
宰
相
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
右
少
弁
（
□
少
弁
）
頼
明
（
＝
藤
原
）（
＝
太
皇
太
后
宮
大
進
）

云
は
く
「
簾す
だ
れの

下
に
候
ず
べ
し
。」
者て
へ

り
。〔
預
あ
ら
か
じめ

、
高こ
う

麗ら
い

端べ
り

・
讃さ
ぬ

岐き
の

円わ
ら

座う
だ

を

敷
く
。〕
即
ち
参
上
し
、
簾
の
下
に
候
ず
。
女
房
を
以
て
、
事こ

と

由の
よ
しを

啓け
い

せ
し
む
。

度た
び
た
び々

、
仰
お
お
せ

有
り
、
啓
せ
し
む
。
小
し
ば
ら
く

時あ
り
て、

罷ま
か
り
い出

づ
。

〓▼
ｅ

大
外
記
文
義
朝
臣
（
＝
小
野
）
下
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
余
、
朝ち
よ

服う
ふ
くを

着
す
。
前
に
召
し
て
下く

だ

給し
た
まふ

。
其
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
署し
よ
し
よ所

を
書
き
、

朝
臣
の
字
を
加
へ
、
返か

え

給し
た
まは

し
む
。〔
伝
燈
□
□
□
□
□
□
□
□
□
東
大
寺
去

□
□
□
□
□
□
□
。〕

〓＋
２

関
白
（
□
白
）（
＝
藤
原
頼
通
）、
高
陽
院
に
移
ら
る
と
云
々
。
翌
日
、
宰
相
（
＝

藤
原
資
平
）
云
は
く
「
権
□
□
□
□
□
□
□
移い

徙し

の
御お

共と
も

に
従
ふ
。」
と
云
々
。

・
藤
原
実
資
、
治
安
元
年
八
月
廿
九
日
、
兼
任
東
宮
傅
。

べ
き
（
×
丁
）
こ
と
無
し
。
諸し
よ
だ
い
ぶ
大
夫
、
手て
ず

自か
ら

洒さ
い

掃そ
う

（
□
）
す
。
間
毎ご
と

に
、
人
を
充

て
、
其
の
事
を
勤
め
し
む
。
桃
を
以
て
瑩み

が
（
×
螢
）
か
し
め
（
×
人
）、
明め
い
き
よ
う

鏡
に
異

な
ら
ず
。
過か

差さ

の
（
×
々
）
甚は
な
は（

×
其
）
だ
し
き
こ
と
、
禅ぜ
ん
も
ん門

（
＝
藤
原
道
長
）
に
倍ば
い

す
べ
し
（
□
）。
又
（
□
）、
云
は
く
（
□
）「
五
・
六
尺
の
立た
て
い
し石
を
成な

さ
し
め
、
樹

木
を
植
ゑ
し
む
。」
と
云
々
。

〓▼
ｃ

未い
ま

だ
着
陣
（
×
若
陣
）（
＝
本
陣
）
せ
ざ
る
に
依
り
、
月げ
つ
そ
う奏
・
考こ
う
も
ん文
に
署し
よ

せ
ず
。

□�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
十
月
二
日
条
（
＋
1
、
▼
ｃ
）

▼
ａ
「
高か

陽や
の

院い
ん

の
造
作
の
事
」

▼
ｂ
「
府ふ

し
よ
う
の
そ
う

生
奏
の
事
」

＋
1
「
太た

い
し
の
ふ
子
傅
を
兼
任
す
る
後
、
初
め
て
内う
ち

并
び
に
東
宮
に
参
る
（
初
参
内
□
東
宮
）

事
」

▼
ｃ
「
右う

じ
よ
う仗

（
＝
右
近
陣
座
）
に
着
す
る
事
」

▼
ｄ
「
太
皇
太
后
宮
（
＝
藤
原
彰
子
）
に
参
る
事
」

▼
ｅ
「
外
記
（
＝
小
野
文
義
）
を
召
し
、
公く
ぎ
よ
う
き
ゆ
う

卿
給
を
給
ふ
事
」（
目
四
・
三
月
・
京
官
除
目

事
）

＋
2
「
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）、
高
陽
院
に
移
ら
る
る
事
」（
目
一
五
・
移
徙
事
）

二
日
、
甲
辰
。

〓▼
ａ

宰
相
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
無
恐
。
仍
り
て
、
三
人
の
陰お
ん

陽よ
う

師じ

を
し
て
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
来
た
り
て
云
は
く
「
高か

陽や
の

院い
ん

（
＝
藤
原
頼

通
）
に
参
り
、
上
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
照
耀
、
万
人
、
目
（
×
自
）

を
以
て
す
る
而の
　
み已

。

〓▼
ｂ

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
直な
お
し
も
の
物
（
□
物
）、
来
た
る
八
日
、
之こ
れ

を
行
な
ふ
。

甚
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
不
覚
由
、
清
武
（
×
武
清
）（
＝
日
下
部
）
は
、

左
近
番
長
（
□
）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
身
歟
。
又
、
云
は
く
「
公
忠
（
＝
下
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

の
官か
ん
そ
う奏

の
案あ

内な
い

承
う
け
た
まは

る
べ
し
。」
者
り
。
有
る
べ
き
の
由よ
し

を
仰
せ
し
め
了
り
ぬ
。

〓▼
ｂ

封ふ
う

（
＝
封
戸
）
五
百
戸
〔
相
模
（
相
摸
）
廿
五
戸
・
武
蔵
百
五
十
戸
・
上
総
百
五

十
戸
・
常
陸
百
五
十
戸
・
能
登
廿
五
戸
。〕
収
む
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
民
部
録

佐
親
を
召
し
、
且か

つ
は
事こ
と
の
よ
し
由
を
仰
せ
、
国
□
を
注し
る
し
い出
だ
し
て
給
ふ
。
省し
よ
う
ふ符

（
×

苻
）（
＝
民
部
省
符
）
に
至
り
て
は
、
追
ひ
て
給
ふ
べ
し
。

〓▼
ｃ

宰
相
云
は
く
「
巳
時
、
宜
陽
殿
・
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
等
に
着
す
。
関
白
（
＝
藤
原
頼

通
）、
明
日
の
官
奏
（
□
□
）
の
有
無
を
問
は
る
。」

〓▼
ｄ

宰
相
・
敦
頼
朝
臣
（
＝
菅
野
）、
相あ
い
と
も共
に
大だ
い
き
よ
う
饗
（
＝
任
右
大
臣
大
饗
）
の
雑ぞ
う
じ事
等
を

定
む
。
未い

ま

だ
其
の
日
を
定
め
ず
。

〓＋
１

今
日
、
内
府
（
＝
藤
原
教
通
）、
始
め
て
官
奏
に
候
ず
。〔
後の
ち
に
き聞

く
。「
先ま

づ
候
さ
ぶ
ら

ふ
べ
き
奏そ
う
も
ん文

の
文
申
す
。
而し
か

る
に
□
□
文
を
給
ふ
後
、
結か
た
ぬ

緒る
お

を
給
ふ
。」
者
り
。

大
失
な
り
。
又
、
参
（
□
□
）
る
時
、
奏
を
執と

る
所
、
廊
中
に
立
つ
。
而し
か

る
に

廊
の
柱
の
南
に
立
つ
。
又
、
失
な
り
。
大
納
言
公
任
（
□
）（
＝
藤
原
）・
行
成
（
＝

藤
原
）、
陣
に
在あ

り
と
云
々
。
公
任
卿
、
歎な
げ
きの
気け

有
り
と
云
々
。〕

〓▼
ｅ

新
律り
つ
し師

尋
空
来
た
る
。
相あ
い

逢
ふ
。
白
の
大
お
お
う
ち
き褂

一
領
を
施ほ
ど
こす

。
次
い
で
新
僧そ
う
ず都

（
□
□
□
）
明
尊
来
た
る
。
同
じ
く
白
の
大
褂
一
領
を
施
す
。

〓▼
ｆ（
頭
書
）滅め
つ
も
ん門

。

・
藤
原
資
平
、
寛
仁
元
年
三
月
四
日
、
任
参
議
（
治
安
元
年
十
一
月
三
日
、
叙
従

三
位
）。

・
藤
原
資
平
の
参
議
（
従
三
位
か
）
初
参
着
陣
・
着
座
…
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
（
＝
治
安
元
年
）
十
二
月
廿
七
日
、
大
臣
参
る
時
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）

に
着
す
る
人
の
事
。

②
『
小
右
記
』
治
安
元
年
十
二
月
廿
七
日
条
（
＋
2
）

□�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
十
一
月
廿
六
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
の
着
陣
の
事
」

▼
ｂ
「
臨り

ん

時じ

祭さ
い

（
＝
賀
茂
臨
時
祭
）」

廿
六
日
、
丁
酉
。

〓▼
ａ

宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
り
て
云
は
く
「
内な
い
じ
ゆ豎

来
た
り
、
参
入
す
べ
き
由よ
し

を

仰
す
。
□
有
思
悩
之
内
、
明
日
、
初
め
て
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

・
陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
等
に
着
す
べ

し
。
彼
の
以
前
（
□
前
）、
又
、
参
入
す
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
但た
だ

し
、
参
入
す
る
由

を
申
さ
し
め
了
り
ぬ
。」
者て

へ

り
。

〓▼
ｂ

□
□
臨り
ん

時じ

祭さ
い

（
＝
賀
茂
臨
時
祭
）、
所し
よ
ろ
う労

を
称
し
て
参
入
せ
ざ
る
歟
（
×
被
）。
小

女
（
×
少
如
）（
＝
藤
原
千
古
）
を
催
し
、
密み
つ
み
つ々

に
□
□
□
剋
許ば
か
りに

度わ
た

る
。
宰
相
、
同

じ
く
見
物
し
了
り
ぬ
。

□�
①
『
小
右
記
』
治
安
元
年
十
一
月
廿
七
日
条
（
＋
1
、
▼
ｃ
）

▼
ａ
「
官か

ん
そ
う奏

の
事
」

▼
ｂ
「
封ふ

う
（
＝
封
戸
）
五
百
戸
を
辞
せ
む
と
欲
す
る
事
」

▼
ｃ
「
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
の
着
陣
の
事
」

▼
ｄ
「
大だ

い
き
よ
う

饗
（
＝
任
右
大
臣
大
饗
）
の
雑ぞ
う
じ
さ
だ
め

事
定
」

＋
1
「
内
大
臣
（
＝
藤
原
教
通
）、
始
め
て
官か
ん
そ
う奏

に
候
ず
る
事
〈
礼
を
失し
つ

す
る
こ
と

有
り
〉」（
目
一
四
・
官
奏
事
）

▼
ｅ
「
新
律り
つ
し師

尋
空
・
新
僧そ
う
ず都

明
尊
、
慶
よ
ろ
こ
びを

申
す
事
」

▼
ｆ
「
滅め

つ
も
ん門

」（
頭
書
）

廿（
頭
書
）七

日
、
戊
戌
。

〓▼
ａ

宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
云
は
く
「
巳み

・
午う
ま
の
と
き
時
の
間
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
べ
し
。」
者て
へ

（
□
）
り
。
即す
な
わち
参さ
ん
だ
い内
す
。
史し

公
親
朝
臣
（
＝
但
波
）
申
さ
し
め
て
云
は
く
「
明
日
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

書
を
給
ふ
。
毎
度
、
指さ
し

寄よ

せ
て
見
せ
し
む
。
宣の

る
。「
申
す
の
任ま
ま

に
。」
了
り
て

成な
り
ぶ
み文

を
申
す
。
了
り
て
、
表
巻
紙
を
巻
く
。
了
り
て
結か
た
ぬ

緒る
お

（
緒
×
）
を
給
ふ
。

史
退
出
す
。
次
い
で
大
弁
起
座
し
、
壁
後
に
出い

づ
。
此
の
間
、
随ず
い
じ
ん身

、
続た
い
ま
つ松

を

執と

る
。

〓＋
２

宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）、
禅ぜ
ん
も
ん門

（
＝
藤
原
道
長
）
の
御み

読ど
き

経よ
う

の
結け
ち

願が
ん

所し
よ

よ
り
参
内
す
。

余
に
従
ひ
て
罷ま

か
り
い出
づ
。
余
の
車
く
る
ま
の
し
り
尻
に
乗
る
。
車
中
に
て
云
は
く
「
道
方
卿
、
禅

門
に
申
し
て
云
は
く
『
大
臣
参
内
す
る
の
時
、
左
衛
門
陣
に
着
す
る
人
は

如い
か
が何

。』
権
大
納
言
行
成
（
＝
藤
原
）、
同
じ
く
彼
の
御
前
に
在
り
て
云
は
く
『
時

剋
過
ぐ
れ
ば
、
起
座
し
、
大
臣
に
従
ひ
、
内
に
入
る
が
宜
し
か
る
べ
き
事こ

と

也
。』

禅
門
、
同
じ
く
此
の
由
を
命お

お

せ
ら
る
。」
者
り
。
下げ

官か
ん

（
＝
実
資
）
の
言
の
如
し
。

□�
①
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
十
月
三
日
条
（
▼
ｄ
）

▼
ａ
「
本ほ

ん
み
よ
う
ぐ

命
供
」

▼
ｂ
「
除じ

目も
く

、
物も
の
い
み忌

に
当
た
る
事
」

▼
ｃ
「
厄や

く
び日

（
＝
大
厄
）
に
当
た
る
に
依
り
、
北き
た
や
ま山

に
出
行
す
る
を
止と
ど

む
る
事
」

▼
ｄ
「
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
の
着
座
の
雑ぞ
う
じ事

」

▼
ｅ
「
下
総
守
如
信
朝
臣
（
＝
藤
原
）
の
貢
物
」

▼
ｆ
「
中な

か
つ
は
ら
の
ま
き

津
原
牧
の
年ね
ん
こ
う貢

」

三
日
、
丁
巳
。

〓▼
ａ

本ほ
ん
み
よ
う
ぐ

命
供
。

〓▼
ｂ

大
外
記
頼
隆
（
＝
清
原
）
云
は
く
「
昨
日
、
関
白
第
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
於
い
て
、

近き
ん
じ
ゆ
う

習
の
者
云
は
く
『
十
四
日
、
除じ

目も
く

有
る
べ
し
。』」
而し
か

る
に
彼
の
日
（
□
）、
下げ

官か
ん

（
＝
藤
原
実
資
）
の
物も
の
い
み忌

に
当
（
□
）
た
る
。
然し
か

ら
ば
、
定
ま
ら
ざ
る
歟
。
其
の

外
、
亦
、
謂
は
ざ
る
は
何
ぞ
。

〓▼
ｃ

今
日
、
徒つ
れ
づ
れ然
な
り
。
北き
た
や
ま山
の
辺あ
た
りを
見
む
が
為
に
、
宰
相
（
□
□
）（
＝
藤
原
資

＋
1
「
当
年
の
不ふ
か

堪ん
の

奏そ
う

の
事
」（
目
一
四
・
官
奏
事
）

＋
2
「
大
臣
参
る
時
、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
に
着
す
る
人
の
事
」（
目
）

廿
七
日
、
丁
卯
。

〓＋
１

公
親
朝
臣
（
＝
但
波
）
を
召
し
、
今
日
の
官か
ん

奏そ
う

の
事
を
仰
す
。
今
日
、
厄や
く

日び

（
＝
大
厄
）
に
当
た
る
。
而し
か

る
に
当
年
の
不ふ
か
ん
の
そ
う

堪
奏
に
依
り
、
強あ
な
がち
に
以
て
参
入
す
。

参
入
（
々
々
）
す
る
間
、
中
納
言
道
方
（
＝
源
）、
左さ

衛え
も

門ん
の

陣じ
ん

（
＝
建
春
門
）
に
着
す
。

余よ

（
＝
藤
原
実
資
）
の
参
入
を
見
て
起き

座ざ

し
、
砌み
ぎ
りの
内
に
立
つ
。
相あ
い
ゆ
う揖
す
。
余
に

従
ひ
、
内
に
入
る
。〔
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
入
り
、
雨あ
め
の
ぎ儀

の
道
を
経ふ

。〕
道
方
卿
云
は
く

「
起
座
す
べ
き
乎か

。
案あ

内な
い

を
知
ら
ず
。
亦
、
晴
（
□
）
の
同
所
に
立
つ
は
知
ら
ざ

る
也
。」
余
答
へ
て
云
は
く
「
剋こ

く
げ
ん
す
で

限
已
に
過
ぎ
、
内
に
入
る
べ
し
。
而
る
に
大

臣
参
入
す
。
相あ

い
し
た
が
従
ひ
て
参さ
ん
だ
い内
す
る
儀
（
×
議
）、
晴
に
立
つ
べ
か
ら
ざ
る
歟
。」

先
こ
れ
よ
り
さ
き
是
、
右
大
弁
定
頼
（
＝
藤
原
）
参
入
し
、
結か
た
な
し政
に
在あ

り
。
小
し
ば
ら
く

時あ
り
て、
参
入
す
。

□
二
剋
。
太は
な
はだ
懈け

怠た
い

な
り
。
結
政
の
時
剋
に
非あ
ら

ず
。
官
奏
の
事
を
問
ふ
。「
未い
ま

（
□
）
だ
見
ず
。」
者て
へ

り
。
早
く
見
る
べ
き
の
由よ
し

を
仰
す
。
時
剋
推す
い
い移

す
。
奏そ
う
も
ん文

（
□
）
を
挿さ

し
、
左
少
史
忠
信
（
＝
宇
治
）、
北
に
度わ
た

る
。
仍
り
て
南な
ん
ざ座

に
移
う
つ
り
ち
や
く

着
す
。

次つ

い
で
大
弁
（
＝
定
頼
）
着
座
し
て
云
は
く
「
奏
す
。」
余
揖ゆ
う

す
。
次
い
で
史
忠

信
、
小こ

庭に
わ

に
進
む
。
余
目も
く

す
。
称い
し
よ
う唯

し
、
奏
を
奉
る
。〔
当
年
の
不ふ
か
ん
の
ふ
み

堪
文
。
□

を
加
ふ
。〕
見
了
り
、
巻ま

き
か
た結

ね
て
返か
え
し
た
ま

給
ふ
。
申
し
て
云
は
く
「
候
ず
べ
き
文

若じ
や
つ
か
ん

干
。」
退
出
す
。
右
中
弁
章
信
（
＝
藤
原
）
を
以
て
内な
い
ら
ん覧

せ
し
む
。
良
や
や
ひ

久さ
し

之く
し
て、

帰か
え

来り
き

た
り
て
云
は
く
「
奏
す
べ
し
。」〔
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）、
里り
て
い第

に
在
り
。

御お
ん
も
の
い
み

物
忌
也
。
奏
文
を
取と
り
い入

れ
て
見
る
と
云
々
（
□
々
）。〕
便す
な
わち

奏そ
う
し
も
う

申
さ
し
む
。

〔
其
の
詞こ

と
ばに

云
は
く
「
奏
候さ
ぶ
らふ

。」〕
酉と
り
の
こ
く

剋
に
臨
み
、
召め
し

有
り
て
参
上
す
る
こ
と
、

恒
の
如
し
と
云
々
。
陣じ

ん
の
ざ座
に
復
す
。
大
弁
着
座
す
。
史
、
奏
を
奉
る
。
余
、

表お
も
て

巻の
ま

紙き
が
みを
給
ふ
。
次
い
で
不
堪
の
解げ

文ぶ
み

并
び
に
目
録
を
給
ふ
。
史
、
目
録
を

覧ら
ん

ず
。
宣せ
ん

し
て
云
は
く
「
諸
卿
の
定さ
だ
めに

依
り
て
申も
う
し
お
こ

行
な
へ
。」
次
い
で
一
々
、
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▼
ｃ
「
禅ぜ
ん
こ
う閤

（
＝
藤
原
道
長
）、
相あ
い
あ逢

は
む
と
欲
す
る
の
気け

色し
き

有
る
事
」

八
日
、
壬
戌
。

〓▼
ａ

早
朝
、
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
来
た
る
。
着
座
の
雑ぞ
う
じ事
を
言
ふ
。

〓▼
ｂ

左
少
史
（
×
右
少
史
）
佐
親
（
＝
伴
）、
御み

読ど
き

経よ
う

（
＝
季
御
読
経
）
の
定
さ
だ
め

文ぶ
み

を
進
た
て
ま
つる
。

〓▼
ｃ

定
基
僧そ
う
ず都

、
一い
つ
さ
く昨

、
密み
つ
み
つ々

に
告つ
げ
し
め示

し
て
云
は
く
「
禅ぜ
ん
こ
う閤

（
＝
藤
原
道
長
）、

相あ
い
あ逢

は
む
と
欲
す
る
の
気け

色し
き

有
り
。」
者て
へ

り
。
仍
り
て
今
日
、
書し
よ
さ
つ札

を
以
て
、

彼
の
僧
都
の
許も

と

に
送
る
。
即す
な
わち

禅
閤
の
報ほ
う
し
よ書

有
り
。「
明
後
日
に
参さ
ん
え
つ謁

す
べ

し
。」

□�
①
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
月
十
日
条
（
▼
ｄ
ｅ
）

▼
ａ
「
諷ふ

誦じ
ゆ

」

▼
ｂ
「
盗
、
故こ

信
濃
守
致
時
（
＝
中
原
ヵ
）
の
宅
に
入
る
事
」

▼
ｃ
「
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
等
の
給き
ゆ
う
か
ん

官
を
禅ぜ
ん
し
つ室

（
＝
藤
原
道
長
）
に
申
す
事
」

＋
1
「
松ま

つ
の
お尾
・
北き
た
の野
の
行
ぎ
よ
う

幸こ
う

の
行
ぎ
よ
う

事じ
の

上し
よ

卿う
け
い・
宰
相
・
弁
已
下
を
定
む
る
事
」

　

「
松
尾
・
北
野
の
上
卿
已
下
の
行
事
を
定
む
る
事
」（
目
八
・
諸
社
行
幸
事
）

▼
ｄ
「
宰
相
・
中
納
言
（
＝
藤
原
朝
経
）
の
着
座
の
事
」

▼
ｅ
「
宰
相
の
着
座
に
用
ふ
る
料
の
事
」（
頭
書
）

十
日
、
甲
子
。

〓▼
ａ

諷ふ

誦じ
ゆ

を
六ろ
つ
か
く
ど
う

角
堂
に
修
す
。

〓▼
ｂ

去き
よ
や夜
、
盗
、
故こ

信
濃
守
致
時
（
＝
中
原
ヵ
）
の
宅
に
入
る
。〈
東
隣
。〉
只た
だ

、
□

光
并
び
に
妻
子
の
衣
裳
を
捜さ

が
し
と取

る
。
又
、
宿
人
の
男
、
矢
に
中あ

た
る
も
、
死
に

及
ば
ず
と
云
々
。
為
時
（
＝
高
階
）
を
以
て
、
訪と
ぶ
らは

し
む
。
致
行
朝
臣
（
＝
藤
原
）、

子
細
を
申
す
。「
母
尼
并
び
に
女
二
人
の
表
着
の
衣
許ば

か

引り
ひ

取き
と

る
。」
者て
へ

り
。

〓▼
ｃ

未ひ
つ
じ

剋の
こ
く

許ば
か
り、

禅ぜ
ん
し
つ室

（
＝
藤
原
道
長
）
に
詣も
う

づ
。
良や
や
ひ
さ久

し
く
談
話
す
。
宰
相
（
＝
藤

原
資
平
）
の
兼
官
、
伯
耆
守
資
頼
（
＝
藤
原
）
の
兼
官
、
少
納
言
資
高
（
＝
藤
原
）
の

平
）・
四
位
侍
従
（
□
□
□
従
）（
＝
藤
原
経
任
）
等
を
呼よ
び
つ
か遣

は
す
。
即す
な
わち

来
た
る
。
而

る
に
厄や

く
び日

（
＝
大
厄
）
に
当
た
る
に
依
り
、
出
行
を
止と
ど

む
。
□
□
。

〓▼
ｄ

向こ
う
ば
ん晩
、
宰
相
、
又
、
来
た
る
。
着
座
の
雑ぞ
う
じ事
を
問
ふ
。

〓▼
ｅ

□
□
右
衛
門
尉
（
□
衛
門
尉
）
高
平
（
＝
平
）、
下
総
守
如
信
朝
臣
（
＝
藤
原
）
の

貢こ
う
ば馬

〈
鴾と
き
げ毛

。〉・
蚫
あ
わ
び

三
百
条
等
を
進
た
て
ま
つる

。

〓▼
ｆ

玄
蕃
允
（
×
玄
番
允
）
守
孝
（
＝
藤
原
）、
石
見
よ
り
帰か
え
り
き来

た
る
。
中な
か
つ
は
ら
の
ま
き

津
原
牧
の

年ね
ん
こ
う貢

の
牛
二
頭
〈
黒
毛
。〉・
蚫
等
を
進
る
。

□�
①
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
月
六
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
着
座
の
暦れ

き
き記

を
写う
つ
し
と取

る
事
」

▼
ｂ
「
季き

の
み
ど
き
よ
う
さ
だ
め

御
読
経
定
」

▼
ｃ
「
射い

場ば
は

始じ
め

の
事
」

六
日
、
庚
申
。

〓▼
ａ

宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）、
両
度
来
た
る
。
着
座
の
雑ぞ
う
じ事
を
談
ず
。
昨
日
、
余よ

（
＝

藤
原
実
資
）、
両
度
、
着
座
の
暦れ
き

記き

写う
つ

取し
と

る
。

〓▼
ｂ

明
日
、
季き
の

御み

読ど
き

経よ
う

の
事
を
定
む
べ
し
。
而し
か

る
に
左
大
弁
（
＝
藤
原
定
頼
）、
物も
の

忌い
み

と
云
々
。
右
兵
衛
督
（
＝
藤
原
経
通
）
参
入
す
べ
き
事
、
大
外
記
頼
隆
真
人
（
＝

清
原
）
に
仰
す
。

〓▼
ｃ

又
、
云
は
く
「
昨
日
の
射い

場ば
は

始じ
め

の
御ぎ
よ
し
ゆ
つ

出
、
晩ば
ん
け
い景

に
及
ぶ
。
関
白
（
＝
藤
原
頼

通
）、
上か
ん
だ
ち
め
達
部
の
座
に
候
ず
。」
と
云
々
。
所し
よ
し
よ
う
掌
は
右
兵
衛
佐
（
×
乃
兵
衛
督
）
資

通
（
＝
源
）。
作
法
、
如じ
よ
で
い泥

な
り
。
前
例
を
知
ら
ざ
に
似
る
。

□�
①
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
月
八
日
条
（
▼
ａ
）

▼
ａ
「
着
座
の
雑ぞ

う
じ事
」

▼
ｂ
「
御み

読ど
き

経よ
う

（
＝
季
御
読
経
）
の
定
さ
だ
め

文ぶ
み

を
進
た
て
ま
つる
事
」
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

・
藤
原
資
平
の
正
三
位
加
階
後
初
参
着
座
…
□�
・
□�
・
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

万
寿
元
年
十
二
月
廿
六
日
、
中
納
言
長
家
卿
（
＝
藤
原
）、
加か

階か
い

し
、
申も
う
し
ぶ
み
文
せ
し

む
る
事
。

②
『
小
右
記
』
万
寿
元
年
十
二
月
廿
六
日
条
（
＋
2
）

▼
ａ
「
諷ふ

誦じ
ゆ

」

＋
1
「
北き

た
の野

に
行ぎ
よ
う
こ
う

幸
す
る
事
」（
目
八
・
諸
社
行
幸
事
）

▼
ｂ
「
社
の
饗き
よ
うの

事
」

▼
ｃ
「
出し

ゆ
つ
ぎ
よ
御
の
事
」

▼
ｄ
「
宣せ

ん

命み
よ
うを
進
た
て
ま
つる
事
」

▼
ｅ
「
社し

や
し司
の
勧か
ん
し
よ
う
賞
の
事
」

▼
ｆ
「
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）
の
兼け
ん
か
ん官
の
事
」

▼
ｇ
「
御お

み
そ
ぎ禊

」

▼
ｈ
「
神し

ん
ぽ
う宝

・
東
あ
ず
ま
あ
そ
び

遊
・
楽が
く

等
を
奉
り
、
御お
ん
う
ま馬

を
馳は

す
る
事
」

▼
ｉ
「
見け

参ざ
ん

を
奉
り
、
禄ろ
く

を
給
ふ
事
」

▼
ｊ
「
還か

ん
ぎ
よ御

の
事
」

＋
2
「
中
納
言
長
家
卿
（
＝
藤
原
）、
加か

階か
い

し
、
申も
う

文し
ぶ
みせ

し
む
る
事
」（
目
）

＋
3
「
行
幸
の
行ぎ
よ
う
じ
の
し

事
史
貞
行
（
＝
小
槻
）
の
父
奉
親
法
師
（
＝
小
槻
）
死
去
す
る
に
、

子
に
告
げ
ず
行
事
し
畢お

わ

る
事
」

「
行
幸
の
行
事
史
貞
行
の
父
奉
親
法
師
死
去
す
る
に
、
子
に
告
げ
ず
行
事
し

畢
（
×
異
）
る
事
」（
目
八
・
諸
社
行
幸
事
）

▼
ｋ
「
小
女
（
＝
藤
原
千
古
）
の
侍
さ
む
ら
い
ど
こ
ろ

所
を
置
き
、
職し
き
じ事

を
補
す
る
事
」

▼
ｌ
「
権
律
師
遍
救
を
少
僧
都
に
任
ず
る
事
」（
頭
書
）

廿
六
日
、
庚
辰
。

向こ
う
ご後
の
少
弁
、
大
膳
大
夫
敦
頼
（
＝
菅
野
）
の
給き
ゆ
う
か
ん
官
、
貴
重
朝
臣
（
＝
惟
宗
）
の
官
、

師
光
（
×
元
）
朝
臣
（
＝
中
原
）
の
明
年
の
民
部
の
巡じ
ゆ
ん
か
ん

官
、
左
衛
門
尉
式
光
（
＝
宮

道
）
の
検け

非び

違い

使し

の
所し
よ
も
う望

の
事こ
と

等
、
一い
ち
い
ち々

申
し
了
り
ぬ
。
皆
、
申
す
所
を
理り

と

せ
ら
る
。

〓＋
１

禅ぜ
ん
こ
う閤

（
＝
道
長
）
曰
は
く
「
今
朝
、
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
使
つ
か
い

右
中
弁
章
信
（
＝

藤
原
）、
松ま
つ
の
お尾
・
北き
た
の野
の
行ぎ
よ
う
こ
う
幸
の
事
を
示
す
。
行
事
の
上し
よ
う（

＝
上
卿
）
は
中
宮
権
大

夫
〈
能
信
（
＝
藤
原
）〉
歟
。
弁
は
章
信
歟
。
権
ご
ん
の
べ
ん弁
経
輔
（
＝
藤
原
）
上じ
よ
う
ろ
う
﨟
な
り
。

而し
か

る
に
章
信
、
先
に
任
ず
る
は
、
亦
、
経
輔
、
此か
く

の
如
き
事
を
行
な
ひ
難が
た

き

歟
。」
其
の
外ほ

か

、
事こ
と

多
し
。
宰
相
・
史
を
問と
い
も
う申

さ
ず
。
向こ
う
ば
ん晩

に
帰
る
。
入よ
に
い
り夜

、

大
外
記
頼
隆
（
＝
清
原
）
来
た
り
て
云
は
く
「
行
幸
の
行
事
は
大
納
言
能
信
・
参

議
（
×
儀
）
広
業
（
＝
藤
原
）・
右
中
弁
章
信
・
外
記
師
任
（
＝
中
原
）・
大た
ゆ
う
の
し
夫
史
貞

行
（
＝
小
槻
）。
日
時
を
勘か
ん
じ
ん申
せ
む
と
欲
す
る
に
、
吉
平
（
＝
安
倍
）・
文
高
（
＝
惟

宗
）
参
ら
ず
。」

〓▼
ｄ

戌い
ぬ
の
と
き

時
、
宰
相
着
座
す
。
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
参
る
。
退
出

す
る
後
、
案あ

内な
い

を
見
て
、
来
た
る
べ
き
由よ
し

、
師
重
（
＝
中
原
）
に
仰
せ
、
之こ
れ

を
遣

は
す
。
中
納
言
朝
経
（
＝
藤
原
）、
同
じ
時
に
着
座
す
。
主
計
頭
吉
平
、
二
人
乍な
が

ら
反へ
ん
ば
い閇

す
と
云
々
。
師
重
来
た
り
て
云
は
く
「
時
剋
、
官
・
外
記
に
着
し
て
退

出
す
。
四
位
侍
従
経
任
（
＝
藤
原
）・
左
少
将
資
房
（
＝
藤
原
）・
少
納
言
資
高

相あ
い
し
た
が

従
ふ
。」
今
朝
、
布
百
端
、
宰
相
の
許も
と

に
遣
は
す
。
官
・
外
記
の
使つ
か
い
べ部

の

禄ろ
く
り
よ
う

料
な
り
。

〓▼
ｅ（
頭
書
）樋ひ
の

螺ら
で

鈿ん
の

剣け
ん

・
隠
お
ん
も

文ん
の

帯お
び

等
、
宰
相
の
許も
と

に
遣
は
す
。
今
日
戌
時
、
着
座
す
。

其
の
間
に
用
ふ
べ
き
料

り
よ
う

也
。
又
、
牛ぎ
つ
し
や車

を
借か

る
。
申さ
る

時
、
先ま

づ
貴
重
の
宅
に
渡

る
と
云
々
。〈
中な

か

御み

門か
ど

。〉

・
藤
原
資
平
、
治
安
二
年
九
月
廿
三
日
、
叙
正
三
位
。
藤
原
朝
経
、
治
安
三
年
十

二
月
十
五
日
、
任
権
中
納
言
。
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（
×
析
）
れ
、
北ほ
く
へ
ん辺

大
路
よ
り
西
行
し
、
北
に
折
れ
、
右う
こ

近ん
の

馬ば

場ば

よ
り
北
行
す
。

〓▼
ｄ

大お
お

幔ま
ん

の
外
に
於
い
て
、
神
祇
官
、
御
麻あ
さ

を
献
た
て
ま
つる
。〔
松ま
つ
の
お尾
行
幸
は
献
ら
ず
。

失し
つ

也
。〕
了
り
て
御ご

在ざ
い

所し
よ

に
到
り
給
ふ
。〈
内な
い

侍し

祗し

候こ
う

す
。〉
諸
卿
着
座
す
。〔
新

造
（
×
雑
造
）
の
仮か
り

屋お
く

。〕
関
白
・
内
大
臣
（
＝
藤
原
教
通
）、
御
在
所
に
候
ず
。
今

日
、
関
白
、
休
廬
を
設
け
ず
。
行
事
の
上

し
よ
う

能
信
卿
（
＝
藤
原
）、
宣せ
ん

命み
よ
うの

清せ
い

書し
よ

（
×
請
書
）
を
奏
す
べ
き
由
を
触
る
。
余よ

（
＝
藤
原
実
資
）
答
へ
て
云
は
く
「
仰お
お

事せ
ご
とを

待
ち
て
奏
す
べ
し
。」
右
中
弁
章
信
、
勧か

ん
ぱ
い盃

の
次つ
い
でに

、
宣
命
の
案あ

内な
い

を
示
す
。

小
し
ば
ら
く

時あ
り
て、
勅ち
よ
くを
伝
へ
て
云
は
く
「
宣
命
を
奏
す
べ
し
。」
者
り
。
即
ち
内な
い

記き

兼

行
を
召
し
、
宣
命
を
奉
る
べ
き
の
由
を
仰
（
×
抑
）
す
。
即
ち
之こ
れ

を
進
た
て
ま
つる
。
章

信
朝
臣
を
以
て
奏
せ
し
む
。
須
す
べ
か
らく

御ご

所し
よ

に
進
み
て
奏
せ
し
む
べ
し
。
而
る
に
騎き

馬ば

の
間
、
進
退
耐た

へ
難が
た

し
。
仍
り
て
御
所
に
進
ま
ず
。

〓▼
ｅ

即
ち
宣
命
を
返か
え
し
た
ま

給
は
る
次
に
、
関
白
の
御
消し
よ
う
そ
く

息
に
云
は
く
「
御
所
の
辺あ
た
りに

於

い
て
、
申も

う
し
あ合

わ
す
べ
き
事こ
と

有
り
。」
者
り
。
宣
命
、
能
信
卿
の
許も
と

に
指さ
し
つ
か遣

は
す
。

受う
け
と取
る
。
余
起き

座ざ

し
、
御
所
の
辺
に
参
る
。
関
白
佇ち
よ
り
つ立
す
。
即
ち
謁え
つ
だ
ん談
し
て
云

は
く
「
律り

つ
し師

遍
救
、
社し
や
し司

と
為
す
。〈
検け
ん
ぎ
よ
う

校
。〉
無
名
法
師
。〈
別
当
。〉
遍
救
、

若も

し
く
は
賞
す
べ
き
哉や

否い
な

や
。
若
し
賞
す
べ
か
ら
ば
、
何
等
の
賞
を
加
ふ
べ
き

乎
。
石い

わ

清し

水み
ず

の
例
に
依
れ
ば
、
位
を
給
ふ
べ
き
歟
。
然し
か

ら
ば
、
法ほ
う
げ
ん眼

を
給
ふ
べ

き
歟
。
律
師
を
去
り
、
法
眼
を
叙
す
る
は
、
還か

え

り
て
愁
う
れ
い

有
る
べ
し
。
又
、
僧そ
う

都ず

に
任
ず
る
は
、
其
の
例れ
い

無
し
。
亦
、
別
当
を
以
て
、
法ほ
つ
き
よ
う

橋
に
任
ず
る
は
、
検
校

を
置
き
、
下げ

﨟ろ
う

を
賞
す
る
は
、
便び
ん

無
か
る
べ
き
歟
。
此
の
間
、
疑
う
た
が
いを
持
つ
。

如い
か
が何

。」
者
り
。
余
答
へ
て
云
は
く
「
左そ

右う

、
叡え
い
り
よ慮

に
在
る
べ
し
。」
関
白
、

「
猶
、
所し

よ
か
い懐

を
示
す
べ
し
。」
者
り
。
余
云
は
く
「
行
幸
の
処
、
勧か
ん

賞し
よ
うの

人ひ
と

有
り
。

遍
救
、
已
に
是こ

れ

、
名め
い
そ
う僧

な
り
。
職
、
律
師
に
居お

り
。
次
第
に
漸
至
し
、
必
ず

転て
ん
に
ん任
有
る
べ
き
者
也
。
今
、
今こ
ん
じ時
に
遇あ

ふ
上
、
少
僧
都
を
給
（
×
治
）
ふ
も
、

事こ
と
の
な
ん難
無
か
る
べ
き
歟
。
遍
救
、
素も
と

よ
り
、
転
任
す
べ
か
ら
ざ
る
の
定
さ
だ
め

無
し
。

〓▼
ａ

今
日
、
北き
た
の野

に
行ぎ
よ
う
こ
う

幸
す
。
扈こ
じ
ゆ
う従

す
べ
き
に
依
り
、
諷ふ

誦じ
ゆ

を
常
じ
よ
う

住じ
ゆ

寺う
じ

・
東と
う

寺じ

・

清き
よ
み
ず
で
ら

水
寺
等
に
修
す
。

〓＋
１

参さ
ん

内だ
い

す
。〔
宰
相
（
＝
藤
原
資
平
）、
車
く
る
ま

後の
し
りに
乗
る
。〕
時
刻
を
問
ふ
。「
巳み
の

三さ
ん

刻こ
く

。」
先
こ
れ
よ
り
さ
き
是
、
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
并
び
に
両
三
の
上か
ん
だ
ち
め
達
部
参
入
す
。
外
記
を
召

し
、
諸
衛
・
諸
司
の
参さ

ん
ふ不

を
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く
「
或あ
る
いは

参
入
し
、
或
は
参

ら
ず
。」
申
す
所
、
頗す

こ
ぶる

荒こ
う
り
よ
う

涼
な
り
。
催
す
べ
き
由よ
し

を
仰
せ
了
り
ぬ
。
左
中
弁

経
頼
（
＝
源
）、
仰お
お
せを

伝
へ
て
云
は
く
「
出し
ゆ
つ
ぎ
よ

御
の
時
、
已す
で

に
至
る
。
諸
司
参
入
す

る
乎か

。」
者て
へ

り
。
外
記
の
申
す
旨む
ね

を
以
て
申
さ
し
め
訖
り
ぬ
。
此
の
間
、
諸
衛

の
将し

よ
う・
佐す
け

等
参
入
す
。

〓▼
ｂ

左
中
弁
、
関
白
の
御
消し
よ

息う
そ
くを

伝
へ
て
云
は
く
「
社
の
饗き
よ
うの

行ぎ
よ
う

事じ
の

弁べ
ん

章
信

（
＝
藤
原
）
精し
よ
う
じ
ん

進
せ
し
む
と
云
々
。
御ご
　
ぜ
ん膳

（
×
即
膳
）
に
至
り
て
は
、
一い
ち
じ
つ日

よ
り

清せ
い
し
よ
く

食
（
×
請
食
）
を
供く

御ご

す
。
抑
そ
も
そ
も、

饗
の
事
、
若も

し
く
は
覚
ゆ
る
所
と
こ
ろ

有
る
乎
。」

者
り
。
先
年
の
行
幸
の
饗
、
慥た

し
かに

は
覚
え
ず
。
但た
だ

し
、
事
こ
と
の
こ
と
わ
り

理
を
推す
い

す
る
に
、

魚ぎ
よ

鳥ち
よ
うを
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
歟
。
僧そ
う
か
ん官
有
り
、
俗ぞ
く
か
ん官
無
し
。
前
年
、
行
事
の
上
し
よ
う

（
＝
上
卿
）
中
宮
大
夫
斉
信
（
＝
藤
原
）、
座
に
在あ

り
。
案
内
を
問
ふ
。
答
へ
て
云
は

く
「
彼
の
時
の
饗
の
事
、
一い

つ

切さ
い

覚
え
ず
。」
猶な
お

、
精
進
す
る
こ
と
、
尤も
つ
とも
宜
し

か
る
べ
き
事
、
大

た
い
り

略や
く

申も
う

達し
た
つし

訖
り
ぬ
。

〓▼
ｃ

右
頭
中
将
顕
基
（
＝
源
）、
仰
を
伝
へ
て
云
は
く
「
左
将
、
一
人
の
外ほ
か

は
参
ら

ず
。
已す

で

に
御ぎ
よ
し
ゆ
つ

出
に
臨
む
。
右
三
位
中
将
（
＝
源
師
房
）
若も

し
く
は
顕
基
を
以
て
、

左
に
度わ

た

し
、
御
輿こ
し

を
寄
す
べ
し
。」
者
り
。
此
の
間
、
左
中
将
兼
綱
（
＝
藤
原
）

参
入
す
。
此
の
由
を
奏
せ
し
む
。
即す
な
わち

南な

殿で
ん

に
出し
ゆ
つ
ぎ
よ

御
す
。
先ま

づ
反へ
ん
ば
い閇

を
奉
る
。

〈
吉
平
（
＝
安
倍
）。〉
午う
ま

二
剋
、
御
輿
を
琵し

す
。〔
葱そ
う
か
ぎ
よ
う

花
形
。
午
二
点
。〕
先
づ
左

右
の
将
軍
、
御

お
ん
き

階ざ
は
しの
巽た
つ
み・
坤ひ
つ
じに
進す
す

立み
た

つ
。
諸
し
よ
き

卿よ
う

列
立
す
る
こ
と
、
垣
の
如
し
。

神し
ん

事じ

に
依
り
、
鈴す
ず
の
そ
う

奏
・
警け
い
ひ
つ蹕

無
し
。
亦
、
御
綱
を
仰
せ
ず
。
乗じ
よ
う
よ輿

す
。
日に
つ

華か

・

宣せ
ん

陽よ
う

・
建け
ん

春し
ゆ
ん・

陽よ
う

明め
い

等
の
門
よ
り
出
づ
。
大お
お
み
や
お
お
じ

宮
大
路
よ
り
北
行
し
、
西
に
折
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

家
（
＝
藤
原
）・
実
成
（
＝
藤
原
）・
道
方
（
＝
源
）・
朝
経
（
＝
藤
原
）、
参
議
（
×
儀
）

資
平
・
通
任
（
＝
藤
原
）・
兼
経
（
＝
藤
原
）、
右
三
位
中
将
師
房
（
＝
源
）、
参
議

（
×
儀
）
広
業
（
＝
藤
原
）・
朝
任
（
＝
源
）。

〓＋
２

今
日
辰た
つ
の
と
き
時
、
中
納
言
長
家
、
加か

階か
い

の
後
、
初
め
て
宜
陽
殿
（
宜
□
□
）
に
着
し
、

陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
に
於
い
て
申も
う
し
ぶ
み
文
せ
し
む
と
云
々
。
神
事
の
行
幸
の
日
、
申
文
せ
し

む
る
は
、
頗す

こ
ぶる
強あ
な
がち
に
似
（
□
）
る
。

〓＋
３

後の
ち
に
き聞
く
。「
行
幸
の
行ぎ
よ
う
じ
の
し

事
史
貞
行
宿
禰
（
＝
小
槻
）
の
父
俗
名
奉
親
（
＝
小
槻
）

死
去
す
。
子
の
貞
行
に
告
げ
ず
、
行
幸
了
り
て
告
ぐ
。」
と
云
々
。

〓▼
ｋ

今
日
、
新
作
の
東
廊
（
＝
小
野
宮
第
）
を
以
て
、
小
女
（
＝
藤
原
千
古
）
の
侍
さ
む
ら
い

所ど
こ
ろと
為
す
。
小
し
よ
う
し
よ
く
食
を
儲も
う

け
、
例
の
飯い
い

を
置
く
。
兼
成
朝
臣
（
＝
藤
原
）・
弾
正
忠

師
重
（
＝
中
原
）・
橘
為
経
等
を
以
て
、
職し
き

事じ

と
為
す
。

〓▼
１

権（
頭
書
）律
師
遍
救
を
以
て
、
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
る
と
云
々
。

・
藤
原
長
家
、
万
寿
元
年
九
月
十
九
日
、
叙
従
二
位
、
十
二
月
廿
日
、
叙
正
二
位
。

□�
①
『
左
経
記
』
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
七
月
二
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
外げ

記き
の

政
ま
つ
り
ご
と」

二
日
、
壬
午
。
晴
。

〓▽
ａ

結か
た
な
し
ど
こ
ろ

政
所
に
参
る
。
春
宮
大
夫
（
＝
藤
原
頼
宗
）、
着
座
の
後
、
今
日
、
始
め
て

政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記
政
）
の
事
を
行
な
は
る
。
源
中
納
言
（
＝
源
道
方
）・
侍
従
宰
相
（
＝

藤
原
資
平
）・
藤
相
公
（
＝
藤
原
広
業
）
参さ
ん

会か
い

せ
ら
る
。
申も
う
し
ぶ
み

文
、
請し
よ
う
い
ん

印
し
了
り
ぬ
。
上
し
よ
う

（
＝
上
卿
）（
＝
頼
宗
）
以
下
、
侍じ
じ

従ゆ
う

所し
よ

に
着
す
。
申
文
・
食
等
了
り
、
内
（
×
目
）

に
入
る
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

退
出
す
。

・
藤
原
頼
宗
、
治
安
元
年
七
月
廿
五
日
、
任
権
大
納
言
。

・『
中
右
記
』
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
四
月
六
日
条
に
「（
前
略
）
堀
川
右
大
臣

殿
、
治
安
元
年
七
月
廿
五
日
、〔
任
巴

大
納
言
芭

〕
万
寿
二
年
六
月
十
二
日
〔
壬

今
、
此
の
時
の
勧
賞
の
理り

有
り
。
只
、
昇し
よ
う
し
ん
進
の
早そ
う
ば
ん晩

（
×
暁
）
の
間
の
事こ
と

在
る

べ
き
也
。」
又
、
関
白
云
は
く
「
然
ら
ば
、
難な

ん

無
か
る
べ
き
乎
、
如
何
。」
余
答

へ
て
云
は
く
「
下げ

官か
ん

（
＝
実
資
）
の
申
す
所
は
、
只
、
事
こ
と
の
む
ね旨

也
（
□
）。
唯た
だ

、
諸
人

の
申
す
所
は
知
り
難
し
。
殊

こ
と
な
る

謗ぼ
う

難な
ん

無
か
る
べ
き
乎
。
禅
室
、
宣の

ぶ
る
所
と
こ
ろ

有
る

乎
。」
関
白
云
は
く
「
行
幸
の
時
、
寺じ

司し

等
、
僧そ
う
ご
う綱
に
任
ず
る
例
は
如
何
。

尋た
ず
ね
お
こ
行
な
は
る
べ
し
。
但
し
、
宜
し
き
に
随
ひ
て
定さ
だ
め
お
こ
行
な
は
る
る
に
、
何
事
か
、

之こ
れ

、
有
ら
む
也や

。」

〓▼
ｆ

良や
や
ひ
さ久

し
く
談
話
す
る
次つ
い
でに

、
資
平
（
ヽ
）
の
兼け
ん
か
ん官

の
事
を
申も
う
し
つ付

く
。
和
解
の

気け

有
り
。

〓▼
ｇ

此
の
間
、
御お
み
そ
ぎ禊
有
り
。

　

関（
頭
書
）白
云
は
く
「
賞し
よ
う
し
ん
進
の
事
、
行
事
の
上
し
よ
う

能
信
卿
に
仰
す
べ
し
。」
者
り
。
大

略
、
僧
都
に
任
ず
べ
き
に
似
る
。

〓▼
ｈ

余
、
復ふ
く
ざ座
す
。
御
禊
了
り
、
歌か
　
て
き笛
を
発
す
。
能
信
卿
、
舞ま
い
び
と人
等
を
率
ゐ
、

宝ほ
う
ぜ
ん前

に
参
る
。
神し
ん
ぽ
う宝

等
、
在ざ
い
ぜ
ん前

。
東
あ
ず
ま
あ
そ
び

遊
・
大だ
い
と
う唐

・
高こ

麗ま

等
の
楽が
く

、
各
お
の
お
の

三
曲
了

り
ぬ
。
関
白
、
諸
卿
を
招
き
、
御
所
に
参ま

い
り
す
す

進
み
て
祗し

候こ
う

す
。
御お
ん
う
ま馬

を
馳は

せ
了
り

ぬ
。

〓▼
ｉ

余
、
外
記
を
召
し
、
見け

参ざ
ん

を
奉
る
べ
き
由
を
仰
す
。
即
ち
進
る
。
右
頭
中
将

顕
基
を
以
て
奏
せ
し
む
。
即
ち
返
し
給
ふ
。
外
記
に
給
（
々
）
ふ
。
行ぎ
よ

事う
じ

所し
よ

、

禄ろ
く

を
給
ふ
。

〓▼
ｊ

了
り
て
御み
　
こ
し輿

を
寄
す
。
初
め
て
警
蹕
を
称と
な

ふ
。
此
の
間
、
燎
か
が
り
びを

執と

り
て
還か
ん
ぎ
よ御

す
。
建
春
門
の
外
に
於
い
て
、
神
祇
官
、
御
麻
を
献

た
て
ま
つり

了
り
ぬ
。
入に
ゆ
う
ぎ
よ

御
す
。
鈴

奏
﹇
留る

守す

の
参
議
朝
任
（
＝
源
）、
最
後
に
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

の
前
に
於
い
て
、
称と
な

ふ
る

の
例
な
り
。﹈・
名な

だ
い
め
ん

謁
、
常
の
如
し
。

　

扈こ
じ
ゆ
う従
の
上
達
部
、
左
大
臣
〔
関
白
。
騎
馬
に
て
、
御
輿
の
御お
ん

後う
し
ろに
候
ず
。〕・

余
・
内
大
臣
、
大
納
言
斉
信
・
行
成
（
＝
藤
原
）〈
遅
参
。〉・
能
信
、
中
納
言
長



102

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

②
『
日
本
紀
略
』
万
寿
三
年
十
月
九
日
条

九
日
、
辛
巳
。

　

権
中
納
言
師
房
卿
（
＝
源
）、
仗
じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
。

・
源
師
房
、
万
寿
三
年
十
月
六
日
、
任
権
中
納
言
。

・
源
師
房
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
□�
・
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

長
元
二
年
四
月
廿
八
日
（
＝
丙
辰
）、
参
議
重
尹
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の
事
。

・
藤
原
重
尹
、
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
正
月
廿
四
日
、
任
参
議
。

□�
①
『
公
卿
補
任
』
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
条

　

権
中
納
言
源
師
房
「
二
月
廿
三
日
、
丙
午
。
酉
時
、
着
座
す
。」

・
源
師
房
、
万
寿
三
年
十
月
六
日
、
任
権
中
納
言
（
長
元
二
年
正
月
廿
四
日
、
叙

正
三
位
、
十
二
月
廿
日
、
叙
従
二
位
）。

②
『
公
卿
補
任
』
長
元
三
年
条

　

権
中
納
言
藤
原
資
平
「
二
月
廿
三
日
、
丙
午
。
丑
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
資
平
、
長
元
二
年
正
月
廿
四
日
、
任
権
中
納
言
。

③
『
公
卿
補
任
』
長
元
三
年
条

　

権
中
納
言
藤
原
定
頼
「
二
月
廿
三
日
。
丑
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
定
頼
、
長
元
二
年
正
月
廿
四
日
、
任
権
中
納
言
。

・
藤
原
定
頼
の
権
中
納
言
初
参
着
陣
・
着
座
…
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
（
＝
長
元
）
三
年
二
月
廿
六
日
（
＝
己
酉
）、
師
房
卿
（
＝
源
）
の
着
座
の
時
剋
、

相
違
す
る
事
。

戌
、
時
戌
、〕
着
座
、
件
例
家
吉
例
也
、
雖
巴

道
虚
蚤

已
有
巴

着
座
事
芭

（
後
略
）」

と
見
え
る
。

□�
①
『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
九
月
廿
一
日
条
（
▽
ｃ
）

▽
ａ
「
御ご

産さ
ん

（
＝
中
宮
藤
原
威
子
）
の
御み

調ち
よ

度う
ど

并
び
に
仏
事
の
事
」（
目
）

▽
ｂ
「
御
造ぞ
う
ぶ
つ仏

料
の
不
足
の
事
」

▽
ｃ
「
参
議
右
兵
衛
督
経
通
卿
（
＝
藤
原
）
の
着
座
」

廿
一
日
、
甲
子
。
天
晴
。

〓▽
ａ

巳み
の
こ
く剋
を
以
て
、
御ご
さ
ん産

（
＝
中
宮
藤
原
威
子
）
の
御み

調ち
よ

度う
ど

を
調
と
と
の

始え
は
じむ
。
又
、
今
日

（
×
月
）
よ
り
毎
日
、
河か
り

臨ん
の

御お
は

祓ら
え

を
行
な
は
る
。〔
御
堂
（
御
×
）（
＝
藤
原
道
長
）
よ

り
、
陰お

ん

陽よ
う

師じ

五
人
を
以
て
、
御
産
の
期
に
至
る
ま
で
行
な
は
る
と
云
々
。〕

〓▽
ｂ

又
、
御
造ぞ
う
ぶ
つ仏

料
の
不
足
の
由よ
し

、
覚
法ほ
つ

橋き
よ
う

（
＝
覚
空
）
の
許も
と

よ
り
、
夢む

想そ
う

の
告つ
げ

有
り
。
仍
り
て
仏ぶ
つ
し師

を
召め
し
と問

ふ
。「
料り
よ
う

物も
つ

は
愁
う
れ
い

無
し
。
但た
だ

し
、
薄は
く

料
の
金
は
不

足
す
る
所
な
り
。」
者て

へ

り
。
仍
り
て
銀
卅（
マ
ヽ
）一
両
を
加く
わ
え
く
だ
下
さ
る
。〔
体
別ご
と

に
二
両
。〕

染せ
ん
こ
う工

、
頗す
こ
ぶる

不
足
の
愁
有
り
。
仍
り
て
人
別
に
、
米
二
石
を
充
つ
。

〓▽
ｃ

子ね

剋
（
×
則
）、
参
議
右
兵
衛
督
経
通
（
経
道
）
卿
（
＝
藤
原
）
着
座
す
と
云
々
。

②
『
日
本
紀
略
』
万
寿
三
年
九
月
廿
一
日
条

廿
一
日
、
甲
子
。

　

参
議
経
通
（
＝
藤
原
）、
始
め
て
着
座
す
。

・
藤
原
経
通
、
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
一
日
、
任
参
議
（
寛
仁
四
年
正
月
七
日
、
叙

従
三
位
、
十
一
月
廿
九
日
、
叙
正
三
位
）。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
（
＝
万
寿
）
三
年
十
月
九
日
（
×
十
九
日
）（
＝
辛
巳
）、
新
中
納
言
師
房
卿
（
＝
源
）、

始
め
て
着
陣
す
る
事
。
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

□�
①
『
小
右
記
』
長
元
四
年
二
月
廿
九
日
条
（
＊
2
）

▼
ａ
「
呵か

梨り

勒ろ
く

丸が
ん

を
服
す
る
事
」

＊
1
「
狼

お
お
か
み、

中
納
言
（
＝
藤
原
資
平
）
の
家
に
入
る
事
」（
目
一
六
・
怪
異
事
）

＊
2
「
着
座
」

▼
ｂ
「
輦れ

ん
し
や車
を
造
る
事
」

▼
ｃ
「
勘か

ん
せ
ん
じ
宣
旨
」

＊
3
「
東と

う
だ
い
じ
大
寺
の
印い
ん

の
事
」

　
　

「
官か

ん
し史

を
東
大
寺
に
差さ
し
つ
か遣

は
し
、
印
等
を
実じ
つ
け
ん検

す
る
事
」（
目
一
八
・
雑
部
）

▼
ｄ
「
鬼き

気き

祭さ
い

」

▼
ｅ
「
諷ふ

誦じ
ゆ

」

▼
ｆ
「
当
季
仁に

ん
の
う
こ
う

王
講
」

廿
九
日
、
丙
午
。

〓▼
ａ

暁ぎ
よ

更う
こ
う、
呵か

梨り

勒ろ
く

丸が
ん

を
服
す
。〈
三
。〉

　

山や
ま

階し
な

（
＝
興
福
寺
）
の
僧
朝
寿
来
た
る
。
相あ
い

遇あ

は
ず
。
帰
粮
三
石
を
与
ふ
。
悦え
つ

気き

有
り
と
云
々
。

〓＊
１

卯う
の

時と
き

、
狼
お
お
か
み、

中
納
言
（
＝
藤
原
資
平
）
の
家
（
＝
小
野
宮
第
の
北
宅
）
に
入
る
。
他

処
に
於
い
て
射
ら
れ
、
矢
を
立た

て
乍な
が

ら
走は
し

入り
い

る
。
今こ
ん

明み
よ
う、

中
納
言
物も
の

忌い
み

な
り
。

〓＊
２

大
外
記
文
義
（
＝
菅
野
）
云
は
く
「
今
日
酉と
り

時
、
権
大
納
言
長
家
（
＝
藤
原
）・

右
大
弁
経
頼
（
＝
源
）
着
座
す
。」

〓▼
ｂ

午う
ま

時
、
輦れ
ん

車し
や

を
造
ら
し
む
。
例
の
乗
用
の
車
、
太
は
な
は

だ
狭
き
よ
う

少し
よ
うな

り
。
仍
り
て
改

造
せ
し
む
る
所

と
こ
ろ

也
。

　

東
大
寺
僧
厳
調
・
詮
義
来
た
る
。
相
遇
は
ず
。

〓▼
ｃ

蔵
人
左
少
弁
経
長
（
＝
源
）、
勘か
ん
せ
ん
じ
宣
旨
を
持も
ち
き来
た
る
。〔
前
阿
波
守
義
忠
の
申

す
蔵
人
所
の
召め

し
も
の物
の
直じ
き

法ほ
う

（
□
法
）。〕
覆ふ
く
そ
う奏
せ
し
む
。

〓＊
３

次
い
で
頭
弁
（
＝
藤
原
経
任
）
来
た
る
。
勅ち
よ
くを

伝
へ
て
云
は
く
「『
官か
ん

史し

を

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
（
＝
長
元
三
年
）
三
月
廿
六
日
（
＝
己
卯
）、
兼
頼
（
×
信
家
）
卿
（
＝
藤
原
）、
仗
じ
よ
う
の

座ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
る
事
。

・
藤
原
兼
頼
、
長
元
三
年
三
月
八
日
、
叙
従
三
位
。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
同
月
（
＝
長
元
三
年
三
月
）
廿
七
日
（
＝
庚
辰
）、
定
頼
卿
（
＝
藤
原
）
の
着
座
の

事
。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
年
（
＝
長
元
三
年
）
八
月
九
日
（
＝
庚
寅
）、
官
（
＝
太
政
官
庁
）・
外
記
庁
の
倚い

子し

、

左
大
臣
（
＝
藤
原
頼
通
）
の
座
に
双な
ら

ぶ
べ
き
事
。

□�
①
『
左
経
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
二
月
廿
六
日
条
（
※
1
）

※
1
「
着
座
の
兀ご

つ
し子

を
作
ら
し
む
る
事
」

廿
六
日
、
癸
卯
。

〓※
１

木も

工く
の

算さ
ん

師し

代だ
い

正
頼
を
召
し
て
仰
せ
て
云
は
く
「
来
た
る
廿
九
日
酉と
り
の
こ
く

剋
、
着
座

す
べ
し
。
兀ご

つ
し子

、
作
ら
し
む
べ
き
の
由
、
大た
ゆ
う
の
し

夫
史
義
賢
朝
臣
（
＝
惟
宗
）
に
召め
し
お
お仰

せ
了
り
ぬ
。
定
め
て
仰お

お

下せ
く
だす

歟
。
明
日
巳み
の

二に

剋こ
く

、
作つ
く
り
は
じ

初
む
べ
き
也
。
須
す
べ
か
らく

家け
い

司し

一
人
を
遣
は
し
、
慥た
し
かな

る
時
剋
に
作
初
め
し
む
べ
き
也
。
然し
か

而れ
ど
も（

×
而
然
）、
汝
な
ん
じ

（
＝
正
頼
）、
已す
で

に
家
中
の
寮
事
の
執
行
為た

り
と
云
々
。
仍
り
て
召
仰
す
る
所
と
こ
ろ

也
。

時
剋
を
違た

が

は
ず
、
慥た
し
かに
巳
二
剋
に
作
初
め
て
、
廿
九
日
午
二
剋
、
官
（
＝
太
政
官

庁
）・
外
記
庁
に
立
つ
べ
き
也
。」
者て
へ

り
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

東ひ
が
し

洞と
う

院い
ん

（
×
東
々
院
）（
＝
東
洞
院
大
路
）
よ
り
近こ
の

衛え

御み

門か
ど

（
＝
近
衛
大
路
）、
大お
お
み
や宮

（
＝

大
宮
大
路
）
よ
り
待た
い

賢け
ん

門も
ん

に
行
列
す
。
召め
し

使づ
か
い・
官か
じ

掌よ
う

等
左
右
に
相あ
い

分わ

か
れ
て
前さ
き

駆が
け

す
。
使つ
か

部い
べ

等
、
所
々
に
立
ち
、
往
還
の
雑
人
を
制
止
す
。
待
賢
門
よ
り
入
り
、

陰
陽
寮
の
東
南
等
の
路み

ち

を
経
て
、
八は
つ

省し
よ
う（

＝
朝
堂
院
）
の
東
廊
の
休
息
所
に
到
る
。

〔
昨
日
、
史し

広
雅
に
仰
せ
て
装し
よ
う
ぞ
く

束
せ
し
む
る
也
。〕

〓▽
ｂ

頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

酉と
り

一の
い

剋つ
こ
くを

打
つ
。
此
の
間
、
権
大
納
言
（
＝
藤
原
長
家
）
参
入
せ
ら

る
。
暫し

ば
らく

し
て
酉
二
剋
を
打
つ
。
大
納
言
（
＝
長
家
）、
先ま

づ
着
し
て
出
で
給
ふ
。

次
い
で
余よ

（
＝
源
経
頼
）、
西
門
よ
り
入
る
。
召
使
四
人
・
官
掌
一
人
、
相
分
か

れ
て
前
を
行
く
。
庁
（
＝
太
政
官
庁
）
の
北
屛
の
西
の
辺
に
於
い
て
、
靴
か
の
く
つを
着
し
、

庁
の
北
面
の
西
戸
よ
り
入
る
。〔
此
の
間
、「
秋
東
（
×
束
）」
を
呼
ぶ
。〕
兀ご
つ
し子

に
着
す
。〔
下
よ
り
、
之こ

れ

に
着
す
。〕
暫し
ば
らく

し
て
起き

座ざ

し
一
揖ゆ
う

す
。
同
じ
戸
よ
り

出
で
、
元

も
と
の
と
こ
ろ

所
に
於
い
て
、
靴
を
脱
ぎ
、
浅あ
さ

履ぐ
つ

を
着
し
、
本も
と

道の
み
ちよ

り
、
外
記
（
＝

外
記
庁
）
に
向
か
ふ
。〔
官
の
西
門
を
出
づ
る
の
間
、
酉
三
剋
を
打
つ
。〕

〓▽
ｃ

小
屋
（
＝
外
記
庁
小
屋
）
の
内
に
於
い
て
、
靴
を
着
す
。
北
面
の
西
戸
よ
り
入

り
、
兀
子
の
後
、
并
び
に
西
を
経
て
、
之
に
着
す
。
暫
く
し
て
起
座
し
一
揖
す
。

〔
庁
（
＝
外
記
庁
）
の
南
廂
の
二
所
、
北
廂
の
二
所
、
火
を
明と
も

す
に
、
是こ
れ

、
明
す

人ひ
と

無
し
。
唯た
だ

、
松た
い
ま
つ

焼
火
を
置
く
也
。〕
元も
と

戸の
と

よ
り
出
で
、
戸
の
西
腋
の
方
に
於

い
て
、
浅
履
（
履
×
）
を
着
す
。〔
此
の
間
、
前
駆
四
人
・
召
使
四
人
、
秉
へ
い
し

燭よ
く

（
×
曳
燭
）
し
、
前
に
在
り
。〕
陽よ
う

明め
い

門も
ん

よ
り
出
で
て
退
出
す
。〔
召
使
・
官
掌
等
、

騎
馬
し
て
前
駆
す
。〕

　

本
道
よ
り
帰
宅
す
る
道
、
召
使
・
官
掌
等
、
密み

つ
み
つ々

に
假か

を
請
ふ
。
先
づ
権
大

納
言
殿
（
＝
長
家
）
に
請
ふ
と
云
々
。

〓▽
ｄ

戌い
ぬ
の

剋こ
く

許ば
か
り、
召
使
・
官
掌
等
来ら
い

向こ
う

す
。
東
廊
の
東
ひ
が
し

廂び
さ
しに
、
座
を
敷
き
、
饗き
よ
うを

賜
ふ
。〔
召
使
十
人
・
官
掌
四
人
、
対
座
南
上
。
弁べ

ん

候こ
う

二
人
・
時と
き

申も
う

（
申
×
）
す

使
部
二
人
、
別
座
す
。〕
盃は

い

酌し
や
く

数
巡
の
後
、〔
内く
　
ら蔵

の
史
生
等
勧か
ん

盃ぱ
い

す
。
下し
も

部べ

東と
う
だ
い
じ

大
寺
に
差さ
し

遣つ
か

は
し
、
印い
ん

等
を
実じ
つ
け
ん検

せ
し
む
。
紙
に
捺お

さ
し
め
て
奏
す
べ
し
。』

者て
へ

り
。
関
白
（
＝
藤
原
頼
通
）
云
は
く
『
下げ

官か
ん

（
＝
藤
原
実
資
）
定さ
だ

申め
も
うす
所
、
尤も
つ
とも
好

言
な
り
。』」
者
り
。
即す

な
わち
宣せ
ん
げ下
し
了
り
ぬ
。

〓▼
ｄ

今
夜
、
鬼き

気き

祭さ
い

。〔
西
門
。
文
高
（
×
為
高
）（
＝
惟
宗
）、
病
を
称
す
。
仍
り
て

陰
陽
属
恒
盛
（
＝
中
原
）
を
以
て
祭
ら
し
む
。〕

〓▼
ｅ

諷ふ

誦じ
ゆ

、
三
ヶ
寺
に
修
す
。〔
東と
う

寺じ

・
清き
よ

水み
ず

・
祇ぎ

園お
ん

（
祇
薗
）。〕
金こ
ん

鼓ぐ

を
打
た
し

む
。
夢
想
紛ふ

ん

紜ぬ
ん

に
依
る
。

〓▼
ｆ

当
季
（
＝
仁
王
講
）。

②
『
左
経
記
』
長
元
四
年
二
月
廿
九
日
条
（
※
1
、
▽
ａ
ｂ
ｃ
）

※
1
「
着
座
の
事
」

　

「
着
座
（
×
符
）
の
事
」（
目
）

▽
ａ
「
辻つ
じ
つ
じ々

に
於
い
て
、
往
還
の
雑ぞ
う
に
ん人

を
制せ
い
し止

せ
し
む
る
事
」

▽
ｂ
「
太
政
官
庁
の
着
座
」

▽
ｃ
「
外
記
庁
の
着
座
」

▽
ｄ
「
饗き

よ
う
え
ん

宴
」

廿
九
日
、
丙
午
。

〓※
１

早そ
う
た
ん旦

、
西
廊
に
渡
る
。
酉と
り
の
こ
く

剋
を
以
て
着
せ
む
が
為た
め

也
。
主
計
頭
頼
隆
真
人

（
＝
清
原
）
云
は
く
「
或あ
る

秘ひ

書し
よ

に
云
は
く
『
初
め
て
官
（
＝
太
政
官
庁
）
に
入
ら
ば

「
秋
東
」
を
呼
ぶ
。
又
、
行
な
ふ
時
、
左
手
（
×
右
手
）
に
、「
天
」
の
字
を
持じ

す

る
は
大だ

い

吉き
ち

也
。』
と
云
々
。」
仍
り
て
左
ひ
だ
り
の

掌
て
の
ひ
らに
、「
天
」
の
字
を
書
く
。

〓▽
ａ

申さ
る

剋
、
漏ろ
う

剋こ
く

博は
か
せ士

信
公
来
た
り
て
云
は
く
「
申
剋
は
吉き
ち

時じ

也
。
此
の
剋
に
返へ
ん

閇ば
い

し
て
出
行
す
る
の
間
、
酉
剋
に
及
ぶ
歟
。」
仍
り
て
西
中
門
の
内
に
於
い
て

返
閇
す
。〔
先こ

れ
よ

是り
さ
き、

春か
す

日が

（
＝
春
日
小
路
）・
中な
か

御み

門か
ど

（
＝
中
御
門
大
路
）
の
辻つ
じ

々つ
じ

（
×

迅
々
）
に
、
人
々
を
立
て
、
往
還
の
雑ぞ
う

人に
ん

を
制せ
い

止し

せ
し
む
。〕
門
を
出い

づ
。〔
白し
ろ

の
褂
う
ち
き

一ひ
と

重か
さ
ね、
信
公
に
被か
づ

く
。〕
高た
か

倉く
ら

（
高
蔵
）（
＝
高
倉
小
路
）
よ
り
中
御
門
を
引
き
、
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

座
）
に
着
す
べ
き
也
。
而し
か

る
に
先せ
ん

例れ
い

を
尋
ぬ
る
に
、
宜
陽
殿
に
着
す
る
の
由よ
し

、

所し
よ

見け
ん

無
し
。
亦
、
申も
う
し
ぶ
み

文
せ
し
め
む
と
欲
す
。
右
衛
門
督
（
＝
藤
原
経
通
）、
左
大

弁
（
＝
藤
原
重
尹
）
の
語
に
依
り
て
参
入
す
べ
し
と
云
々
。
上
し
よ
う
け
い卿

一
人
、
両
度
、

申
文
せ
し
む
る
は
如い

か
が何
。」
仰
せ
て
云
は
く
「
仗
座
は
、
是こ
れ

、
仮か
り

座の
ざ

也
。
宜
陽

殿
（
×
院
）
の
座
は
、
公く
ぎ
よ
う卿
の
正せ
い
ざ座
也
。
初
め
て
参
入
す
る
は
、
猶な
お

、
宜
陽
殿

に
着
（
着
×
）
す
べ
き
歟
。
抑
そ
も
そ
も、
近
例
を
尋
ね
て
左そ

右う

す
べ
し
。
又
、
上
卿
一

人
、
両
度
の
申
文
は
不ふ

穏お
ん

の
事こ
と

也
。
亦
、
先
例
は
如
何
。」
申
し
て
云
は
く

「
不ふ

見け
ん

不ふ

聞ぶ
ん

に
侍は
べ

り
。」
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

退
出
す
。

□�
①
『
左
経
記
』
長
元
五
年
正
月
十
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
る
事
」（
目
）

十
日
、
壬
午
。
天
晴
。

〓▽
ａ

巳み
の

一い
つ

剋こ
く

、
参さ
ん

内だ
い

す
。
是こ
れ

、
花か

徳と
く

門も
ん

の
辺あ
た
りに
於
い
て
、
史
を
召
す
。
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

の

座
を
敷
く
や
否い

な

や
の
由よ
し

（
×
田
）
を
問
ふ
。〔
昨
日
、
例
を
左
金
吾
（
＝
源
師
房
）

に
尋
ぬ
。
示
さ
れ
て
云
は
く
「
加か

階か
い

の
人
、
各
お
の
お
の、

宜
陽
殿
（
殿
×
）
に
着
す
。」

と
云
々
（
々
×
）。
仍
り
て
座
を
敷
か
し
む
べ
き
の
由
、
史し

広
雅
に
召め
し

仰お
お
せせ

了
り

ぬ
。〕
史
云
は
く
「
敷
か
し
め
了
り
ぬ
。」
亦
、
時
を
問
ふ
。
申
し
て
云
は
く

「
巳
二
剋
。」
者て

へ

り
。
仍
り
て
先ま

づ
宜
陽
殿
に
着
す
。〔
西
面
。〕
次つ

い
で
仗
じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
。〔
南
面
。〕
次
い
で
腋わ
き

の
床し
よ

子う
じ

に
着
す
。
頃
し
ば
ら
く

之あ
り
て、

左
大
弁

（
＝
藤
原
重
尹
）
参
入
す
。
壁
外
に
於
い
て
、
陣じ
ん
か
ん官

の
人
を
以
て
、
逢
ふ
べ
き
の

由
を
示
す
。
起き

座ざ

し
て
進す
す
み
む向

か
ひ
、
雑ぞ
う
じ事

を
示
す
。
午う
ま

剋
に
及
び
、
宜
陽
殿
に

着
す
。
予よ

（
＝
源
経
頼
）、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
出
で
て
退
出
す
。
此
の
間
、
侍
従
中
納

言
（
＝
藤
原
資
平
）、
花
徳
門
よ
り
参
入
せ
ら
る
と
云
々
。
是こ
れ

、
申も
う

文し
ぶ
みせ

し
め
む

が
為
な
り
。
左
大
弁
、
語か

た
り
き聞
か
る
と
云
々
。
予
、
後
日
、
申
文
せ
し
む
べ
し
。

仍
り
て
直た

だ

ち
に
以
て
退
出
す
る
也
。

役や
く

送そ
う

す
。〕
禄ろ
く

を
賜
ふ
。〔
官
掌
四
人
・
召
使
十
人
は
、
各
お
の
お
の

白し
ろ

絹き
ぬ

一
疋
。
弁
候

（
×
侍
）
二
人
は
、
赤あ
か

絹き
ぬ

（
×
依
）
各
一
疋
。
時
申
す
使
部
二
人
は
、
信し
な

濃の
の

布ぬ
の

（
信

乃
布
）
各
二
段
。〕
先
是
、
官
の
使
部
等
の
中
に
、
屯と
ん
じ
き食

二
具
、
信
濃
布
（
信
乃

布
）
六
十
七
段
。
外
記
の
使
部
等
の
中
に
、
屯
食
一
具
、
信
濃
布
（
信
乃
布
）
卅

三
段
。
以
て
令れ

い

す
。
是
、
先せ
ん
れ
い例
を
尋
ね
て
分わ
け
た
ま給
ふ
所
と
こ
ろ

也
。

　
（
注
1
）「
秋
東
」
を
呼
ぶ
こ
と
、
左
手
に
「
天
」
の
字
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
台
記
』
保
延

二
年
（
一
一
三
六
）
十
月
十
一
日
条
に
「（
前
略
）
経
頼
左
大
弁
記
曰
、
装
束
成
畢
之
後
、
天

ト
云
文
字
〈
ヲ
〉、
以
覗

指
書
巴

掌
上
蚤
〈
天
〉、
掬
〈
テ
〉
天
〈
ハ
〉
在
巴

此
掌
中
蚤
〈
ト
〉
思

也
、
又
踰
巴
官
・
外
記
庁
戸
閾
蚤
之
時
、
秋シ
ウ
ト
ウ東
〈
ノ
〉
二
字
〈
ヲ
〉、
心
中
〈
ニ
〉
思
也
、（
後

略
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
Ⓒ
『
参
議
要
抄
』
所
引
『
長
房
卿
記
』
に
も
見
え
る
。

③
『
公
卿
補
任
』
長
元
四
年
条

権
大
納
言
藤
原
長
家
「
二
月
廿
九
日
、
丙
午
。
酉
時
、
着
座
す
。」

④
『
公
卿
補
任
』
長
元
四
年
条

参
議
源
経
頼
「
同
（
＝
二
月
）
廿
九
日
、
丙
午
。
酉
時
、
着
座
す
。」

・
藤
原
長
家
、
長
元
元
年
二
月
十
九
日
、
任
権
大
納
言
。
源
経
頼
、
長
元
三
年
十

一
月
五
日
、
任
参
議
。

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

同
（
＝
長
元
）
四
年
十
二
月
廿
七
日
（
＝
庚
午
）、
遠
行
五
離
の
日
の
着
座
の
例
の

事
。

□�
①
『
左
経
記
』
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
正
月
九
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
加か

階か
い

の
上か
ん

達だ
ち

部め

、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
べ
き
事
」（
目
）

九
日
、
辛
巳
。
天
晴
。

〓▽
ａ

殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
申
し
て
云
は
く
「
加か

階か
い

の
後
、
明
日
、
始
め
て

陣
に
着
せ
む
と
欲
す
。
其
の
儀
、
先ま

づ
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

に
着
す
。
次つ

い
で
仗
じ
よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

掌
・
召
使
、
各
お
の
お
の

疋
絹
。
時
申
す
使
部
、
各
信し
な

濃の
の

布ぬ
の

（
信
乃
布
）
二
段
。
両
所
（
＝

官
・
外
記
）
の
使
部
の
中
、
同
じ
布
と
云
々
。〕

（
注
1
）
源
隆
国
は
、
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
九
月
十
九
日
、
任
権
中
納
言
。
治
暦
三
年
（
一
〇
六

七
）
二
月
六
日
、
任
権
大
納
言
。

・
源
経
頼
、
長
元
五
年
正
月
六
日
、
叙
従
三
位
。
藤
原
重
尹
、
同
日
、
叙
従
三
位
。

・
源
経
頼
の
従
三
位
加
階
後
初
参
着
陣
…
…
□�
・
□�

□�
①
『
小
記
目
録
』（
第
一
五
・
公
卿
着
座
事
〈
付
着
陣
〉）

　

同
（
＝
長
元
）
五
年
六
月
廿
七
日
（
＝
丙
寅
）、
着
座
の
日
時
の
事
。

□�
①
『
左
経
記
』
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
三
月
九
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
右
兵
衛
督
（
＝
源
隆
国
）
の
着
座
の
雑ぞ
う
じ事
」

九
日
、
癸
巳
。
天
晴
。

〓▽
ａ

殿
（
＝
藤
原
頼
通
）
に
参
る
。
午う
ま

後の
の
ち、

右
兵
衛
督
（
＝
源
隆
国
）
の
御お
ん

許も
と

に
詣も
う

づ
。

明
日
、
着
座
せ
ら
る
る
の
雑ぞ

う

事じ

有
（
×
同
）
り
。
晩
に
及
び
、
高
倉
に
詣
づ
。

次つ

い
で
家
に
帰
る
。

・
源
隆
国
、
長
元
七
年
七
月
八
日
（
十
月
廿
四
日
）、
任
参
議
。
同
日
（
十
一
月
）、

兼
任
右
兵
衛
督
。
同
日
（
十
二
月
八
日
）、
叙
従
三
位
。

・
源
隆
国
の
参
議
初
参
着
陣
…
□�
・
□�

□�
①
『
左
経
記
』
長
元
八
年
三
月
十
日
条
（
▽
ａ
）

▽
ａ
「
御
着
座
の
事
〈
宇
治
大
納
言
殿
（
＝
源
隆
国
）〉」（
目
）

十
日
、
甲
午
。
天
晴
。

〓▽
ａ

卯う
の

二に

剋こ
く

、
右
兵
衛
督
（
＝
源
隆
国
）
着
座
せ
ら
る
と
云
々
。
俗ぞ
く

忌の
い
みに
云
は
く

「
着
座
の
人
よ
り
の
上じ

よ

﨟う
ろ
う、

其
の
所
に
向
か
は
ず
。」
と
云
々
。
仍
り
て
詣も
う

で
ず
。

但た
だ

し
、
官か
じ

掌よ
う

四
人
、
召
め
し
づ

使か
い

十
人
、
時と
き

申も
う

す
使つ
か

部い
べ

二
人
の
饗
き
よ
う

十
六
前
、
兼け
ん

日じ
つ

、
真

親
に
仰
せ
て
調

と
と
の

送え
お
くら

し
む
。
又
、
政ま
ん

所ど
こ
ろに

於
い
て
、
屯と
ん

食じ
き

三
具
を
調
と
と
の

備え
そ
なへ

し
め
、

官
・
外
記
の
使
部
等
の
中
に
送
ら
し
む
。〔
二
具
は
官
の
使
部
、
宿
に
送お

く
り
く
だ
下
す
。

一
具
は
外
記
、
外げ

記き
き

局よ
く

に
送
る
。〕
疋ひ

絹け
ん

・
雑
布
等
、
本
家
、
之こ
れ

を
儲も
う

く
。〔
官
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

将
、
本
陣
に
着
す
る
は
、
本ほ
ん

座ざ

に
着
せ
ず
。
公
卿
、
初
め
て
日ひ
の

上し
よ
うと
為し

て
、
神し
ん

事じ

を
行
な
ふ
の
時
、
召め
し
づ
か
い

使
・
官か
じ
よ
う掌

等
、
饗
禄
を
給
は
る
。
弁
官
・
官
掌
（
々

掌
）・
弁
侍
、
禄
を
給
は
る
。〕

　

凡お
よ

そ
官
を
給
は
る
輩や
か
ら、
親お
や

無
け
れ
ば
、
吉
日
を
取
り
、
墓
を
拝
す
る
事
な
り
。

〈
三
拝
。〉

　

頭
蔵
人
に
補
す
る
者
、
初
め
て
参さ

ん
だ
い内
す
る
は
、
官
を
給
は
る
人
の
如
し
。
但た
だ

し
、
傍
か
た
が
たの
職し
き
じ事
、
簡ふ
だ

に
付
す
る
の
後
に
退
出
す
。
昇し
よ
う
で
ん
殿
の
職
事
は
、
三
日
を
過す

ぐ
と
雖い
え
ども

、
参
内
し
、
拝は
い
れ
い礼

有
り
。

天
暦
二
三
、
除
目
有
り
。
大
納
言
源
朝
臣
（
＝
清
蔭
）、
穢け
が
れに

依
り
、
陣じ
ん
が
い外

に
参
り
、
慶
賀
を
奏
せ
し
む
。

　
「
公
卿
、
三
日
の
中
、
着
座
の
日
を
択
ぶ
と
云
々
。」（
頭
書
）

B
『
西
宮
記
』
巻
十
一
（
甲
）・
臨
時
戊
・
公
卿
着
座
事

一
、
公く

ぎ
よ
う卿

の
着
座
の
事

　
〔
上か

ん
だ
ち
め

達
部
・
弁
官
・
史
・
式
部
省
の
省し
よ
う
か
ん

官
（
々
官
）、
此
の
事こ
と

有
り
。

着
座
す
べ
き
諸
司
、
着
座
せ
ざ
る
の
時
、
生（

頭
書
）年

を
注ち
ゆ
う
し
ん

進
せ
し
め
、
陰お
ん

陽よ
う

寮り
よ
うに

仰お
お

下せ
く
だし

、
吉き
ち

日じ
つ

を
勘
か
ん
が

定え
さ
だめ

、
着
座
す
べ
き
由よ
し

を
催
も
よ
お

仰し
お
おす

と
云
々
。

【
弁
、
着
座
す
る
の
時
、
官か

じ

掌よ
う

に
は
白し
ろ

絹き
ぬ

、
各
お
の
お
の

一
疋
饗き
よ
うす

。
弁べ
ん
こ
う候

に
は

赤あ
か

絹き
ぬ

、
各
一
疋
饗
す
。
時と
き

申も
う

す
使つ
か

部い
べ

二
人
に
は
信し
な
の
の
ぬ
の

濃
布
（
信
乃
布
）、
各

二
段
饗
す
。
使
部
等
の
中
、
屯と

ん
じ
き食

二
具
、
信
濃
布
（
信
乃
布
）
百
段
、
若も

し
く
は
銭
十
貫
。
外
記
の
使
部
は
、
此
の
例
に
預あ
ず
から

ず
と
云
々
。
但た
だ

し
、

件く
だ
んの

饗き
よ
う

禄ろ
く

等
、
宣せ
ん
じ旨

に
依
り
着
座
す
る
の
時
は
給
は
ず
と
云
々
。
又
、

三
ヶ
日
の
慎

つ
つ
し
みを
致
さ
ず
と
云
々
。】〕

　

陰お
ん
よ
う
か
陽
家
の
勘か

文も
ん

に
依
り
、
着
座
の
後
の
三
日
の
中
、
不
楽
、
不
憂
、
不
登

高
、
不
臨
深
、
不
行
刑
、
不
見
孝
、
不
入
及
廁
、
慎つ
つ
しむ

べ
し
。

　
【
儀
式
書
】

A
『
西
宮
記
』
巻
八
・
臨
時
乙
・
新
任
官
叙
位
人
事

一
、
新
任
官
・
叙
位
の
人
の
事

　

除じ

目も
く

の
下お
り

名な

、
二
省
（
＝
式
部
省
・
兵
部
省
）
に
給
ふ
の
後
、
三
日
の
中
、
先ま

づ

腋わ
き

陣じ
ん

に
参
り
、
近
衛
の
次
将
を
し
て
〔
地じ

下げ

の
将し
よ
うは
、
蔵
人
に
付
し
て
伝て
ん

奏そ
う

す
。〕
候
ず
る
由よ
し

を
奏
せ
し
む
。〔
上か
ん
だ
ち
め
達
部
・
殿て
ん

上じ
よ
う

人び
と

等
は
、
清せ
い
し
よ書
を
奏
す
る

の
後
、
頭

と
う
の

蔵く
ろ

人う
ど

を
以
て
奏
せ
し
む
。
公く
ぎ
よ
う卿
は
、
弓ゆ

場ば

殿ど
の

に
参
る
。
地
下
の
公
卿

は
、
階か

い
か下

を
経
て
参
入
す
。
二
度
の
除
目
、
三
人
已
上
、
之こ
れ

を
奏
す
。〕
近
衛

の
将

し
よ
う

参
上
し
、
其
の
人
其
（
々
）
の
人
（
々
）
候
ず
る
由
を
奏
す
。〔
数あ
ま
た多

な
れ

ば
、
注し

る

取し
と

り
、
奏
す
べ
し
。〕
勅ち
よ

許つ
き
よの
後
、
剣
・
笏し
や
くを
着
し
、
慶け
い

賀が

の
人
の
前

に
立
つ
。〔
後う

し
ろを
以
て
、
人
に
向
か
ふ
也
。〕
仰
せ
て
云
は
く
「
聞き
こ
し
め食
し
つ
。」

と
宣の

た
まふ
。
慶（
頭
所
）賀
の
人
、
称い
し

唯よ
う

し
て
拝は
い

舞ぶ

す
。〔
中
間
、
次
将
退
く
。〕

　

次つ

い
で
院
に
参
る
。〈
内
に
同
じ
。〉
諸
宮
及
び
然し
か

る
べ
き
所
々
は
、
事こ
と
の
よ
し
由
を

申
さ
し
む
。〈
二に

拝は
い

。〉

　

衛え

府ふ

の
官
、
三
日
間
、
仮
か
り
の

随ず
い

身じ
ん

有
り
。〔
馬め
り

寮よ
う

并
び
に
六
位
は
、
随
身
無
し
。

大
将
は
官
人
一
員
。
非ひ

参さ
ん

議ぎ

の
督か
み

は
志
さ
か
ん

以
下
。
中
将
は
近こ
の
え衛

四
人
。
少
将
は
二

人
。
佐す

け

は
四
人
。
帰
る
日
、
禄ろ
く

を
賜
ふ
。〕

　

非
参
議
、
兵
部
の
移い

を
待
ち
、
剣
を
着
す
。〔
侍じ
じ
ゆ
う従

・
中な
か

務つ
か
さ

輔の
ふ

、
即す
な
わち

之
を

着
す
。〕
吉き

ち

日じ
つ

を
択え
ら

び
、
本ほ
ん
じ
ん陣

・
本ほ
ん
か
ん官

に
着
す
。〔
衛
府
の
陣
、
吉き
ち
じ
よ
う

上
、
見け

参ざ
ん

を

進た
て
ま
つる

。
別
に
禄
を
給
は
る
。
或あ
る
いは

官
人
已
下
、
饗き
よ
う
ろ
く

禄
を
給
は
る
。〕

　

兼け
ん

国こ
く

の
人
、
除
目
（
×
内
）
の
外ほ
か

、
必
ず
し
も
慶
賀
を
申
さ
ず
。
所
々
の
別べ
つ

当と
う

に
補
す
る
者
、
陣じ
ん

外が
い

は
申
さ
ざ
る
所
な
り
。

　

公
卿
、
吉
日
を
取
り
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

及
び
陣じ
ん

座の
ざ

に
着
す
。〔
東
西
面
。
公
卿
の

初し
よ
さ
ん参
は
、
或
は
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
入
る
と
云
々
。
未い
ま

だ
為
さ
ざ
れ
ば
、
可か

と
す
る
は
、

（
前
田
家
大
永
鈔
本
「
尋
可
」、
神
道
大
系
本
「
尋
常
」）
尚な
お

、
和か

徳と
く

門も
ん

よ
り
入
る
べ
し
。
大
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

平
）・
中
納
言
長
谷
雄
（
＝
紀
）
等
、
皆
、
同
日
丑
二
剋
に
着
す
と
云
々
。

此
の
時
、
天て

ん
も
う網
な
り
。
遁と
ん
こ
う
か
甲
家
、
重
制
す
る
所
と
云
々
。」〕

　

延
長
二
年
四
月
十
日
。
左
大
臣
﹇
貞
信
公
﹈
着
す
。
八
月
十
四
日
。
太

政
大
臣
﹇
右
大
臣
定
方
（
＝
藤
原
）
也
。﹈
着
す
。〔
誰
人
哉や

、
之こ
れ

を
勘か
ん
がふ
べ

し
。〕

（
裏
書
）

　

右
大
臣
藤
原
（
ー
）
氏
宗
、
貞
観
十
二
年
（
ー
）
正
月
（
ー
）
十
三
日
、
丙
寅
。

右
大
臣
に
任
ず
。
同
廿
三
日
、
丙
子
。
申さ

る
の
と
き
時
、
着
座
す
。〔
中
納
言
藤
原
（
ー
）

忠
平
、
延
喜
（
延
木
）
九
年
（
ー
）
五
月
（
ー
）
廿
二
日
（
ー
）、
丙
戌
。
寅
時
に

着
座
す
。〕

　

承
平
五
年
（
ー
）
五
月
（
ー
）
十
六
日
（
ー
）、
己
酉
。
酉
時
（
々
時
）、
中
納
言

伊
望
（
＝
平
）
着
座
す
。

　

承
平
三
年
（
ー
）
六
月
（
ー
）
四
日
、
己
酉
。
申
時
、
参
議
藤
原
実
頼
着
座
す
。

〈
五
月
節
。〉

　

天
暦
二
年
（
ー
）
五
月
（
ー
）
廿
日
、
戊
辰
。
巳み

時
、
権
中
納
言
藤
原
（
ー
）
師

尹
着
座
す
。

　

昌
泰
元
年
九
月
（
ー
）
十
二
日
（
ー
）、
己
卯
。
午う
ま

時
、
中
納
言
藤
国
経
着
座

す
。〔
八
月
節
。〕

　

権
中
納
言
平
惟
仲
、
衰
日
に
着
座
す
と
云
々
。

　

延
喜
二
年
（
ー
）
四
月
（
ー
）
十
八
日
（
ー
）、
甲
午
。
申
時
、
大
納
言
藤
原

（
ー
）
定
国
着
座
す
。

　

同
年
二
月
（
ー
）
十
七
日
（
ー
）、
甲
午
。
戌
時
、
参
議
紀
長
谷
雄
着
す
。

　

同
月
十
八
日
、
乙
未
。
辰
時
、
参
議
平
惟
範
、
外げ

記き
ち

庁よ
う

に
着
座
す
。

　

天
慶
七
年
（
ー
）
十
一
月
（
ー
）
五
日
、
甲
戌
。
子ね
の
こ
く刻

、
参
議
在
衡
（
＝
藤
原
）、

〔
右
大
弁
。〕
庶
明
（
＝
源
）、
同
時
に
着
座
す
。

　

旧き
ゆ
う
れ
い

例
は
、
朝ち
よ
う
ど
う

堂
に
着
す
。

　

召
使
・
官
掌
、
饗
禄
あ
り
。〔
召
使
・
官
掌
に
は
各
疋ひ

絹け
ん

饗
す
。
官
・
外

記
の
使
部
等
の
中
、
信
濃
布
（
信
乃
布
）
百
段
、
屯
食
三
具
。【
官
の
使
部
は
、

屯
食
二
具
、
布
六
十
七
段
（
ー
）。
外
記
の
使
部
は
、
屯
食
一
具
、
布
卅
三
段
。

是こ
れ

、
内う
ち
う
ち々

に
別わ

く
る
所
と
こ
ろ

也
。】
時
申
す
使
部
二
人
に
は
、
各
信
濃
布
（
信
乃
布
）

二
段
饗
す
。〕

　

吉
日
、
得え

難が
た

け
れ
ば
、
前
人
の
証
に
依
り
て
定
む
べ
し
。

　

或
は
廃は

い
（
＝
廃
務
日
）・
休き
ゆ
う（

＝
休
日
）・
衰す
い
に
ち日
に
着
す
。

　

延
喜
二
年
二
月
十
八
日
。
四
月
十
八
日
。
着
座
す
。〔
此
の
日
に
着
す

る
人
、
尋た

ず
ね
い入

る
べ
し
。〕

　

寛（
傍
書
）平

五
年
三
月
六
日
、
己
巳
。
寅と
ら

三の
さ

剋ん
こ
く、

参
議
源
湛
着
座
す
。

　

承
和
七
年
八
月
八
日
、
壬
子
。
戌い

ぬ

三
剋
、
右
大
臣
源
常
着
座
す
。〔
七

日
、
辛
亥
、
任
ず
る
也
。
此
の
日
、
国こ

忌き

に
依
り
、
尋
常
の
政
ま
つ
り
ご
と（

＝
外
記

政
）
を
申
さ
ず
と
云
々
。〕

　

同
九
年
八
月
八
日
、
己
巳
。
辰た

つ

剋
、
大
納
言
忠
仁
公
（
＝
藤
原
良
房
）
着

す
。

　

貞
観
十
二
年
二
月
四
日
、
丙
戌
。
辰
四
剋
、
中
納
言
在
原
行
平
着
す
。

〔
此
の
日
、
祈

と
し
ご
い
の
ま
つ
り

年
祭
也
。〕

　

寛
平
三
年
三
月
廿
九
日
。
参
議
時
平
（
＝
藤
原
）
着
す
。〈
重じ
ゆ
う
ぶ
く

服
。〉

　

承
平
元
年
九
月
十
六
日
、
庚
子
。
中
納
言
兼
輔
（
＝
藤
原
）、
左さ
じ

仗よ
う

（
＝
陣

座
）
に
参
る
。
復ふ
く
に
ん任

（
×
優
任
）
の
後
、
未い
ま

だ
着
座
せ
ず
。
仍
り
て
政
ま
つ
り
ご
と

無

し
。
今
、
此
の
文
を
案
ず
る
に
、
復
任
の
後
、
日
を
択え

ら

び
、
庁
（
＝
外
記

庁
）
の
座
に
着
す
べ
き
歟
と
云
々
。

　

延
喜
十
一
年
二
月
二
日
、
丁
巳
。
丑う

し

二
剋
、
四
人
着
す
。〔
権
中
納
言

道
明
（
＝
藤
原
）・
参
議
源
（
□
）
当
時
（
＝
源
）・
大
納
言
貞
信
公
（
＝
藤
原
忠
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摂
関
期
の
「
着
座
」「
着
陣
」
関
係
記
事
　

―
　

『
小
右
記
』
を
中
心
と
す
る
古
記
録
部
類
作
成
へ
向
け
て
（
二
）　
―
　　
　
　

三
橋　

正
／
小
右
記
講
読
会

　

又
、
禁
き
ん
ち

中ゆ
う

に
御
お
わ
し
ます
後こ
う

宮き
ゆ
う

并
び
に
春と
う
ぐ
う宮
等
に
申
し
、
其
の
宿
所
に
退
出
す
。

新
し
き
畳

た
た
み

等
を
留と
ど

め
、
後う
し
ろの

頭ほ
と
りに

附
属
す
。

　

近
代
、
未
だ
清
書
を
奏
せ
ざ
る
前
に
退
出
し
、
後
日
、
里り

亭て
い

よ
り
、
之こ
れ

を

申
す
。
門
を
出い

で
て
三
町
の
程
、
辻つ
じ
ご
と毎
に
人
を
置
き
、
法
師
・
女
・
犬
等
を

制せ
い

す
。

　

参さ
ん
だ
い内
の
儀
、
和か

徳と
く

門も
ん

よ
り
入
る
。〔
往
年
、
地じ

下げ

の
公
卿
、
陣じ
ん
の
ざ座
の
後う
し
ろの

立た
て
じ
と
み
蔀
の
外そ
と

に
於
い
て
申
す
と
云
々
。〕
近
代
は
、
宣せ
ん

仁に
ん

門も
ん

を
経
て
、
軒こ
ん

廊ろ
う

の

階か
い

下か

に
て
、
之
を
申
す
。
所
々
に
申
す
こ
と
、
上
に
准じ
ゆ
んず

。

　

其
の
前さ

き

駆が
け

は
六
人
以
下
。
而
る
に
『
佐
理
参
議
抄
』（
＝
藤
原
佐
理
）
に
云

は
く
「
前
駆
は
二
人
也
。
多
き
時
も
、
四
人
を
過す

ぐ
べ
か
ら
ず
。」
と
云
々
。

是こ
れ

、
延
光
納
言
（
＝
源
）、
小
野
宮
大
臣
（
＝
藤
原
実
頼
カ
、
藤
原
実
資
カ
）
に
教
ふ

る
所

と
こ
ろ

也
。

着
陣
の
事

　

先ま

づ
史
に
仰
せ
、
宜ぎ

陽よ
う

殿で
ん

の
座
を
敷し

か
し
む
。

　

参
議
以
上
、
皆
、
敷ふ

政せ
い

門も
ん

よ
り
入
り
、
宣
仁
門
を
経
て
、
宜
陽
殿
の
北
第

一
間
の
北
辺
よ
り
昇
り
、〔
履く

つ

を
壇
上
に
脱
ぐ
。〕
東
座
に
着
す
。〔
西
面
。

上
古
、
西
座
に
着
す
。
而し

か

る
に
大
入
道
（
＝
藤
原
兼
家
）
の
御
説
に
依
る
也
。

壁
に
向
か
は
ざ
る
の
意い

歟
。〕
座
を
煖あ
た
ため

ず
〈
三
息
と
云
々
。〉
し
て
起た

つ
。

左さ
じ

仗よ
う

座の
ざ

（
＝
陣
座
）
に
着
す
る
こ
と
、
例
の
如
し
。
但た
だ

し
、
近
代
、
参
議
と
雖
い
え
ど

も
、
窃ひ
そ
かに

大
納
言
の
座
に
着
す
。〈
南
面
。〉
又
、
座
を
煖
め
ず
し
て
起
ち
、

敷
政
門
よ
り
退
出
す
。

　

今
日
、
他
所
に
向
か
は
ず
。
是
、
人
の
下
に
付
く
べ
か
ら
ざ
る
の
故ゆ

え

と

云
々
。

着
座
の
事
〔
着
座
の
日
時
并
び
に
雑

く
さ
ぐ
さの
禁き
ん
き忌
を
勘か
ん
がへ
し
む
。
近
代
、
猶
、
多
く

二
月
丙
午
を
用
ふ
。
貞
信
公
（
＝
藤
原
忠
平
）
の
例れ
い

（
＝
延
喜
八
年
）
也
。
或あ
る
いは

十
月

　
「
反へ

ん
ば
い閇
を
加
へ
、
門
を
出い

づ
る
の
間
、
辻つ
じ
つ
じ々

に
、
人
々
を
立
て
、
往
還

の
雑ぞ

う
に
ん人

・
犬
馬
等
を
掃は
ら

は
し
む
。
又
、
陰お
ん

陽よ
う

師じ

の
禄
、
人
に
随
ひ
、
之
を

儲も
う

く
べ
し
。（
頭
書
）」

　
「
或あ

る
ほ
ん本
に
云
は
く
『
延
喜
十
一
年
（
ー
）
二
月
（
ー
）
二
日
（
ー
）、
同
時

に
四
人
着
す
。』」（
傍
書
）

（
注
1
）　

源
常
の
任
右
大
臣
は
『
公
卿
補
任
』
は
七
日
と
し
、『
続
日
本
後
紀
』
に
は
八
日
の
詔
が
見
え

る
。
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
八
月
は
七
日
庚
戌
、
八
日
辛
亥
、
九
日
壬
子
。

（
注
2
）　

在
原
行
平
の
任
中
納
言
は
元
慶
六
年
正
月
十
日
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
は
極
官
表
記
。

（
注
3
）　

藤
原
時
平
の
父
基
経
が
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
正
月
十
三
日
に
薨
去
し
た
。

（
注
4
）　

平
惟
仲
は
正
暦
三
年
八
月
廿
八
日
に
任
参
議
、
長
徳
二
年
七
月
廿
日
に
任
権
中
納
言
、
同
四
年

正
月
十
五
日
に
任
中
納
言
。
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
出
生
で
、
�
（
正
暦
四
年
二
月
廿
八
日
丙
戌
、

参
議
初
参
着
座
、
五
〇
歳
、
衰
日
は
子
・
午
）、
�
（
長
徳
二
年
八
月
十
二
日
庚
戌
、
権
中
納
言
初

参
着
座
、
五
三
歳
、
衰
日
は
丑
・
未
）、
�
（
長
徳
四
年
二
月
十
八
日
丁
未
、
中
納
言
初
参
着
座
、

五
五
歳
、
衰
日
は
辰
・
戌
）
の
着
座
記
事
は
衰
日
に
は
当
た
ら
な
い
。

（
注
5
）　

藤
原
在
衡
の
任
参
議
は
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
二
月
廿
五
日
で
、
当
時
は
右
大
弁
。
同
五
年

三
月
廿
九
日
に
左
大
弁
に
転
任
。

Ⓒ
『
参
議
要
抄
』
下
・
臨
時
・
初
任
事

一
、
初
任
の
事

慶け
い
が賀

を
申
す
事

　

蔵く
ろ
う
ど
の
と
う

人
頭
は
、
除じ

目も
く

の
入じ
ゆ
げ
ん眼

に
先さ
き
んじ

、
朝
ち
よ
う
お
ん恩

有
る
べ
き
由よ
し

を
奉
う
け
た
まは

る
。
仍
り

て
表う

え
の
き
ぬ

衣
を
執し
つ
ぺ
い柄

（
＝
摂
関
）
に
申
す
。
又
、
有う
も
ん
の
お
び

文
帯
を
借か

る
。〔
已
上
、
宿
し
ゆ
く

所し
よ

に
置
く
。〕
又
、
檳び

榔ろ
う

毛げ

を
執
柄
に
申
す
。

　

若も

し
然し
か

る
べ
き
公く
ぎ
よ
う卿

の
入
眼
の
日
な
ら
ば
、
除
目
、
未い
ま

だ
畢お
わ

ら
ざ
る
前
に
、

陣じ
ん

（
＝
陣
座
）
を
立
つ
。
除
目
の
清せ
い
し
よ書
了
り
て
後
、
宿
所
に
於
い
て
装し
よ
う
ぞ
く
束
を
改

む
。〔
冬
の
時
、
必
ず
打う

ち
ぎ
ぬ衣
を
用
ふ
。〕
明め
い

義ぎ

門も
ん

の
廊
の
板い
た

橋ば
し

の
東
に
於
い
て
、

慶け
い

賀が

を
申
す
。〔
蔵
人
、
猶な
お

、
脂し

燭そ
く

を
指
す
。〕
拝は
い
ぶ舞

了
り
て
退
出
す
。



110

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
一
号　

二
〇
一
三
年

す
。
死
人
の
頭
を
踏
む
、
或
は
車
を
其
の
上
に
遣
は
す
こ
と
、
第
一
の
吉き
ち

相そ
う

と
為
す
。
只た
だ

、
犬
、
前
を
渡
る
を
以
て
、
凶き
よ

相う
そ
うと
為
す
。」

　

小
野
宮
大
臣
の
着
座
の
時
、
孝こ

う

子し

有
り
、
重じ
ゆ

服う
ぶ
くを
着
し
、
宿
所
に
入
る
。

吉き
ち

例れ
い

也
。

　

隆
国
卿
（
＝
源
）
着
座
の
時
、
兀ご
つ
し子

の
上
に
、
死
せ
る
児じ

子し

の
手て

有
り
。

驚
き
て
小
野
宮
大
臣
に
問
ふ
。
返
事
に
云
は
く
「
件く

だ
んの

手
を
取と
り
す棄

て
、
敷
物

を
改
む
べ
し
。
人
に
語
る
べ
か
ら
ず
。
此
、
又
、
吉
相
也
。」
と
云
々
。

　

経
信
卿
（
＝
源
）
着
座
の
時
、
参
議
の
度た
び

、
車
の
棟む
ね

無
し
。
納
言
の
度
、

宿
所
に
於
い
て
枕
を
失
ふ
。
并
び
に
吉
相
と
云
々
。
無
上
心
歟
。

　

通
俊
卿
（
＝
藤
原
）
着
座
の
時
、
宿
所
に
於
い
て
、
郭ほ
と
と
ぎ
す

公
の
和
歌
を
詠よ

む
。

哭な

く
を
歌
は
ざ
る
の
儀
に
違た
が

ふ
。

　

泰
憲
卿
（
＝
藤
原
）
着
座
の
時
、
犬
、
其
の
前
を
渡
る
。
沈ち
ん
り
ん淪

の
相
と
為
す
。

凡お
よ

そ
、
着
座
せ
む
と
欲
す
る
人
、
外
記
（
＝
外
記
庁
）
の
図
を
先せ
ん
だ
つ達

に
請
ふ
。

　

三
日
を
過
ご
す
の
後
、
早
く
政

ま
つ
り
ご
とに
着
す
。
未
だ
政
に
着
せ
ざ
る
の
前
、

参
内
せ
ず
。

　
『
長
房
卿
抄
』（
＝
藤
原
長
房
）
に
云
は
く
「
行
く
時
、『
秋
東
』
を
呼
び
、

左
手
に
、『
天
』
の
字
を
書
（
×
奉
）
く
。」

（
注
1
）　

源
経
信
は
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
二
月
六
日
に
任
参
議
、
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
六
月
十

三
日
に
任
権
中
納
言
、
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
正
月
廿
六
日
に
任
権
大
納
言
、
寛
治
五
年
（
一
〇

九
一
）
正
月
廿
八
日
に
任
大
納
言
。

（
注
2
）　

藤
原
通
俊
は
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
六
月
廿
三
日
に
任
参
議
、
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
六

月
十
三
日
に
任
権
中
納
言
。

（
注
3
）　

藤
原
泰
憲
は
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
十
二
月
八
日
に
任
参
議
、
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
十

二
月
二
日
に
任
権
中
納
言
。

（
注
4
）　

藤
原
長
房
は
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
正
月
廿
六
日
任
参
議
。『
公
卿
補
任
』
応
徳
三
年
（
一

〇
八
六
）
条
に
「
四
月
十
五
日
、
壬
寅
、
子
二
点
着
座
、」
と
見
え
る
。

庚
子
を
用
ふ
。〕

　

装し
よ
う
ぞ
く
し

束
司
の
史
に
仰
せ
、
兀ご
つ
し子
を
造
ら
し
む
。〔
申
請
を
承
は
る
の
物
等
有

ら
ば
、
本
家
の
家け

い
し司

（
々
家
）
を
遣つ
か

は
し
、
検け
ん
ち
ゆ
う
注
せ
し
む
。〕
宿
所
を
八
は
つ
し
よ
う省

（
＝
朝
堂
院
）
の
東
廊
に
儲も
う

く
。〔
官
（
＝
太
政
官
庁
）
の
西
門
（
×
面
門
）
に
当
た

る
。〕
廊
の
柱
に
付
し
、
簾す

だ
れを

懸
け
、
其
の
内
に
、
座
を
儲
く
。
東
の
砌み
ぎ
りに

、

幔ま
ん

を
樹た

つ
。
又
、
内
裏
の
近
辺
の
人じ
ん
か家

を
借
り
、
出い
で
た
ち
ど
こ
ろ

立
所
と
為
す
。

　

剋こ
く
げ
ん限

に
参
内
す
。
装
束
并
び
に
前
駆
・
路ろ

頭と
う

の
作
法
、
上
に
准じ
ゆ
んず

。〔
但

し
、
靴

か
の
く
つを
具ぐ

す
。〕
待た
い

賢け
ん

門も
ん

よ
り
入
る
。
下
車
の
時
、
陽よ
う

明め
い

門も
ん

に
立
て
し
む

べ
き
の
由よ

し

、
之
を
示
す
。
八
省
の
廊
の
宿
所
に
着
す
。

　

慥た
し
かに

剋
限
を
問
ふ
。〔
陰お
ん
よ
う
り
よ
う

陽
寮
の
鐘か
ね

に
因よ

る
。〕
次つ

い
で
官
の
西
門
よ
り
入

る
。
若
し
入よ

に
い夜

る
の
時
は
、
前
駆
、
火
を
取
り
て
前ぜ
ん

行こ
う

す
。
両
幔
の
中
を
経

て
、
官
の
正
庁
の
後
に
到
り
、
西
階
よ
り
昇
る
。
壇
上
に
於
い
て
、
靴
を
着

し
、〔
今い

ま

案あ
ん

ず
る
に
、
屛
の
後う
し
ろに

於
い
て
着
す
べ
き
歟
。〕
西
戸
よ
り
入
り
て

着
座
す
。
又
、
座
を
煖
め
ず
退
出
す
。

　

次
い
で
外
記
（
＝
外
記
庁
）
に
向
か
ふ
。〔
両り
よ
う

説せ
つ

有
り
。
或
は
靴
を
着
し
乍な
が

ら
向
か
ふ
。
或
は
浅あ
さ
ぐ
つ履
に
改
め
、
外
記
の
小
屋
に
於
い
て
、
靴
を
着
す
。〕

次
い
で
外
記
庁
の
北
面
の
西
戸
よ
り
入
り
て
着
座
す
。
又
、
座
を
煖
め
ず
し

て
起
つ
。
小
屋
に
於
い
て
、
履
に
改
め
、
陽
明
門
よ
り
出
づ
。

　

此
の
間
、
上じ

よ
う
ろ
う

﨟
、
同
日
に
着
座
す
る
の
時
、
途
中
に
相あ
い
あ逢

ふ
も
、
相あ
い
ゆ
う揖

せ

ず
と
云
々
。
各

お
の
お
の、
知
ら
ざ
る
を
為し

て
、
過
ご
し
て
宿
所
に
還か
え

る
。

　

官か
じ
よ
う掌

以
下
に
、
饗き
よ
う
ろ
く

禄
を
給
ふ
こ
と
、
常
の
如
し
。

　

三
箇
日
間
、
毎
日
、
美
饌
を
儲
け
、
来
客
に
与
へ
、
之
を
勧
む
。
第
四
日

に
及
び
、
烏え

帽ぼ

子し

・
直の
う
し衣

を
着
し
、
檳
榔
に
乗
り
、
家
に
還か
え

る
。

　
『
行
成
抄
』
に
云
は
く
「
参
議
、
誤
り
て
中
戸
に
入
る
と
雖
も
、
改
む
べ

か
ら
ず
。
旧
誡
（
×
誠
）
有
り
。
着
座
の
間
、
異い

相そ
う

有
る
を
以
て
、
吉き
ち

と
為


